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製品を安全に使用していただくために製品を安全に使用していただくために製品を安全に使用していただくために製品を安全に使用していただくために製品を安全に使用していただくために

●本書の取り扱いについて

本書には、お買い上げいただいた製品を安全に正しく使用するための重要なこ
とがらが記載されています。製品を使用する前に本書をよくお読みください。
特に、本書に記載されている「安全上のご注意」は必ずお読みいただき、内容
をよく理解したうえで製品を使用してください。
本書は、お読みになった後も製品の使用中いつでも参照できるように、大切に
保管してください。富士通は、お客様の生命、身体や財産に被害を及ぼすこと
なく安全に使っていただくために細心の注意を払っています。当製品を使用す
る際は、本書の説明に従ってください。

Microsoft、Windows、MS-DOS、Windows NT、Windows Serverは、米国
Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標、または商
標です。
ESC/P、ESC/Pageは、セイコーエプソン(株)の登録商標です。
VP-1000、LP-8000Sは、セイコーエプソン(株)の商標です。
PC-PR201は、日本電気(株)の商標です。
IntranetWare、NetWareは、米国ノベル社の登録商標です。
Adobe、Acrobat、およびReaderは、アドビシステムズ社の商標です。
True Type フォントは、米国アップルコンピュータ社の登録商標、または商
標です。
PowerPC、PowerPC603eは、米国International Business Machines
Corporationの商標です。
Citrix、MetaFrame、MetaFrame XPは、CitrixSystem社の登録商標、または商
標です。
その他の製品名、会社名は各社の登録商標、または商標です。

All Rights Reserved, Copyright  FUJITSU LIMITED 2004
画面の使用に際して米国Microsoft Corporationの許諾を得ています。



●ＶＣＣＩ適合基準について

本製品は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくク
ラスB 情報技術装置です。本製品は、家庭環境で使用することを目的として
いますが、本製品がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受
信障害を引き起こすことがあります。
マニュアルに従って正しい取り扱いをしてください。

●電源の瞬時低下について

本製品は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあり
ます。電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用される
ことをお薦めします。
ただし、ページプリンタは突入電流が大きいため、その仕様を満足する交流無
停電電源装置等をご使用ください。

（社団法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示）

●電源高調波について

本製品は、高調波抑制対策ガイドラインに適合しております。

●国際エネルギースタープログラムについて

当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者とし
て本製品が国際エネルギースタープログラムの対象製品に関
する基準を満たしていると判断します。



●本製品およびオプション品のハイセイフティ用途での使用について

本製品およびオプション品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産
業用などの一般的用途を想定したものであり、ハイセイフティ用途での使用を
想定して設計・製造されたものではありません。
お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すこと
なく、本製品を使用しないでください。
ハイセイフティ用途とは、以下の例のような、極めて高度な安全性が要求さ
れ、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命・身体に対する重大な危険
性を伴う用途をいいます。
・原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量
輸送システムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システ
ムにおけるミサイル発射制御など

●リサイクル部品の使用について

地球環境への配慮から本製品には一部リサイクル部品を使用しています。

●レーザ規格について

本製品は、危険なレーザ光を出さない「クラス Ⅰ」のレーザシステムです。本
書に従って操作してください。本書に書かれた以外の操作は行わないでくださ
い。思わぬ故障や事故を起こす原因になります。
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はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに
このたびは、弊社のページプリンタXL-6700をお買い求めいただきまして、誠
にありがとうございます。
本プリンタは最大40ページ／分の高速印刷が可能なページプリンタです。
本書では、プリンタの設置や取り扱いに関することがらと、プリンタドライバ
などのソフトウェアに関することがらについて説明しています。
本書にしたがって正しく取り扱い、本プリンタを有効にご利用ください。

2004年2月

本文中の略語について本文中の略語について本文中の略語について本文中の略語について本文中の略語について
各製品を以下のように略記しています。
・ Microsoft  Windows ServerTM 2003, Standard Edition → Windows Server 2003
・ Microsoft  Windows  XP Professional、Microsoft  Windows  XP Home
Edition → Windows XP

・ Microsoft  Windows  2000 Professional、Microsoft  Windows  2000
Server → Windows 2000

・ Microsoft  Windows NT  Workstation Version 4.0、Microsoft
Windows NT  Server Version 4.0 → Windows NT4.0

・ Microsoft  Windows  Millennium Edition → Windows Me
・ Microsoft  Windows  98 → Windows 98
・ Microsoft  Windows  95 → Windows 95
・ Microsoft  Internet Explorer → Internet Explorer
・ Netscape  Communicator → Netscape
・ Adobe  Reader   → Adobe Reader
・ Adobe  Acrobat  Reader → Acrobat Reader
- Windows 98およびWindows Me→Windows 98/Me
- Windows 2000およびWindows Me→Windows 2000/Me
- Windows 95、Windows 98およびWindows Me→Windows 95/98/Me
- Windows 98、Windows MeおよびWindows 2000→Windows 98/Me/2000
- Windows 2000およびWindowsNT4.0→Windows 2000/NT4.0
- Windows XPおよびWindows Server 2003→Windows XP/Windows Server 2003
- Windows 2000、Windows XPおよびWindows Server 2003→Windows 2000/
XP/Windows Server 2003

- Windows NT4.0、Windows 2000、Windows XPおよびWindows Server 2003
→Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003

- Windows Me、Windows 2000、Windows XPおよびWindows Server 2003→
Windows Me/2000/XP/Windows Server 2003

- Windows 95、Windows 98、Windows Me、Windows 2000およびWindows
NT4.0→Windows 95/98/Me/2000/NT4.0

- Windows 95、Windows 98、Windows Me、Windows NT4.0、Windows 2000、
Windows XPおよびWindows Server 2003→Windows 95/98/Me/NT4.0/
2000/XP/Windows Server 2003



(2)

●警告表示マークについて
本書では、製品を安全にかつ正しくお使いいただき、あなたや他の人々に加え
られる恐れのある危害や損害を未然に防止するために、次のような表示をして
います。

警告 注意 
この表示を無視して誤った取り扱いを この表示を無視して誤った取り扱いを
すると、人が死亡または重傷を負う可 すると、人が損害を負う可能性が想定
能性が想定される内容を示してます。 される内容、および物的損害のみが想

定される内容を示しています。

絵記号の例とその意味
△で示した記号は、警告、注意を促す事項であることを告げるもので
す。記号の中には、具体的な警告内容を表す絵（左図の場合は感電注
意）が描かれています。

○で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告
げるものです。記号の中やその脇には、具体的な指示内容（左図の場
合は分解禁止）が描かれています。

●で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるもの
です。記号の中には、具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグを
コンセントから抜いてください）が描かれています。
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安全上のご注意安全上のご注意安全上のご注意安全上のご注意安全上のご注意

◆プリンタ設置および移動時のご注意

警告 
プリンタの上に「花びん、植木鉢、コップ」などの水の入った容器、金属物プリンタの上に「花びん、植木鉢、コップ」などの水の入った容器、金属物プリンタの上に「花びん、植木鉢、コップ」などの水の入った容器、金属物プリンタの上に「花びん、植木鉢、コップ」などの水の入った容器、金属物プリンタの上に「花びん、植木鉢、コップ」などの水の入った容器、金属物
を置かないでください。を置かないでください。を置かないでください。を置かないでください。を置かないでください。
感電・火災の原因となります。

湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に置か湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に置か湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に置か湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に置か湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所に置か
ないでください。ないでください。ないでください。ないでください。ないでください。
感電・火災の原因となります。

電源プラグは、交流電源プラグは、交流電源プラグは、交流電源プラグは、交流電源プラグは、交流100V100V100V100V100V、、、、、15A15A15A15A15A専用コンセント以外には差し込まないでくだ専用コンセント以外には差し込まないでくだ専用コンセント以外には差し込まないでくだ専用コンセント以外には差し込まないでくだ専用コンセント以外には差し込まないでくだ
さい。たこ足配線をしないでください。さい。たこ足配線をしないでください。さい。たこ足配線をしないでください。さい。たこ足配線をしないでください。さい。たこ足配線をしないでください。
感電・火災の原因となります。本定格電源は100V、12.3Aとなっています。

添付の電源コード以外は使用しないでください。添付の電源コード以外は使用しないでください。添付の電源コード以外は使用しないでください。添付の電源コード以外は使用しないでください。添付の電源コード以外は使用しないでください。
感電・火災の原因となります。

ストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、アルコール、シンナー、ガストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、アルコール、シンナー、ガストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、アルコール、シンナー、ガストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、アルコール、シンナー、ガストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、アルコール、シンナー、ガ
ソリンなど揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすいものの近くにはプリンソリンなど揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすいものの近くにはプリンソリンなど揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすいものの近くにはプリンソリンなど揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすいものの近くにはプリンソリンなど揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすいものの近くにはプリン
タを設置しないでください。タを設置しないでください。タを設置しないでください。タを設置しないでください。タを設置しないでください。
火災の原因となります。

延長コードは、定格（延長コードは、定格（延長コードは、定格（延長コードは、定格（延長コードは、定格（125V125V125V125V125V、、、、、15A15A15A15A15A）未満のものは使用しないでください。特）未満のものは使用しないでください。特）未満のものは使用しないでください。特）未満のものは使用しないでください。特）未満のものは使用しないでください。特
に容量不足の延長コードは絶対に使用しないでください。に容量不足の延長コードは絶対に使用しないでください。に容量不足の延長コードは絶対に使用しないでください。に容量不足の延長コードは絶対に使用しないでください。に容量不足の延長コードは絶対に使用しないでください。
異常な発熱や火災の原因となります。

次のようなところには、絶対にアース線を接続しないでください。次のようなところには、絶対にアース線を接続しないでください。次のようなところには、絶対にアース線を接続しないでください。次のようなところには、絶対にアース線を接続しないでください。次のようなところには、絶対にアース線を接続しないでください。
・・・・・ガス管（引火や爆発の危険があります。）ガス管（引火や爆発の危険があります。）ガス管（引火や爆発の危険があります。）ガス管（引火や爆発の危険があります。）ガス管（引火や爆発の危険があります。）
・・・・・電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり
危険です。）危険です。）危険です。）危険です。）危険です。）

・・・・・水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役
目を果たしません。）目を果たしません。）目を果たしません。）目を果たしません。）目を果たしません。）

梱包に使用しているビニール袋はお子様が口に入れたり、かぶって遊んだり梱包に使用しているビニール袋はお子様が口に入れたり、かぶって遊んだり梱包に使用しているビニール袋はお子様が口に入れたり、かぶって遊んだり梱包に使用しているビニール袋はお子様が口に入れたり、かぶって遊んだり梱包に使用しているビニール袋はお子様が口に入れたり、かぶって遊んだり
しないよう、ご注意ください。しないよう、ご注意ください。しないよう、ご注意ください。しないよう、ご注意ください。しないよう、ご注意ください。
窒息の原因となります。
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警告 
風呂場、シャワー室などの水場に置かないでください。風呂場、シャワー室などの水場に置かないでください。風呂場、シャワー室などの水場に置かないでください。風呂場、シャワー室などの水場に置かないでください。風呂場、シャワー室などの水場に置かないでください。
感電・火災の原因となります。

本プリンタに添付されている平行３ピンの電源コードを使用してください。本プリンタに添付されている平行３ピンの電源コードを使用してください。本プリンタに添付されている平行３ピンの電源コードを使用してください。本プリンタに添付されている平行３ピンの電源コードを使用してください。本プリンタに添付されている平行３ピンの電源コードを使用してください。
３ピンの電源コンセントが近くにない場合は、添付の変換プラグを使用し、３ピンの電源コンセントが近くにない場合は、添付の変換プラグを使用し、３ピンの電源コンセントが近くにない場合は、添付の変換プラグを使用し、３ピンの電源コンセントが近くにない場合は、添付の変換プラグを使用し、３ピンの電源コンセントが近くにない場合は、添付の変換プラグを使用し、
変換プラグから出ている緑色のアース線を必ずいずれかに取り付けてくださ変換プラグから出ている緑色のアース線を必ずいずれかに取り付けてくださ変換プラグから出ている緑色のアース線を必ずいずれかに取り付けてくださ変換プラグから出ている緑色のアース線を必ずいずれかに取り付けてくださ変換プラグから出ている緑色のアース線を必ずいずれかに取り付けてくださ
い。い。い。い。い。
・・・・・ 電源コンセントのアース線電源コンセントのアース線電源コンセントのアース線電源コンセントのアース線電源コンセントのアース線
・・・・・ 銅片などを銅片などを銅片などを銅片などを銅片などを650mm 650mm 650mm 650mm 650mm 以上地中に埋めたもの以上地中に埋めたもの以上地中に埋めたもの以上地中に埋めたもの以上地中に埋めたもの
・・・・・ 接地工事（第３種）を行っている接地端子接地工事（第３種）を行っている接地端子接地工事（第３種）を行っている接地端子接地工事（第３種）を行っている接地端子接地工事（第３種）を行っている接地端子
アース接続しないで使用すると、万一漏電した場合に、感電・火災の原因と
なります。

電源コード�

適正電源コンセント�

変換プラグ�

プリンタケーブルおよびオプション製品の取り付け取り外しを行うときは、プリンタケーブルおよびオプション製品の取り付け取り外しを行うときは、プリンタケーブルおよびオプション製品の取り付け取り外しを行うときは、プリンタケーブルおよびオプション製品の取り付け取り外しを行うときは、プリンタケーブルおよびオプション製品の取り付け取り外しを行うときは、
必ずプリンタ本体および接続されている機器の電源スイッチを切り、電源プ必ずプリンタ本体および接続されている機器の電源スイッチを切り、電源プ必ずプリンタ本体および接続されている機器の電源スイッチを切り、電源プ必ずプリンタ本体および接続されている機器の電源スイッチを切り、電源プ必ずプリンタ本体および接続されている機器の電源スイッチを切り、電源プ
ラグをコンセントから抜いた後に行ってください。ラグをコンセントから抜いた後に行ってください。ラグをコンセントから抜いた後に行ってください。ラグをコンセントから抜いた後に行ってください。ラグをコンセントから抜いた後に行ってください。
感電の原因となります。

オプション機器を接続する場合には、当社推奨品以外の機器は接続しないでオプション機器を接続する場合には、当社推奨品以外の機器は接続しないでオプション機器を接続する場合には、当社推奨品以外の機器は接続しないでオプション機器を接続する場合には、当社推奨品以外の機器は接続しないでオプション機器を接続する場合には、当社推奨品以外の機器は接続しないで
ください。ください。ください。ください。ください。
感電・火災・故障の原因となります。

近くで雷が起きたときは、電源コードをコンセントから抜いて、雷がおさま近くで雷が起きたときは、電源コードをコンセントから抜いて、雷がおさま近くで雷が起きたときは、電源コードをコンセントから抜いて、雷がおさま近くで雷が起きたときは、電源コードをコンセントから抜いて、雷がおさま近くで雷が起きたときは、電源コードをコンセントから抜いて、雷がおさま
るのを待ってください。るのを待ってください。るのを待ってください。るのを待ってください。るのを待ってください。
入れたままにしておきますと、雷によっては機器を破壊し、火災の原因とな
ります。
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注意 
直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置し直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置し直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置し直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置し直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置し
ないでください。ないでください。ないでください。ないでください。ないでください。
高温によりカバーなどが過熱、変形、溶解する原因となったり、プリンタ内
部が高温となり、火災の原因となることがあります。

プリンタの背面と側面には通風口があります。プリンタは壁からプリンタの背面と側面には通風口があります。プリンタは壁からプリンタの背面と側面には通風口があります。プリンタは壁からプリンタの背面と側面には通風口があります。プリンタは壁からプリンタの背面と側面には通風口があります。プリンタは壁から200mm 200mm 200mm 200mm 200mm 以以以以以
上離して設置してください。上離して設置してください。上離して設置してください。上離して設置してください。上離して設置してください。
通風口をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。プ
リンタの操作および消耗品類の交換、日常の点検など、プリンタを正しく使
用し、プリンタの性能を維持するために、下図の設置スペースを確保してく
ださい。
プリンタの上部には、日常の操作に必要な200mm以上のスペースを確保してく
ださい。

(単位:mm)

460mm

200mm

200mm

トレイ�
引き出し�

200mm

給紙トレイを�
開いたとき�

プリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えないでくプリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えないでくプリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えないでくプリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えないでくプリンタの上に重いものを置かないでください。また、衝撃を与えないでく
ださい。ださい。ださい。ださい。ださい。
バランスが崩れて倒れたり、落下してけがの原因となることがあります。

振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。
落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。

オプション類の装着、取り外しを行う際は、指定された場所以外のネジは外オプション類の装着、取り外しを行う際は、指定された場所以外のネジは外オプション類の装着、取り外しを行う際は、指定された場所以外のネジは外オプション類の装着、取り外しを行う際は、指定された場所以外のネジは外オプション類の装着、取り外しを行う際は、指定された場所以外のネジは外
さないでください。さないでください。さないでください。さないでください。さないでください。
指定された場所以外のネジを外すと、けがの原因または故障の原因となるこ
とがあります。
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注意 
プリンタは、重さ約プリンタは、重さ約プリンタは、重さ約プリンタは、重さ約プリンタは、重さ約130kg130kg130kg130kg130kg（フルオプション、消耗品と用紙を含む）に耐え（フルオプション、消耗品と用紙を含む）に耐え（フルオプション、消耗品と用紙を含む）に耐え（フルオプション、消耗品と用紙を含む）に耐え（フルオプション、消耗品と用紙を含む）に耐え
られる丈夫で水平な場所に設置してください。られる丈夫で水平な場所に設置してください。られる丈夫で水平な場所に設置してください。られる丈夫で水平な場所に設置してください。られる丈夫で水平な場所に設置してください。
プリンタの転倒などによりけがの原因となることがあります。

プリンタを移動する場合は、プリンタを傾けないでください。プリンタを移動する場合は、プリンタを傾けないでください。プリンタを移動する場合は、プリンタを傾けないでください。プリンタを移動する場合は、プリンタを傾けないでください。プリンタを移動する場合は、プリンタを傾けないでください。
プリンタの転倒などによりけがの原因となることがあります。

プリンタは、オプションや消耗品、用紙が入っていない状態で約プリンタは、オプションや消耗品、用紙が入っていない状態で約プリンタは、オプションや消耗品、用紙が入っていない状態で約プリンタは、オプションや消耗品、用紙が入っていない状態で約プリンタは、オプションや消耗品、用紙が入っていない状態で約42kg42kg42kg42kg42kgありまありまありまありまありま
す。プリンタを動かす場合は必ず２人以上で持ち運んでください。プリンタす。プリンタを動かす場合は必ず２人以上で持ち運んでください。プリンタす。プリンタを動かす場合は必ず２人以上で持ち運んでください。プリンタす。プリンタを動かす場合は必ず２人以上で持ち運んでください。プリンタす。プリンタを動かす場合は必ず２人以上で持ち運んでください。プリンタ
を持ち上げるときは、プリンタ左右の取っ手部分を両手でしっかりと持ってを持ち上げるときは、プリンタ左右の取っ手部分を両手でしっかりと持ってを持ち上げるときは、プリンタ左右の取っ手部分を両手でしっかりと持ってを持ち上げるときは、プリンタ左右の取っ手部分を両手でしっかりと持ってを持ち上げるときは、プリンタ左右の取っ手部分を両手でしっかりと持って
ください。指定箇所以外を持って持ち上げることは絶対にしないでくださください。指定箇所以外を持って持ち上げることは絶対にしないでくださください。指定箇所以外を持って持ち上げることは絶対にしないでくださください。指定箇所以外を持って持ち上げることは絶対にしないでくださください。指定箇所以外を持って持ち上げることは絶対にしないでくださ
い。い。い。い。い。
落下によりけがの原因となることがあります。

給紙トレイ基
部の取っ手を
下図のように
持ちます。�

本体右側面の
取っ手を下図
のように持ち
ます。�

プリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださプリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださプリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださプリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださプリンタを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。また、接続ケーブルなどもはずしてください。い。また、接続ケーブルなどもはずしてください。い。また、接続ケーブルなどもはずしてください。い。また、接続ケーブルなどもはずしてください。い。また、接続ケーブルなどもはずしてください。
作業は足元に十分注意して行ってください。
電源コードが傷つき、感電・火災の原因となったり、本プリンタが倒れたり
してけがの原因となることがあります。
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◆プリンタ使用時のご注意

警告 
プリンタに水をかけたり、濡らしたりしないでください。プリンタに水をかけたり、濡らしたりしないでください。プリンタに水をかけたり、濡らしたりしないでください。プリンタに水をかけたり、濡らしたりしないでください。プリンタに水をかけたり、濡らしたりしないでください。
感電・火災の原因となります。

開口部（通風口など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し開口部（通風口など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し開口部（通風口など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し開口部（通風口など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し開口部（通風口など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し
込んだり、落とし込んだりしないでください。込んだり、落とし込んだりしないでください。込んだり、落とし込んだりしないでください。込んだり、落とし込んだりしないでください。込んだり、落とし込んだりしないでください。
感電・火災の原因となります。

電源コードを傷つけたり、加工しないでください。電源コードを傷つけたり、加工しないでください。電源コードを傷つけたり、加工しないでください。電源コードを傷つけたり、加工しないでください。電源コードを傷つけたり、加工しないでください。
重いものを載せたり、引っぱったり、無理に曲げたり、ねじったり、過熱し
たりすると、電源コードを傷め、感電・火災の原因となります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいとき電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいとき電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいとき電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいとき電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいとき
は使用しないでください。は使用しないでください。は使用しないでください。は使用しないでください。は使用しないでください。
そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。修理はハードウェア修
理相談センター（231ページ参照）にご連絡ください。

異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。
そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。
故障の修理はハードウェア修理相談センター（231ページ参照）にご連絡くだ
さい。

カバーを外した状態でコンセントを差したり、電源を入れたりしないでくだカバーを外した状態でコンセントを差したり、電源を入れたりしないでくだカバーを外した状態でコンセントを差したり、電源を入れたりしないでくだカバーを外した状態でコンセントを差したり、電源を入れたりしないでくだカバーを外した状態でコンセントを差したり、電源を入れたりしないでくだ
さい。さい。さい。さい。さい。
感電・火災の原因となります。

プリンタの近くで強燃性スプレーを使用しないでください。プリンタの近くで強燃性スプレーを使用しないでください。プリンタの近くで強燃性スプレーを使用しないでください。プリンタの近くで強燃性スプレーを使用しないでください。プリンタの近くで強燃性スプレーを使用しないでください。
火災の原因となります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。
感電の原因となります。

ネジで固定されているパネルやカバーなどは、本書で指示してある箇所以外ネジで固定されているパネルやカバーなどは、本書で指示してある箇所以外ネジで固定されているパネルやカバーなどは、本書で指示してある箇所以外ネジで固定されているパネルやカバーなどは、本書で指示してある箇所以外ネジで固定されているパネルやカバーなどは、本書で指示してある箇所以外
絶対に開けないでください。内部の点検、修理はハードウェア修理相談セン絶対に開けないでください。内部の点検、修理はハードウェア修理相談セン絶対に開けないでください。内部の点検、修理はハードウェア修理相談セン絶対に開けないでください。内部の点検、修理はハードウェア修理相談セン絶対に開けないでください。内部の点検、修理はハードウェア修理相談セン
ター（ター（ター（ター（ター（231231231231231ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。
内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となったり、レーザー光漏れに
より失明するおそれがあります。

プリンタを改造したり、部品を変更して使用しないでください。プリンタを改造したり、部品を変更して使用しないでください。プリンタを改造したり、部品を変更して使用しないでください。プリンタを改造したり、部品を変更して使用しないでください。プリンタを改造したり、部品を変更して使用しないでください。
感電・火災の原因となります。
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警告 
電源プラグの金属部、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾い電源プラグの金属部、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾い電源プラグの金属部、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾い電源プラグの金属部、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾い電源プラグの金属部、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾い
た布でよく拭いてください。た布でよく拭いてください。た布でよく拭いてください。た布でよく拭いてください。た布でよく拭いてください。
そのまま使用すると、火災の原因となります。

取り外したカバー、キャップ、ネジ等は、小さなお子さまが誤って飲むこと取り外したカバー、キャップ、ネジ等は、小さなお子さまが誤って飲むこと取り外したカバー、キャップ、ネジ等は、小さなお子さまが誤って飲むこと取り外したカバー、キャップ、ネジ等は、小さなお子さまが誤って飲むこと取り外したカバー、キャップ、ネジ等は、小さなお子さまが誤って飲むこと
がないように、小さなお子さまの手の届かないところに置いてください。がないように、小さなお子さまの手の届かないところに置いてください。がないように、小さなお子さまの手の届かないところに置いてください。がないように、小さなお子さまの手の届かないところに置いてください。がないように、小さなお子さまの手の届かないところに置いてください。
万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してください。

万一、プリンタから発熱や煙、異臭や異音などが発生した場合は、ただちに万一、プリンタから発熱や煙、異臭や異音などが発生した場合は、ただちに万一、プリンタから発熱や煙、異臭や異音などが発生した場合は、ただちに万一、プリンタから発熱や煙、異臭や異音などが発生した場合は、ただちに万一、プリンタから発熱や煙、異臭や異音などが発生した場合は、ただちに
プリンタ本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセントかプリンタ本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセントかプリンタ本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセントかプリンタ本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセントかプリンタ本体の電源スイッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。ら抜いてください。ら抜いてください。ら抜いてください。ら抜いてください。
煙が消えるのを確認して、ハードウェア修理相談センター（煙が消えるのを確認して、ハードウェア修理相談センター（煙が消えるのを確認して、ハードウェア修理相談センター（煙が消えるのを確認して、ハードウェア修理相談センター（煙が消えるのを確認して、ハードウェア修理相談センター（231231231231231ページ参ページ参ページ参ページ参ページ参
照）にご連絡ください。お客さま自身による修理は危険ですから絶対におや照）にご連絡ください。お客さま自身による修理は危険ですから絶対におや照）にご連絡ください。お客さま自身による修理は危険ですから絶対におや照）にご連絡ください。お客さま自身による修理は危険ですから絶対におや照）にご連絡ください。お客さま自身による修理は危険ですから絶対におや
めください。めください。めください。めください。めください。
異常状態のまま使用すると、感電・火災の原因となります。

万一、異物（金属片、水、液体など）が内部に入った場合は、ただちにプリ万一、異物（金属片、水、液体など）が内部に入った場合は、ただちにプリ万一、異物（金属片、水、液体など）が内部に入った場合は、ただちにプリ万一、異物（金属片、水、液体など）が内部に入った場合は、ただちにプリ万一、異物（金属片、水、液体など）が内部に入った場合は、ただちにプリ
ンタ本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださンタ本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださンタ本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださンタ本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださンタ本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。その後、ハードウェア修理相談センター（い。その後、ハードウェア修理相談センター（い。その後、ハードウェア修理相談センター（い。その後、ハードウェア修理相談センター（い。その後、ハードウェア修理相談センター（231231231231231ページ参照）にご連絡くページ参照）にご連絡くページ参照）にご連絡くページ参照）にご連絡くページ参照）にご連絡く
ださい。ださい。ださい。ださい。ださい。
そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。

プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の電源プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の電源プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の電源プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の電源プリンタを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンタ本体の電源
スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、
ハードウェア修理相談センター（ハードウェア修理相談センター（ハードウェア修理相談センター（ハードウェア修理相談センター（ハードウェア修理相談センター（231231231231231ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。ページ参照）にご連絡ください。
そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。
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注意 
電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてく電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてく電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてく電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてく電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてく
ださい。ださい。ださい。ださい。ださい。
電源コードを引っぱると電源コードの芯線が露出したり、断線したりして、
感電・火災の原因となることがあります。

使用中のプリンタは布などでおおったり、包んだりしないでください。使用中のプリンタは布などでおおったり、包んだりしないでください。使用中のプリンタは布などでおおったり、包んだりしないでください。使用中のプリンタは布などでおおったり、包んだりしないでください。使用中のプリンタは布などでおおったり、包んだりしないでください。
熱がこもり、火災の原因となることがあります。

プリンタの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでくプリンタの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでくプリンタの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでくプリンタの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでくプリンタの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでく
ださい。ださい。ださい。ださい。ださい。
プラグが変形し、火災の原因となることがあります。

プリンタの内部には磁気を帯びたマグネット類を近づけないでください。プリンタの内部には磁気を帯びたマグネット類を近づけないでください。プリンタの内部には磁気を帯びたマグネット類を近づけないでください。プリンタの内部には磁気を帯びたマグネット類を近づけないでください。プリンタの内部には磁気を帯びたマグネット類を近づけないでください。
プリンタが動作状態になる場合があり、けがの原因となることがあります。

電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。
火災・故障の原因となることがあります。

つまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が残らないようすべてつまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が残らないようすべてつまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が残らないようすべてつまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が残らないようすべてつまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が残らないようすべて
取り除いてください。取り除いてください。取り除いてください。取り除いてください。取り除いてください。
紙片が残ったままになっていると火災の原因となることがあります。なお、
定着器やローラ部に用紙が巻き付いているときは無理にとらないで、直ちに
電源を切り、ハードウェア修理相談センター（231ページ参照）にご連絡くだ
さい。

つまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、鋭利部に触れないようつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、鋭利部に触れないようつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、鋭利部に触れないようつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、鋭利部に触れないようつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、鋭利部に触れないよう
注意してください。注意してください。注意してください。注意してください。注意してください。
けがの原因となることがあります。

つまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、ネクタイやネックレスつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、ネクタイやネックレスつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、ネクタイやネックレスつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、ネクタイやネックレスつまった用紙を取り除いたり故障処置を行うときは、ネクタイやネックレス
などがプリンタ内部に巻き込まれないように注意してください。などがプリンタ内部に巻き込まれないように注意してください。などがプリンタ内部に巻き込まれないように注意してください。などがプリンタ内部に巻き込まれないように注意してください。などがプリンタ内部に巻き込まれないように注意してください。
けがの原因となることがあります。

給紙カセットを引き出すときはゆっくり引き出してください。給紙カセットを引き出すときはゆっくり引き出してください。給紙カセットを引き出すときはゆっくり引き出してください。給紙カセットを引き出すときはゆっくり引き出してください。給紙カセットを引き出すときはゆっくり引き出してください。
給紙カセットを勢いよく引き出すと、ひざなど身体にぶつけたり、けがの原
因となることがあります。
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注意 
１カ月に一度はプリンタの電源を切り、次のような点検をしてください。１カ月に一度はプリンタの電源を切り、次のような点検をしてください。１カ月に一度はプリンタの電源を切り、次のような点検をしてください。１カ月に一度はプリンタの電源を切り、次のような点検をしてください。１カ月に一度はプリンタの電源を切り、次のような点検をしてください。
・電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。・電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。・電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。・電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。・電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。
・電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどがありませんか。・電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどがありませんか。・電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどがありませんか。・電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどがありませんか。・電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどがありませんか。
・電源プラグやコンセントに細かいホコリがついていませんか。・電源プラグやコンセントに細かいホコリがついていませんか。・電源プラグやコンセントに細かいホコリがついていませんか。・電源プラグやコンセントに細かいホコリがついていませんか。・電源プラグやコンセントに細かいホコリがついていませんか。
・電源コードに亀裂や擦り傷などはありませんか。・電源コードに亀裂や擦り傷などはありませんか。・電源コードに亀裂や擦り傷などはありませんか。・電源コードに亀裂や擦り傷などはありませんか。・電源コードに亀裂や擦り傷などはありませんか。
・アース線は取り付けられていますか。・アース線は取り付けられていますか。・アース線は取り付けられていますか。・アース線は取り付けられていますか。・アース線は取り付けられていますか。
なお、異常がある場合はハードウェア修理相談センター（231ページ参照）に
ご連絡ください。

長期間、プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセ長期間、プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセ長期間、プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセ長期間、プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセ長期間、プリンタを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。ントから抜いてください。ントから抜いてください。ントから抜いてください。ントから抜いてください。
感電・火災の原因となることがあります。

プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切プリンタの清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切
り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。
電源スイッチを切らずにプリンタの清掃や保守を行うと、やけどや感電の原
因となることがあります。

用紙排出部のローラが作動しているとき作動部には触れないでください。用紙排出部のローラが作動しているとき作動部には触れないでください。用紙排出部のローラが作動しているとき作動部には触れないでください。用紙排出部のローラが作動しているとき作動部には触れないでください。用紙排出部のローラが作動しているとき作動部には触れないでください。
指を挟み、けがをする原因となることがあります。
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◆プロセスカートリッジの取り扱い上のご注意

警告 
プロセスカートリッジを火中に投入しないでください。プロセスカートリッジを火中に投入しないでください。プロセスカートリッジを火中に投入しないでください。プロセスカートリッジを火中に投入しないでください。プロセスカートリッジを火中に投入しないでください。
火中に投入すると、トナー粉がはねて、やけどの原因となります。
使用済みのプロセスカートリッジを処分するときは、弊社の回収サービス
（「使用済みプロセスカートリッジの回収サービス」（21ページ））をご利
用ください。

トナーは目や口に入らないように注意してください。トナーは目や口に入らないように注意してください。トナーは目や口に入らないように注意してください。トナーは目や口に入らないように注意してください。トナーは目や口に入らないように注意してください。
プロセスカートリッジの交換時などにトナーが手に付いた場合は、速やかに
洗い落としてください。万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してく
ださい。

プロセスカートリッジを保管する場合は、小さなお子さまがトナーを誤ってプロセスカートリッジを保管する場合は、小さなお子さまがトナーを誤ってプロセスカートリッジを保管する場合は、小さなお子さまがトナーを誤ってプロセスカートリッジを保管する場合は、小さなお子さまがトナーを誤ってプロセスカートリッジを保管する場合は、小さなお子さまがトナーを誤って
飲むことがないように、小さいお子さまの手の届かないところに置いてくだ飲むことがないように、小さいお子さまの手の届かないところに置いてくだ飲むことがないように、小さいお子さまの手の届かないところに置いてくだ飲むことがないように、小さいお子さまの手の届かないところに置いてくだ飲むことがないように、小さいお子さまの手の届かないところに置いてくだ
さい。さい。さい。さい。さい。
万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してください。
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本書の構成本書の構成本書の構成本書の構成本書の構成
本書では、本プリンタをお使いになる前の準備、日常の操作のしかた、設定値
の変えかた、日常の保守のしかたなどについて説明します。
本書は、プリンタの設置や操作について説明する「プリンタ編」と、プリンタ
ドライバのインストールおよび添付のユーティリティについて説明する「ソフ
トウェア編」からなります。
また、添付のCD-ROM内にPDF形式のオンラインマニュアルが収められていま
す。オンラインマニュアルについては、『ソフトウェア編』「オンラインマ
ニュアルの使いかた」（7ページ）を参照してください。

 取扱説明書
　【プリンタ編】

目　次 内　容
第１章 お使いになる前に プリンタを使用する前に知っておいていた

だきたいことがらについて説明します。
第２章 用紙について プリンタで使用できる用紙と、用紙の保管

のしかたについて説明します。
第３章 プリンタの設置 プリンタを設置する際の留意事項や、設置

手順の概要について説明します。
第４章 外部との接続 添付品の取り付けかたやケーブル類の接続

について説明します。
第５章 日常のメンテナンス プリンタを使用していると必要になること

がらについて説明します。
第６章 オペレータパネルの操作 オペレータパネルの見かたと操作について

説明します。
第７章 設定値を変える プリンタが持つ機能と、その設定のしかた

について説明します。
第８章 こんなときには 故障が発生したと思われるときや紙づまり

のときの処置のしかたについて説明しま
す。

第９章 オプションの取り付け オプションの取り付けかた、取り外しかた
を説明します。

付  録 プリンタの仕様やコマンドの一覧など、補
助的に必要となることがらについて説明し
ます。
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　【ソフトウェア編】
目　次 内　容

第１章 インストールの概要 添付のCD-ROMに収められたソフトウェア類の概
要と、これらのインストールの概要について説
明します。

第２章 ネットワークを利用せずに この章では、ネットワークを利用せずにプリンタ
プリンタを接続する を接続し、プリンタドライバをインストールする

までの手順を説明します。
第３章 ネットワークを利用して この章では、ネットワークを利用してプリンタを

プリンタを接続する 接続し、プリンタドライバをインストールするま
での手順を説明します。

第４章 プリンタ共有の設定 サーバを経由して複数のパソコンからプリンタ
を使えるようにする方法について説明します。

第５章 プリンタドライバの パソコンにインストールしたプリンタドライバ
設定 の設定方法について説明します。

第６章 ネットワークソフトウェアの ネットワークソフトウェアのインストール方法
インストールとネットワーク およびネットワークポートの追加・設定変更に
ポートの追加 ついて説明します。

第７章 こんなときには この章では、セットアップや運用時のソフト
ウェアに関する問題が発生した場合の対処方法
や、留意事項について説明します。

付  録 各ユーティリティのインストールの概要や、プ
リンタを使用するときに補助的に必要となるこ
とがらについて説明します。
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 オンラインマニュアル
目　次 内　容

第１章 インストールの概要 添付のCD-ROMに収められたソフトウェア類
の概要と、これらのインストールの概要に
ついて説明します。

第２章 ネットワークを利用せずに この章では、ネットワークを利用せずにプ
プリンタを接続する リンタを接続し、プリンタドライバをイン

ストールするまでの手順を説明します。
第３章 ネットワークを利用して この章では、ネットワークを利用してプリ

プリンタを接続する ンタを接続し、プリンタドライバをインス
トールするまでの手順を説明します。

第４章 プリンタ共有の設定 サーバを経由して複数のパソコンからプリンタ
を使えるようにする方法について説明します。

第５章 プリンタドライバの設定 パソコンにインストールしたプリンタドラ
イバの設定方法について説明します。

第６章 ネットワークソフトウェアの ネットワークソフトウェアのインストール
インストールとネットワーク 方法およびネットワークポートの追加・設
ポートの追加 定変更について説明します。

第７章 ログ機能 この章では、印刷実行の履歴を管理した
り、プリンタのトナーカートリッジや定着
器の交換時期などの情報を管理するログ機
能について説明します。

第８章 プリンタ管理機能 この章では、Printianavi ネットワークマ
(Printianaviネットワーク ネージャの使いかたについて説明します。
マネージャ) Printianavi ネットワークマネージャを使

用すると、ネットワークに接続されたXL プ
リンタの状態監視、および環境設定を、パ
ソコンから行うことができます。

第９章 こんなときには この章では、セットアップや運用時のソフ
トウェアに関する問題が発生した場合の対
処方法や、留意事項について説明します。

付  録 各ユーティリティのインストールの概要
や、プリンタを使用するときに補助的に必
要となることがらについて説明します。

NetWare編 プリンタをLAN経由で利用するために必要な設
定をパソコン側で行えるようにするユーティ
リティ（Printianaviネットワーク設定ユー
ティリティ）のインストール方法と設定方
法、およびNetWare環境でプリンタを使用する
ときに必要な設定について説明します。
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本書の用語本書の用語本書の用語本書の用語本書の用語
本書では、説明する内容により、以下の用語を使用しています。

本プリンタを正しく使っていただくための依頼事項を説明して
います。
操作する前に必ずお読みください。

本プリンタを使う際に参考にしていただきたい内容を説明して
います。
必要に応じてお読みください。

本書内で参照していただきたい参照先を示します。
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第1章
お使いになる前に

この章では、プリンタの特長や各部の名称と機
能、オプション品やサプライ用品など、プリン
タを使用する前に知っておいていただきたいこ
とについて説明します。

製品の確認製品の確認製品の確認製品の確認製品の確認（（（（（梱梱梱梱梱包包包包包ささささされれれれれててててていいいいいるるるるる製製製製製品品品品品）））））....................................................... 44444
本プリンタの特長本プリンタの特長本プリンタの特長本プリンタの特長本プリンタの特長 .................................................................................................................................. 55555
各部の名称と機能各部の名称と機能各部の名称と機能各部の名称と機能各部の名称と機能 .................................................................................................................................. 77777
いろいろな印刷のしかたいろいろな印刷のしかたいろいろな印刷のしかたいろいろな印刷のしかたいろいろな印刷のしかた ............................................................................................... 1010101010

Printia XLドライバで印刷する.............. 10
エミュレーションモードで印刷する.......... 11
コマンドでエミュレーションモードを切り替える .. 11
エミュレーションモードを使う上での留意事項 .. 13

オプション品オプション品オプション品オプション品オプション品 ................................................................................................................................................. 1616161616
サプライ用品サプライ用品サプライ用品サプライ用品サプライ用品 ................................................................................................................................................. 2121212121



4

プリンタ編
第１章    お使いになる前に

製品の確認製品の確認製品の確認製品の確認製品の確認（（（（（梱梱梱梱梱包包包包包ささささされれれれれててててていいいいいるるるるる製製製製製品品品品品）））））
本プリンタは、添付品とともに梱包材で保護し、梱包してあります。梱
包箱から取り出して、製品が揃っていることを確認してください。万
一、不良品や不足品がありましたら、ご購入元にご連絡ください。

1.プリンタ本体� 2.プロセスカートリッジ�

4.電源コード、変換プラグ�

5.用紙サイズ�
     カード(2枚)�

(給紙カセット内に貼付)

6.CD-ROM 7.取扱説明書、用紙について、
修理・サービス網一覧表�

梱包箱�

�ドキュメントパック�

3.保証書�
(梱包箱に貼付)

本プリンタには、パソコンとの接続ケーブル(プリンタ
ケーブル)は添付されていません。
パソコンに添付されているケーブルか別売ケーブルをお使
いください。（「プリンタケーブルについて」(20ページ)参
照）

移転など、プリンタを運搬する可能性がある場合は、梱包箱
を保管しておくと便利です。
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本プリンタの特長本プリンタの特長本プリンタの特長本プリンタの特長本プリンタの特長
1 Windows 95/98/MeおよびWindows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003

対応
Printia XLドライバにより、各社パソコンのWindows環境のもとで美しくスピーディ
な印刷が行えます。

2 双方向プリンティングシステム「Printianavi(プリンティアナビ)」と
ネットワークでのプリンタの利用を向上させる「Printianaviネット
ワークソフトウェア（*）」を標準添付(Windows NT4.0/2000/XP/Windows
Server 2003、Windows 95/98/Me対応)
プリントサーバとプリンタとの双方向通信機能、およびクライアントとプリント
サーバとのメッセージ連携機能により、従来のパソコン用プリンタでは実現できな
かったエラーリカバリの信頼性に優れたプリンティングシステムを提供します。

* Windows95では「Printianaviネットワークマネージャ」および「Printianavi　
IPアドレス設定ユーティリティ2」をサポートしていません。

3 多彩な動作モード(ESC/P、ESC/Page、PC-PR201、Virtual FM)
動作モードを切り替えることによって、次のプリンタの動作をエミュレーションし
て印刷することができます。
・ESC/Pモード ：セイコーエプソン 24ドットプリンタ VP-1000 相当
・ESC/Pageモード ：セイコーエプソン ページプリンタ LP-8000S 相当
・PC-PR201モード ：日本電気PC-PR201系シリアルプリンタ相当
・Virtual FMモード：富士通ページプリンタFMLBP121相当

（ただし、LAN経由で利用可能）

4 優れた印刷品質
縦横１インチ当たり 48 0 / 6 0 0 ドットの高解像度エンジンと富士通独自の FE I T
（Fujitsu Enhanced Image Technology）機能により、ギザギザの少ない美しい印刷
結果を得ることができます。

5 高速印刷
最大40枚/分(A4)の高速エンジンに、Power PCTMコントローラを搭載し、さらにTrue
Typeフォントの高速印刷モードを採用することにより、大幅なスループット向上を
実現しています。
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6 多彩な給紙機能
拡張給紙ユニット、両面ユニット(いずれもオプション)を取り付けると次のような
給紙機能が使用できます。
・異なったサイズの用紙を6種類まで同時にセットすることができます。
・標準1,050枚、最大3,550枚の用紙を一度にセットできます。
・両面ユニットを装備することで自動的に両面印刷ができます。

7 ネットワーク対応
1 0 B A S E - T および 1 0 0 B A S E - T X 対応の高速 L A N ポートを標準装備しました。
Printianavi対応の専用ネットワークポートモニタにより、Windows NT4.0/2000/XP/
Windows Server 2003、Windows 95/98/MeパソコンからLAN経由で直接印刷できま
す。
またマルチプロトコル機能により、IPS/SPX プロトコルを使用したIntranetWare/
Netwareや TCP/IPプロトコルを使用したWindows NT/NetWare5（NDPS）対応のサー
バプリンタとしてご利用になれます。

8 パワーセーブ機能により消費電力を節約

9 トナーセーブ機能によりトナーの消費量を節約
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各部の名称と機能各部の名称と機能各部の名称と機能各部の名称と機能各部の名称と機能
本プリンタの主要各部の名称と機能について説明します。

前  面
排紙止め�
排紙トレイから用紙が落
ちないように止めます。�

排紙トレイ�
印刷された用紙がおもて面を
下にして排出されます。�

給紙カセット2(A3ユニバーサル)�
B5～A3サイズまでの用紙をセットし
ます。�

給紙カセット1�
(A3ユニバーサル)�
A5～A3サイズまでの用
紙をセットします。�

オペレータパネル�
操作に必要なスイッチ
と、メッセージが表示さ
れる液晶ディスプレイ
があります。�

給紙トレイ�
開いて用紙をセッ
トします。�
はがき～A3サイズ
までの用紙をセッ
トします。�

電源スイッチ�
電源を入／切します。�

背  面
プリンタケーブルコネクタ�
パソコンとパラレルインタフ
ェースで接続するためのコネ
クタです。�

オプション用コネクタ�
両面ユニット、拡張給紙ユニット、および拡張
スタッカユニットを接続するコネクタです。�

電源コード�
    コネクタ�
電源コードを差
し込むコネクタ
です。�

LANケーブルコネクタ�
プリンタをLAN経由で接続
するコネクタです。�

通風口�
プリンタ内部の過熱
を防ぐため、熱を逃
します。�
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内  部

前面カバー�
プロセスカートリッ
ジを交換するときに
開きます。�

プロセスカートリッジ�
感光ドラム、現像器ユニット、および
トナーから構成される機構です。�

定着器�
用紙をトナーに
定着させる装置
です。高温にな
りますので触ら
ないでください。�

カバーA�
プロセスカートリッジを
交換するときや、つまっ
た用紙を取り除くときに
開きます。�
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オペレータパネル
オペレータパネルには、操作に必要なスイッチ、表示ランプ、および液
晶ディスプレイがあります。ここでは、オペレータパネルの機能を説明
します。

オンライン�

データ�

メッセージ�

オンライン�メニュー／設定�

給紙口� 印刷方向�

排出� リセット�

●オンラインランプ（緑色）�
プリンタがオンライン状態かオフライン状
態かを知らせます。�
点灯：オンライン状態�

（パソコンからのデータを受け取
ることができる状態）�

消灯：オフライン状態�
（パソコンからのデータを受け取
ることができない状態）��

●データランプ（緑色）�
プリンタ内に印刷するデータがあるかどう
かを知らせます。�
点灯：データが残っている�
点滅：データをパソコンから受信中�
消灯：データがない�
点灯または点滅中に電源を切断すると、そ
のデータは失われます。�

●メッセージランプ（オレンジ色）�
印刷できない状態にあることを知らせま
す。�
点灯：エラーやアラームが発生し、印刷

できない状態�
(エラー内容を知らせるメッセー
ジが液晶ディスプレイに表示され
ます。メッセージに従って対処し
てください。詳しくは、「エラー
メッセージが表示されたとき」
（153ページ）を参照してくださ
い。)�

消灯：印刷できる状態��
●液晶ディスプレイ�
プリンタの状態を知らせるメッセージや設
定項目などを表示します。�
(１行16文字の２段に表示されます。)�

●印刷方向／リセットスイッチ�
印刷方向の選択およびポート／エミュレー
ション部の初期化を行います。��
●給紙口／排出スイッチ�
給紙口の選択および強制排出モードへの移
行を行います。�

●オンラインスイッチ�
オンライン状態とオフライン状態を切り替
えます。一時的な設定(*)を終了させる機
能もあります。��
●メニュー／設定スイッチ�
プリンタの動作条件を設定します。�

＊:一時的な設定については、「オペレータパネルを操作する」(80ペー
ジ)を参照してください。

「設定」「 」「 」「 」「 」の各スイッチについては、「設定
の変更手順(セットアップの操作方法)」(118ページ）を参照し
てください。
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いろいろな印刷のしかたいろいろな印刷のしかたいろいろな印刷のしかたいろいろな印刷のしかたいろいろな印刷のしかた
アプリケーションソフトからの印刷のしかたについて説明します。

Printia XLドライバで印刷する

Windows対応のアプリケーションソフトから印刷する場合、Printia XL
ドライバ（FUJITSU XL-6700_2003）を選択します。プリンタの設定は、
Windowsのダイアログボックスの設定内容に従います。Windowsからの印
刷が終了すると、自動的に電源投入時またはオペレータパネルで選択し
た元の動作モードに戻り、エミュレーションモードでの印刷が可能にな
ります。

エミュレーションモードでの印刷� Printia XLドライバでの印刷�
自動切替�

ESC/Pageモード�

PC-PR201モード�

Virtual FMモード�

ESC/Pモード�

XLモード�

※オペレータパネルで動作
モード切り替え�

コマンドで動作モードを切り替えた後に、Printia XLドライ
バで印刷すると、切り替える前の動作モードに戻ります。
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エミュレーションモードで印刷する

本プリンタは、富士通FMVシリーズや各社AT互換機および日本電気PC-
9800 シリーズのパソコンと接続して、次のプリンタに対応したアプリ
ケーションソフトから印刷することができます。
・ESC/Pモード ：セイコーエプソン　ドットプリンタ　VP-1000 相当
・ESC/Page モード ：セイコーエプソン　ページプリンタ　LP-8000S 相当
・PC-PR201 モード ：日本電気PC-PR201系シリアルプリンタ相当

さらに、本プリンタをサーバプリンタとして使用する場合には、次のプ
リンタに対応したアプリケーションソフトから印刷することができま
す。
・Virtual FMモード：富士通ページプリンタFMLBP121相当（240dpi）

動作モード（エミュレーションモード）は、通常、アプリケーションソ
フトが対応しているモードに合わせて、プリンタのオペレータパネルで
切り替えます。オペレータパネルで切り替える方法は、「第7章 設定値
を変える」（93ページ）を参照してください。

コマンドでエミュレーションモードを切り替える

ここでは、プリンタ制御コード（コマンド）で動作モードを切り替える
方法について説明します。使用するアプリケーションに合わせて、動作
モードを自動的に切り替えることができますので、サーバプリンタとし
て使用する場合などに便利です。IntranetWareやNetWare、Windows NT
などのネットワークOSを使用して、印刷ジョブの前後にプリンタ制御
コードを付加する方法については、各ネットワークOSのマニュアルをお
読みください。
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エミュレーションモードを切り替える

エミュレーションモードを切り替えるには、次のコマンドを発行しま
す。（〈××〉16 は、16進数表記での値です。）

【形式】
ESC ＋     ／ ＋    イ  ＋    ＠ ＋     DEL ＋  ESC ＋   DEL ＋   NULL ＋ NULL ＋ SOH ＋    Pa
〈1B〉16 〈2F〉16 〈B2〉16 〈40〉16  〈7F〉16 〈1B〉16 〈7F〉16 〈00〉16 〈00〉16 〈01〉16 〈××〉16

【解説】
・Paは１バイトの選択パラメータで、切り替えるエミュレーションモー
ドを指定します。各エミュレーションごとのPa の値は次のとおりで
す。

ESC/P ：Pa＝〈09〉16
ESC/Page ：Pa＝〈06〉16
PC-PR201 ：Pa＝〈04〉16
Virtual FM ：Pa＝〈00〉16

また、印刷ジョブ終了後に、コマンドで切り替える前のエミュレー
ションモード（デフォルトモード）に戻す場合には、次のPaを使用し
ます。

デフォルトモード：Pa＝〈05〉16
・パラメータエラーの場合、コマンドを無視します。
・エミュレーションモードを切り替えるとき、エミュレーションの動作
状態は初期化されます。
・設定されたエミュレーションモードは、オペレータパネルの液晶ディ
スプレイに表示されます。（「液晶ディスプレイの表示内容」（78ペー
ジ）参照）
・コマンドでエミュレーションモードを切り替えた後に、Printia XLド
ライバでの印刷を行ったり、オペレータパネルでプリンタをリセット
すると、コマンドで切り替える前のエミュレーションモード（デフォ
ルトモード）に戻ります。（「プリンタをリセットする」（89ページ）参
照）
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切り替えコマンドの使い方

複数のエミュレーションの印刷やPrintia XLドライバの印刷を行う場
合、各印刷ジョブの前後でエミュレーションモードを切り替えます。デ
フォルトモードで印刷を行うアプリケーションソフトの印刷では、エ
ミュレーションモードの切り替えコマンドは必要ありません。

切り替えコマンドは、本プリンタ以外へは発行しないでく
ださい。

エミュレーションモードを使う上での留意事項

エミュレーションモードは、本プリンタに、次のプリンタと同等の動作
をさせるものです。
・セイコーエプソンの24ドットマトリクスプリンタVP-1000（ESC/Pモー
ド）
・セイコーエプソンのページプリンタLP-8000S（ESC/Pageモード）
・日本電気のPC-PR201系シリアルプリンタ（PC-PR201モード）
・富士通ページプリンタFMLBP（Virtual FMモード）
ただし、まったく同じ動作をするわけではなく、多少の違いがありま
す。

次に、各エミュレーションモードを使う場合の留意事項について説明し
ます。

セイコーエプソンVP-1000 との違い

ESC/Pエミュレーションモードでの動作および印刷結果は、セイコーエ
プソン製のVP-1000と、次の点で違います。

・文字パターンの大きさ、デザインなどが多少異なります。
・用紙方向が縦の場合と横の場合で、印刷可能領域が異なります。印刷
できる各用紙サイズの印刷可能領域は、「用紙関係｣(197ページ)をご
覧ください。
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セイコーエプソンLP-8000S との違い

ESC/Pageエミュレーションモードでの動作および印刷結果は、セイコー
エプソン製のLP-8000Sとは、次の点で違います。

・文字パターンの大きさ、デザインなどが多少異なります。
・WindowsのLP-8000Sプリンタドライバでの80％縮小は、75％縮小で印
刷します。
・登録、または記憶を行うコマンドは、メモリ容量の違いから、「登録メ
モリオーバー」エラーになることがあります。

PC-PR201系プリンタとの違い

PC-PR201エミュレーションモードでの動作および印刷結果は、日本電気
製のPC-PR201系シリアルプリンタとは以下の点が違います。

・文字パターンの大きさ、デザイン等が多少異なります。
・用紙方向が縦の場合と横の場合で印刷可能領域が異なります。印刷で
きる各用紙サイズの印刷可能領域は、「用紙関係」(197ページ)をご覧
ください。
・WindowsのPC-PR201系プリンタドライバや市販のソフトウェアで用紙
位置を中央に設定した場合は、印刷位置がずれたり、最後の方の文字
が次の行に印刷されたりします。このようなときは、「PCモード設定」
の「136/LM 設定」を「136桁モード」に設定し、「用紙位置設定」を
「中央」に設定してください。(「第７章  設定値を変える」(93ページ)
参照)
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富士通ページプリンタFMLBPとの違い

Virtual FM エミュレーションモードでの動作および印刷結果は、次の
点が異なります。

・FMLBPの接続インタフェースと一部の仕様が異なるため、FMR/FM-TOWNS
シリーズなどに直接接続して、Virtual FMモードで印刷することはで
きません。
・サーバプリンタとして使用する場合に限り、Virtual FMモードで印刷
できます。
・FMLBP121相当のコマンドに対応しています。
・400dpiの印刷はできません。400dpi の解像度コマンドを受信すると
「解像度指定エラー」になります。
・以下の文字パターンを内蔵しています。

明朝体 ...... 7ポ／9ポ／10.5ポ／12ポ／アウトライン
・フリーサイズ用紙の印刷を行う場合、FMLBPと印刷位置が異なる場合
があります。
・給紙口設定コマンド（給紙トレイを除く）を受信した場合、通常、用
紙サイズにより、給紙カセットを自動的に選択します。
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オプション品オプション品オプション品オプション品オプション品
本プリンタは、次のオプションを用意しています。必要に応じてお買い
求めください。

拡張スタッカユニット 

プリンタRAMモジュール 

拡張給紙ユニット 

プリンタ本体 

両面ユニット 

拡張給紙ユニット
品　名 型　名 内　容

拡張給紙ユニット XL-EF250L1 3～ 5段目の給紙ユニットです。
B5～A3サイズの用紙を500枚まで
セットできる給紙カセット1個と、
B5 ～ A4 サイズの用紙を 1,000 枚
セットできる給紙カセット 2 個か
ら構成されています。
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〈形態〉

給紙カセット3

給紙カセット1

給紙カセット2

給紙トレイ�
給紙カセット5

給紙カセット4

500枚�

500枚�

1,000枚�1,000枚�

500枚�

50枚�

本 体�
＋�

拡張給紙ユニット�

本 体�

500枚�

500枚�

50枚�

拡張スタッカユニット
品　名 型　名 内　容

拡張スタッカユニットXL-ES100L1 約 100枚×10段のスタッカユニッ
トです。メールボックス、大容量
排紙、マルチソータの各種モード
で使用できます。

･ 拡張スタッカユニットを取り付けるには、別オプションの
拡張給紙ユニットを取り付けておくことが必要です。
･ ご使用の用紙の紙質や湿度の影響による用紙の変形（カー
ル）などにより、排出できる用紙枚数はトレイごとに異な
ります。

両面ユニット

品　名 型　名 内　容
両面ユニット XL-DUPL1 両面印刷用のユニットです。

オプションの両面ユニットをプリンタに取り付けると、次のサイズの用
紙を両面印刷できるようになります。

A3、A4横、B4、B5横、リーガル、レター横

プリンタRAMモジュール

プリンタRAMモジュールは、次の2種類のいずれか1枚のみ取り付ける
ことができます。

品　名 型　名 内　容
プリンタRAM モジュール-32MB XL-EM32M4 RAM を 32MB 搭載したメモ

リモジュールです。
プリンタRAM モジュール-64MB XL-EM64M4 RAM を 64MB 搭載したメモ

リモジュールです。
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〈用途〉
・ビットマップメモリの容量増加により、印刷速度の向上が図れます。
特に、600ドット／インチの印刷をする場合は、より効果があります。
(例えば、A4用紙に600ドット／インチ印刷をする場合のビットマップ
メモリ枚数が、メモリ増設なしのときの4ページに対し、8ページに
なります。)
・登録領域の容量増加により、ESC/Pageモードでのダウンロードフォン
ト、マクロ、フォームオーバレイ等の登録量やVirtual FMでのフォー
ムオーバレイ等の登録量の増加が図れます。

部単位印刷 メモリ量 ページ数
（注1） （注1）

標準メモリ（24MB） 機能なし(注2) 0MB 0ページ
32MBメモリ増設 機能あり 8.4MB 18ページ
64MBメモリ増設 機能あり 40.4MB 91ページ
注1)部単位印刷を行う場合に使用可能なプリンタメモリ量および印刷

可能なページ数（目安）です。ページ数は以下の印刷条件を用い
ており、実際の印刷でのぺージ数は印刷条件により異なります。

アプリケーション：Microsoft Word 97
OS ：Windows 98
印刷データ ：電子協標準パターン  J5/Ver.1
解像度 ：600dpi
用紙サイズ ：A4

部単位印刷を行う印刷データのサイズが、プリンタメモリをオー
バした場合、1部のみ印刷して終了します。（部単位印刷メモリ
オーバ）※注3を参照。

注2)プリントサーバがWindows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003
で、Printianavi機能が有効な場合には、標準メモリでも部単位
印刷機能を使用できます。ただし、プリントサーバから指定部数
に相当する印刷データを繰り返し送信するため、プリンタメモリ
を増設したときに比べ、印刷処理に時間がかかることがありま
す。

注3)プリンタメモリを増設していて、部単位印刷メモリオーバが発生
した場合、プリントサーバがWindows NT4.0/2000/XP/Windows
Server 2003で、Printianavi機能が有効であれば、メモリオー
バ後も、部単位印刷を続行します。ただし、プリントサーバから
指定部数に相当する印刷データを繰り返し送信するため、メモリ
オーバが発生したときは通常時に比べ、印刷処理に時間がかかる
ことがあります。
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プリンタLANアダプタ

本プリンタ内蔵のプリンタLANポートは100BASE-TX/10BASE-Tに対応し、
プロトコルとしてTCP/IPをサポートしています。
IPX/SPXプロトコルでは次のプリンタLANアダプタをご使用ください。

品　名 型　名 内　容
プリンタLAN アダプタ FM-LNA110 100BASE-TX/10BASE-Tに対応した

LANアダプタです。
NetWare 3.1xJ/4.1に対応してい
ます。
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プリンタケーブルについて

パソコンとプリンタを接続するケーブルは数種類あります。ご使用のパ
ソコンに対応したケーブルをご使用ください。

・本プリンタにはプリンタケーブルは添付されていませ
ん。パソコン本体に添付のケーブルか、別売りケーブル
をお使いください。
・長さが1.5メートル以下のシールドケーブルをお使いく
ださい。

別売りケーブルは以下のものが用意されています。

【富士通】

ご使用のパソコン プリンタケーブル
FMVシリーズ FMV-CBL712
FMRシリーズ －(*1)
FM-Serverシリーズ FMS-CBL711

*1: FMRシリーズはLAN経由でご使用ください。

【その他】

ご使用のパソコン プリンタケーブル
各社AT互換機パソコン FMV-CBL712
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サプライ用品サプライ用品サプライ用品サプライ用品サプライ用品
サプライ用品の商品番号を以下に示します。

これらの品物については、本プリンタをお買い求めの販売店へご相談く
ださい。

PPC用紙および普通紙を使用することができますが、より良い印刷品質
が得られるよう、下記の推奨用紙のご使用をお勧めします。

商　品　名 商品番号 備　考
普通紙推奨用紙 Ａ３サイズ 0411650 500枚×３冊で１ケース

Ｂ４サイズ 0411620
Ａ４サイズ(Ｙ) 0411612 500枚×５冊で１ケース
Ｂ５サイズ(Ｙ) 0411645
Ａ５サイズ(Ｙ) 0411635

プロセスカートリッジ　LB310 0879110 A4 用紙で有効画像面積に対して画像面積比
率が5%以下のときに、印刷寿命は約20,000
枚です（印刷の内容により、多少の差があり
ます）。

LB310 給紙カセット 0879310 A5～ A3サイズで500枚
(A3ユニバーサル) （A5はカセット1のときのみ）

添付のカセットと同一です。
レーザプリンタ置台 0530580 デスクサイド専用置台

外形寸法600(W)× 610(D)× 440(H)mm

使用済みプロセスカートリッジの回収サービス

富士通株式会社では、地球環境への配慮から使用済みプロセスカート
リッジを無償で回収しております。
下記の『エコ受付センター』までご連絡をいただければ、回収便にて引
き取りにうかがいます。お客様のご理解とご協力をお願いいたします。

『エコ受付センター』
フリーダイヤル：0120-30-0693
平日 8:40～ 12:00および13:00～ 17:30
（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く）
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第2章
用紙について

使用する用紙の種類、用紙の保管のしかたなど
によって、印刷品質にかなりの差がでます。こ
こでは、用紙の種類と保管のしかたについて説
明します。

使用できる用紙使用できる用紙使用できる用紙使用できる用紙使用できる用紙 ....................................................................................................................................... 2424242424
使用できない用紙使用できない用紙使用できない用紙使用できない用紙使用できない用紙 ............................................................................................................................. 2626262626
用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意 ......................................................................................................... 2727272727
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使用できる用紙使用できる用紙使用できる用紙使用できる用紙使用できる用紙
本プリンタでは、PPC用紙および普通紙を使用することができます。し
かし、一般の市販品には本プリンタに適さないものもあります。できる
だけサプライ用紙をご使用ください。（「サプライ用品」（21ページ）参
照）

・用紙を大量にお買い求めになる前に、サンプル用紙でた
めし印刷して、支障がないことを確認することをお勧め
します。
・OHPフィルムやラベル紙をご使用になるときは、レーザ
プリンタ用のものをお買い求めください。市販のものの
中には本プリンタに適さないものがありますので、ため
し印刷などで確認したうえでご使用ください。

給紙方法と用紙のサイズ

給紙方法 タイプ サイズ 重量 積載可能枚数
給紙カセット 普通紙 Ａ３タテ
1、2、3 (再生紙) Ｂ４タテ 約500枚
（A3ユニバーサル） Ａ４ヨコ 60～ 90g/m2 (重量 64g/m2の

Ｂ５ヨコ 用紙の場合）
Ａ５ヨコ（*1）
レターヨコ

給紙カセット 普通紙 Ａ４ヨコ 約1,000枚
4、5 (再生紙) Ｂ５ヨコ 60～ 90g/m2 (重量 64g/m2の
（A4 ユニバーサル） レターヨコ 用紙の場合）
給紙トレイ 普通紙 ハガキ～ 約50枚
（ユニバーサル）（再生紙） A3 60～ 190g/m2 (重量 64g/m2の

用紙の場合）
官製はがき ハガキタテ 190g/m2 約 30枚
OHPﾌｨﾙﾑ A4ヨコ 60～ 135g/m2 約 30枚
ラベル紙 A4ヨコ 60～ 135g/m2 約 30枚

両面印刷 普通紙 Ａ３タテ
(再生紙) Ｂ４タテ

Ａ４ヨコ 60～ 90g/m2
Ｂ５ヨコ
レターヨコ
リーガルタテ

*1： カセット1のみ
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はがきは、官製はがきを使用してください。あらかじめ印
刷されたはがきや反りのあるはがきを使用すると、走行不
良が発生することがあります。

官製はがき

はがきに印刷するときは、文章面→宛名面の順に印刷してください。

宛名面→文章面の順で印刷すると、はがきの反りの影響できれいに印刷
できないことがあります。反りがあるときは上向きに約2mm以内の反り
になるように修正してから印刷してください。

１→２→３�

�〔文章面〕��   〔宛名面〕�
� １� ２�   ３�

カ�
｜�
ル�
除�
き�

文�
章�
面�

ＯＨＰフィルム

定着時の熱（約190℃）で溶けたり、変質したりしないものをご使用く
ださい。

ラベル紙

ツルツルした台紙面が表面になく、台紙全体がラベルで覆われている
レーザプリンタ用のものをご使用ください。また、粘着剤が定着時の熱
（約190℃）で溶けたり変質したりしないものをご使用ください。
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使用できない用紙使用できない用紙使用できない用紙使用できない用紙使用できない用紙
以下に挙げる用紙は、紙づまりを起こしたり、プリンタ本体の故障の原
因となったり、またはきれいに印刷できなかったりしますので、使用し
ないでください。

・厚すぎる用紙や、薄すぎる用紙
・湿っている用紙や、濡れている用紙
・一度印刷された用紙
・貼り合わせた用紙や、糊などがついている用紙
・反り、しわ、折り目のある用紙や、破れている用紙
・カールしている用紙
・静電気で密着している用紙
・長方形以外の用紙や、バインダー用の穴またはミシン目のある用紙
・表面を加工、または特殊なコーティングした用紙（感熱紙、カーボン
紙など）
・オフセット印刷用の用紙や酸性紙（中性紙をご使用ください)
・インクに導電材料（金属、カーボンなど）を使用したり、190℃以上の
熱でガスが発生するインクを使用したプレプリント用紙
・190 ℃以上の熱で溶けたり、変質する用紙
・ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙
・ざら紙や繊維質の多い用紙など、表面がなめらかでない用紙
・裁断部のバリが大きい用紙
・紙粉の多い用紙
・台紙全体がラベルで覆われてなく、かつレーザプリンタ用以外のラベ
ル用紙

×使用できません� ○使用できます�

つるつるした台紙面� 全面ラベル紙�
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用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意用紙の保管上のご注意
用紙は水分を吸収しやすい特性を持っているため、非常に変化しやすい
ものです。製造条件を厳重に管理して製造した用紙でも、保管状態が悪
いと品質が損なわれ、印刷品質や紙送りなどに悪い影響を与えます。以
下に示す保管上の注意事項を守って、最良の状態に保ってください。

用紙は次のような場所に保管してください。

・暗く、湿気の少ない平らな書棚の中のような場所
・平らなパレットの上
・温度20℃、湿度50%RHの環境

次のような場所は避けてください。

・床の上に直接置く
・直射日光の当たる場所
・外壁の内側の近く
・段差や、曲がりのある場所
・静電気が発生するところ
・過度の温度上昇と、急激な温度変化のあるところ
・複写機、空調機、ヒータ、ダクトのそば

次のような状態で保管してください。

・開封後の残りの用紙は、ほこりが付かないよう、包装してあった紙に
包む
・長期間プリンタを使用しないときは、給紙カセットや給紙トレイから
用紙を抜き取り、包装してあった紙に包む

長期間放置した用紙を使用した場合、うまく印刷できないこ
とがあります。
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第3章
プリンタの設置

この章では、プリンタを設置する際に注意すべ
きことと、設置の手順について説明します。

設置上のお願い設置上のお願い設置上のお願い設置上のお願い設置上のお願い ....................................................................................................................................... 3030303030
プリンタの寸法プリンタの寸法プリンタの寸法プリンタの寸法プリンタの寸法 ....................................................................................................................................... 3131313131
設置手順設置手順設置手順設置手順設置手順 ..................................................................................................................................................................... 3232323232
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設置上のお願い設置上のお願い設置上のお願い設置上のお願い設置上のお願い
安全に快適にプリンタをご利用いただくために、安全上のご注意ととも
に、以下の点に注意して設置してください。

● いつも良い状態でご使用いただける環境範囲は次のとおりです。
温度:10～ 35℃ 湿度:15～ 85％（結露がないこと）

温度32℃のときは湿度70％以下、湿度が85％のときは温度28℃以下
でご使用ください。
冷えきった部屋を暖房器具などで急激に暖めると、機械の内部に水滴
が付着し部分的に印刷できない場合があります。室温になじませてか
ら使用してください。

● サーバ接続などによりプリンタの24時間運用や無人運用をする場合
は、不慮の事故に対する安全性を高める必要から、適切な防災対策
(耐震対策、煙探知機、温度センサーなど）が施された場所に設置し
てください。
また、防災管理者（警備員、管理人など）が建物内に待機しているこ
とも必要です。

● プリンタを前後左右に5°以上傾けないでください。
トナーがこぼれるなど故障の原因となります。

● ラジオの雑音、テレビ画面のチラツキやゆがみなど電波障害が発生
し、電波障害の原因が本プリンタであると考えられる場合は、本プリ
ンタの電源を切って電波障害がなくなるかどうか確認してください。
電源を切ると電波障害がなくなるようであれば、次の方法を組み合わ
せて障害を防止してください。

・プリンタとラジオやテレビ双方の距離を離してみる。
・プリンタとラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる。
・プリンタとラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる。
・受信アンテナやアンテナ線の配置を変えてみる。（アンテナが屋外
にある場合は電気店にご相談ください。）
・ラジオやテレビのアンテナ線を同軸ケーブルに変えてみる。

－超音波加湿器をご使用のお客様へ－
超音波加湿器をご使用の際に、水道水や井戸水をご使用に
なりますと、水中の不純物が大気中に放出され、プリンタ
の内部に付着して画像不良の原因となります。ご使用の際
には、純水など不純物を含まない水のご使用をお勧めしま
す。
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プリンタの寸法プリンタの寸法プリンタの寸法プリンタの寸法プリンタの寸法
装置の寸法を示します。設置のときに参考にしてください。
（図はフルオプション時）

＜側面図＞�

＜上面図＞�

608mm*3

523mm*1*2

912mm*2

486mm*1

694mm*3

1,374mm*3

＜正面図＞�

642mm*1*2�
�

*1�:標準構成時�
*2�:拡張給紙ユニット装着時�
*3�:拡張給紙ユニットと拡張スタッカユニットを装着時�
両面ユニットを装着しても外形寸法は変わりません。�

注意 火  災プリンタの背面と側面には通風口があります。プリンタ
は壁から十分離して設置してください。(「安全上のご注
意」(2)ページ参照)

け  が設置する台は、プリンタの足全体が十分にのる大きさの
ものを準備してください。
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設置手順設置手順設置手順設置手順設置手順
プリンタは、次の手順で設置してください。

1 製品がすべて揃っていることを確認する
「製品の確認（梱包されている製品）」(4ページ)参照

リリースレバー�

2 カバー A のリリースレ
バーを引きながら、ゆっ
くりと開く

プリンタ内部の部品には手を触れないでください。印字不
良の原因となります。

注意 やけど「高温注意」ラベルが貼ってある周辺には絶対に手を触
れないでください。やけどの原因になることがありま
す。

3 両側のシールを図のよう
にはがす
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ピン� 4 ピンを回し、引き抜く

5 プロセスカートリッジを
取り付ける

詳しくは、「プロセスカートリッ
ジを取り付ける」(64 ページ)参
照

ワイヤ�
クリップ�

6 パソコンと接続する
プリンタケーブルを使い、パソ
コンと接続します。
詳しくは、「パソコンとの接続」
(38ページ)参照

LANケーブル�
コネクタ�

7 LANと接続する
詳しくは、「LAN経由の接続」(40
ページ)参照
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電源コード�
変換プラグ�変換プラグ�

適正電源コンセント 

8 電源コードを接続する
詳しくは、「電源コードの接続」
(44ページ)参照

9 プリンタの電源を入れ
る

詳しくは、「電源の投入と切断」
(48ページ)参照
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10 用紙をセットする
詳しくは、「用紙のセット」(50
ページ)参照
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第4章
外部との接続

この章では、パソコン、LANおよび電源との接
続のしかたについて説明します。

パソコンとの接続パソコンとの接続パソコンとの接続パソコンとの接続パソコンとの接続 ............................................................................................................................. 3838383838
LANLANLANLANLAN経由の接続経由の接続経由の接続経由の接続経由の接続 ............................................................................................................................................ 4040404040
パソコンと接続するときの留意事項パソコンと接続するときの留意事項パソコンと接続するときの留意事項パソコンと接続するときの留意事項パソコンと接続するときの留意事項 ............................................. 4242424242
電源コードの接続電源コードの接続電源コードの接続電源コードの接続電源コードの接続 ............................................................................................................................. 4444444444
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パソコンとの接続パソコンとの接続パソコンとの接続パソコンとの接続パソコンとの接続
本プリンタは、セントロニクス準拠のパラレルインタフェースを標準装
備しています。パラレルインタフェースにパソコンを接続する方法につ
いて説明します。

警告 感 電 プリンタケーブルを接続するときは、必ず本プリンタと
パソコンの電源を切ってください。電源を切らずに接続
すると、感電の原因となります。

注意 故 障 ケーブルの接続は本書をよく読み、接続に間違いがない
ようにしてください。
誤った接続状態で使用すると、プリンタおよびパソコン
が故障する原因となることがあります。

・プリンタケーブルについては、次の制約があります。
・パソコンとプリンタの接続には、シールドケーブルを
お使いください。
・ケーブルの長さは、1.5メートル以下のものをお使い
ください。

・本プリンタには、プリンタケーブルは添付されていませ
ん。パソコンに添付のケーブルか別売ケーブルをお使い
ください。（「プリンタケーブルについて」(20ページ)参
照）
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プリンタケーブルの接続は以下の手順で行います。

1 プリンタとパソコンの電
源の切断を確認する

電源スイッチが「○」側に倒れ
ている状態です。

ワイヤ�
クリップ�

2 プリンタケーブルを接続
する

プリンタケーブルをプリンタ背
面にあるプリンタケーブルコネ
クタに差し込み、両側のワイヤ
クリップで固定します。
パソコン側の接続は、パソコン
側の取扱説明書を参照してくだ
さい。
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LANLANLANLANLAN経由の接続経由の接続経由の接続経由の接続経由の接続
プリンタをネットワーク経由で接続するときは、XL-6700とハブユ
ニット間をツイストペアケーブルで接続します。
100BASE-TX対応のハブユニットに接続して100Mbpsでご使用になる場
合には、必ずカテゴリ-5のツイストペアケーブルをご使用ください。

接続のしかた

1 プリンタの電源の切断を
確認する

電源スイッチが「○」側に倒れ
ている状態です。

LANケーブル�
コネクタ�

2 LANケーブルを接続する
LANケーブルを、プリンタ背面に
あるLANケーブルコネクタに差
し込みます。

プリンタの電源が入っている状態で、LANケーブルを抜き
差ししないでください。
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LANに接続するときの注意事項

● LANケーブルをハブユニットに接続した場合で、ハブユニット側のリ
ンクランプが点灯せず、ネットワークのサーバなどに接続できないと
きがあります。このときは、プリンタとハブユニット双方のEthernet
タイプを同じ規格に設定してください。
本プリンタの E t h e r n e t タイプは、「自動」「1 0 0 M b p s F u l l 」
「100MbpsHalf」「10Mbps」の中から選ぶことができます。プリンタの
Ethernetタイプは、セットアップの「LAN設定」にある「Ethernetタ
イプ」で変更します。(セットアップについては、「第7章  設定値を
変える」(93ページ)参照)
ハブユニット側の設定については、ご使用のハブユニットの取扱説明
書をお読みください。

● ハブユニットLH1100と接続する場合は、次の点にご注意ください。
・ケーブル長100mのツイストペアケーブルは使用しないでください。
100mのツイストペアケーブルでは、ネットワークのサーバなどに接
続できないことがあります。
・ハブユニットのラベルに「A8」以降の表記がある必要があります。
「A7」や「A6」の表記がある場合は、ハードウェア修理相談センター
（231ページ参照）にご相談ください。
ラベルの見かたを次の図に示します。
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パソコンと接続するときの留意事項パソコンと接続するときの留意事項パソコンと接続するときの留意事項パソコンと接続するときの留意事項パソコンと接続するときの留意事項

双方向プリンティングシステム「Printianavi」使用時
のネットワーク接続形態

本プリンタは、LAN(TCP/IP)で接続したパソコン(サーバおよびクライア
ント)から使用することができます。さらに、添付の双方向プリンティ
ングシステム「Printianavi」をインストールすることにより、プリン
タのエラーメッセージの表示や制御を、クライアントで行うことができ
ます。

また、添付のPrintianaviネットワークポートモニタを使用すると、LAN
(TCP/IP)で接続したパソコン(サーバまたはクライアント)から、直接
LANに接続したプリンタに印刷することができます。

IEEE-1284�
双方向セントロ�

Windows95/98/Me�
（プリンタ共有）�

XLプリンタ�

Windows95/98/Me�
（クライアント）�

Windows95/98/Me�
（クライアント）�

IEEE-1284�
双方向セントロ�

　IEEE-1284

100BASE-TX�
10BASE-T

XLプリンタ�

XLプリンタ� FMV

Windows �
NT4.0/2000/XP/�

Windows Server 2003 �
サーバ�

Windows �
NT4.0/2000/XP/�
Window Server 2003�
（クライアント）�

双方向プリンティングシステム「Printianavi」使用時の
留意事項

・Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP/Widows Server 2003が動作するパ
ソコンで使用してください。
・パソコンのプリンタポートにプリンタを接続してPrintianaviを利用
する場合、ご使用のパソコンがIEEE-1284準拠の双方向プリンタポー
トに対応している必要があります。当社のパソコンでは、FMVシリー
ズがこれに対応しています。
・ネットワークで本機能を使用する場合のインストールや設定について
は、本書の「ソフトウェア編」を参照してください。
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パソコンとLANの両方に接続したときの留意事項

本プリンタは、LAN経由でサーバプリンタとして動作するとともに、も
う1台のパソコンをパラレルポートに接続することができます。
パラレルポートとLANポートの両方にプリンタを接続したときは、次の
点にご留意ください。

・ポートは、自動で切り替えることができます。ただし、プリンタの状
態によっては、ポートの自動切り替えが働かない場合や、切り替えに
時間がかかる場合があります。
・片方のポートを使用している場合、もう一方のポートは使用できませ
ん。２つのポートを同時に使用していて、パソコンの画面に「印刷エ
ラー」などが表示された場合は、もう一方のパソコンからの印刷が完
了してから印刷を再開してください。
・Printianaviを利用している場合、一方のパソコンから印刷中のとき
は、もう一方のパソコンに「プリンタが他で使用中のため待ち合わせ
ています。」とメッセージを表示し、プリンタが使用中であることを通
知します。
一方のパソコンからの印刷が終了すると、もう一方のパソコンからの
印刷を自動的に再開します。
・PrintianaviおよびPrintianaviネットワークポートモニタを使用し
て複数台のパソコンからLAN経由で同時印刷した場合、一台のパソコ
ンから印刷中のときは、残りのパソコンに「プリンタが他で使用中の
ため待ち合わせています。」とメッセージを表示し、プリンタが使用中
であることを通知します。
・片方のポートで未印刷データがある場合、もう一方のポートには切り
替わりません。

パラレルポートから印刷している間は、プリンタからLAN
ケーブルを抜き差ししないでください。

ポートの切り替え時間は、セットアップで変更することがで
きます。(「ポート切替時間～ポート切替時間を設定する」(112
ページ)参照)



44

プリンタ編
第４章    外部との接続

電源コードの接続電源コードの接続電源コードの接続電源コードの接続電源コードの接続
次の手順で、電源コードを接続します。

本プリンタの電圧定格値は、AC100Vです。

上記の定格は、プリンタの後部にある製造銘板に表示してあります。使
用するコンセントの電圧が、プリンタの定格電圧と一致するか確認して
ください。

警告 感  電電源コードを接続するときは、必ず電源スイッチを
「○」側にしてください。電源を切らずに接続すると、感
電の原因となります。

火  災電源コードのアース線は必ず専用のアース端子に接続し
てください。

感  電危険ですので次の箇所にアース線を接続しないでくださ
い。
・ガス管（火災や爆発の危険があります）
・電話専用アース線・避雷針（落雷時に大量の電流が流
れる場合があり危険です）
・水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになってい
る場合はアースの役目を果たしません）
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1 電源の切断を確認する
電源が切れていることを確認し
ます。（電源スイッチが「○」側
に倒れている状態です。）

電源コード�
変換プラグ�変換プラグ�

適正電源コンセント 

2 電源コードを接続する
電源コードをプリンタ背面にあ
るコネクタに差し込みます。
本プリンタには平行３ピンの
電源コードが添付されていま
す。できるだけ３ピンのコン
セントをご使用ください。
もし、３ピンの電源コンセン
トがない場合には、添付の変
換プラグを使って図に示すよ
うに電源コードとアース線を
接続してください。



46

プリンタ編
第４章    外部との接続



電源の投入と切断電源の投入と切断電源の投入と切断電源の投入と切断電源の投入と切断 ............................................................................................................................. 4848484848
用紙のセット用紙のセット用紙のセット用紙のセット用紙のセット ................................................................................................................................................. 5050505050

給紙トレイに用紙をセットする .............. 51
給紙カセット1～ 3 に用紙をセットする ...... 53
給紙カセット4、5 に用紙をセットする ....... 56

プロセスカートリッジの交換プロセスカートリッジの交換プロセスカートリッジの交換プロセスカートリッジの交換プロセスカートリッジの交換 ........................................................................... 5959595959
プロセスカートリッジを取り外す ............ 62
プロセスカートリッジを取り付ける.......... 64

プロセスカートリッジの取り扱いと保管プロセスカートリッジの取り扱いと保管プロセスカートリッジの取り扱いと保管プロセスカートリッジの取り扱いと保管プロセスカートリッジの取り扱いと保管 ......................... 6767676767
取り扱い上のご注意 ........................ 67
保管上のご注意 ............................ 67

プリンタの清掃プリンタの清掃プリンタの清掃プリンタの清掃プリンタの清掃 ....................................................................................................................................... 6868686868
プリンタ外部の清掃 ........................ 68
プリンタ内部の清掃 ........................ 69

プリンタを長時間使用しないときプリンタを長時間使用しないときプリンタを長時間使用しないときプリンタを長時間使用しないときプリンタを長時間使用しないとき ....................................................... 7070707070
プリンタを移動するときプリンタを移動するときプリンタを移動するときプリンタを移動するときプリンタを移動するとき ............................................................................................... 7272727272

近くに移動する ............................ 73
梱包して運搬する .......................... 76

第5章
日常のメンテナンス

この章では、プリンタを使用するうえで日常的
に必要となる操作について説明します。
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電源の投入と切断電源の投入と切断電源の投入と切断電源の投入と切断電源の投入と切断
プリンタを起動するときは、電源スイッチを入れます。電源スイッチを
入れてから、約60秒後に印刷ができる状態になります。
１日の終わりや長期間プリンタを使用しないときは、電源スイッチを
切ってください。

電源を入れる際に、給紙トレイに用紙がセットされている
場合は、いったん用紙を取り出して、電源を入れた後に
セットし直してください。

・電源を切ると、プリンタのメモリに蓄積されている印刷
データなどの情報が消去されます。
・パワーセーブの時間が設定されている場合、電源が入って
いる状態で一定時間使用しないと、自動的にパワーセーブ
状態に切り替わります。

電源を入れる

電源を入れるときは、電源ス
イッチを「｜」側に倒します。

オペレータパネルの「メッセージ」「データ」「オンライン」の各ランプ
が点灯し、液晶ディスプレイに次のようなメッセージが表示されます。



プリンタ編
第５章    日常のメンテナンス

49

ショキシンタﾞンチュウ�

↓�

  メモリ  ヨウリョウ�

  ＸＬ－６７００        ××ＭＢ�

初期診断中を示します。�

メモリの総容量を示します。�

↓�

↓�

↓�

↓�

�オンライン                  ××�

      ×××××    ×－××××�

初期化動作およびファームロード動作に約30秒程度かかりま
すので、そのままお待ちください。オペレータパネルの「オ
ンライン」ランプが点灯し、液晶ディスプレイに次のような
メッセージが表示されると印刷できる状態になります。�

↓�

  ファーム ロートﾞチュウ       �

  ×××××××××××× 

ファームロード中を示します。�
下段にMACアドレスを表示します。�

メモリを変更した場合には、必ずメモリ容量を確認してく
ださい。

電源を入れても、液晶ディスプレイや「オンライン」ランプ
が点灯しないときは、「故障かなと思ったとき」（134ページ）
をお読みください。

電源を切る

電源を切るときは、電源スイッ
チを「○」側に倒します。

電源が切断され、オペレータパ
ネルのすべてのランプおよび液
晶ディスプレイが消灯します。

印刷中は電源を切らないでください。もし電源を切ってし
まったときは、「紙づまりになったとき」（136ページ）を
参照して、プリンタ内に残っている用紙を取り除いてくだ
さい。
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用紙のセット用紙のセット用紙のセット用紙のセット用紙のセット
給紙トレイおよび給紙カセットに用紙をセットする方法について説明し
ます。

次の図を参考に、該当する説明をお読みください。

：「給紙カセット1～3に用紙をセットする」（53ページ）参照�

：「給紙トレイに用紙をセットする」（51ページ）参照�

：「給紙カセット4、5に用紙をセットする」（56ページ）参照�

標 準� 拡張給紙ユニット（オプション）を�
装着したとき�

･ 給紙トレイおよび給紙カセットにセットできる用紙につい
ては、「第２章 用紙について」(23ページ）を参照してくだ
さい。
･ 給紙トレイおよび給紙カセットで対応している用紙サイズ
は、次のとおりです。

A3 B4 A4 B5 A5 リーガル レター ハガキ

標準 給紙トレイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

給紙カセット1 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

給紙カセット2 ○ ○ ○ ○ × × ○ ×

拡張給紙ユニット 給紙カセット3 ○ ○ ○ ○ × × ○ ×

(オプション) 給紙カセット4 × × ○ ○ × × ○ ×

給紙カセット5 × × ○ ○ × × ○ ×
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給紙トレイに用紙をセットする

次の手順に従って、給紙トレイに用紙を入れます。

1 給紙トレイを横に倒す
必要に応じてトレイを延長しま
す。

用紙ガイド�

2 用紙ガイドを、使用する
用紙の目盛りに合わせる

3 用紙をさばく
用紙の間に空気を入れるように、紙をさばきます。
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4 用紙をセットする
用紙の四隅を揃え、印刷面を下
にして、差し込み口に軽く突き
当たるまで入れます。

・折り目やシワの入った用紙は使用しないでください。ま
た、特殊紙を使用するときは、よくさばいてから入れて
ください。
・A4、B5、A5、レターサイズの用紙は、横長にセットして
ください。
・印刷方向については、「用紙関係」（197ページ）を参照
してください。
・用紙ガイドにある線がセットできる用紙枚数の上限で
す。用紙は線が見える範囲の枚数にしてください。

給紙トレイに収容できる枚数は、約50枚（64g/m2の場合）で
す。

5 印刷が終了したら、延長
トレイと給紙トレイを元
に戻す
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給紙カセット1～ 3に用紙をセットする

給紙カセット 1 ～ 3 に用紙をセットする手順について説明します。
（給紙カセット3は、オプションの拡張給紙ユニットの最上段にある給紙
カセットです。）

･ 異なるサイズの用紙を、同時に１つの給紙カセットにセッ
トすることはできません。
･ A5サイズの用紙をセットできるのは、給紙カセット1のみ
です。

1 給紙カセット手前に引き
出す

横ガイド� 2 横ガイドを外側にずらす
横ガイドを指で持ち上げなが
ら、セットする用紙サイズより
外側にずらします。
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縦ガイド�
3 縦ガイドを奥側にずらす
縦ガイドのつまみを押しなが
ら、セットする用紙サイズより
奥側にずらします。
用紙サイズの位置は給紙カセッ
トの下面に表示されています。

同じサイズの用紙をセットする場合は、この手順は不要です。

4 用紙をセットする
用紙の四隅を揃え、印刷面を上
にして、カセット左側の手前に
合わせてセットします。

・折り目やシワの入った用紙は使用しないでください。
・A4、B5、A5（給紙カセット1のみ）、レターサイズの用
紙は、横長にセットしてください。（「用紙関係」（197
ページ）参照）
・給紙カセットの奥にある線が、セットできる用紙枚数の
上限です。用紙は線が見える範囲の枚数にしてください。

給紙カセット1～ 3に収容できる枚数は、それぞれ約500枚
（64g/m2の場合）です。

5 用紙の端をそろえる
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縦ガイド�
横ガイド�

6 横ガイドと縦ガイドを用
紙サイズの目盛りに合わ
せる

縦ガイドはつまみを下げなが
ら、横ガイドは持ち上げながら
ずらします。
それぞれのガイドのストッパー
が目盛りの穴に固定されている
ことを確認してください。正し
く固定されていないと、用紙サ
イズが検出されず、紙づまりの
原因となることがあります。

7 給紙カセットをプリンタ
に押し込む

給紙カセットを突き当たるまで
プリンタに押し込みます。奥ま
でしっかり押し込まれているこ
とを確認してください。

給紙カセットは奥に突き当たるまで押し込んでください。
突き当たるまで押し込んでいないと、カセットなしや、紙
づまりの原因となります。

必要に応じ、プリンタに添付されている用紙サイズカードを
折りたたみ、給紙カセットに差し込みます。
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給紙カセット4、5に用紙をセットする

拡張給紙ユニット（オプション）の給紙カセット４、５に用紙をセット
する手順について説明します。

給紙カセット4、5には、A4、B5、レターサイズの用紙がセッ
トできます。

1 給紙カセットを手前に引
き出す

2 縦ガイドを奥にずらす
縦ガイドのつまみを引きなが
ら、セットする用紙サイズより
奥にずらします。
用紙サイズの位置は、給紙カ
セットの下面に表示されていま
す。

同じサイズの用紙をセットする場合は、この手順は不要です。

3 用紙をセットする
用紙の四隅を揃え、印刷面を上
にして、カセット左側の手前に
合わせてセットします。
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・折り目やシワの入った用紙は使用しないでください。
・用紙は、横長にセットしてください。（「用紙関係」（197
ページ）参照）
・給紙カセットの奥にあるガイドの線が、セットできる用
紙枚数の上限です。用紙は線が見える範囲の枚数にして
ください。

給紙カセット4、5に収容できる枚数は、約1000枚（64g/m2の
場合）です。

4 用紙を端をそろえる

穴�

つまみ� 5 縦ガイドを用紙サイズの
目盛りに合わせる

縦ガイドのつまみを引きながら
ずらします。縦ガイドのストッ
パーが目盛りの穴に固定されて
いることを確認してください。
正しく固定されていないと、用
紙サイズが検出されず、紙づま
りの原因となることがありま
す。
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用紙サイズ�
ラベル�

6 給紙カセットをプリンタ
に押し込む

給紙カセットを突き当たるまで
プリンタに押し込みます。奥ま
でしっかり押し込まれているこ
とを確認してください。

給紙カセットは奥に突き当たるまで押し込んでください。
突き当たるまで押し込んでいないと、カセットなしや、紙
づまりの原因となります。

必要に応じ、拡張給紙ユニットに添付されている用紙サイズ
ラベルを貼ります。
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プロセスカートリッジの交換プロセスカートリッジの交換プロセスカートリッジの交換プロセスカートリッジの交換プロセスカートリッジの交換
プロセスカートリッジ１本あたりの目安として、A4 サイズの用紙で約
20,000 枚の印刷ができます。トナーの残りが少なくなると、プロセス
カートリッジの交換を促すメッセージが液晶ディスプレイに表示されま
す。この表示がでたら、「プロセスカートリッジを取り外す」(62 ペー
ジ)、「プロセスカートリッジを取り付ける」(64ページ)にしたがって、
新しいプロセスカートリッジと交換します。

警告 破  裂プロセスカートリッジを火中に投入しないでください。
火中に投入すると、トナー粉がはねて、やけどの原因と
なります。
地球環境への配慮から使用済みのプロセスカートリッジ
を処分する際は、弊社の回収サービス（「使用済みプロ
セスカートリッジの回収サービス」（21ページ）参照）を
ご利用ください。

誤  飲・トナーは目や口に入らないように注意してください。
プロセスカートリッジの交換時などにトナーが手に付
いた場合は、速やかに洗い落としてください。
万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してくだ
さい。
・プロセスカートリッジを保管する場合は、小さなお子
さまがトナーを誤って飲むことがないように、小さな
お子さまの手の届かないところに置いてください。
万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してくだ
さい。
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注意 やけど プリンタを使用した直後は定着器が非常に熱くなってい
ます。「高温注意」ラベルが貼ってある箇所（定着器や
その周辺）には、絶対に触れないでください。やけどの
原因となることがあります。

・プロセスカートリッジは、光に対して非常に敏感です。
トナーを均一にするときや交換に際しては、次の点に注
意してください。
・直射日光や強い光（約1500ルクス以上）に当てないで
ください。通常の室内の明かりの下でも５分以上は放
置しないでください。
・ドラム保護シャッターは絶対に開けないでください。
・感光体（ドラム）表面には絶対に手を触れないでくださ
い。
・立てたり、裏返しにして置かないでください。
・トナーは人体に無害ですが、手や衣服についたときには
すぐに洗ってください。
・常に、予備のプロセスカートリッジを用意しておいてく
ださい。



プリンタ編
第５章    日常のメンテナンス

61

・プロセスカートリッジの保管期限は約２年間です。お買い
上げ後は２年以内にご使用ください。
・プロセスカートリッジ内のトナーが片寄っているために、
プロセスカートリッジの交換を促すメッセージが液晶ディ
スプレイに表示されることがあります。
交換の前にプロセスカートリッジを前後左右に5 ～6 回振
り、トナーの状態を均一にして印刷し直してみてください。

・プロセスカートリッジの交換を促すメッセージが表示され
ない場合でも、次のようなときはプロセスカートリッジの
交換が必要です。
・縦のカスレや部分的なカスレがある場合
プロセスカートリッジを取り出して振り、内部トナーの状
態を均一にして印刷してみても、改善されないとき
・不鮮明な印刷状態が発生した場合
適切な用紙に変えて印刷しても改善されないとき
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プロセスカートリッジを取り外す

次の手順にしたがって、プロセスカートリッジを取り外します。

リリース�
　レバー�

給紙トレイ�

1 両面ユニットを取り付け
ている場合は、給紙トレ
イを開き、両面ユニット
のリリースレバーを引き
ながらゆっくりと倒す

リリース�
　レバー�

2 リリースレバーを引きな
がら、ゆっくりとカバー
Aを開く

プリンタ内部の部品には手を触れないでください。印字不
良の原因となります。

3 前面カバーを開く
前面カバーは自動的に閉じま
す。
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上部の取っ手�

レバー�

4 プロセスカートリッジの
レバーを引き出す

プロセスカートリッジのレバー
を引き、ゆっくり引き出しなが
ら、上部の取っ手を起こして持
ちます。

・トナーで床を汚さないよう、取り出したプロセスカート
リッジを置く場所には、あらかじめ紙などを敷いておいて
ください。
・地球環境への配慮から、使用済みのプロセスカートリッジ
を処分するときは、弊社の回収サービス（「使用済みプロセ
スカートリッジの回収サービス」（21ページ）参照）をご利
用ください。

5 プロセスカートリッジ上
部の取っ手とレバーを持
ち、プロセスカートリッ
ジを取り出す

プロセスカートリッジは、必ず上部の取っ手を持って引き出
してください。上部の取っ手を持たずにプロセスカートリッ
ジを引き出すと、プロセスカートリッジが抜け落ちて床を汚
すことがあります。
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プロセスカートリッジを取り付ける

次の手順にしたがって、プロセスカートリッジを取り付けます。

1 カバーAと前面カバーを開く
カバーAと前面カバーが閉じている場合は、「プロセスカートリッジを取
り外す」（62ページ）の1～3に従って開きます。

2 トナーを均一にするた
め、プロセスカートリッ
ジを振る

図のように前後左右に5～6回振
ります｡トナーの状態が均一で
ないと、印字品質が低下するこ
とがあります。

3 テープでとまっている紙
を外す

4 プロセスカートリッジ上
部の取っ手とレバーを持
ち、プリンタ内部のガイ
ドに合わせながらセット
する

「カチッ」と音がして、プロセス
カートリッジが確実にセットさ
れたことを確認してください。
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トナーシール�5 トナーシールを引き抜く
トナーシールは約60cmほど伸び
ます。

・トナーシールは、平行にまっすぐ引き抜いてください。
斜めに引くと、途中で切れることがあります。
・トナーシールを引き抜いた後は、プロセスカートリッジ
を振ったり、衝撃を与えたりしないでください。トナー
がこぼれることがあります。

6 カバーAを閉じる
リリースレバーは持たず、カ
バーAの上部中央を押して、「カ
チッ」と音がするまで確実に閉
じます。
前面カバーは自動的に閉じま
す。

プロセスカートリッジが正しくセットされていないと、前面
カバーは閉じません。この場合は、再度プロセスカートリッ
ジを正しくセットし直してください。
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7 両面ユニットを閉じる
両面ユニットを装着している場
合は、両面ユニットを閉じま
す。

・各カバーが確実にロックしていることを確認してくださ
い。完全にロックしていないと、印字不良が発生するこ
とがあります。
・プロセスカートリッジをセットしたあと、1、2枚目まで
の出力の際に、紙が薄黒くなったり、音がしたりするこ
とがありますが、動作およびその後の画質には影響あり
ません。
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プロセスカートリッジの取り扱いと保管プロセスカートリッジの取り扱いと保管プロセスカートリッジの取り扱いと保管プロセスカートリッジの取り扱いと保管プロセスカートリッジの取り扱いと保管
プロセスカートリッジを取り扱うときや保管するときの注意事項につい
て説明します。

取り扱い上のご注意

プロセスカートリッジを取り扱うときは、次の点にご注意ください。
・直射日光や強い光(約1500ルクス以上)に当てないでください。
・室内の明かりの下でも、プロセスカートリッジを５分以上放置しない
でください。
・プロセスカートリッジをプリンタから外した場合は、強い光に当てな
いよう梱包されていたアルミ袋に入れるか、厚い布などに包んでくだ
さい。
・寒いところから暖かいところに移動した場合は、１時間以上室温に慣
らしてから使用してください。
・立てたり、裏返しにして置かないでください。
・トナーは人体に無害ですが、手や衣服についたときはすぐに洗ってく
ださい。
・トナーシールを引き抜いた後は、プロセスカートリッジを強く振った
り、衝撃を与えないでください。トナーがこぼれることがあります。
・ドラムシャッターにより、プロセスカートリッジ内の感光体（ドラム）
が光にあたらないように保護されています。ドラムシャッターはむや
みに開けないでください。
・感光体（ドラム）表面には絶対に手を触れないでください。

保管上のご注意

プロセスカートリッジを保管するときは、次の点にご注意ください。
・使用するまでは開封しないでください。万一、開封してしまった場合
は、梱包されていたアルミ袋に入れ、保管してください。
・直射日光をさけ、以下の環境で保管してください。
　　温度範囲  ０～35℃、　湿度範囲  15～ 80％RH

（ただし、結露のないこと）
・高温多湿になる場所には置かないでください。
・立てたり、裏返しにして置かないでください。
・CRT画面、ディスクドライブ、フロッピィディスクなど、磁気を帯び
たものの近くに置かないでください。
・幼児の手の届かないところに保管してください。
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プリンタの清掃プリンタの清掃プリンタの清掃プリンタの清掃プリンタの清掃
プリンタを良好な状態に保ち、いつもきれいな印刷ができるように、約
１か月に１回、プリンタ本体周辺を清掃してください。また、プロセス
カートリッジの交換時や紙づまりの処置時には、プリンタ内部を点検し
てください。

注意 やけど プリンタの清掃を行う場合は、電源スイッチを切り、必
ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

感  電電源スイッチを切らずにプリンタの清掃を行うと、やけ
どや感電の原因となることがあります。

清掃に際しては、以下の点に注意してください。
・プリンタを使用した直後は、プリンタ内部が非常に熱く
なっています。10分位たって内部の温度が下がってから
作業してください。
・水または中性洗剤以外は、絶対に使用しないでくださ
い。ベンジン、シンナーなど揮発性のものを使用する
と、カバーの変色や変形の恐れがあります。
・油をさす必要はありません。注油はしないでください。

プリンタ外部の清掃

プリンタの表面の汚れは、水ま
たはうすめた中性洗剤を含ませ
てかたくしぼった布で拭き取り
ます。そのあと、柔らかい乾い
た布で拭きます。
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プリンタ内部の清掃

紙づまりの処置や、プロセス
カートリッジ交換のあと、前面
カバーを閉じる前に、内部を点
検してください。
・紙片が残っていれば取り除き
ます。
・ほこり、汚れ、こぼれたトナー
は、乾いた清潔な柔らかい布
で拭き取ります。
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プリンタを長時間使用しないときプリンタを長時間使用しないときプリンタを長時間使用しないときプリンタを長時間使用しないときプリンタを長時間使用しないとき
１週間以上プリンタを使用しないときは、電源スイッチを切り、電源プ
ラグを電源コンセントから抜いておきます。また、用紙を給紙トレイや
給紙カセットから取り出し、湿気やほこりの少ない場所に保管します。

1. 電源スイッチを
「○｣側に倒す�

3. 電源コードを外す�

2. 電源コードをコン
セントから抜く�

1 電源の切断を確認し、電
源コードを取り外す

プリンタの電源スイッチを「○」
側に倒します。電源コードを電
源コンセントおよびプリンタの
電源コードコネクタから抜きま
す。

エラーメッセージが表示されているときは「エラーメッ
セージが表示されたとき」 (153ページ）を参照し、処置
をしてから電源を切ってください。
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2 用紙を取り出す
給紙トレイおよび給紙カセット
から用紙を取り出し、湿気やほ
こりのない場所に保管します。

用紙の保管については、「第２章  用紙について」（23ページ）
を参照してください。
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プリンタを移動するときプリンタを移動するときプリンタを移動するときプリンタを移動するときプリンタを移動するとき
プリンタを運搬したり、移動したりするときには、次の点に注意してく
ださい。

注意 け  がプリンタは、オプションや消耗品、用紙が入っていない
状態で約42kgあります。プリンタを動かす場合は、必
ず2人以上で持ち運んでください。プリンタを持ち上げ
るときは、プリンタ左右の取っ手部分を両手でしっかり
と持ってください。取っ手部分以外を持って持ち上げる
ことは絶対にしないでください。

給紙トレイ基
部の取っ手を
下図のように
持ちます。�

本体右側面の
取っ手を下図
のように持ち
ます。�

拡張給紙ユニット（オプション）を取り付けているプリンタ
を、異なるフロアなど段差のある場所に移動する場合は、プ
リンタ本体から拡張給紙ユニットを取り外します。プリンタ
本体や拡張給紙ユニットは傷がつかないように梱包してから
運搬してください。移転など、プリンタを長距離移動する可
能性がある場合は、梱包材を保管しておくと便利です。
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近くに移動する
プリンタを設置していた机を変えたり、隣の部屋に移動させたりする場
合は、以下の手順に従ってください。

1. 電源スイッチを
「○｣側に倒す�

3. 電源コードを外す�

2. 電源コードをコン
セントから抜く�

1 電源の切断を確認し、電
源コードを取り外す

プリンタの電源スイッチを「○」
側に倒します。電源コードを電
源コンセントおよびプリンタの
電源コードコネクタから抜きま
す。

エラーメッセージが表示されているときは「エラーメッ
セージが表示されたとき」（153ページ）を参照し、処置
をしてから電源を切ってください。
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ワイヤ�
クリップ�

2 プリンタケーブルを抜く
プリンタケーブルコネクタから
プリンタケーブルを外します。
また、LAN ケーブルが接続され
ている場合は、ケーブルを外し
ます。

3 用紙を取り出す
用紙を給紙トレイまたは給紙カ
セットから取り出し、紙などに
包みます。給紙トレイ、給紙カ
セットと排紙止めは閉じます。

用紙の保管については、「第２章  用紙について」（23ぺージ）
を参照してください。
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4 拡張給紙ユニットがない
場合は、両側の取っ手部
分に両手をしっかりとか
けて、静かにプリンタを
移動する

必要に応じて、台車を利用して
ください。
プリンタを長距離運搬するとき
は、傷がつかないように梱包し
てください。（「梱包して運搬す
る」（76ページ）参照）

5 拡張給紙ユニットを装着
している場合はそのまま
移動する

拡張給紙ユニットが取り付けら
れている場合は、正面左右の
キャスターのロックを外し、
ゆっくりと押しながら移動しま
す。
ただし、衝撃を避けるため、段
差のある場所ではオプションを
取り外し、プリンタを持って移
動してください。

6 適切な場所にプリンタを
設置し直す

設置し直すときの手順については、「設置手順」（32ペー
ジ）を参照してください。
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梱包して運搬する

プリンタを運搬するときは、取り付けてある付属品などを外し、もう一
度梱包する必要があります。以下の手順に従ってください。
給紙カセットは、本体に取り付けた状態で梱包してください。

1 付属品を取り外す
「近くに移動する」の手順1～4（73ページ）に従って、付属品を取り外
します。

2 梱包し直す
下図のように梱包して、運搬してください。
精密機械ですから、運搬するときは以下の点に注意して、ていねいに取
り扱ってください。また、「プロセスカートリッジの取り扱いと保管」
（67ページ）も合わせて参照してください。
・梱包時は、製品購入時に使用していた梱包材で梱包してください。
・プロセスカートリッジは必ずプリンタから取り出してください。取り
出したプロセスカートリッジはビニール袋等に入れて運搬してくださ
い。

プリンタ本体�

プロセス�
カートリッジ�

電源コード�
変換プラグ�



第6章
オペレータパネルの操作

この章では、液晶ディスプレイに表示される内
容と、オペレータパネルの操作のしかたについ
て説明します。
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オンライン状態とオフライン状態を切り替える .. 80
印刷方向と給紙口を一時的に切り替える...... 80
縮小印刷、用紙サイズ、印刷部数、両面印刷を

一時的に変更する(メニュー印刷設定モード) ... 84
プリンタをリセットする .................... 89
印刷を中止する ............................ 89
未印刷データを強制的に印刷する ............ 90
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液晶ディスプレイの表示内容液晶ディスプレイの表示内容液晶ディスプレイの表示内容液晶ディスプレイの表示内容液晶ディスプレイの表示内容
液晶ディスプレイは、プリンタの設定状態や、障害が発生したときの内
容などを表示するものです。１行16文字で２段に表示されます。通常時
とPrintia XLドライバ印刷時とでは、表示内容が異なります。

障害が発生すると全行でエラーメッセージを表示します。「エラーメッ
セージが表示されたとき」（153ページ）を参照してください。

通常時の表示内容

●動作モード�
設定されているモードを表示します。�
  ＥＰ：ESC/Pモード�
  ＥＧ：ESC/Pageモード�
  ＰＣ：PC-PR201モード�
  ＶＦ：Virtual FMモード�

●パソコンインタフェース�
オンライン／オフラインを表示します。�
  オフライン□：オフライン状態�
  オンライン□：オンライン状態�
                （データ未受信）�
  オンライン１：オンライン状態�
                （プリンタケーブル経由で�
� のデータ受信）�
  オンライン２：オンライン状態�
                （LAN経由でのデータ受信）�

●状態表示�
プリンタの状態を表示します。�
  □□□□：レディ状態�
  セーフ゛：パワーセーブ状態�
  ウォーム：ウォームアップ状態�

●給紙口／用紙サイズ�
設定されている給紙口と用紙サイズを表示し
ます。�
  １－××××：カセット１�
  ２－××××：カセット２�
  ３－××××：カセット３�
  ４－××××：カセット４�
  ５－××××：カセット５�
  Ｍ－××××：給紙トレイ�
注：・××××には、現在セットされている

用紙サイズ、または給紙トレイサイズ
で設定した用紙サイズを表示します。�

・『ハガキ』『フテイ』『ＬＧＬ』は、
カセットのとき表示されません。�

・『Ａ５』は、カセット１のときのみ表
示されます。�

・『Ａ３』と『Ｂ４』は、カセット４、
５のとき表示されません。�

××××�
『Ａ３□□』：Ａ３用紙�『Ｂ４□□』：Ｂ４用紙�
『Ａ４□□』：Ａ４用紙�『Ｂ５□□』：Ｂ５用紙�
『Ａ５□□』：Ａ５用紙�『ＬＧＬ□』：リーガル用紙�
『ＬＴＲ□』：レター用紙�『ハカ゛キ』：ハガキ用紙�
『フテイ□』：不定形用紙�

●印刷方向�
設定されている印刷方向を表示
します。�
  タテ□：縦方向印刷�
�タテヨ：余白付き縦方向印刷�
�ヨコ□：横方向印刷�
�ヨコヨ：余白付き横方向印刷�

●縮小印刷／ＨＥＸダンプ印刷�
設定されている縮小印刷およびＨＥＸダ
ンプ印刷を表示します。�
�□□：100％印刷�
�７５：75％ 縮小印刷 �
�７０：70％ 縮小印刷 �
�ＬＡ：リスト印刷A4�
�ＬＢ：リスト印刷B4　�
�ＨＸ：ＨＥＸダンプ印刷�

●消耗品�
トナーの残量が少なくなったときに表示し
ます。�
�□□□：トナーがある状態�
�トナー：トナーが残り少ない状態�

●印刷状態�
両面印刷を設定しているかどうかを表示します。�
　　　　　　　　　　　（両面ユニット装着時)�
□：通常�
Ｄ：両面印刷�
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Printia XLドライバ印刷時の表示内容

●パソコンインタフェース�
オンライン／オフラインを表示します。�
  オフライン□：オフライン状態�
  オンライン□：オンライン状態�
                （データ未受信）�
  オンライン１：オンライン状態�
                （プリンタケーブル経由で��
�  のデータ受信）�
  オンライン２：オンライン状態�
                （LAN経由でのデータ受信）�

●状態表示�
プリンタの状態を表示します。�
  □□□□：レディ状態�
  セーフ゛：パワーセーブ状態�
  ウォーム：ウォームアップ状態�

●給紙口／用紙サイズ�
設定されている給紙口と用紙サイズを表示
します。�
  １－××××：カセット１�
  ２－××××：カセット２�
  ３－××××：カセット３�
  Ｍ－××××：給紙トレイ�
注：・××××には、現在セットされてい

る用紙サイズ、または給紙トレイサ
イズで設定した用紙サイズを表示し
ます。�
・『ハガキ』『フテイ』『ＬＧＬ』は、
カセットのとき表示されません。�
・『Ａ５』は、カセット１のときのみ
表示されます。�
・『Ａ３』と『Ｂ４』は、カセット４、
５のとき表示されません。�

�
� ××××�『Ａ３□□』：Ａ３用紙�
� 『Ｂ４□□』：Ｂ４用紙�
� 『Ａ４□□』：Ａ４用紙�
� 『Ｂ５□□』：Ｂ５用紙�
� 『Ａ５□□』：Ａ５用紙�
� 『ＬＧＬ□』：リーガル用紙�
� 『ＬＴＲ□』：レター用紙�
� 『ハカ゛キ』：ハガキ用紙�
�         『フテイ□』：不定形用紙�

●描画位置�
プリンタ内部でビットマップメモリに�
描画している状態を表わします。�
�□□□□□：描画開始前�
            ：１ページ描画開始（※）�
※20％データを処理するごとに左から�
　が　に変わります。�
�

●消耗品�
トナーの残量が少なくなったときに表示し
ます。�
�□□□：トナーがある状態�
�トナー：トナーが残り少ない状態�

●印刷状態�
両面印刷を設定しているかどうかを表示します。�
　　　　　　　　　　　（両面ユニット装着時)�
□：通常�
Ｄ：両面印刷�

●動作モード�
部単位印刷中の動作を表示します。�
�ＭＷ：部単位印刷時のメモリ書き込み中�
�ＭＲ：部単位印刷時のメモリ読み出し中�

Printia XLドライバ印刷時の縮小印刷、印刷方向、給紙口、
用紙サイズは、パソコンで設定した内容に従います。
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オペレータパネルを操作するオペレータパネルを操作するオペレータパネルを操作するオペレータパネルを操作するオペレータパネルを操作する
プリンタから印刷する際には、給紙口を切り替えたり、用紙の印刷方向
を切り替えたりするためにオペレータパネルを操作します。

オンライン状態とオフライン状態を切り替える

プリンタの状態には、オンライン状態とオフライン状態があります。オ
ンライン状態とオフライン状態は、オペレータパネルの「オンライン」
スイッチによって切り替えます。

オンライン状態

オンライン　　　　　　� パソコンからデータを受信して印
刷動作ができる状態をいいます。

通常、電源を投入するとオンライン状態になり、「オンライン」ランプ
が点灯します。「オンライン」ランプが消灯しているとき（オフライン
状態）に「オンライン」スイッチを押すと、オンライン状態になります。

オフライン状態

オフライン　　　　　　� パソコンからのデータを受信でき
ない状態をいいます。

オンライン状態のときに「オンライン」スイッチを押すと、オフライン
状態になります。印刷中に押すと、液晶ディスプレイに『ハイシュツ
ショリチュウ』と表示され、印刷後オフライン状態に切り替わります。

印刷方向と給紙口を一時的に切り替える

オンライン状態のときに「給紙口」または「印刷方向」スイッチを押す
と、一時的に設定を切り替えることができます。ただし、次の３つの場
合は無効です。
　   ・未印刷データがある場合（データランプ点灯中）
　   ・オンライン状態でHEXダンプ印刷設定中
　   ・Printia XLドライバで印刷中(ドライバの設定が優先されます。)
設定中は液晶ディスプレイに『インサツ　セッテイ』と表示されます。
また、設定中に「オンライン」スイッチを押すと設定を終了し、オンラ
イン状態に戻ります。
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印刷方向を一時的に切り替える

印刷する向きが縦か横か、また余白付きで印刷するか否かを一時的に変
更します。設定値は電源を切ると元に戻ります。

「印刷方向　縦」「印刷方向　横」は、それぞれ次のように印刷されます。

ＡＢＣＤ・・・・�
・・・・�

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
・
・
・
�

・
・
・
・
�

印刷方向　縦� 印刷方向　横�

印刷方向の切り替えかた

1 オンライン状態で  「印刷方向」スイッチを押し、目的の
印刷方向を表示する

インサツ　セッテイ　　　　　　�

　　　　　タテ�

↓「印刷方向」スイッチ�

2行目に設定値が表示される�

オンライン状態� スイッチを押すたびに、液晶
ディスプレイの表示が変わりま
す。目的の印刷方向が表示され
るまで、「印刷方向」スイッチを
押します。

選択できる設定値には、次の4種類があります。
設定値 機  能
タテ 縦方向で印刷します。
タテヨ 余白付きの縦方向で印刷します。
ヨコ 横方向で印刷します。
ヨコヨ 余白付きの横方向で印刷します。

2 「オンライン」スイッチを押して設定を確定する
「オンライン」スイッチを押すと、表示中の印刷方向に設定されます。
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・余白なしの場合、上端および左端の余白は、次の値になります。
動作モード 印刷方向　縦 印刷方向　横

上端余白 左端余白 上端余白 左端余白
ESC/Pモード 8.5または ５mm 8.5または ５mm
(注) 22mm 22mm
ESC/Pageモード ５mm ５ mm ５ mm ５ mm
PC-PR201モード ５mm 7.9mm 7.9mm ５ mm
Virtual FMモード ５mm ５ mm ５ mm ５ mm
注：ESC/Pモードの上端余白（印刷方向の縦／横とも）は、「給紙位

置」（124ページ）の設定値になります。

・余白付きの場合、「余白設定」（101、105、106ページ）で設定した「上
端」および「左端」の値に従って印刷されます。余白付きはESC/P、PC-
PR201、およびVirtual FMモード時に有効になります。

プリンタ内に未印刷のデータがあるときは、印刷方向を切
り替えることはできません。「排出」スイッチで未印刷
データを強制印刷してから切り替えてください。

縮小印刷の表示が『ＬＡ』、『ＬＢ』または『ＨＸ』の場合は、
印刷方向を切り替えることができません。

給紙口を一時的に切り替える

用紙を供給する場所を一時的に切り替えます。設定値は電源を切ると元
に戻ります。

給紙口の切り替えかた

1 オンライン状態で  「給紙口」スイッチを押し、目的の給
紙口を表示する

インサツ　セッテイ　　　　　　�

　　　　          　　１－××××�

↓「給紙口」スイッチ�

2行目に設定値が表示される�

オンライン状態� スイッチを押すたびに、液晶
ディスプレイの表示が変わりま
す。目的の給紙口が表示される
まで、「給紙口」スイッチを押し
ます。
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設定値(＊1) 機  能
１－×××× 給紙カセット１から給紙します。
２－×××× 給紙カセット２から給紙します。
３－×××× 拡張給紙ユニットが取り付けられているとき

に表示されます。
給紙カセット３から給紙します。

４－×××× 拡張給紙ユニットが取り付けられているとき
に表示されます。
給紙カセット４から給紙します。

５－×××× 拡張給紙ユニットが取り付けられているとき
に表示されます。
給紙カセット５から給紙します。

Ｍ－×××× 給紙トレイから給紙します。

（＊1）××××には、次の用紙サイズが表示されます。
Ａ３：Ａ３縦 Ｂ５ ：Ｂ５横 ＬＴＲ ：レター横
Ｂ４：Ｂ４縦 Ａ５ ：Ａ５横 ハカ゛キ：ハガキ縦
Ａ４：Ａ４横 ＬＧＬ：リーガル縦 フテイ ：不定形用紙

「ハガキ」「フテイ」「ＬＧＬ」は、給紙カセットのとき表示され
ません。
「Ａ５」は、給紙カセット１のときのみ表示されます。
「Ａ３」と「Ｂ４」は、給紙カセット４、５のとき表示されませ
ん。

2 「オンライン」スイッチを押して設定を確定する
「オンライン」スイッチを押すと、表示中の給紙口に設定されます。

プリンタ内に未印刷のデータがあるときは、給紙口を切り
替えることはできません。「排出」スイッチで未印刷デー
タを強制印刷してから切り替えてください。
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縮小印刷、用紙サイズ、印刷部数、両面印刷を
一時的に変更する(メニュー印刷設定モード)

メニュー印刷設定モードでは、次の設定ができます。
・縮小印刷 .......... 縮小印刷の種類を、一時的に切り替える
・給紙トレイサイズ .. 給紙トレイから印刷する用紙のサイズを、一時

的に切り替える
・不定形サイズ ...... 給紙トレイで不定形用紙を使うときの用紙サイ

ズを、一時的に切り替える
・コピー枚数 ........ 印刷部数を一時的に切り替える
・両面印刷 .......... 両面ユニット装着時に両面印刷を行うかどうか

を一時的に切り替える
・綴じしろ方向 ...... 両面印刷のときに、用紙の長辺側と短辺側のど

ちらを綴じしろにするかを一時的に切り替える
・綴じしろモード .... 両面印刷のときの表面の綴じしろ位置を一時的

に切り替える
・綴じしろ量 ........ 両面印刷のときの綴じしろ量を一時的に切り替

える

メニュー印刷設定モードで設定した内容は、プリンタの電源を切ると元
の設定に戻ります。

次の場合、メニュー印刷設定モードは無効です。
・未印刷データがある場合(データランプ点灯中)
・オンライン状態でHEXダンプ印刷設定中
・Printia XLドライバで印刷中(ドライバの設定が優先されま
す。)

メニュー印刷設定モードの操作方法

インサツ　セッテイ　　　　　　�

　シュクショウ�

↓「メニュー」スイッチ�

オンライン状態�

インサツ�

1 オンライン状態で  「メ
ニュー」スイッチを押す

メニュー印刷設定モードに入
り、液晶ディスプレイに「イン
サツ  セッテイ」と表示されま
す。
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インサツ　セッテイ　　　　　　�

　シュクショウ  

↓「  」または「  」スイッチ�

設定項目が切り替わる�

↓「▼」スイッチ�

インサツ�

  シュクショウ  インサツ�

　 ＊  １００％�

2 「 」または「 」スイッ
チを押し、目的の項目を
表示する

スイッチを押すたびに、液晶
ディスプレイの表示が変わりま
す。目的の設定項目が表示され
たら「 」スイッチを押します。
不定形サイズまたは綴じしろ量
を設定するときにのみ、さらに
「 」または「 」スイッチを押
し、目的の項目を選び、「 」ス
イッチを押します。

  シュクショウ  インサツ�

　 ＊  １００％�

↓「  」または「  」スイッチ�

設定値が切り替わる�

3 「 」または「 」スイッ
チを押し、目的の設定値
を表示する

スイッチを押すたびに、液晶
ディスプレイの表示が変わりま
す。目的の設定値が表示される
まで、「 」または「 」スイッ
チを押します。

↓「設定」スイッチ�

↓「オンライン」スイッチ�

4 「設定」スイッチを押し
て、値を確定する

目的の設定値を表示させて、「設
定」スイッチを押すと、設定値
の値の前に「＊」が表示され、そ
の値が設定されます。

5 「オンライン」スイッチ
を押して、メニュー印刷
設定モードを終了させる

メニュー印刷設定モードで設定できる項目と値の一覧を、次の表に示し
ます。
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設定項目 設定値 機  能
ｼｭｸｼｮｳ ｲﾝｻﾂ 100% 縮小せずに印刷します。メニュー印刷設定モー

ドを解除すると、液晶ディスプレイの表示は
『□□』となります。

75% 75％に縮小して印刷します。
70% 70％に縮小して印刷します。
ﾘｽﾄｲﾝｻﾂ  A4 ストックフォーム用印刷データを75％に縮小

し、A4用紙に横方向で印刷します。
ﾘｽﾄｲﾝｻﾂ  B4 ストックフォーム用印刷データをB4用紙に横

方向で印刷します。
ｷｭｳｼﾄﾚｲ ｻｲｽﾞ Ａ４ A4サイズに設定します。

Ｂ５ B5サイズに設定します。
Ａ５ A5サイズに設定します。
ﾘｰｶﾞﾙ リーガルサイズに設定します。
ﾚﾀｰ レターサイズに設定します。
ﾊｶﾞｷ ハガキに設定します。
ﾌﾃｲｹｲ 不定形用紙に指定します。

不定形用紙のサイズは『フテイケイ サイズ』
で設定します。

Ａ３ A3サイズに設定します。
Ｂ４ B4サイズに設定します。

ﾌﾃｲｹｲ ｻｲｽﾞ ﾌﾃｲｹｲ ﾀﾃ ×××　ｍｍ 不定形用紙の縦と横の長さを指定します。１
ｍｍずつ「 」スイッチで加算、「  」スイッ
チで減算します。

ﾌﾃｲｹｲ ﾖｺ ×××　ｍｍ スイッチを押している時間により、加算、減算
の速度を加減します。（はじめはゆっくり、し
だいに速くなります。）
「 」スイッチを押し続けると最大値で止ま
り、もう一度「 」スイッチを押すと最小値
を表示します。
「  」スイッチを押し続けると最小値で止ま
り、もう一度「  」スイッチを押すと最大値
を表示します。
不定形用紙サイズとして設定できる値の範囲は
次ページの※を参照してください。
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設定項目 設定値 機  能
ｺﾋﾟｰ ﾏｲｽｳ ××　マイ 印刷する部数を設定します。初期値は１枚で

す。１枚ずつ「 」スイッチで加算、「  」ス
イッチで減算します。スイッチを押している時
間により、加算、減算の速度を加減します。（は
じめはゆっくり、しだいに速くなります。）
「 」スイッチを押し続けると最大値で止ま
り、もう一度「 」スイッチを押すと最小値
を表示します。
「  」スイッチを押し続けると最小値で止ま
り、もう一度「  」スイッチを押すと最大値
を表示します。
設定範囲は1枚から99枚です。

ﾘｮｳﾒﾝ ｲﾝｻﾂ ｶｲｼﾞｮ 両面印刷を行いません。
ｾｯﾃｲ 両面印刷を行います。

ﾄｼﾞｼﾛ ﾎｳｺｳ ﾁｮｳﾍﾝ ﾄｼﾞ 両面印刷のときに、長辺側を綴じしろにします。
ﾀﾝﾍﾟﾝ ﾄｼﾞ 両面印刷のときに、短辺側を綴じしろにします。

ﾄｼﾞｼﾛ ﾓｰﾄﾞ ﾋﾀﾞﾘ/ｳｴ ﾄｼﾞ 両面印刷のときの、表面の綴じしろ位置を左／
上にします。

ﾐｷﾞ/ｼﾀ ﾄｼﾞ 両面印刷のときの、表面の綴じしろ位置を右／
下にします。

ﾄｼﾞｼﾛ ﾘｮｳ ｵﾓﾃ XXmm 両面印刷のときの表と裏の綴じしろ量を設定し
ます。1mmずつ「 」スイッチで加算、「 」ス
イッチで減算します。

ｳﾗ XXmm スイッチを押している時間により、加算減算の
速度を加減します。（はじめはゆっくり、しだ
いに早くなります。）
「 」スイッチを押し続けると最大値で止ま
り、もう一度「 」スイッチを押すと最小値
を表示します。
「  」スイッチを押し続けると最小値で止ま
り、もう一度「  」スイッチを押すと最大値
を表示します。
設定範囲は0～30mmです。

※ 不定形用紙サイズとして設定できる値の範囲は、次のとおりです。
縦 横

設定範囲 148ｍｍ～420ｍｍ 100ｍｍ～297ｍｍ
初期値 420ｍｍ（Ａ３相当） 297ｍｍ（Ａ３相当）
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・メニュー印刷設定モードのときに「オンライン」スイッチ
を押すと、メニュー印刷設定モードを終了し、オンライン
状態に戻ります。
・設定値は電源を切ると元に戻ります。
・プリンタ内に未印刷データがあると、設定を切り替えるこ
とができない場合があります。「排出」スイッチで未印刷
データを強制印刷してから切り替えてください。
・縮小印刷の切り替えについて
・ESC/Pageモードでは、縮小印刷の「リストインサツ A4」
「リストインサツ B4」は表示されません。
・縮小印刷の表示が「リストインサツ A4」「リストインサ
ツ B4」のときは、コマンドでESC/Pageモードへ移行す
ることはできません。
・縮小印刷を「リストインサツ A4」「リストインサツ B4」
に設定し、プリンタに設定値を登録した場合、セット
アップの「エミュレーション設定」をESC/Pageモードに
切り替えると、縮小印刷は「□□」に切り替わります。

・コピー枚数(印刷部数)の設定では、COPYコマンドが優先す
るため、設定した枚数が印刷されない場合があります。
・両面印刷は、はがき、不定形用紙では無効となります。
・両面印刷のときの綴じしろ方向と綴じしろモードの関係に
ついては、「両面印刷と綴じしろ位置」（99ページ）をご覧
ください。

給紙トレイサイズで設定した用紙よりも大きなサイズの
データを印刷すると、印字汚れなどの原因となりますので
注意してください。
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プリンタをリセットする

プリンタをリセット（初期化）します。
リセットすると未印刷データは消去されます。

プリンタ内に未印刷データがあるときは、「データ」ランプが
点灯しています。このときプリンタをリセットすると、未印
刷データは消去されます。
リセット後、動作モード表示（78ページ）にEP、EG、PC、VF
のいずれかが表示されていないとき、再度プリンタをリセッ
トしてください。

オフライン　　　　　　�

↓「オンライン」スイッチ�

オンライン状態� 1 「オンライン」スイッチ
を押してオフライン状態
にする

ショキカ  シマスカ？　　　　　　�

↓「リセット」スイッチ� 2 「リセット」スイッチを
押す

初期化しないときは、「オンライン」スイッチを押すと、リ
セットせずにオフライン状態に戻ります。

ショキカチュウ　　　　　　�

↓「リセット」スイッチ� 3 再度、「リセット」スイッ
チを押す

印刷を中止する

印刷を中止する場合は、「オンライン」スイッチを押します。

ハイシュツ  ショリチュウ　　　　　　�

↓「オンライン」スイッチ�

↓�

印刷中�

オフライン状態�

1 「オンライン」スイッチ
を押す

印刷中の用紙を排出し、オフラ
イン状態になります。

続いて初期化する場合は、前項の「プリンタをリセットする」の手順2
と3の操作を行います。
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未印刷データを強制的に印刷する

プリンタ内に残っている未印刷データを強制的に印刷します。

本プリンタは、パソコンから１ページ分のデータを受信したとき、また
は排出コマンドを受信したときに、初めて印刷を実行します。したがっ
て、データを受信しても１ページに満たない状態や排出コマンドを受信
していない状態では、データがプリンタ内に残っています。

強制印刷をする

次のようなときに強制印刷をします。
・データランプが点灯したままで印刷しないとき
・パソコンからのデータ受信を中断し、強制的に印刷させるとき

データのないとき（データランプ消灯時）は、強制印刷でき
ません。

強制印刷は、以下の手順で行います。

オフライン　　　　　　�

↓「オンライン」スイッチ�

オンライン状態� 1 「オンライン」スイッチ
を押し、オフライン状態
にする

ハイシュツ  ショリチュウ　　　　　　�

↓「排出」スイッチ� 2 「排出」スイッチを押す
印刷された用紙が排出され、
データランプは点灯から消灯に
変わります。

強制印刷を中断する

強制印刷を中断するには、用紙を排出中にもう一度「排出」スイッチを
押します。強制印刷を中断し、印刷中の用紙を排出したあとオフライン
状態になります。
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強制印刷を取り消す

強制印刷を取り消すには、用紙を排出中に「リセット」スイッチを押し
ます。現在印刷中の用紙を排出したあとオフライン状態になり、液晶
ディスプレイに『ショキカシマスカ？』と表示されます。

初期化するときは、再度、「リセット」スイッチを押します。強制印刷
は取り消され、初期化されます。

初期化しないときは、「オンライン」スイッチを押します。再び強制印
刷が実行されます。
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第7章
設定値を変える

本プリンタの持つ機能は、セットアップで変更
します。この章では、セットアップで設定でき
る内容と、設定の操作について説明します。

セットアップ項目についてセットアップ項目についてセットアップ項目についてセットアップ項目についてセットアップ項目について ..................................................................................... 9595959595
メニュー印刷 ～ 設定内容を印刷する........ 95
テスト印刷 ～ テスト印刷をする ............ 95
エミュレーション設定 ～ 動作モードを切り替える ... 96
印刷設定 ～ 印刷のときの設定を変える...... 96
EPモード設定 ～ ESC/Pモードの印刷条件を設定する..... 100
EGモード設定 ～ ESC/Pageモードの印刷条件を設定する..... 102
PCモード設定 ～ PC-PR201モードの印刷条件を設定する..... 103
VFモード設定 ～ Virtual FMモードの印刷条件を設定する... 106
環境設定 ～ 日常の操作に必要な設定値を変える .. 109
補助機能設定 ～ 補助機能を設定する....... 112
登録 ～ 設定値を登録する ................. 115
保守モード ～ 保守モードを設定する....... 115
印字濃度調整 ～ 印刷濃度を調整する....... 115
LAN設定 .................................. 115

次ページに続く



設定の変更手順設定の変更手順設定の変更手順設定の変更手順設定の変更手順(((((セットアップの操作方法セットアップの操作方法セットアップの操作方法セットアップの操作方法セットアップの操作方法))))) .......... 118118118118118
基本的な操作 ............................. 118
選んだ項目に設定する操作 ................. 118
数値を設定する操作 ....................... 120
メニュー印刷やテスト印刷を行う操作 ....... 120
HEXダンプ印刷を行う操作 .................. 121

セットアップ項目一覧セットアップ項目一覧セットアップ項目一覧セットアップ項目一覧セットアップ項目一覧 .................................................................................................... 122122122122122
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セットアップ項目についてセットアップ項目についてセットアップ項目についてセットアップ項目についてセットアップ項目について
プリンタの設定値は、セットアップモードで変更することができます。
ここでは、セットアップモードで設定できる各項目について説明しま
す。

メニュー印刷 ～ 設定内容を印刷する

プリンタおよびLANポートの現在の設定内容を印刷します。メニュー印
刷には「設定の印刷」「LANの印刷」の2種類があります。印刷は現在選
択している給紙口の用紙に行います。A4サイズの用紙を基準とし、A4よ
り小さい用紙がセットされているときは、自動的に縮小して印刷しま
す。（ただしA5まで）
LAN設定で「TCP/IP」および「NetWare」を「無効」にしたとき、「LANの
印刷」は印刷しません。

次に「設定の印刷」の印刷例を示します。

両面印刷の場合、「システム情報」の「総印刷枚数」は表・裏
が1枚ずつ加算されます。

文字コード�
給紙位置�
右マージン�
ＡＮＫ文字�
漢字書体�
ＣＲコード�

＝　カタカナ�
＝　８．５ｍｍ�
＝　用紙幅�
＝　ローマン�
＝　明朝体�
＝　ＣＲのみ�

ＥＳＣ／Ｐモード設定�

カレントエミュレーション設定          �
                        ＝  ＥＳＣ／Ｐモード�

印刷方向�
給紙口�
縮小印刷�
給紙トレイサイズ�
�
�
  縦方向�
  横方向�
�
�
コピー枚数�
両面印刷�

� ＝　縦�
� ＝　カセット１�
� ＝　１００％�
� ＝　Ａ４�
�
�
� ＝　　４２０ｍｍ�
� ＝　　２９７ｍｍ�
�
�
　� ＝　０１枚�

エミュレーション設定�

印刷設定�

不定形サイズ�

縦余白設定�
＝  ８．５ｍｍ  �
＝  ５．０ｍｍ�
�

縦上端余白�
縦左端余白�

横余白設定�

＝�

横上端余白�
横左端余白�

復帰改行� �

ＥＳＣ／Ｐａｇｅモード設定�

＝  ８．５ｍｍ  �
＝  ５．０ｍｍ�
�

テスト印刷 ～ テスト印刷をする

ANK文字（英数字、記号）や、各種の漢字文字によるテスト印刷を行い
ます。印刷は現在選択している給紙口の用紙に行います。
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エミュレーション設定 ～ 動作モードを切り替える

プリンタの動作モード（エミュレーションモード）を切り替えます。

本プリンタには、次のエミュレーションモードがあります。
・ESC/Pモード ....... セイコーエプソンVP-1000相当
・ESC/Pageモード .... セイコーエプソンLP-8000S相当
・PC-PR201モード .... 日本電気PC-PR201系シリアルプリンタ相当
・Virtual FMモード .. 富士通FMLBP121相当（ネットワーク経由で利用

可能なFMシーケンス（240dpiのみ））

ESC/P、ESC/Page、PC-PR201、Virtual FMの各エミュレー
ションモードからPrintia XL ドライバへの切り替えは、
印刷を実行する際に自動的に行われます。オペレータパネ
ルで設定する必要はありません。

印刷設定 ～ 印刷のときの設定を変える

印刷の際に必要な設定値を変えます。

項目の中には、パソコンからのコマンドで設定できるものもあります。
両方で設定したときは、後からの設定が有効になります。

印刷方向 ～ 印刷方向を変える

印刷する向きが縦か横か、また余白付きで印刷するかどうかを設定しま
す。

ＡＢＣＤ・・・・�
・・・・�

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
・
・
・
�

・
・
・
・
�

印刷方向　縦� 印刷方向　横�

・「ＬＡ（リスト印刷 A4）」、「ＬＢ（リスト印刷 B4）」または
「ＨＸ（HEXダンプ印刷）」が設定されている場合は、印刷方
向を切り替えることはできません。
・余白付きの設定は、ESC/P、PC-PR201、およびVirtual FM
モードのとき、有効になります。
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給紙口 ～ 給紙口を変える

給紙カセット１～５（３～５はオプション)および給紙トレイのどの給
紙口から給紙するかを設定します。

自動的に用紙の選択をする方法は、「自動給紙」（129ページ）
で設定します。

縮小印刷 ～ 縮小印刷を指定する

縮小印刷の種類を設定します。100％、75％、70％、およびストック
フォーム用印刷データの縮小印刷について設定できます。

・ESC/Pageモードでは、ストックフォーム用印刷の設定(リス
ト印刷)は設定できません。
・ESC/Pageモードのときに75%または70%に設定すると、用
紙サイズ設定コマンドは無視され、現在の給紙口から印刷
されます。

給紙トレイサイズ ～ 給紙トレイの用紙サイズを変え
る

給紙トレイから印刷するときの用紙のサイズを設定します。

セットした用紙よりも大きなサイズのデータを印刷する
と、印字汚れなどの原因となりますので注意してくださ
い。

不定形サイズ ～ 不定形用紙のサイズを設定する

給紙トレイで不定形用紙を使うときに、その用紙のサイズを設定しま
す。用紙の縦と横それぞれについて、mm単位の３桁で設定します。

不定形用紙サイズとして設定できる値の範囲は、次のとおりです。

縦 横
設定範囲 148ｍｍ～420ｍｍ 100ｍｍ～297ｍｍ
初期値 420ｍｍ（Ａ３相当） 297ｍｍ（Ａ３相当）
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コピー枚数 ～ 印刷する部数を設定する

印刷する部数を、１枚～99枚までの範囲で設定します。

本設定とCOPYコマンドによる設定では、後からの設定が有効
となります。このため、設定した枚数が印刷されない場合が
あります。

両面印刷 ～ 両面印刷を設定する

両面ユニット装着時に、両面印刷を行うかどうかを設定します。

はがき、不定形用紙は、両面印刷を設定しても無効です。

綴じしろ方向 ～ 両面印刷の綴じしろ方向を設定す
る

両面印刷のときに、用紙の長辺側と短辺側のどちらを綴じしろにするか
を設定します。

両面印刷のときの綴じしろ方向と綴じしろモードの関係につ
いては、「両面印刷と綴じしろ位置」（99ページ）をご覧くだ
さい。

綴じしろモード
 ～ 両面印刷の表面の綴じしろ位置を設定する

両面印刷のときの、表面の綴じしろ位置を設定します。

・本設定により、裏面の綴じしろ位置は、表面と反対側にな
ります。
・両面印刷のときの綴じしろ方向と綴じしろモードの関係に
ついては「両面印刷と綴じしろ位置」（99ページ）をご覧く
ださい。

綴じしろ量 ～ 両面印刷の綴じしろ量を設定する

両面印刷のときの綴じしろ量を、１mm単位で設定します。綴じしろ量
は、0～30mmの範囲で設定できます。
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【両面印刷と綴じしろ位置】

（表綴じしろ量：ａ、裏綴じしろ量：ｂ）�
綴じしろ位置�

印刷方向　縦� 印刷方向　横�画面�
印刷�

綴じ�
しろ�
モード�

長辺�
綴じ�

左／上�
綴じ�

右／下�
綴じ�

短辺�
綴じ�

左／上�
綴じ�

右／下�
綴じ�

表� 裏� 表� 裏�

ａ� ｂ�

ａ�

ｂ�

ａ� ｂ�

ａ�

ｂ�

ａ� ｂ�

ａ�

ｂ�

ａ�

ｂ�

ａ� ｂ�
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EPモード設定 ～ ESC/Pモードの印刷条件を設定する

プリンタをESC/Pモードで使うときの印刷条件を設定します。

文字コード ～ 文字コード表を指定する

英数カナ文字コード部分のコード表を指定します。

給紙位置 ～ 印刷開始位置を設定する

用紙の印刷開始位置を設定します。

右マージン位置 ～ 右マージンを設定する

用紙の右マージンを設定します。

ANK文字～ ANK文字の書体を設定する

使用するANK文字（英数字、記号）の書体を設定します。

漢字書体～ 漢字の書体を設定する

使用する漢字の書体を設定します。

CRコード～ CR(復帰コード)の動作を設定する

CR(復帰コード)の動作に、改行動作を加えるかどうかを設定します。
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縦余白設定 ～ 縦印刷のときの余白を設定する

縦印刷のときの余白を、0.1mm単位で設定します。

「給紙位置」（124ページ）の設定により、次の範囲で値を設定できます。

給紙位置の設定 上端余白 左端余白
8.5mm 8.5～ 50mm 5～ 50mm
22mm 22～ 50mm 5～ 50mm

縦
左
端
余
白�

縦上端余白�

ＡＢＣＤ・・・・・・�
・・・・・・・・・・�

印刷方向　縦�

横余白設定 ～ 横印刷のときの余白を設定する

横印刷のときの余白を、0.1mm単位で設定します。

「給紙位置」（124ページ）の設定により、次の範囲で値を設定できます。

給紙位置の設定 上端余白 左端余白
8.5mm 8.5～ 50mm 5～ 50mm
22mm 22～ 50mm 5～ 50mm

横
上
端
余
白�

横左端余白�

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
・
・
・
・
・
�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

印刷方向　横�
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EGモード設定
 ～ ESC/Pageモードの印刷条件を設定する

プリンタをESC/Pageモードで使うときの印刷条件を設定します。

復帰改行 ～ 自動的に復帰改行する

自動復帰改行動作を行うかどうかを設定します。

自動復帰改行とは、印刷データが用紙の右端を超えたときに、自動的に
改行し、印刷位置を次の行の先頭に移動することをいいます。

改ページ ～ 自動改ページの動作を設定する

印刷データが用紙の下端を超えたときに、自動的に改ページするかどう
かを設定します。

CRコード ～ CR（復帰コード）の動作を設定する

CR（復帰コード）の動作に改行動作を加えるかどうかを設定します。

LFコード ～LF（改行コード）の動作を設定する

LF（改行コード）の動作に復帰動作を加えるかどうかを設定します。

FFコード ～ FF（改ページコード）の動作を設定する

FF（改ページコード）の動作に復帰動作を加えるかどうかを設定しま
す。

エラーコード ～ 未定義文字の処理を設定する

未定義文字を受信したときの動作を設定します。

イメージパターン ～ イメージパターンを設定する

イメージデータを補正するかどうかを設定します。イメージデータの印
刷品質が悪い場合に補正すると、アプリケーションによっては品質が向
上することがあります。
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メモリオーバー解除
 ～ メモリオーバーエラーの自動解除を設定する

メモリオーバーエラーが発生したときに、自動的にエラー状態を解除
し、印刷処理を続行するかどうかを設定します。

メモリオーバーエラーとは、外字／マクロ／オーバレイなどを登録する
ためのメモリが容量不足になることをいいます。

給紙トレイ番号 ～ 給紙トレイ番号を設定する

給紙装置選択コマンドにおいて、拡張設定を行います。

本設定は変更しないでください。

PCモード設定
～ PC-PR201モードの印刷条件を設定する
プリンタをPC-PR201モードで使う場合の印刷条件を設定します。

1バイト系ゼロ
～ 1バイト系コードの0（ゼロ）の書体を設定する

１バイト系コード文字(ANK文字)の数字0(ゼロ)に使用する書体を設定し
ます。

2バイト系ゼロ
～ 2バイト系コードの0（ゼロ）の書体を設定する

２バイト系コード文字(かな漢字文字)の数字0(ゼロ)に使用する書体を
設定します。

ANK文字 ～ ANK文字を設定する

ANK文字に使用する書体を設定します。
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漢字書体 ～ 漢字書体を設定する

かな漢字文字の書体を設定します。

漢字文字サイズ ～ 漢字文字サイズを設定する

かな漢字文字のサイズを設定します。

各国文字 ～ 各国文字を設定する

国別文字コードを設定します。

136/LM設定 ～ 136/LM設定モードを指定する

印刷位置の設定方法を選択します。

LM位置設定 ～ LM位置を設定する

用紙の最左端印刷位置を基準として、印刷開始位置までの左マージン量
（LM位置）を設定します。

本設定は、「136/LM設定」で「LM初期設定」を選択したときに有効にな
ります。

用紙位置設定 ～ 用紙位置を設定する

用紙位置を左合わせにするか、中央合わせにするかを設定します。

本設定は、「136/LM設定」で「136桁モード」を選択したときに有効にな
ります。

書出し桁位置設定 ～ 書出し桁位置を設定する

用紙位置の微調整が必要なときに、書出し桁位置を左右方向ヘ1/10イン
チ単位で設定します。

本設定は、「136/LM設定」で「136桁モード」を選択したときに有効にな
ります。
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自動 CR＆LF ～ 自動CR＆LFの動作を設定する

印字データが右側の印刷可能範囲を超えたとき、自動的に復帰改行動作
をするか、復帰のみの動作をするかを設定します。

印刷指令 ～ 印刷指令を設定する

印刷指令の制御コードをCRコードのみとするか、CRコード＋その他と
するかを設定します。

CRコード ～ CR（復帰コード）の動作を設定する

CRコードを受けたときに改行動作を加えるかどうかを設定します。

グラフィックモード ～ グラフィックモードを設定す
る

グラフィックの横方向のドットピッチを設定します。

コード系 ～ コード系を設定する

使用するコード系を、８ビット系にするか、７ビット系にするかを設定
します。

縦余白設定 ～ 縦印刷のときの余白を設定する

縦印刷のときの余白を、0.1mm単位で設定します。

上端余白は5～50mm、左端余白は7.9～ 50mmの範囲で設定できます。

縦
左
端
余
白�

縦上端余白�

ＡＢＣＤ・・・・・・�
・・・・・・・・・・�

印刷方向　縦�



106

プリンタ編
第７章    設定値を変える

横余白設定 ～ 横印刷のときの余白を設定する

横印刷のときの余白を、0.1mm単位で設定します。

上端余白は7.9～ 50mm、左端余白は5～50mmの範囲で設定できます。

横
上
端
余
白�

横左端余白�

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
・
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・
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印刷方向　横�

VFモード設定
 ～ Virtual FMモードの印刷条件を設定する

プリンタをVirtual FMモードで使うときの印刷条件を設定します。

漢字書体 ～ 漢字の書体を設定する

使用する漢字の書体を設定します。

文字コード体系 ～ 文字コード体系を設定する

13～15区の文字を、富士通コード（半角漢字）で印刷するか、MS標準
コード（全角漢字）で印刷するかを設定します。

漢字文字サイズ ～ 漢字文字サイズを設定する

かな漢字文字のサイズを設定します。
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オーバーマーク印刷 ～ オーバーマーク印刷を設定する

オーバーマークを印刷するかどうか、オーバーマークに使用する記号は
何にするかを設定します。

オーバーマークとは、印刷できないデータがあったとき、その行の右端
に重ね印刷するマークです。

行ピッチ ～ 行間隔を設定する

１インチに印刷する行数を設定します。

ANK文字ピッチ ～ ANK文字の文字間隔を設定する

ANK文字の文字ピッチ（１インチに印刷する文字数）を設定します。

スケーラブル文字 ～ スケーラブル文字の範囲を設定する

スケーラブル文字を、ドット文字とアウトライン文字のどちらの範囲で
使用するか、設定します。

設定により使用できる文字サイズと強調の種類は次のようになります。
無効 有効

文字サイズ 7／9／10.5／ 12ポ 0.1～ 999.9ポ
縮小／拡大 50、100、200％ 1～ 999％
強調 アンダーライン、ボールド、イタリック、ストライクアウト

スケーラブル文字の設定は、を、ドット文字とアウトライン文字のどち
らの範囲で使用するか、設定します。

優先文字
 ～ ドット文字とアウトライン文字の優先を設定する

ドット文字とアウトライン文字のどちらを優先させるかを設定します。

禁止文字 ～ 使用できない文字を設定する

次の文字それぞれについて、使用を禁止するか、しないかを設定しま
す。
明朝７ポイント、明朝９ポイント、明朝12ポイント、アウトライン
フォント



108

プリンタ編
第７章    設定値を変える

DPI エラー解除 ～ 解像度エラーを自動的に解除す
る

VFコマンド受信中に400dpi解像度指定コマンドを受信したとき、自動
的にエラー状態を解除するかどうかを設定します。

縦余白設定 ～ 縦印刷のときの余白を設定する

縦印刷のときの余白を、0.1mm単位で設定します。
5～50mmの範囲で値を設定できます。

縦
左
端
余
白�

縦上端余白�

ＡＢＣＤ・・・・・・�
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印刷方向　縦�

横余白設定 ～ 横印刷のときの余白を設定する

横印刷のときの余白を、0.1mm単位で設定します。
5～50mmの範囲で値を設定できます。

横
上
端
余
白�

横左端余白�
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VF専用登録域 ～ VFモードの専用登録域を設定する

Virtual FMモードでの専用登録域を、128KB単位で0～ 4096KBの範囲
で設定します。

VF専用登録域を0KBにしても、オーバレイ印刷は可能です。た
だし、エミュレーション切り替えやポート切り替えに対して
は、専用登録域をプリンタに記憶させることはできません。
プリンタに記憶させたい場合は、専用登録域の確保が必要で
す。

環境設定 ～ 日常の操作に必要な設定値を変える

日常操作する際に必要な設定を変更します。項目の中には、パソコンか
らのコマンドで設定できるものもあります。両方で設定したときは、後
からの設定が有効になります。

スムージング ～ 印刷結果を滑らかにする

文字や図形のギザギザ（ジャギー）を滑らかにして印刷するかどうかを
設定します。

トナーセーブ ～ トナーを節約する

印刷時のトナー量を少なくして、トナーの消費量を節約するかどうかを
設定します。

トナーセーブを行う設定にしたときは、印刷品質は保証でき
ませんのでご注意ください。

自動給紙 ～ 自動的に給紙する

選択されているカセットの用紙がなくなったときに、他のカセットまた
は給紙トレイから給紙するかどうかを設定します。またコマンドで指定
した用紙サイズ／給紙口／印刷方向に関して、給紙口の自動選択を行い
ます。
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ブザー ～ ブザー鳴動を設定する

紙づまりが発生したり、給紙カセット内の用紙がなくなったりなど、ア
ラームが発生したとき、ブザーを鳴らすかどうか設定します。アラーム
が発生してもブザーが鳴らないように設定を変えることができます。

タッチ音 ～ タッチ音の設定をする

オペレータパネルのスイッチを押すとタッチ音が鳴るようにするか、し
ないかを設定します。

データ保証 ～  紙づまりのデータを保証する

データ保証をするかどうかを設定します。

データ保証とは、紙づまりが発生したときに、そのデータをもう一度印
刷し直す機能をいいます。

データ保証を「解除」すると、紙づまりが発生したときに、そ
のページが抜けてしまいます。
両面印刷のデータ保証は、「設定」となります。

データなし印刷 ～ 印刷データのないページを印刷す
る

データのないページを印刷(白紙印刷)するかどうかを設定します。

データのないページとは、パソコンから受信したデータが改ページをと
もなったコマンドのみで、印刷するデータがないページのことをいいま
す。
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タイマー監視 ～ タイマー監視印刷を指定する
タイマー監視印刷をするかどうかを設定します。

タイマー監視印刷とは、プリンタがパソコンから最後のデータを受信し
てから一定時間内に後続のデータが送られなかったとき、今まで受信し
たデータを自動的に印刷する機能をいいます。
ただし、Printia XLドライバ印刷時には、本設定は無効となります。

タイマー監視印刷を指定すると、パソコンの状態や、アプ
リケーションの動作速度によっては、ページの途中で用紙
が排出されてしまうことがあります。このような場合は、
タイマー監視印刷を解除するか、設定時間を長くしてくだ
さい。

給紙トレイ印刷 ～ 用紙サイズの優先を設定する

給紙トレイの用紙サイズについて、コマンドと設定のどちらを優先する
かを指定します。

コマンド優先とは、オペレータパネルで指定した用紙サイズと違ってい
ても強制的にパソコンで指定した用紙サイズで印刷する機能です。

また、設定優先とは、オペレータパネルで指定した用紙サイズと違って
いる場合には「用紙サイズ不一致」アラームを表示する機能です。

オフセット排紙 ～ オフセット排紙を設定する

オフセット排紙を行うかどうかを設定します。

オフセット排紙とは、印刷ジョブごとに、用紙を排出する位置を交互に
ずらす機能です。

・はがきおよび不定形用紙のときは、オフセット排紙は行い
ません。
・オフセット排紙は、排紙トレイに排出するときに有効です。
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メモリ不足解除 ～ メモリ不足エラーを自動的に解除
する

両面印刷時にメモリ不足が発生したときにエラー状態を自動的に解除す
るかどうかを設定します。

本プリンタは、両面印刷時メモリ不足が発生すると、メッセージを表示
し、ブザーを鳴動します。この場合に、何かスイッチ操作が行われるま
で処理を停止するか、３秒間メッセージを表示した後に処理を続行する
かを設定します。
ただし、Printianaviを利用している場合、自動的に解除されます。

補助機能設定 ～ 補助機能を設定する

プリンタを使用する上での、補助的な機能について設定します。

パワーセーブ時間 ～ 消費電力を節約する

パワーセーブを行うかどうかを設定します。また、パワーセーブを行う
までの時間を設定します。

パワーセーブとは、一定時間印刷しなかった場合に、定着器の電源を自
動的に切断し、消費電力を節約する機能です。

プリンタがパワーセーブ状態になると、液晶ディスプレイに
『セーフ゛』と表示されます。パワーセーブ機能によって切断
された定着器の電源は、次に印刷するときに自動的に投入さ
れます。定着器の電源が投入されてから実際に印刷が始まる
までは、約60秒かかります。この間、液晶ディスプレイには
『ウォーム』と表示されます。

ポート切替時間 ～ ポート切替時間を設定する

ポート切替を行うまでの時間を30～3600秒（10秒単位）の範囲で指定
します。

ポート切替とは、一定時間印刷しなかった場合に他のポートからの印刷
を可能にする機能のことをいいます。
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トナーセーブ補正 ～ 輪郭を補正する

トナーセーブを設定したときに、データの輪郭部分のドットを強調して
印字するかどうかを設定します。

HEXダンプ印刷 ～ ヘキサダンプ形式で印刷する

HEX ダンプ印刷とは、パソコンからプリンタに送られる印刷データを、
アルファベットや漢字などの文字ではなく、16進数のデータで印刷する
機能です。この機能は、パソコンからのデータがプリンタに正しく転送
されているかどうかを確認する場合などに使用します。

HEXダンプ印刷を行う状態にすると、液晶ディスプレイの表示は、次の
ようになります。

オンライン                  ｅｅ�

ｒｒｒ  ＨＸタテ    ｓｓｓｓｓｓ�

エミュレーションモード�

消耗品警告� 給紙口／用紙サイズ�

HEXダンプ印刷を解除するときは、オフライン状態にして「リセット」ス
イッチを２回押します。

ポート１設定
～ ポート１のインタフェースタイミングを設定する

プリンタケーブル経由でデータ受信する場合に接続するパラレルポート
のインタフェースタイミングを設定します。

バイセントロモード、ACKタイミング、ビジーディレイ、およびINIT受
信について設定します。

バイセントロモード
双方向インタフェースを有効にするかどうかを設定します。

バイセントロモードを「解除」する設定にすると、
Printianaviの双方向機能、およびWindows 95/98/Meのプラ
グアンドプレイ機能が使えなくなります。
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ACKタイミング
ACK信号のパルス幅を設定します。

ACKのパルス幅は、バイセントロモードとの組み合わせにより次のとお
りになります。

バイセントロ
ACK モード 設定 解除
タイミング
高速 1μｓ 2.5μｓ
標準 2.5μｓ 5μｓ

ビジーディレイ
ACK信号とBUSY信号の位置関係を設定します。接続するパソコンの仕様
に合わせて設定します。

ビジーディレイは、バイセントロモードとACKタイミングとの組み合わ
せにより次のとおりになります。

バイセントロ
ACK モード 設定 解除
タイミング
高速 Ａ－Ｂ固定 Ａ－Ｂ固定
標準 Ａ－Ｂ固定 設定値

INIT受信
INIT信号を受信したときの初期化を有効にするかどうかを設定します。
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登録 ～ 設定値を登録する

セットアップモードで設定した内容(「印字濃度調整」「LAN 設定」(131
ページ)を除く)をプリンタに記憶させたり、各設定値を工場出荷時の値
に戻したり、または各設定値を読み出したりします。

設定値を登録しないと、セットアップで変更した値は電源を
切ると元の値に戻ります。　　　

保守モード ～ 保守モードを設定する

保守に必要な表示、およびソフトスイッチの設定を行います。

保守モードは保守者用の機能です。保守以外の目的には使
用しないでください。

印字濃度調整 ～ 印刷濃度を調整する

印刷時の濃度を26～ 93の 68段階で調整します。
設定値を大きくすると印刷濃度は濃くなります。　

「印字濃度調整」の設定値を変更すると、セットアップモード
を終了する際にプリンタをリセット（初期化）します。　　

LAN設定

LAN設定 ～ ネットワークを設定する

ネットワークのプロトコル、Ethernetタイプ、TCP/IPについて設定しま
す。

「LAN設定｣内の設定値を変更すると、セットアップモードを終
了する際にプリンタをリセット(初期化)します。
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プロトコル
TCP/IPおよびNetWareを有効にするかどうかを設定します。

NetWareを無効にすると、パソコンからネットワーク設定ユー
ティリティは使用できません。

Ethernetタイプ
Ethernetのタイプを設定します。

Ethernet のタイプを設定した場合、いったん電源を切断し、
再び投入してください。

TCP/IP設定
IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイ、およびポート番号1、2
を設定します。

IPアドレス、サブネットマスク、およびゲートウェイの各項目は、DHCP
により自動的に取得するように設定されているため、表示されません。
IPアドレス、サブネットマスク、およびゲートウェイをプリンタから設
定する場合は、「DHCP自動取得」を「解除」してください。

TCP/IP の設定を行ってもTCP/IPが正常に動作しない場合があります。
このようなときは、メニュー印刷の「LANの印刷」を行い、「TCP/IP動作
状態コード」を確認してください(次ページ参照)。
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TCP/IP動作状態コードは、次のとおりです。

コード 内容と処置
0 TCP/IPは正常に動作しています。
1 IPアドレス、またはサブネットマスクの設定に誤りがあり

ます。
設定内容が正しいか確認してください。

2 DHCPによりTCP/IP構成情報を取得中です。
3 DHCPによるTCP/IP構成情報の取得要求がタイムアウトしま

した。
LANケーブルが正しく接続されているか、またはDHCPサー
バの電源が投入されているか確認してください。

4 DHCP によるTCP/IP 構成情報のリース更新が拒否されまし
た。
いったん電源を切断し、再び投入してください。

5 DHCPによるTCP/IP構成情報のリース更新要求がタイムアウ
トしました。
LANケーブルが正しく接続されているか、またはDHCPサー
バの電源が投入されているか確認してください。

6 DHCPにより取得したIPアドレスが他のホストで使用されて
います。
いったん、電源を切断し、再び投入してください。

DHCPクライアントの予約について
DHCPによりTCP/IP構成情報を自動的に取得する場合は、本プリンタの
電源を再投入しても同じIPアドレスを取得できるようにDHCPサーバに
クライアントの予約を行ってください。予約のときに必要となるプリン
タのMACアドレスについては、電源投入後、オペレータパネルに表示さ
れるファームロード中(下段)のメッセージを参照するか(49ページ)、ま
たはメニュー印刷を行うと出力されます(95ページ)。

「プロトコル」の「TCP/IP」を「無効」にした場合、「TCP/IP
設定」は表示されません。

LAN初期化
『LAN設定』の内容を工場出荷時の初期値に戻します。
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設定の変更手順設定の変更手順設定の変更手順設定の変更手順設定の変更手順(((((セットアップの操作方法セットアップの操作方法セットアップの操作方法セットアップの操作方法セットアップの操作方法)))))
プリンタの設定を変えるときの操作方法について説明します。設定の変
更は、セットアップモードで行います。

基本的な操作

セットアップモードでは、目的の設定値を上位のレベルから順に選んで
表示させ、設定します。設定値までのレベルの深さは項目によって異な
ります。

セットアップモードでは、次のスイッチを使用します。
「メニュー」スイッチ ...... セットアップモードに入ります。
「 」または「 」スイッチ . レベルを移動します。
「 」または「 」スイッチ . 同じレベル内で項目を切り替えます。
「設定」スイッチ .......... 表示中の値に設定します。

オフライン状態�
↓�

テスト  インサツ�
  ＥＳＣ／Ｐ  インサツ�

セットアッフ°�
  テスト  インサツ�

メニュー�

設定�

セットアッフ°�
  メニュー  インサツ�

選んだ項目に設定する操作

具体的な操作方法を以下に示します。
表示例は、給紙口を給紙トレイからカセット1に切り替えるときのもの
です。

セットアッフ°�

  メニュー  インサツ�

オンライン状態�
↓「オンライン」スイッチ�

オフライン状態�
↓「メニュー」スイッチ�
�

1 オフライン状態で「メニュー」
スイッチを押し、セットアップ
モードにする
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セットアッフ°�

  インサツ  セッテイ�

↓「  」「  」� 2 「 」または「 」スイッチで、同
じレベル内の項目を切り替える
目的の項目が表示されるまで、「 」ま
たは「 」スイッチを押します。

  インサツ  セッテイ�

  インサツ  ホウコウ�

↓「▼」�
3 「 」または「 」スイッチで、レ
ベルを移動する

「 」スイッチを押すと、2で選択した
項目が上段に、その項目の下にある項
目が下段に表示されます。「 」スイッ
チを押すと、上のレベルに移動しま
す。

  インサツ  セッテイ�

  キュウシク゛チ                

↓「  」「  」�

↓「  」「  」�

↓「  」�

  キュウシク゛チ�

  ＊  キュウシトレイ�

  キュウシク゛チ�

      カセット１�

4 2と3の操作を繰り返して、目的
の設定値を表示する

  キュウシク゛チ�

  ＊  カセット１�

↓「設定」� 5 「設定」スイッチを押して、値を
確定する

「設定」スイッチを押すと、設定値の前に「＊」
が表示され、その値が設定されます。

6 必要に応じて設定を繰り返す
ほかに設定する項目がある場合は、操作を繰り返して設定します。

7 「登録」の「設定登録」を実行し、設定内容を登録する
同様の手順で「登録」の中にある「設定登録」を実行します。これを実
行しないとここまで設定した内容は保存されません。

8 「オンライン」スイッチを押して、セットアップモードを終
了させる

終了後は、オフライン状態のため、もう一度「オンライン」スイッチを
押してオンライン状態に戻します。
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数値を設定する操作

不定形用紙のサイズや余白の設定など、値を数値で指定するときは、次
のように操作します。

  フテイケイ  ヨコ�

  ＊  ２９７  ｍｍ�

↓「  」「  」「  」「  」�

↓「  」「  」�

  フテイケイ  ヨコ�

      ２００  ｍｍ�

設定画面を表示�

値を増減�

設定画面を表示し、「 」スイッチで加
算、「 」スイッチで減算します。
スイッチを押している時間により、加
算、減算の速度を加減します。(はじめ
はゆっくり、しだいに速くなります。)
「 」スイッチを押し続けると最大値
で止まり、もう一度「 」スイッチを
押すと最小値を表示します。「 」ス
イッチを押し続けると最小値で止ま
り、もう一度「 」スイッチを押すと
最大値を表示します。

メニュー印刷やテスト印刷を行う操作

「メニュー印刷」および｢テスト印刷」では、項目を表示して「設定」ス
イッチを押すと、すぐに印刷が開始されます｡

印刷開始�
↓�

印刷終了�
↓�

↓�

↓「設定」�

  テスト  インサツ�

  アウトラインモシ゛  インサツ�

  テスト  インサツ�

  アウトラインモシ゛  インサツ�

「選んだ項目に設定する操作｣の手順1
～3と同じ操作で目的の項目を表示し
て「設定」スイッチを押します。

印刷が開始されます。

印刷が終わると、「設定」スイッチを押
す前の表示に戻ります。

H連続印刷は、「リセット」スイッチを押して終了します。
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HEXダンプ印刷を行う操作

「HEXダンプ印刷」を表示して「設定」スイッチを押すと、以降、16進数
のデータで印刷されます。

↓「▼」�

↓�

↓「設定」�

↓オンライン状態�

  ＨＥＸ  タ゛ンフ゜インサツ�

      セッテイ�

  ホシ゛ョ  キノウ  セッテイ�

  ＨＥＸ  タ゛ンフ゜インサツ  

  オンライン                ｅｅ�

  ｒｒｒ  ＨＸタテ  ｓｓｓｓｓｓ�

以後、パソコンからのデータは�
16進数で印刷されます。�

�

「選んだ項目に設定する操作｣の手順1
～3と同じ操作で「HEXダンプ印刷」表
示して「設定」スイッチを押します。

HEXダンプ印刷を解除するときは、オフライン状態にして「リセット」ス
イッチを2回押します。
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セットアップ項目一覧セットアップ項目一覧セットアップ項目一覧セットアップ項目一覧セットアップ項目一覧
セットアップモードで設定できる項目の一覧を次の表に示します。設定
値の前の「＊」は、工場出荷時に登録される初期値を示します。

各項目の設定方法については、「設定の変更手順(セットアップの操作方
法)」(118ページ)参照

レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 設定値 機  能
メニュー印刷 設定の印刷 現在のプリンタの設定内容を印

刷する。
LANの印刷 現在のLANポートの設定内容を印

刷する。
テスト印刷 ESC/P印刷 ESC/Pモードで使用する文字を、

エミュレーション解像度でテス
ト印刷する。

ESC/Page印刷 ESC/Pageモードで使用する文字
を、エミュレーション解像度で
テスト印刷する。

PC-PR201印刷 PC-PR201モードで使用する文
字を、エミュレーション解像度
でテスト印刷する。

VF印刷 Virtual FMモードで使用する文
字を、エミュレーション解像度
でテスト印刷する。

アウトライン文字印刷 アウトライン文字（ANK/漢字）
でテスト印刷する。

その他の印刷 H連続印刷 「H」を連続して印刷する。
黒ベタ印刷 印刷可能領域をすべて黒で塗り

つぶして印刷する。
白紙印刷 白紙のまま印刷する。
格子印刷１ 格子を600dpiで印刷する。
格子印刷２ 格子を300dpiで印刷する。
格子印刷３ 格子を240dpiで印刷する。

エミュレーション設定 ＊ ESC/P プリンタをESC/Pモードで動作さ
せる。

ESC/Page プリンタをESC/Pageモードで動
作させる。

PC-PR201 プリンタをPC-PR201モードで
動作させる。

VF プリンタをVirtual FMモードで
動作させる。
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レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 設定値 機  能
印刷設定 印刷方向 ＊縦 用紙の短い辺に対して平行に印

刷する。上端/左端の余白は固
定。

縦余白 用紙の短い辺に対して平行に印
刷する。縦余白設定で設定した
余白を付けて印刷する。

横 用紙の長い辺に対して平行に印
刷する。上端/左端の余白は固
定。

横余白 用紙の長い辺に対して平行に印
刷する。横余白設定で設定した
余白を付けて印刷する。

給紙口 ＊カセット1 1段目の給紙カセットから給紙す
る。

カセット2 2段目の給紙カセットから給紙す
る。

カセット3 3段目の給紙カセット(拡張給紙
ユニット)から給紙する。

カセット4 4段目の給紙カセット(拡張給紙
ユニット)から給紙する。

カセット5 5段目の給紙カセット(拡張給紙
ユニット)から給紙する。

給紙トレイ 給紙トレイから給紙する。
縮小印刷 ＊ 100% 縮小せずに印刷する。

75% 75%に縮小して印刷する。
70% 70%に縮小して印刷する。
リスト印刷A4 ストックフォーム用の印刷デー

タを75％に縮小してA4用紙に横
方向で印刷する。

リスト印刷B4 ストックフォーム用の印刷デー
タをB 4 用紙に横方向で印刷す
る。

給紙トレイサイズ ＊ A4 A4サイズに設定する。
B5 B5サイズに設定する。
A5 A5サイズに設定する。
リーガル リーガルサイズに設定する。
レター レターサイズに設定する。
ハガキ はがきサイズに設定する。
不定形 不定形用紙に設定する。このと

きの用紙サイズは、『不定形サ
イズ』で設定する。

A3 A3サイズに設定する。
B4 B4サイズに設定する。
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レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 設定値 機  能
印刷設定 不定形サイズ 不定形縦 ×××mm 不定形用紙の縦の長さを指定す

る。
不定形横 ×××mm 不定形用紙の横の長さを指定す

る。
コピー枚数 ××枚 印刷する部数を設定する。

（1～99枚）
両面印刷 ＊解除 両面印刷を行わない。
（＊1） （片面印刷）

設定 両面印刷を行う。
綴じしろ方向 ＊長辺綴じ 長辺側を綴じしろとする。
（＊1） 　短辺綴じ 短辺側を綴じしろとする。
綴じしろ ＊左/上綴じ 左側、または上側を綴じる。
モード（＊1） 右/下綴じ 右側、または下側を綴じる。
綴じしろ量 表 ××mm 表面の綴じしろ量を設定する。
（＊1） 裏 ××mm 裏面の綴じしろ量を設定する。

EPモード設定 文字コード ＊カタカナ カタカナコード表(208ページ)を
使用する。

　グラフィック 拡張グラフィックコード表(208
ページ)を使用する。

給紙位置 ＊ 8.5mm 印刷開始位置を用紙の上辺から
8.5mmに設定する。

22mm 印刷開始位置を用紙の上辺から
22mmに設定する。

右マージン位置 ＊用紙幅 用紙幅に合わせて右マージンを
設定する。右マージンは、使用
する用紙サイズの印刷領域の右
端まで。

136桁 用紙サイズに関係なく1 3 6 桁
（13.6インチ)に設定する。用紙
幅が136桁に満たない場合、印刷
領域を越えた部分は印刷されな
い。

ANK文字 ＊ローマン ANK文字の書体をローマンにする。

サンセリフ ANK文字の書体をサンセリフにす
る。

漢字書体 ＊明朝 漢字の書体を明朝体にする。

ゴシック 漢字の書体をゴシック体にする。
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レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 設定値 機  能
EPモード設定 CRコード ＊ CRのみ CR動作（復帰のみ）を行う。

CR&LF C R動作（復帰）とL F動作（改
行）を行う。

縦余白設定 縦上端余白 ××.×mm 縦印刷のときの上端余白を設定
する。

縦左端余白 ××.×mm 縦印刷のときの左側余白を設定
する。

横余白設定 横上端余白 ××.×mm 横印刷のときの上端余白を設定
する。

横左端余白 ××.×mm 横印刷のときの左側余白を設定
する。

EGモード設定 復帰改行 ＊設定 自動復帰改行動作を行う。
解除 自動復帰改行動作を行わない。

改ページ ＊設定 自動的に改ページする。
解除 自動的に改ページしない。

CRコード ＊ CRのみ CR動作(復帰)のみ行う。
CR&LF CR動作(復帰)とLF動作(改行)を

行う。
LFコード ＊ CR&LF LF動作(改ページ)とCR動作（復

帰）を行う。
LFのみ LF動作（改行）のみを行う。

FFコード ＊ CR&FF FF動作(改ページ)とCR動作（復
帰）を行う。

FFのみ FF動作(改ページ)のみを行う。
エラーコード ＊無視 未定義文字を無視する。

スペース 未定義文字をスペース(空白)に
置き換える。

イメージパターン ＊標準 イメージデータを補正しない。
補正 イメージデータを補正する。

メモリオーバー解除 ＊しない 何かスイッチが押されるまで待
機する。

する 何かスイッチが押されるか、
メッセージを3秒間表示した後、
印刷処理を続行する。

給紙トレイ番号 ＊ 3 LP8000互換仕様を設定する。
4 LP8500互換仕様を設定する。
5 拡張仕様1（5段カセットサポー

ト機用）を設定する。
6 拡張仕様2（6段カセットサポー

ト機用）を設定する。
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レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 設定値 機  能
PCモード設定 １バイト系ゼロ ＊ 0 0(ゼロ)の書体を「0」にする。

0(ゼロ)の書体を「 」にする。
２バイト系ゼロ ＊ 0 0(ゼロ)の書体を「0」にする。

0(ゼロ)の書体を「 」にする。
ANK文字 ＊標準 標準の書体を使用する。

イタリック イタリックを使用する。

クーリエ クーリエを使用する。

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz

ゴシック ゴシック体を使用する。

漢字書体 ＊明朝 明朝体を使用する。

ゴシック ゴシック体を使用する。

漢字文字サイズ ＊ 10.5ポ 10.5ポイントにする。
7ポ 7ポイントにする。
12ポ 12ポイントにする。

各国文字 ＊日本 日本の文字コードを使用する。
アメリカ アメリカの文字コードを使用す

る。
イギリス イギリスの文字コードを使用す

る。
ドイツ ドイツの文字コードを使用す

る。
スウェーデンスウェーデンの文字コードを使

用する。
136/LM設定 ＊ LM初期設定 「LM位置設定」の設定内容を使

用する。
136桁モード 最大印字幅を136桁にする。「用

紙位置」「書き出し桁位置」の
設定内容を使用する。

LM位置設定 ＊ ××/10インチ 印刷開始位置までの左マージン
(LM位置)を設定する。用紙の左
端印刷位置を基準とする。

用紙位置設定 ＊左 用紙位置を左合わせにする。
中央 用紙位置を中央揃えにする。

書き出し桁位置 ＊ ×××/10インチ 用紙位置を微調整するために、
書き出し桁位置を設定する。
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レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 設定値 機  能
PCモード設定 自動CR&LF ＊ CR&LF 復帰動作と改行動作の両方を行

う。
CRのみ 復帰動作のみを行う。

印刷指令 ＊ CRのみ CRコードのみとする。
CR＋その他 CR、LF、VT、FF、US、ESC＋a、

ESC＋bとする。
CRコード ＊ CRのみ CR動作(復帰)のみ行う。

CR&LF CR動作(復帰)とLF動作(改行)を
行う。

グラフィックモード ＊ ネイティブモード 標準横方向のドットピッチとす
る。

コピーモード横方向のドットピッチを1/80イ
ンチに変換する。8ビットのドッ
ト列イメージを印字するときに
設定する。

コード系 ＊ 8ビット 8ビット系のコードを使用する。
7ビット 7ビット系のコードを使用する。

縦余白設定 縦上端余白 ××.×mm 縦印刷のときの上端余白を設定
する。

縦左端余白 ××.×mm 縦印刷のときの左端余白を設定
する。

横余白設定 横上端余白 ××.×mm 横印刷のときの上端余白を設定
する。

横左端余白 ××.×mm 横印刷のときの左端余白を設定
する。

VFモード設定 漢字書体 ＊明朝 明朝体で印刷する。
ゴシック ゴシック体で印刷する。

文字コード体系 ＊ 富士通コード 13～15区の文字を富士通コード
（半角漢字）で印刷する。

MSコード 13～15区の文字をMS標準コード
で印刷する。

漢字文字サイズ ＊ 10.5ポ 10.5ポイントで印刷する。
7ポ 7ポイントで印刷する。
9ポ 9ポイントで印刷する。
12ポ 12ポイントで印刷する。

オーバーマーク印刷 ＊解除 オーバーマーク印刷をしない。
白四角 オーバーマークとして「□」を

印刷する。
黒四角 オーバーマークとしてを「■」

を印刷する。
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レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 設定値 機  能
VFモード設定 行ピッチ ＊ 6LPI 1インチあたりに印刷する行数を

6行に設定する。
8LPI 1インチあたりに印刷する行数を

8行に設定する。
ANK文字ピッチ ＊ 10CPI ANK文字の文字間隔を1インチあ

たり10文字に設定する。
12CPI ANK文字の文字間隔を1インチあ

たり12文字に設定する。
スケーラブル文字 ＊無効 ドットフォントの範囲内で使用

する
有効 アウトラインフォントの範囲内

で使用する。
優先文字 ＊ドット優先 ドットフォントを使用できる文

字はドットフォントで、その50%
縮小文字はサイズは、ドット
フォントを50%縮小して印刷す
る。
その他の文字サイズは、アウト
ラインフォントで印刷する。

アウトライン優先すべてアウトラインフォントで
印刷する。

禁止文字 明朝7ポ ＊解除 明朝体7ポに対しドットフォント
を使用する。

設定 明朝体7ポに対しドットフォント
を使用を禁止する。

明朝9ポ ＊解除 明朝体9ポに対しドットフォント
を使用する。

設定 明朝体9ポに対しドットフォント
を使用を禁止する。

明朝12ポ ＊解除 明朝体12ポに対しドットフォン
トを使用する。

設定 明朝体12ポに対しドットフォン
トを使用を禁止する。

アウトライン ＊解除 指定したドットフォントがない
場合、アウトラインフォントで
代用する。

設定 指定したドットフォントがない
場合、アウトラインフォントで
代用することを禁止する。
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レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 設定値 機  能
VFモード設定 DPIエラー解除 ＊しない 400dpi解像度指定コマンドを受

信した場合、メッセージを表示
したままスイッチ操作を待つ。

する 400dpi解像度指定コマンドを受
信した場合、スイッチ操作また
は3秒間のメッセージ表示後、処
理を続行する。

縦余白設定 縦上端余白 ××.×mm 縦印刷のときの上端余白を設定
する。

縦左端余白 ××.×mm 縦印刷のときの左側余白を設定
する。

横余白設定 横上端余白 ××.×mm 横印刷のときの上端余白を設定
する。

横左端余白 ××.×mm 横印刷のときの左側余白を設定
する。

VF専用登録域 ××××KB オーバレイ領域を指定する
環境設定 スムージング ＊設定 滑らかにする。

解除 滑らかにしない。
トナーセーブ ＊解除 節約しない。

設定 節約する。
自動給紙 ＊設定 自動給紙を行う。

解除 自動給紙を行わない。
ブザー ＊設定 ブザーを鳴らす。

解除 ブザーを鳴らさない。
タッチ音 ＊設定 タッチ音を鳴らす。

解除 タッチ音を鳴らさない。
データ保証 ＊設定 データをもう一度印刷する。

解除 データは印刷し直さない。
データなし印刷 ＊解除 印刷しない。ただし、オーバレ

イ登録中はデータがないときで
も印刷する。

設定 印刷する。(白紙印刷)
タイマー監視 ＊解除 タイマー監視印刷を行わない。

30秒 監視時間を30秒にする。
10秒 監視時間を10秒にする。

給紙トレイ印刷 ＊ コマンド優先コマンドで指定した用紙サイズ
で印刷する。

設定優先 オペレータパネルで指定した用
紙サイズで印刷する。
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レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 設定値 機  能
環境設定 オフセット排紙 ＊設定 オフセット排紙を行う。

解除 オフセット排紙を行わない。
メモリ不足解除 ＊しない メモリ不足が発生した場合、

メッセージを表示したままス
イッチ操作を待つ。

　する メモリ不足が発生した場合、ス
イッチ操作または３秒間のメッ
セージ表示後、処理を続行す
る。

補助機能設定 パワーセーブ時間 ＊ 30分 30分
45分 45分
60分 60分
15分 15分

ポート切り替え時間 ××××秒 他のポートに切り替えるまでの
時間を設定する。(30～3600秒)

トナーセーブ補正 ＊設定 補正する。
解除 補正しない。

HEXダンプ印刷 設定 ヘキサダンプ形式で印刷する。
ポート１設定 バイセントロモード ＊設定 双方向インタフェースを有効に

する。
解除 双方向インタフェースを無効に

する。
ACKタイミング ＊高速 パルス幅を短い値に設定する。

標準 パルス幅を標準の値に設定す
る。

ビジーディレイ ＊ A-B ACK信号�

BUSY信号�

A-B-A
ACK信号�

BUSY信号�
B-A ACK信号�

BUSY信号�

INIT受信 ＊有効 INIT受信を有効にする。
無効 INIT受信を無効にする。
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レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 設定値 機  能
登録 設定呼び出し プリンタの設定内容を読み出

す。
設定初期化 プリンタの設定内容を工場出荷

時の初期値に戻す。
設定登録 セットアップによって設定した

内容をプリンタに記憶させる。
電源を切っても、設定内容は保
持される。

保守モード 印刷枚数 ×××××××ページ
メモリ容量 ××MB
ROM版数 Ver×.××
エンジンステータス STATUS＊＊=××
ソフトスイッチ ソフトスイッチ×-× ＊ OFF

ON
印字濃度調整 600dpi設定 ＊ 60 Virtual FM、ESC/P、ESC/Page

モードの印刷濃度を設定する。
（26～93）

480dpi設定 ＊ 70 Virtual FM、PC-PR201モードの
印刷濃度を設定する。（2 6 ～
93）

LAN設定 プロトコル TCP/IP ＊ 有効 TCP/IPを有効にする。
無効 TCP/IPを無効にする。

NetWare ＊ 無効 NetWareを無効にする。
有効 NetWareを有効にする。

Ethernetタイプ ＊自動 自動検出して動作する。
(＊2) 100MbpsFull 100Mbps(Full)で動作する。

100MbpsHalf 100Mbps(Half)で動作する。
10Mbps 10Mbpsで動作する。

TCP/IP設定 DHCP自動取得 ＊設定 I P アドレス、サブネットマス
ク、ゲートウェイをDHCPにより
自動取得する。

　解除 I P アドレス、サブネットマス
ク、ゲートウェイをDHCPにより
自動取得しない。

IPアドレス IPアドレス-1 左端のブロックのIPアドレスを
(＊3) 設定する。

IPアドレス-2 左から2番目のブロックのIPアド
レスを設定する。

IPアドレス-3 左から3番目のブロックのIPアド
レスを設定する。

IPアドレス-4 左から4番目のブロックのIPアド
レスを設定する。

サブネットマスク IPアドレス-1 左端のブロックのIPアドレスを
(＊3) 設定する。

IPアドレス-2 左から2番目のブロックのIPアド
レスを設定する。

IPアドレス-3 左から3番目のブロックのIPアド
レスを設定する。

IPアドレス-4 左から4番目のブロックのIPアド
レスを設定する。



132

プリンタ編
第７章    設定値を変える

レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 設定値 機  能
LAN設定 ゲートウェイ IPアドレス-1 左端のブロックのIPアドレスを

(＊3) 設定する
IPアドレス-2 左から2番目のブロックのIPアド

レスを設定する
IPアドレス-3 左から3番目のブロックのIPアド

レスを設定する
IPアドレス-4 左から4番目のブロックのIPアド

レスを設定する
ポート番号1 ＊ 9313 印刷を受け付けるときに使用す

るポート番号を設定する
(1～65535)

ポート番号2 ＊ 9313 ネットワーク内のプリンタを検
索するときに使用するポート番
号を設定する(1～65535)

LAN初期化 設定 LAN設定の内容を、工場出荷時の
初期値に戻す

＊1：オプションの両面ユニットを搭載しているときのみ表示されます。
＊2：Ethernetのタイプを設定した場合、いったん電源を切断し、再び

投入してください。
＊3：「DHCP自動取得」が「設定」のときは、表示されません。
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こんなときには

この章では、故障が発生したと思われるとき
や、紙づまりのときの処置のしかたについて説
明します。
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故障かなと思ったとき故障かなと思ったとき故障かなと思ったとき故障かなと思ったとき故障かなと思ったとき
故障かなと思っても、故障ではないことがよくあります。
そんなとき、次の各項目を読んで確認してください。

こんなとき よくある例 ここをお調べください
電源が投入できない ・電源コードの抜け ・電源コードを確実に差し込み、電源が

・停電 投入（｜側）されていることを確認し
電源を投入してもす ・コンセントに問題あり てください。
ぐに切れる ・電圧が違う ・ほかの電気製品が動作することを確認

してください。
・コンセントの電圧を調べてください。
参照：「安全上のご注意」（(2)ページ）

「電源コードの接続」(44ページ）
「電源の投入と切断」(48ページ)

印刷しない ・プリンタの電源未投入 ・プリンタケーブルが外れていないか確
・プリンタケーブルが抜 認してください。
けている ・「オンライン」ランプが点灯し、『オン
・オンライン状態でない ライン』と表示されていることを確認

してください。
参照：「パソコンとの接続」(38ページ)

「電源の投入と切断」(48ページ）
「オンライン状態とオフライン状
態を切り替える」(80ページ)

オペレータパネルの ・スイッチを確実に押し ・スイッチのまん中をしっかり押してく
スイッチがときどき ていない ださい。
機能しない 参照：「オペレータパネルを操作する」

（80ページ）
異常音がする ・プリンタ内部に用紙く ・プリンタ内部を点検してください。

ずやクリップなどの異 ・給紙カセットを完全に装着してくださ
物がある い。
・給紙カセットの装着が 参照：「用紙のセット」（50ページ）
不完全 「紙づまりになったとき」

（136ページ）
用紙が傾く、外れる、・用紙が正しくセットさ ・それぞれの状態をよく確認し、適切な
破れる、つまる れていない 処置を取ってください。

・用紙が適切でない 参照：「安全上のご注意」（(2)ページ）
・プリンタが水平でない 「用紙について」（23ページ）
・用紙の保管方法が適切 「用紙のセット」（50ページ）
でない



プリンタ編
第８章    こんなときには

135

こんなとき よくある例 ここをお調べください
用紙が二重送りされ ・用紙どうしがくっつい ・用紙をよくさばいてください。
る てしまう ・ラベル紙の場合は１枚ずつセットして

・用紙の保管方法が適切 印刷してください。
でない 参照：「用紙のセット」（50ページ）

紙づまりが発生した ・用紙がくっつきやすい ・それぞれの状態をよく確認し、適切な
・用紙が正しくセットさ 処置を取ってください。
れていない 参照：「安全上のご注意」（(2)ページ）
・用紙が適切でない 「用紙について」（23ページ）
・プリンタが水平でない 「用紙のセット」（50ページ）
・用紙の保管方法が適切 「紙づまりになったとき」
でない （136ページ）

給紙カセットの出し ・印刷中に電源を切断し ・電源を切断（○側）して、数秒経過後
入れができない た に投入（｜側）してください。

・紙づまりが発生してい ・それぞれの状態をよく確認し、適切な
る 処置を取ってください。

参照：「電源の投入と切断」(48ページ）
「紙づまりになったとき」
（136ページ）

裏面が汚れる プリンタ内の用紙搬送路 数枚テスト印刷してください。汚れの薄
が汚れている れ具合で、汚れがとれたかどうか判断し

てください。
参照：「設定値を変える」（93ページ）

「プリンタの清掃」（68ページ）
エラーメッセージが それぞれの状態をよく確認し、適切な処
表示され、印刷され 置を取ってください。
ない 参照：「エラーメッセージが表示された

とき」（153ページ）
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紙づまりになったとき紙づまりになったとき紙づまりになったとき紙づまりになったとき紙づまりになったとき
紙づまりが発生するとメッセージランプが点灯し、液晶ディスプレイに
『カミツ゛マリ  ×××』『カミヲ　トリノソ゛イテクタ゛サイ』と表
示されます。「×××」はエラーコードです。154 ページを参照し、エ
ラーコードに応じてつまった用紙を取り除いてください。このとき、す
べてのスイッチが無効になります。

つまった用紙を取り除いてカバーを閉じると、メッセージが消えてオフ
ライン状態になります。「オンライン」スイッチを押してオンライン状
態にすると、印刷を再開します。

「環境設定」の中の「データ保証」を「設定」にしていると、紙づまり
が発生したページから印刷します。

・つまった用紙を取り除いてカバーを閉じてもメッセージ
が消えないときは、用紙がまだ残っています。再度点検
して、つまった用紙を完全に取り除いてください。
・紙づまりが発生したら、必ず一度、カバーを開いて装置
内部を確認してください。
・用紙は破れないようゆっくりと取り除いてください。
・紙づまりを繰り返す場合は、用紙の種類および用紙の状
態が適切か確認してください。

注意 け が つまった用紙を取り除いたり故障処置を行ったりする
ときは、次の点に注意してください。
・ネックレスやネクタイなどがプリンタ内部に巻き込ま
れないように注意してください。ケガの原因となるこ
とがあります。
・プリンタの突起部分などに触れないように注意してく
ださい。ケガの原因となることがあります。

火 災 つまった用紙を取り除くときは、プリンタ内部に紙片が
残らないようすべて取り除いてください。紙片が残った
ままになっていると火災などの原因となることがありま
す。
なお、定着器やローラ部に用紙が巻き付いているときに
は無理に取らないで、ハードウェア修理相談センター
（231ページ参照）にご連絡ください。
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紙づまりの主な原因

紙づまりには次のような原因が考えられます。紙づまりを防ぐために、
以下のことにご注意ください。

・プリンタを水平に設置する
・適切な用紙を使用する
・給紙カセットや給紙トレイに用紙を正しくセットする
・カールしていない用紙を使用する
・給紙カセットを奥に突きあたるまで押し込む

紙づまりの取り除きかた

用紙のつまった場所別ごとに、取り除きかたを説明します。
154ページを参照し、エラーコードに応じて確認箇所を点検してくださ
い。

紙づまりの処置は、プリンタの電源を入れたままで行って
ください。電源を切ると、プリンタ内に残っている印刷
データや、プリンタのメモリ上に蓄えられた情報は消去さ
れます。

カバーA部の点検

リリース�
　レバー�

1 両

面ユニットを装着している場合は、リリースレバーを押
し上げながら、ゆっくりと両面ユニットを開く
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2 つまった用紙があった
ら、まっすぐ引いて取り
除く

リリース�
　レバー�

3 リリースレバーを引きな
がら、カバーAをゆっく
りと開く

4 つまっている用紙の先端
が、排紙トレイの方向に
出ている場合は、排出方
向にまっすぐに引いて取
り除く
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5 つまっている用紙を取り
除く

給紙カセット2から用紙を送っ
ているときにカバーAの付け根
に用紙がつまることがありま
す。給紙カセット2を引き出し、
給紙カセット2側からも確認し
てください。

6 定着部に用紙がつまって
いる場合、定着部に触れ
ないように注意し、ノブ
を矢印の方向に押し込み
ながら回し、用紙を矢印
の方向に引いて取り除く

注意 やけど「高温注意」ラベルが貼ってある箇所（定着器やその周
辺）には、絶対に触れないでください。やけどの原因と
なることがあります。

・プリンタ内部の部品を破損させないように注意してくだ
さい。
・定着器に用紙が巻き付いているときは、無理に取らない
でください。この場合は、ただちに電源を切り、お買い
求めの販売店にご相談ください。
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7 リリースレバーは持た
ず、カバーAの上部中央
を押して、「カチッ」と音
がするまで確実に閉じる

8 両面ユニットを装着して
いる場合は、両面ユニッ
トを閉じる

カバーB部の点検

リリースレバーリリースレバー�リリースレバー� 1 リリースレバーを引きな
がら、カバーBをゆっく
りと開く

2 つまっている用紙を取り
除き、カバーBを閉じる
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給紙トレイの点検

1 つまっている用紙を矢印
の方向に引き、取り除く

用紙のセットのしかたについては、「給紙トレイに用紙をセッ
トする」（51ページ）を参照してください。
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給紙カセット1～3の点検

1 用紙がつまっている給紙
カセットを引き出す

2 つまっている用紙を取り
除く

3 奥につきあたるところま
で、給紙カセットをゆっ
くりと押し込む
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両面ユニットの点検

リリース�
　レバー�

1 リリースレバーを押し上
げながら、ゆっくりと両
面ユニットを開く

2 緑の取っ手を持って内側
のカバーを開き、両面ユ
ニットの内部につまって
いる用紙を取り除く

3 両面ユニットを閉じる



144

プリンタ編
第８章    こんなときには

カバーC部（拡張給紙ユニット）の点検

リリースレバー� 1 リリースレバーを引きな
がら、カバーCをゆっく
りと開く

2 つまっている用紙を取り
除き、カバーCを閉じる
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給紙カセット4（拡張給紙ユニット）の点検

1 給紙カセット4を引き出
す

2 つまっている用紙を取り
除く

3 奥につきあたるところま
で、給紙カセットをゆっ
くりと押し込む
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給紙カセット5（拡張給紙ユニット）の点検

1 給紙カセット3を引き出
し、取り外す

給紙カセット3を取り外さずに給紙カセット5での紙づま
り処置を進めると、中に紙片が残ってしまうことがありま
す。必ず給紙カセット3を取り外してから、作業をしてく
ださい。

2 給紙カセット5を引き出
す

3 つまっている用紙を取り
除く
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4 左図の場所に用紙がつ
まっているときは、中の
カバーを上げて、用紙を
取り除く

5 中のカバーを戻し、ゆっ
くりと奥につきあたると
ころまで給紙カセット5
を押し込む

6 奥につきあたるところま
で、給紙カセット 3 を
ゆっくりと押し込む
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カバーD部（拡張スタッカユニット）の点検

レバー� 1 レバーを引き、ゆっくり
と拡張スタッカユニット
のカバーDを開く

2 つまっている用紙を矢印
の方向に引き、取り除く

3 拡張スタッカユニットの
カバーDを閉じる
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印刷品質が低下したとき印刷品質が低下したとき印刷品質が低下したとき印刷品質が低下したとき印刷品質が低下したとき
印刷品質が低下したときの処置について説明します。

ここで説明する処置をしても印刷品質が改善されない場合や、ここに示
した以外の現象が起きた場合は、ハードウェア修理相談センター（231
ページ参照）にご連絡ください。

注意 やけど プリンタを使用した直後は、定着器が非常に熱くなって
います。プロセスカートリッジを取り扱うときは、定着
器に手を触れないよう十分に注意してください。やけど
の原因となることがあります。

こんなとき よくある例 ここをお調べください
印刷がうすい 印刷濃度の設定が適正で 印刷濃度を調整してください。
(かすれる、不鮮明） ありません。 参照：「印字濃度調整」（115ページ）

用紙が湿気を含んでいま 新しい用紙に交換してください。
す。 参照：「用紙のセット」（50ページ）
プロセスカートリッジ内 新しいプロセスカートリッジに交換してく
にトナーがありません。 ださい。

参照：「プロセスカートリッジの交換」
（59ページ）

プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
ます。 参照：「プロセスカートリッジの交換」

（59ページ）
黒点が印刷される 使用している用紙が適切 適切な用紙をセットしてください。

ではありません。 参照：「用紙について」（23ページ）
「用紙のセット」（50ページ）

プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
ます。 参照：「プロセスカートリッジの交換」

（59ページ）
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こんなとき よくある例 ここをお調べください
黒線が印刷される プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく

劣化、または損傷してい ださい。
ます。 参照：「プロセスカートリッジの交換」

（59ページ）

等間隔に汚れる プリンタ内の用紙搬送路 数枚テスト印刷して、汚れの薄れ具合で汚
が汚れています。 れがとれたかどうか判断してください。

参照：「設定値を変える」（93ページ）
プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
ます。 参照：「プロセスカートリッジの交換」

（59ページ）
黒く塗りつぶさ 使用している用紙が適切 適切な用紙をセットしてください。
れた部分に白点 ではありません。 参照：「用紙について」（23ページ）
がある 「用紙のセット」（50ページ）

プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
ます。 参照：「プロセスカートリッジの交換」

（59ページ）

指でこするとト 用紙が湿気を含んでいま 新しい用紙に交換してください。
ナーがかすれる す。 参照：「用紙のセット」（50ページ）

使用している用紙が適切 適切な用紙をセットしてください。
ではありません。 参照：「用紙について」（23ページ）

「用紙のセット」（50ページ）

用紙全体が黒く プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
印刷される 劣化、または損傷してい ださい。

ます。 参照：「プロセスカートリッジの交換」
（59ページ）

プリンタ内の高圧電源な ハードウェア修理相談センター（231ペー
どの故障が考えられます。ジ参照）にご連絡ください。
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こんなとき よくある例 ここをお調べください
何も印刷されない プロセスカートリッジの トナーシールを引き抜きます。

トナーシールが完全に引 参照：「プロセスカートリッジの交換」
き抜かれていません。 （59ページ）
一度に複数枚の用紙が搬 用紙をいったん取り出し、よくさばいてか
送されています。 ら再度セットしてください。

参照：「用紙のセット」（50ページ）
プロセスカートリッジに 新しいプロセスカートリッジに交換してく
トナーが残っていません。ださい。

参照：「プロセスカートリッジの交換」
（59ページ）

プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
ます。 参照：「プロセスカートリッジの交換」

（59ページ）
プリンタ内の高圧電源な ハードウェア修理相談センター（231ペー
どの故障が考えらます。 ジ参照）にご連絡ください。

白抜けが起こる 用紙が湿気を含んでいま 新しい紙に交換してください。
す。 参照：「用紙のセット」（50ページ）
使用している用紙が適切 適切な用紙をセットしてください。
ではありません。 参照：「用紙について」（23ページ）

「用紙のセット」（50ページ）
プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
ます。 参照：「プロセスカートリッジの交換」

（59ページ）
用紙にシワがつく 用紙のセットが適切では 用紙を正しくセットしてください。

ありません。 参照：「用紙のセット」（50ページ）
用紙が湿気を含んでいま 新しい用紙に交換してください。
す。 参照：「用紙のセット」（50ページ）
使用している用紙が適切 適切な用紙をセットしてください。
ではありません。 参照：「用紙について」（23ページ）

「用紙のセット」（50ページ）
用紙の保管方法が適切で 適切な用紙をセットしてください。
はありません。 参照：「用紙のセット」（50ページ）
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こんなとき よくある例 ここをお調べください
文字がにじむ 用紙が湿気を含んでいま 新しい用紙に交換してください。

す。 参照：「用紙のセット」（50ページ）
使用している用紙が適切 適切な用紙をセットしてください。
ではありません。 参照：「用紙について」（23ページ）

「用紙のセット」（50ページ）
プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
ます。 参照：「プロセスカートリッジの交換」

（59ページ）
縦長に白抜けする プロセスカートリッジが いったんプロセスカートリッジを取り出し、

正しくセットされていな 軽く振ってからもう一度セットし直してく
い、またはプロセスカー ださい。
トリッジ内のトナーがか 参照：「プロセスカートリッジの交換」
たよっています。 （59ページ）
プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
ます。 参照：「プロセスカートリッジの交換」

（59ページ）
不要なトナーが 印刷濃度の設定が適正で 印刷濃度を調整してください。
つく ありません。 参照：「印字濃度調整」（115ページ）

使用している用紙が適切 適切な用紙をセットしてください。
ではありません。 参照：「用紙について」（23ページ）

「用紙のセット」（50ページ）
プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
ます。 参照：「プロセスカートリッジの交換」

（59ページ）
太い文字に影が 印刷濃度の設定が適正で 印刷濃度を調整してください。
出る ありません。 参照：「印字濃度調整」（111ページ）

プロセスカートリッジが 新しいプロセスカートリッジに交換してく
劣化、または損傷してい ださい。
ます。 参照：「プロセスカートリッジの交換」

（59ページ）
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エラーメッセージが表示されたときエラーメッセージが表示されたときエラーメッセージが表示されたときエラーメッセージが表示されたときエラーメッセージが表示されたとき
オペレータパネルの液晶ディスプレイにエラーメッセージが表示されま
す。
次の表にしたがって処置してください。

表示メッセージ 表示内容と処置 参照先
ヨウシ　ナシ 自動給紙で印刷を開始したときに、給紙カセッ 「用紙のセット」
・・・・ヲ　イレテ　クダサイ トおよび給紙トレイに用紙がないと表示されま （50ページ）

す。給紙カセットまたは給紙トレイに、表示さ
れたサイズの用紙をセットし、「オンライン」
スイッチを押すと、印刷を開始します。

ヨウシ　ナシ　　　　　　　× 印刷を開始したときに、給紙カセットに用紙が 「用紙のセット」
・・・・ヲ　イレテ　クダサイ ないと表示されます。 （50ページ）

給紙カセット×（1～5）に、表示されたサイ
ズの用紙をセットし、「オンライン」スイッチ
を押すと、印刷を開始します。

ヨウシ　ナシ　　　　　　　M 印刷を開始したときに、給紙トレイに用紙がな 「用紙のセット」
・・・・ヲ　イレテ　クダサイ いと表示されます。表示されたサイズの用紙を （50ページ）

セットすると、印刷を開始します。
カセット　ナシ セットされていない給紙カセットがあると表 「用紙のセット」
カセット　ヲ　イレテ　クダサイ 示されます。すべての給紙カセットをセットし （50ページ）

てください。
カセット　コショウ  　　Ｈ１× 給紙カセット×（1～5）に、異常を検出する 「用紙のセット」
　カセット×　シヨウ　フカ と表示されます。何かスイッチを押すと処理を （50ページ）

続行します。ただし、エラーメッセージの給紙
カセット×（1～5）は使用できなくなります。
いったん電源を切断し、給紙カセットの装着状
態を確認してから再び電源を投入してくださ
い。それでもこのエラーメッセージが表示され
る場合は、その内容をハードウェア修理相談セ
ンター（231ページ参照）へご連絡ください。
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表示メッセージ 表示内容と処置 参照先
カセット　コショウ 　Ｈ97 拡張給紙カセットの異常を検出すると表示され 「用紙のセット」
　カセット3-5　シヨウ　フカ ます。いったん電源を切断し、拡張給紙カセッ （50ページ）

トの装着状態を確認してから再び電源を投入し
てください。それでもこのエラーメッセージが
表示される場合は、その内容をハードウェア修
理相談センター（231ページ参照）へご連絡く
ださい。

カミヅマリ　　　　     　 ××× 紙づまりが発生すると表示されます。つまった 「紙づまりに
カミヲ　トリノゾイテ　クダサイ 用紙を取り除いてください。プリンタ内部や、 なったとき」

給紙カセットの中を確認してください。 （136ページ）
給紙トレイ印刷時に紙づまりが発生した場合
は、給紙トレイの用紙を抜き差ししてください。
×××はエラーコードです。エラーコードに応
じて次の場所を確認してください。
エラーコード 確認箇所
C13 カバーA、給紙カセット1
C22 カバーB、給紙カセット2
C23 カバーA
C31 カバーB、給紙カセット3
C32 カバーA/B
C33 カバーB
C40 カバーC、給紙カセット4
C41/42 カバーB/C
C43 カバーB
C50 カバーC、給紙カセット5
C51/52 カバーB/C
C53 カバーA/B/C
C54 カバーC、給紙カセット 5
C61 両面ユニット
C82 カバーA/B、給紙カセット2
C83 カバーB
C84 カバーC
C85 カバーC、給紙カセット4/5
C86 両面ユニット
C92 給紙トレイの用紙を再セット
C93 ①カバーAを開閉

②給紙トレイの用紙を再セット
E11/12/16 カバーA
E31/36
E82/86 両面ユニット
F21/22/23/26 カバーD
F31/32/36
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表示メッセージ 表示内容と処置 参照先
キュウシトレイ　コショウ　Ｈ９９ 給紙トレイから印刷しているときに、異常を検 「用紙のセット」
　キュウシトレイ　シヨウ　フカ 出すると表示されます。いったん電源を切断し、 （50ページ）

給紙カセットの装着状態を確認してから再び電
源を投入してください。それでもこのエラー
メッセージが表示される場合は、その内容を
ハードウェア修理相談センター（231ページ参
照）へご連絡ください。

リョウメン　コショウ 　Ｈ２７ 両面ユニット使用時に両面ユニットの異常を検 「用紙のセット」
　リョウメン　シヨウ　フカ 出すると表示されます。いったん電源を切断 （50ページ）

し、両面ユニットの装着状態を確認してから再
び電源を投入してください。それでもこのエ
ラーメッセージが表示される場合は、その内容
をハードウェア修理相談センター（231ページ
参照）へご連絡ください。

スタッカ　コショウ 　　Ｈ５７ 拡張スタッカユニット使用時に拡張スタッカユ 「用紙のセット」
　スタッカ　シヨウ　フカ ニットの異常を検出すると表示されます。いっ （50ページ）

たん電源を切断し、拡張スタッカユニットの装
着状態を確認してから再び電源を投入してくだ
さい。それでもこのエラーメッセージが表示さ
れる場合は、その内容をハードウェア修理相談
センター（231ページ参照）へご連絡ください。

カバー　オープン 本体カバー×（AまたはB）を開けると表示さ
カバー　× れます。作業が終わったらカバーを閉じてくだ

さい。
カバー　オープン 拡張給紙ユニットのカバーCを開けると表示さ
カバー　Ｃ れます。作業が終わったらカバーを閉じてくだ

さい。
カバー　オープン 拡張スタッカユニットのカバーDを開けると表
カバー　Ｄ　　 示されます。作業が終わったらカバーを閉じて

ください。
カバー　オープン 両面ユニットのカバーを開けると表示されます。
リョウメン　 作業が終わったらカバーを閉じてください。
ヨウシサイズ　フイッチ 自動給紙で印刷を開始したときに、カセットお 「用紙のセット」
・・・・ヲ　イレテ　クダサイ よび給紙トレイの用紙サイズと、印刷データの （50ページ）

用紙サイズが異なっていると表示されます。給
紙カセットまたは給紙トレイに、表示されたサ
イズの用紙をセットし、「オンライン」スイッチ
を押すと、印刷を開始します。
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表示メッセージ 表示内容と処置 参照先
ヨウシサイズ　フイッチ　　× 印刷を開始したときに、給紙カセットにセット 「用紙のセット」
・・・・ヲ　イレテ　クダサイ されている用紙サイズと、印刷データの用紙サ （50ページ）

イズが異なっていると表示されます。正しい用
紙をセットし、「オンライン」スイッチを押す
と、印刷を開始します。

ヨウシサイズ　フイッチ　　M 印刷を開始したときに、給紙トレイにセットさ 「用紙のセット」
・・・・ヲ　イレテ　クダサイ れている用紙サイズと、印刷データの用紙サイ （50ページ）

ズが異なっていると表示されます。正しい用紙
をセットし、「オンライン」スイッチを押すと、
印刷を開始します。

ヨウシサイズ　エラー　　　　X サポートしていない用紙をセットしたときに表 「用紙のセット」
カセット　ヲ　カエテ　クダサイ 示されます。給紙カセット×(1～ 3)に正しい用 （50ページ）

紙をセットしてください。
トナー　エンプティ　Ｊ×× 印刷中にトナーなし（××：12）、プロセス 「プロセスカート
　EP カートリッジ　コウカン カートリッジの寿命（××：61）を検出すると リッジの交換」

表示されます。新しいプロセスカートリッジ （59ページ）
に交換してください。 「プロセスカート

リッジの取扱い
と保管」
（67ページ）

カートリッジ　ナシ　Ｊ３１ プロセスカートリッジが正しくセットされてい 「プロセスカート
　EP カートリッジ　カクニン ない、または、使用できないプロセスカートリ リッジの交換」

ッジがセットされています。プロセスカートリ （59ページ）
ッジを確認し、セットし直してください。 「プロセスカート

リッジの取扱い
と保管」
（67ページ）

カートリッジ　イジョウＪ８× 印刷中にプロセスカートリッジの異常を検出す 「プロセスカート
　EP カートリッジ　カクニン ると表示されます。プロセスカートリッジを再 リッジの交換」

セットしてください。それでも治らない場合は、 （59ページ）
新しいプロセスカートリッジに交換してくださ 「プロセスカート
い。 リッジの取扱い

と保管」
（67ページ）

ハイシ　トレイ　フル 印刷を開始したときに排出用紙が排紙トレイに
カミヲ　トリノゾイテクダサイ たまり過ぎていると表示されます。

排紙トレイの用紙を取り除き「オンライン」ス
イッチを押すと、印刷を開始します。
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表示メッセージ 表示内容と処置 参照先
カクチョウ　トレイ　フル　XX 印刷を開始したときに排出用紙が拡張スタッカ
カミヲ　トリノゾイテクダサイ ユニットのトレイXX（1～ 10）にたまり過ぎ

ていると表示されます。トレイの用紙を取り除
き「オンライン」スイッチを押すと、印刷を開
始します。

トウロク　メモリ　オーバー ESC/Pageコマンド受信中に、外字、オーバレ －
ゾッコウ　カクニン　OK？ イ、マクロなどを登録するメモリが足りなくな

ると表示されます。
セットアップモードで、「ESC/Pageモード」の
「メモリオーバー解除」が「スル」になっている
ときは、何かスイッチを押すか、3秒経過する
と処理が続行されます。「シナイ」になっている
ときは、何かスイッチを押すまで処理が続行さ
れません。

カイゾウド　シテイエラー Virtual FMコマンド受信中に400dpi解像度コ －
インサツ　ヲ　チュウダン マンドを受信すると表示されます。

セットアップモードで、「VFモード」の「DPIエ
ラー解除」が「スル」になっているときは、何
かスイッチを押すか、3秒経過すると処理が続
行されます。「シナイ」になっているときは、何
かスイッチを押すまで処理が続行されません。

メモリ　フソク メモリ未増設時、部単位印刷を設定して印刷を －
ブタンイ　インサツ 行った場合に表示されます。

セットアップモードで、「環境設定」の「メモ
リ不足解除」が「スル」になっているときは、
何かスイッチを押すか、3秒経過すると処理
が続行されます。「シナイ」になっているとき
は、何かスイッチを押すまで処理が続行され
ません。
ただし、Printianavi を使用する場合「スル」
の動作となります。
メモリ不足エラー発生後は、部単位印刷を解
除して印刷を再開します。ただし、プリント
サーバがWindows NT4.0で Printianaviを使
用した場合、エラーメッセージ発生後に部単
位印刷を再開します。
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表示メッセージ 表示内容と処置 参照先
メモリ　オーバー メモリ増設時、部単位印刷を設定して行った印 －
ブタンイ　インサツ 刷のデータ量が、部単位印刷用のメモリ残量よ

り大きい場合に表示されます。
セットアップモードで、「環境設定」の「メモ
リ不足解除」が「スル」になっているときは、
何かスイッチを押すか、3秒経過すると処理
が続行されます。「シナイ」になっているとき
は、何かスイッチを押すまで処理が続行され
ません。
ただし、Printianavi を使用する場合「スル」
の動作となります。
メモリオーバーエラー発生後は、部単位印刷
を解除して印刷を再開します。ただし、プリ
ントサーバがWindows NT4.0で Printianavi
を使用した場合、エラーメッセージ発生後に
部単位印刷を再開します。
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表示メッセージ 表示内容と処置 参照先
コントローラ　イジョウ 2 ROMおよびRAMの異常を検出すると表示され －
RAM1 エラー ます。プリンタRAMモジュールを取り付けた
コントローラ　イジョウ 3 場合は、一度取り外し、再度取り付けてくださ
RAM2 エラー い。いったん電源を切断し、再び投入します。
コントローラ　イジョウ 4 それでもこのエラーメッセージが表示される場
CG-ROM1 エラー 合は、その内容をハードウェア修理相談センター
コントローラ　イジョウ 5　 （231ページ参照）へご連絡ください。
CG-ROM2 エラー 『コントローラ　イジョウ　16』発生時は、電
コントローラ　イジョウ 6　 源を再投入するとプリンタの設定内容を工場出
CG-ROM12 エラー 荷時の初期値に戻します。
コントローラ　イジョウ 11　 設定値を変更している場合は再度設定してくださ
LAN ユニットエラー い。
コントローラ　イジョウ 12
LANC アクセスエラー
コントローラ　イジョウ 13　
MAC アドレスエラー
コントローラ　イジョウ 14　
ROM チェックサムエラー
コントローラ　イジョウ 15　
Flash-ROM エラー
コントローラ　イジョウ 16　
トウロク　ショキカ　シマス
Unexpect Trap 　
XXXXXXXX XX
エンジン　イジョウ　　Ｕ４Ｘ ハードウェアの異常を検出すると表示されます。 －
　FUSER イジョウ いったん電源を切断し、再び投入します。それ
エンジン　イジョウ　　Ｕ３Ｘ でもエラーメッセージが出る場合は、その内容
　ROS　モータ　コショウ をハードウェア修理相談センター（231ページ
エンジン　イジョウ　　Ｕ１１ 参照）へご連絡ください。
　メインモータ　コショウ
エンジン　イジョウ　　Ｕ１３
　デンゲンファン　コショウ
エンジン　イジョウ　　Ｕ６Ｘ
　メモリ　イジョウ
エンジン　イジョウ
　パリティ　エラー
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第9章
オプションの取り付け

本プリンタのオプションには、プリンタRAMモ
ジュール、両面ユニット、拡張給紙ユニットお
よび拡張スタッカユニットがあります。これら
の取り付けかたについて説明します。

オプション取り付け上のご注意オプション取り付け上のご注意オプション取り付け上のご注意オプション取り付け上のご注意オプション取り付け上のご注意 ............................................................ 162162162162162
プリンタプリンタプリンタプリンタプリンタ RAMRAMRAMRAMRAM モジュールの取り付けかたモジュールの取り付けかたモジュールの取り付けかたモジュールの取り付けかたモジュールの取り付けかた .................... 162162162162162

プリンタRAM モジュールを取り付ける ....... 163
プリンタRAM モジュールを取り外す ......... 165

両面ユニットの取り付けかた両面ユニットの取り付けかた両面ユニットの取り付けかた両面ユニットの取り付けかた両面ユニットの取り付けかた ...................................................................... 166166166166166
両面ユニットを取り付ける ................. 167
両面ユニットを取り外す ................... 170

拡張給紙ユニットの取り付けかた拡張給紙ユニットの取り付けかた拡張給紙ユニットの取り付けかた拡張給紙ユニットの取り付けかた拡張給紙ユニットの取り付けかた .................................................. 172172172172172
拡張給紙ユニットを取り付ける ............. 173
拡張給紙ユニットを取り外す ............... 178

拡張スタッカユニットの取り付けかた拡張スタッカユニットの取り付けかた拡張スタッカユニットの取り付けかた拡張スタッカユニットの取り付けかた拡張スタッカユニットの取り付けかた .............................. 182182182182182
拡張スタッカユニットを取り付ける......... 183
拡張スタッカユニットを取り外す ........... 188
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オプション取り付け上のご注意オプション取り付け上のご注意オプション取り付け上のご注意オプション取り付け上のご注意オプション取り付け上のご注意
オプションを取り付けるときは、次のことがらを守ってください。

警告 感 電 オプション機器を接続する場合には、当社推奨品以外の
機器は接続しないでください。
当社推奨品以外を接続すると、火災や感電または故障の
原因となります。

注意 け が オプション類の取り付け、取り外しを行う際は、指定さ
れた場所以外のネジは外さないでください。
指定された場所以外のネジを外すと、ケガの原因または
故障の原因となることがあります。

プリンタプリンタプリンタプリンタプリンタRAMRAMRAMRAMRAMモジュールの取り付けかたモジュールの取り付けかたモジュールの取り付けかたモジュールの取り付けかたモジュールの取り付けかた
メモリを増設するためのプリンタRAMモジュールの取り付け、取り外し
について説明します。

警告 感 電 プリンタRAMモジュールを取り付けおよび取り外すとき
は、電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認し
てください。
電源を切らずに作業すると、感電または故障の原因とな
ります。

静電気によってプリンタRAMモジュールが破壊されないよ
うに、次の点にご注意ください。
・本プリンタに取り付ける直前まで、袋からモジュールを
取り出さないでください。
・モジュールに触れる前に、金属製のもの（ロッカーなど）
に触れて、人体の静電気を取り除いてください。
・モジュールを持つときは、必ずモジュールの端を持って
ください。モジュールの電気回路部品および配線部分に
手を触れないでください。
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プリンタRAMモジュールを取り付ける

プリンタRAMモジュールは、次の手順で取り付けます。

1 電源の切断を確認する
電源が切れていることを確認します。（電源スイッチが「○」側に倒れ
ている状態です。）

排紙トレイのカバー� 2 排紙トレイのカバーを取
り外す

シールドカバーシールドカバー�シールドカバー�

3 シールドカバーのネジ
（4本）を外し、シールド
カバーを取り外す
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プリンタRAMモジュール� 4 プリンタRAMモジュール
を取り付ける

プリンタRAM モジュールを斜め
にして、コネクタの位置に合わ
せてゆっくりと差し込み、カ
チッと音がするまで奥側に倒し
ます。

プリンタRAMモジュールの基板は壊れやすいので、手を触
れないでください。

シールドカバー�5 シールドカバーを取り付
ける

シールドカバーをネジ（4本）で
しっかりとめます。

排紙トレイのカバー� 6 排紙トレイのカバーを取
り付ける
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プリンタRAMモジュールを取り外す

プリンタRAMモジュールの両側をとめているバネを指で開くと、プリン
タRAMモジュールが起き上がります。基板に触れないように、取り外し
てください。
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両面ユニットの取り付けかた両面ユニットの取り付けかた両面ユニットの取り付けかた両面ユニットの取り付けかた両面ユニットの取り付けかた
オプションの両面ユニットをプリンタに取り付けると、次のサイズの用
紙を両面印刷できるようになります。

A3、A4横、B4、B5横、リーガル、レター横

警告 感 電　両面ユニットを取り付けおよび取り外すときは、電源
スイッチが「○」側に倒れていることを確認し、電源プ
ラグをコンセントから抜いた後に行ってください。
電源を切らずに作業すると、感電または故障の原因とな
ります。
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両面ユニットを取り付ける

両面ユニットは、次の手順で取り付けます。

1. 電源スイッチを
「○｣側に倒す�

3. 電源コードを外す�

2. 電源コードをコン
セントから抜く�

1 プリンタの電源を切る
プリンタの電源スイッチを「◯」
側に倒します。電源コードを電
源コンセントおよびプリンタの
電源コード差し込み口から抜き
ます。
プリンタケーブル、およびLAN
ケーブルを外します。

2 両面ユニットを梱包箱か
ら取り出す

3 プリンタの給紙トレイを
倒す
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4 両面ユニットを両手で持
ち、両面ユニットの下に
ある金属部を、図のよう
にプリンタ左側面の穴に
掛ける

ワイヤ� 5 両面ユニットを支えたま
ま、ワイヤとフックをプ
リンタに掛ける

両面ユニットをプリンタ側へ起
こしながら、左側のワイヤをプ
リンタに掛け、右下部のもう一
つのフックを引っかけます。

6 両面ユニット内の緑の
取っ手を持って、内側の
カバーを開き、白いシー
トを取り除く

白いシートは必ず取り除いてください。紙づまりの原因と
なります。
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7 両面ユニットをプリンタ
側に起こし、カチッと音
がするまで押す

8 両面ユニットのケーブル
を、プリンタ背面のコネ
クタに接続する

接続不良防止のため、ケーブルはコネクタの奥まで差し込
んでください。

9 必要に応じて、給紙トレ
イを元に戻す
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両面ユニットを取り外す

両面ユニットは、次の手順で取り外します。

1 プリンタの電源を切り、
各コード、ケーブルを外
す

両面ユニットを取り付けるとき
と同じ手順で、プリンタの電源
を切り、電源コード、プリンタ
ケーブル、LANケーブル、および
両面ユニットケーブルを外しま
す。

リリース�
　レバー�

2 リリースレバーを押し上
げながら、ゆっくりと両
面ユニットを開く

3 両面ユニットを支えてい
るワイヤとフックを外す

両面ユニットを少し起こし、左
側のワイヤと右下部のフックを
外します。
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4 両面ユニットを両手で持
ち上げて、プリンタから
両側のフックを外す
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拡張給紙ユニットの取り付けかた拡張給紙ユニットの取り付けかた拡張給紙ユニットの取り付けかた拡張給紙ユニットの取り付けかた拡張給紙ユニットの取り付けかた
本プリンタには、必要に応じて拡張給紙ユニットを取り付けることがで
きます。

警告 感 電　拡張給紙ユニットを取り付けおよび取り外すときは、電
源スイッチが「○」側に倒れていることを確認し、電源
プラグをコンセントから抜いた後に行ってください。
電源を切らずに作業すると、感電または故障の原因とな
ります。

注意 け が ・拡張給紙ユニットの金属部分に手を触れる場合は、十
分に注意してください。手を傷つけるおそれがありま
す。
・プリンタと拡張給紙ユニットの間に指を挟まないよう
に注意してください。けがの原因となることがありま
す。
・本プリンタは、オプションや消耗品、用紙がない状態
で約42kgあります。プリンタを動かす場合は必ず2人
以上で持ち運んでください。プリンタを持ち上げると
きは、プリンタ左右の取っ手部分を両手でしっかりと
持ってください。取っ手以外を持って持ち上げること
は絶対にしないでください。落下によりけがの原因と
なることがあります。

給紙トレイ基
部の取っ手を
下図のように
持ちます。�

本体右側面の
取っ手を下図
のように持ち
ます。�
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拡張給紙ユニットを取り付ける

拡張給紙ユニットは、次の手順で取り付けます。

1. 電源スイッチを
「○｣側に倒す�

3. 電源コードを外す�

2. 電源コードをコン
セントから抜く�

1 プリンタの電源を切る
プリンタの電源スイッチを「◯」
側に倒します。電源コードを電
源コンセントおよびプリンタの
電源コード差し込み口から抜き
ます。
プリンタケーブル、およびLAN
ケーブルを外します。
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2 拡張給紙ユニットを梱包
箱から取り出す

注意 け が ・拡張給紙ユニットは、約35kg あります。拡張給紙ユ
ニットを持ち上げるときは、必ず2人以上で持ち上げ
てください。その際、腰を痛めないように十分にひざ
を折り、拡張給紙ユニットの下部分を両手でしっかり
と持ってください。

･ 拡張給紙ユニットのケーブルをとめているテープは、プ
リンタを載せた後、取り除きます。
･ 給紙カセット4、5の中の梱包材は、すべて取り除いて
ください。

3 上面にテープで留めてあ
る、付属品の入ったビ
ニール袋を取る

4 拡張給紙ユニットが動か
ないように、拡張給紙ユ
ニット前面にある2か所
のキャスターのストッパ
を下に押してロックする
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注意 け が 拡張給紙ユニットのキャスターについているストッパは
必ずロックしてください。
ストッパをロックしないと、地震などが発生したときに
プリンタが動いたり、ケガの原因となることがありま
す。

5 プリンタを持ち上げ、拡
張給紙ユニット上に、プ
リンタの側面と拡張給紙
ユニットの側面が合うよ
うに静かに載せる

注意 け が プリンタは、約42kgあります。プリンタを持ち上げる
ときは、必ず２人以上で持ち上げてください。その際、
腰を痛めないように十分にひざを折り、プリンタの左右
の取っ手部を両手でしっかりと持ってください。

給紙トレイ基
部の取っ手を
下図のように
持ちます。�

本体右側面の
取っ手を下図
のように持ち
ます。�

拡張給紙ユニットから出ているケーブルが、くぼみに入っ
ていることを確認してください。
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注意 け が ・プリンタを拡張給紙ユニットなどの設置場所に置くと
き、手を挟まないように注意してください。

・プリンタ本体の給紙カセットは、取り出さずに作業を
してください。手を挟んだり、傷つけたりするおそれ
があります。

6 プリンタの給紙カセット
2と、拡張給紙ユニット
の最上段の給紙カセット
3を取り外す

7 右側から接続金具（右
用）を図のようにプリン
タ側にかけて、ネジで固
定する

8 左側の接続金具（左用）
を、図のようにプリンタ
側にかけて、ネジで固定
する
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9 手順6で取り外した給紙
カセットを、ゆっくりと
奥に突き当たるまで押し
込む

10 拡張給紙ユニットのケー
ブルをプリンタ背面のコ
ネクタに接続する

接続不良防止のため、ケーブルはコネクタに奥まで差し込
んでください。

必要に応じ、拡張給紙ユニットに添付されている用紙サイズ
カードを折りたたんで給紙カセット3に差し込み、用紙サイ
ズラベルを給紙カセット4、5に貼ります。
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拡張給紙ユニットを取り外す

拡張給紙ユニットは、次の手順で取り外します。

1 プリンタの電源を切る
プリンタの電源スイッチを「◯」側に倒します。電源コードを電源コン
セントおよびプリンタの電源コード差し込み口から抜きます。
ケーブル類をすべて外します。拡張給紙ユニットのケーブルも外してく
ださい。

1. 電源スイッチを
「○｣側に倒す�

3. 電源コードを外す�

2. 電源コードをコン
セントから抜く�

4. 拡張給紙ユニットのケーブルを外す�
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2 拡張給紙ユニットが動か
ないように、拡張給紙ユ
ニット前面にある2か所
のストッパを下に押して
ロックする

注意 け が 拡張給紙ユニットのキャスターについているストッパは
必ずロックしてください。
ストッパをロックしないと、作業の途中でプリンタが動
き、ケガの原因となることがあります。

3 プリンタの給紙カセット
と、拡張給紙ユニットの
最上段の給紙カセットを
取り外す

4 拡張給紙ユニットを固定
している左側のネジを取
り外し、金具を外す
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5 拡張給紙ユニットを固定
している右側のネジを取
り外し、金具を外す

手順4、5で取り外した金具は必ず保管しておいてくださ
い。

6 手順3で取り外した給紙
カセットを、ゆっくりと
奥に突き当たるまで押し
込む

7 プリンタを持ち上げ、拡
張給紙ユニットから取り
外す
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注意 け が ・プリンタを拡張給紙ユニットなどの設置場所に置くと
き、手を挟まないように注意してください。

・プリンタ本体の給紙カセットは、取り出さずに作業を
してください。手を挟んだり、傷つけたりするおそれ
があります。

・プリンタは、約42kgあります。プリンタを持ち上げる
ときは、必ず２人以上で持ち上げてください。その際、
腰を痛めないように十分にひざを折り、プリンタの左
右の取っ手部を両手でしっかりと持ってください。

給紙トレイ基
部の取っ手を
下図のように
持ちます。�

本体右側面の
取っ手を下図
のように持ち
ます。�
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拡張スタッカユニットの取り付けかた拡張スタッカユニットの取り付けかた拡張スタッカユニットの取り付けかた拡張スタッカユニットの取り付けかた拡張スタッカユニットの取り付けかた
本プリンタには、必要に応じて拡張スタッカユニットを取り付けること
ができます。
拡張スタッカユニットを取り付けるには、別オプションの拡張給紙ユ
ニットを取り付けておくことが必要です。

警告 感 電　拡張スタッカユニットを取り付けおよび取り外すとき
は、電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認し、
電源プラグをコンセントから抜いた後に行ってくださ
い。
電源を切らずに作業すると、感電または故障の原因と
なります。

注意 け が ・拡張スタッカユニットの金属部分に手を触れる場合
は、十分に注意してください。手を傷つけるおそれが
あります。
・プリンタと拡張スタッカユニットの間に指を挟まない
ように注意してください。けがの原因となることがあ
ります。
・拡張スタッカユニットの取り付けおよび取り外しは、2
人以上で行ってください。
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拡張スタッカユニットを取り付ける

拡張スタッカユニットは、拡張給紙ユニットを取り付けてから、次の手
順で取り付けます。

1. 電源スイッチを
「○｣側に倒す�

3. 電源コードを外す�

2. 電源コードをコン
セントから抜く�

1 プリンタの電源を切る
プリンタの電源スイッチを「◯」
側に倒します。電源コードを電
源コンセントおよびプリンタの
電源コード差し込み口から抜き
ます。
ケーブル類もすべて外します。
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2 拡張給紙ユニットが動か
ないように、キャスター
の前面にある2か所のス
トッパを下に押してロッ
クする

注意 け が 拡張給紙ユニットのキャスターについているストッパは
必ずロックしてください。
ストッパをロックしないと、地震などが発生したときに
プリンタが動いたり、ケガの原因となることがありま
す。

3 拡張スタッカユニット用
のスタンド（下）をはめ
こむ

図を参照してスタンド（下）の
左右を確認します。図の矢印の
方向を参考にスタンド（下）の
内側の金具を拡張給紙ユニット
の後ろ側面の穴にはめ込みま
す。

はめ込む際に、ケーブルを挟まないように注意してくださ
い。

4 ネジでスタンド（下）を
左右とも固定する

スタンド（下）は、若干後ろに
傾いた状態になります。
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5 スタンド（上）の左右を
確認し、スタンド（下）に
カチッと音がするまで差
し込む

スタンド（上）の上から両手で
押し込みます。

スタンド（上）とスタンド（下）の間に指を挟まないよう
に注意してください。

6 拡張スタッカユニットの
フレームと前面のハンド
ルを持ち、梱包箱から取
り出す

拡張スタッカユニットは、2人以上で持つようにしてくだ
さい。
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7 スタンド（上）の上部の
ガイドに合わせ、拡張ス
タッカユニットをはめ込
む

拡張スタッカユニット前面が正
しくプリンタ本体にはまってい
るか確認してください。

・ケーブルを挟まないように注意してください。
・拡張スタッカユニット底面の部品が、本体の排紙部に
引っかからないように注意してください。

8 拡張スタッカユニット側
面のレバーを引き、カ
バーDを開く

9 ボタンを押しながら、前
面のハンドルを外し、カ
バーを閉める
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10 ハンドルを背面にセット
する

ハンドルを、先端が拡張スタッ
カユニット背面のくぼみに入る
ようにセットすると、拡張ス
タッカユニットが固定されま
す。

11 拡張スタッカユニットの
ビンに紙止めをつける

12 拡張スタッカユニットの
ケーブルを、プリンタ背
面のコネクタに接続する

ケーブルは、接続不良防止のため、コネクタに奥まで差し
込んでください。
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拡張スタッカユニットを取り外す

1 プリンタの電源を切る
プリンタの電源スイッチを「◯」側に倒します。電源コードを電源コン
セントおよびプリンタの電源コード差し込み口から抜きます。
ケーブル類もすべて外します。

1. 電源スイッチを
「○｣側に倒す�

3. 電源コードを外す�

2. 電源コードをコン
セントから抜く�

4. 拡張スタッカユニットの �
   ケーブルを外す�
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2 拡張スタッカユニットの
紙止めを外す

3 拡張スタッカユニット背
面にあるハンドルを、横
のボタンを押しながら外
す

4 拡張スタッカユニット側
面のレバーを引いてカ
バーDを開き、ハンドル
をもとの位置にセットし
てカバーを閉じる

ハンドルは、ピンに差し込んで
上にスライドさせてセットしま
す。

5 背面のロックを解除する
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6 拡張スタッカユニットの
フレームと前面のハンド
ルを持ち、拡張スタッカ
ユニットをスタンドから
持ち上げて外す

拡張スタッカユニットは、2人以上で持つようにしてくだ
さい。

7 左右のスタンド（下）の
内側のボタンを押しなが
ら、スタンド（上）を左
右同時に引き上げる

注意 けが 手を挟まないように注意してください。

2人以上で作業してください。
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8 スタンド（下）のネジを
外し、スタンド（下）を
プリンタから外す
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付録

ここでは、プリンタを使用する際に補助的に必
要となることがらについて説明します。
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プリンタのプリンタのプリンタのプリンタのプリンタの仕様仕様仕様仕様仕様
基本仕様
以下に、本プリンタの仕様を示します。

印刷方式 電子写真方式
印刷速度 連続コピー 最大40枚／分（A4サイズ横送り）

両面印刷時 最大32ページ／分（A4サイズ横送り）
エンジン解像度 600dpi/480dpi
スムージング処理 FEIT(Fujitsu Enhanced Image Technology)
用紙サイズ ・給紙カセット1 ：A3、B4、A4、B5、A5、レター

・給紙カセット2、3 ：A3、B4、A4、B5、レター
・給紙カセット4、5 ：A4、B5、レター
・給紙トレイ ：A3、B4、A4、B5、A5、レター、リーガ

ル、ユーザ定義サイズ、官製はがき
給紙方式*1 ・給紙カセットによる自動給紙(収容枚数1,000 枚、拡張給紙ユ

ニット使用時最大3,500枚)
・給紙トレイによる自動給紙（収容枚数 50枚（はがき 18枚））

排紙方法*1、 *2 ・排紙トレイ：フェイスダウンスタッカ（スタック枚数 500枚）
・拡張スタッカ（スタック枚数 約100枚×10段）

使用環境条件 温度10℃～32℃、湿度15％～85％RH(ただし結露しないこと)
電源・電源周波数 AC100V ± 10％、50/60 Hz
消費電力 動作時　1,200Ｗ以下、節電時　45Ｗ
騒　音 待機時 20dB(A)、動作時 53dB(A) (フルオプション 56dB(A))
外形寸法 幅642mm、奥行き523mm、高さ486mm
質　量 約42kg（消耗品、オプションを除く）
インタフェース IEEE P1284双方向パラレルポート

100Base-TX/10Base-T LANポート
プリンタシーケンス*3 XLプリンタドライバ、ESC/P、ESC/Page、PC-PR201、

Virtual FM
文字・書体 ESC/Page ：明朝体／ゴシック体　アウトライン文字

明朝体：32ドット、40ドット
ESC/P ：明朝体：40ドット
PC-PR201 ：明朝体：7ポ、10.5ポ、12ポ
Virtual FM：明朝体／ゴシック体　アウトライン文字

明朝体：7ポ、9ポ、10.5ポ、12ポ
その他：OCR-Bフォント

耐用期間*4 5年(8時間/日)または150万ページ印刷(A4サイズ横送り)
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* 1 ：収容枚数は64g/m2にて換算
* 2 ：ご使用の用紙の紙質や湿度の影響による用紙の変形（カールなど）

により､排出できる用紙枚数はトレイごとに異なります。
* 3 ：データ処理解像度

・XLプリンタドライバ ：600dpi(FEIT：1200dpi相当)
・ESC/P：180dpi(FEIT：600dpi相当)
・ESC/Page：300dpi（FEIT：600dpi相当）
・PC-PR201：160dpi（FEIT：480dpi相当）
・Virtual FM：240dpi

* 4：・耐用期間は、プリンタの設置環境・使用頻度により大幅に変動
します。
・累積使用時間は、24時間運用の場合も同一です。
・A4 より大きく長い用紙を使用する場合は、耐用期間が150 万
ページより短くなります。
・耐用期間中でも次の部品は磨耗するため、交換することをお勧
めします。部品の交換は、ハードウェア修理相談センター（231
ページ参照）にご連絡ください。なお、交換は有償です。

部　品 交換目安
定着器 30万ページ
転写ローラ 30万ページ
紙送りローラ 30万枚
*片面印刷時：1枚＝1ページ
*両面印刷時：1枚＝2ページ
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インタフェース仕様

パソコンとのインタフェースは、IEEE P1284 の仕様に準拠した双方向
パラレルインタフェースを採用しています。

インタフェース仕様とコネクタピン配列
・インタフェースコネクタ
プリンタ側：36 極コネクタ(メス)　アンフェノール　57-40360 相当品
ケーブル側：36極コネクタ(オス)　アンフェノール　57-30360 相当品
・ケーブル
最長1.5ｍ以下のケーブルを使用してください。
（雑音対策にはツイストペア線を使用し、シールドされていること。）
・信号レベル
LOW：0.0Ｖ～＋0.4Ｖ HIGH：＋2.4Ｖ～＋5.0Ｖ

・データ転送方式
８ビットパラレル
・コネクタピン配列

18 1

1936
インタフェースコネクタ(36ピン)

ピン番号 信号名称 発信元
19 　-RET －
20 　-RET －
21 　-RET －
22 　-RET －
23 　-RET －
24 　-RET －
25 　-RET －
26 　-RET －
27 　-RET －
28 　-RET －
29 　-RET －
30 　-RET －
31 ＊ Init パソコン
32 ＊ Fault プリンタ
33 　-RET －
34 　― －
35 　― －
36 ＊ SelectIn パソコン

ピン番号 信号名称 発信元
１ ＊Strobe パソコン
２ 　Data 1 パソコン
３ 　Data 2 パソコン
４ 　Data 3 パソコン
５ 　Data 4 パソコン
６ 　Data 5 パソコン
７ 　Data 6 パソコン
８ 　Data 7 パソコン
９ 　Data 8 パソコン
10 ＊ Ack プリンタ
11 　Busy プリンタ
12 　PError プリンタ
13 　Select プリンタ
14 ＊ AutoFd パソコン
15 　― －
16 　SG －
17 　FG －
18 　+5VSignal プリンタ

注）“＊”は、負論理信号であることを示します。
-RET信号は、すべてSGに接続されています。
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用紙関係

本プリンタは、給紙カセットと給紙トレイを使い分けることによって、
いろいろな用紙を使うことができます。以下に、それぞれの給紙方法と
用紙サイズとの対応を示します。

印刷方向

・A3、B4、リーガル、はがきサイズの用紙の場合

ＡＢＣＤ・・・・�
・・・・�
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Ｂ
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・
・
・
�

・
・
・
・
�

　
用
紙
排
出
方
向�

縦方向印刷 横方向印刷

・A4、A5、B5、レターサイズの用紙の場合
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・
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・
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ＡＢＣＤ・・・・�
・・・・�

　
用
紙
排
出
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縦方向印刷 横方向印刷

とじ穴のあるＡ４サイズの用紙を使用する場合は、「印刷方向」の指
定に合わせてとじ穴の位置が正しくなるようにセットします。
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印刷可能領域

本プリンタで印刷できる、各用紙サイズの印刷可能領域は次のとおりで
す。

［印刷方向：縦］ ［印刷方向：横］

a1

b1 Ｂ寸法�

b2 Ｂ寸法�
（単位：ｍｍ）

Ａ
寸
法�

a2

Ａ
寸
法�

Printia XLドライバ、ESC/Pageモード、
Virtual FMモード使用時
a1=a2=5mm、b1=b2=5mm

用紙方向 用紙サイズ Ａ３ B４ Ａ４ Ｂ５ A５ リーガル レター はがき
縦方向 Ａ寸法 410 354 287 247 200 346 270 138

Ｂ寸法 287 247 200 172 138 206 206 90
横方向 Ａ寸法 287 247 200 172 138 206 206 90

Ｂ寸法 410 354 287 247 200 346 270 138

ESC/Pモード使用時
a1=a2=8.5mmまたは22mm(はがき:10mm)、b1=b2=5mm

用紙方向 用紙サイズ Ａ３ B４ Ａ４ Ｂ５ A５ リーガル レター はがき
縦方向 Ａ寸法 8.5mm時 399.5 343.5 276.5 236.5 189.5 335 259 128

22mm時 386 330 263 223 176 321.5 245.5 128
Ｂ寸法 287 247 200 172 138 206 206 90

横方向 Ａ寸法 8.5mm時 276.5 236.5 189.5 161.5 127.5 195 195 78.5
22mm時 263 223 176 148 114 182 182 78.5

Ｂ寸法 410 345 287 247 200 345 269 138

PC-PR201モード使用時
a1=5mm、a2=8mm、b1=8mm、b2=5mm
用紙方向 用紙サイズ Ａ３ B４ Ａ４ Ｂ５ A５ レター はがき
縦方向 Ａ寸法 409 353 287 246 200 270 138

Ｂ寸法 284 241 197 169 135 203 86
横方向 Ａ寸法 284 241 197 169 135 203 86

Ｂ寸法 409 345 287 246 200 270 137
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コマンドコマンドコマンドコマンドコマンド（（（（（機機機機機能能能能能コココココーーーーードドドドド）））））一覧一覧一覧一覧一覧
以下に使用できるコマンドの一覧を示します。
表中のPa、P1、P2、…、Pnは、パラメータを表します。
表中のD1、D2、…、Dnは、データを表します。
表中のsPは、スペース記号を示します。

ESC/Pモードコマンド一覧表

ESC/Pモードコマンドは、下表のとおりです。

書式設定・実行
機能名称 コマンド名 コード名

印字領域設定 行単位ページ長設定 ESC+Ｃ +Pa
インチ単位ページ長設定 ESC+Ｃ+NUL+Pa
ミシン目スキップ設定 ESC+Ｎ +Pa
ミシン目スキップ解除 ESC+Ｏ
右マージン設定 ESC+q+Pa
左マージン設定 ESC+Ｌ +Pa

改行量設定 1/8インチ改行量指定 ESC+0
1/6インチ改行量指定 ESC+２
n/180インチ改行量指定 ESC+３ +Pa
n/60インチ改行量指定 ESC+Ａ +Pa

タブ設定 垂直タブ位置設定 ESC+Ｂ +P1+P2+…
Pn+NUL

水平タブ位置設定 ESC+Ｄ+P1+P2+…
Pn+NUL

VFUチャネル選択 ESC+／ +Pa
VFUタブ位置設定 ESC+ｂ +Pa+P1+…

Pn+NUL
印字・紙送り 印字復帰 CR

改行 LF
改ページ FF
n/180インチ順方向紙送り ESC+Ｊ +Pa
n/180インチ逆方向紙送り ESC+ｊ +Pa

印字位置設定 水平タブ実行 HT
垂直タブ項実行 VT
後退 BS
絶対位置指定 ESC+＄+P1+P2
相対位置指定 ESC+￥+P1+P2

テキスト処理～ANK文字
機能名称 コマンド名 コード名

文字セット 12CPI指定 ESC+M
10CPI指定 ESC+P
15CPI指定 ESC+ｇ
プロポーショナル指定／解除 ESC+P+Pa
国際文字選択 ESC+Ｒ +Pa
スーパー/ サブスクリプト指定 ESC+s+Pa
スーパー/ サブスクリプト解除 ESC+Ｔ
文字品位選択 ESC+ｘ +Pa
書体選択 ESC+ｋ +Pa
文字コード表選択 ESC+ｔ +Pa

文字定義 ダウンロード文字セット指定 / 解除 ESC+％+Pa
ダウンロード文字定義 ESC+＆ +NUL+P1+

P2+Pa1+Pb1+Pc1+D1～
Dn｝×ｎ

文字セットコピー ESC+：+NUL+P1+P2
文字ピッチ調整 文字間スペース量設定 ESC+sP+Pa
位置揃え選択位置揃え選択 ESC+ａ +Pa
装飾 縮小指定 SI

縮小指定 ESC+SI
縮小解除 DC2
アンダーライン指定／解除 ESC+―+Pa
縦倍拡大指定／解除 ESC+ｗ +Pa
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テキスト処理～共通
機能名称 コマンド名 コード名

装飾 自動解除付き倍幅拡大指定 SO
自動解除付き倍幅拡大指定 ESC+SO
自動解除付き倍幅拡大解除 DC4
倍幅拡大指定／解除 ESC+Ｗ +Pa
強調指定 ESC+Ｅ
強調解除 ESC+Ｆ
二重印字指定 ESC+Ｇ
二重印字解除 ESC+Ｈ
自動解除付き倍幅拡大指定 FS+SO
自動解除付き倍幅拡大解除 FS+DC4
一括指定 ESC+!+Pa
イタリック指定 ESC+４
イタリック解除 ESC+５
文字スタイル選択 ESC+q+Pa

テキスト処理～漢字
機能名称 コマンド名 コード名

装飾 縦書き指定 FS+Ｊ
横書き指定 FS+Ｋ
半角縦書き２文字指定 FS+Ｄ
４倍角指定／解除 FS+Ｗ +Pa
漢字アンダーライン指定／解除 FS+―+Pa
漢字一括指定 FS+!+Pa

文字セット 漢字モード指定 FS+＆
漢字モード解除 FS+．
半角文字指定 FS+SI
半角文字解除 FS+DC2
１／４角文字指定 FS+ｒ +Pa
漢字書体選択 FS+ｋ +Pa

文字定義 外字定義 FS+２+P1+P2+D1 ～ D72
文字ピッチ調整 全角文字スペース量設定 Fs+S+P1+P2

半角文字スペース量設定 FS+Ｔ +P1+P2
半角文字スペース量補正 FS+Ｕ
半角文字スペース量補正解除 FS+Ｖ

イメージ処理
コマンド名 コード名

８ドット単密度ビットイメージ ESC+Ｋ +P1+P2+D1
～ Dn

８ドット倍密度ビットイメージ ESC+Ｌ +P1+P2+D1
～ Dn

８ドット倍速倍密度ビットイメージ ESC+Ｙ +P1+P2+D1
～ Dn

８ドット４倍密度ビットイメージ ESC+Ｚ +P1+P2+D1
～ Dn

ビットイメージ選択 ESC+＊ +Pa+P1+
P2+D1～ Dn

ビットイメージ変換 ESC+？ +P1+P2

補助機能
機能名称 コマンド名 コード名

初期化 初期化 ESC+＠
データ入力制御 データ抹消 CAN
Ｃ sＦ制御 カットシートフィーダ制御 ESC+EM+Pa

エミュレーションチェンジ
コマンド名 コード名

プリンタモード移行 ESC+z+NUL+NUL
エミュレーション切替え ESC+/+イ +＠

+DEL+ESC+
DEL+NUL+
NUL+SOH+Pa



プリンタ編
付  録

201

ESC/Pageモードコマンド一覧表

ESC/Pageモードコマンドは、下表のとおりです。

環境設定
コマンド名 コード名

最小単位設定 GS+P1+;+P2+m+u+E
ドットパターン解像度選択 GS+P1+;+P2+;+P3+d+r+E
スクリーンモード指定／解除 GS+Pa+s+t+E
スクリーンパターン選択 GS+P1+;+P2+;+P3+s+P+E
スクリーンパターン登録 GS+P1+;+…+;+P4+s+P+｛+E
スクリーンパターン登録数設定 GS+Pa+i+s+E
上書きモード指定／解除 GS+Pa+o+w+E
ハードリセット GS+r+h+E
パラメータリセット GS+r+P+E
用紙方向選択 GS+Pa+P+o+E
論理原点設定 GS+P1+;+P2+l+o+E
用紙サイズ設定 GS+P1+;+P2+;+P3+P+s+E
給紙装置選択 GS+P1+;+P2+i+u+E
クリップ領域設定 GS+P1+;+…+;+P4+c+a+E
クリップモード指定／解除GS+Pa+c+m+E
トップマージン設定 GS+Pa+t+m+E
トップマージン設定（行単位）GS+Pa+t+m+l+E
ボトムマージン設定 GS+Pa+b+m+E
ボトムマージン設定（行単位) GS+Pa+b+m+l+E
レフトマージン設定 GS+Pa+l+m+E
レフトマージン設定(桁単位） GS+Pa+l+m+c+E
ライトマージン設定 GS+Pa+r+m+E
ライトマージン設定（桁単位）GS+Pa+r+m+c+E

印字位置設定
コマンド名 コード名

復帰 CR
改行 LF
改ページ FF
後退 BS
水平方向現在位置絶対指定 GS+Pa+X
水平方向現在位置絶対指定 GS+Pa+x+P
（桁単位）
垂直方向現在位置絶対指定 GS+Pa+Y
垂直方向現在位置絶対指定 GS+Pa+y+P
（行単位）
水平方向現在位置相対指定 GS+Pa+H
水平方向現在位置相対指定 GS+Pa+h+P
（桁単位）
垂直方向現在位置相対指定 GS+Pa+V
垂直方向現在位置相対指定 GS+Pa+v+P
（行単位）
プッシュ・ポップスタック数指定 GS+Pa+s+s+P
現在位置プッシュ・ポップ GS+Pa+P+P+P
現在位置記憶数指定 GS+Pa+i+P+P
現在位置記憶 GS+Pa+m+P
現在位置呼び出し GS+P1+;+P2+c+P
現在位置記憶（番号自動変更）GS+Pa+a+m+P
現在位置呼び出し GS+P1+;+P2+a+c+P
（番号自動変更)
改行量設定 GS+P1+;+P2+l+P+P
自動復帰改行選択 GS+Pa+a+l+f+P
自動改ページ選択 GS+Pa+a+f+f+P
CR/LF/FF動作選択 GS+P1+;+P2+;+P3+c+l+f+P
現在位置移動モード選択 GS+Pa+P+m+P
印字ピッチ設定 GS+P1+;+P2+P+P
文字オフセット量設定 GS+P1+;+P2+c+o+P
ビットイメージオフセット量設定 GS+Pa+b+o+P
ビットイメージ描画後 GS+Pa+a+b+P
現在位置選択
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フォント
コマンド名 コード名

シンボルセット選択 GS+P1+;+P2+s+s+F
文字スペーシング選択 GS+P1+;+P2+s+P+F
文字幅設定（CPI） GS+Pa+w+c+F
文字幅設定（最小単位）GS+Pa+w+m+F
文字高さ設定（ポイント）GS+Pa+h+P+F
文字高さ設定（最小単位）GS+Pa+h+m+F
書体選択 GS+Pa+t+f+F
文字スタイル選択 GS+Pa+s+t+F
文字線幅選択 GS+Pa+w+e+F
文字回転設定 GS+Pa+r+o+F
文字傾き設定 GS+Pa+s+l+F
フォント属性記憶／呼び出し GS+P1+;+P2+m+c+F
ダウンロードフォント選択 GS+Pa+d+c+F
ダウンロードフォント削除 GS+Pa+d+d+c+F
シンボルセット登録 GS+P1+;+P2+d+s+s+｛+F
シンボルセット削除 GS+Pa+d+s+s+F
フォントコピー GS+P1+;+P2+f+c+｛+F
ヘッダー登録 GS+P1+;+P2+d+h+｛+F
１文字登録 GS+P1+;+P2+;+P3+s+c+｛+F
文字幅テーブル登録 GS+P1+;+P2+c+w+｛+F
フォント属性記憶数設定 GS+Pa+i+a+F
フォント登録数設定 GS+Pa+l+i+a+F
シンボルセット登録数設定 GS+Pa+i+s+s+F

文字印字
コマンド名 コード名

アンダーライン指定／解除 GS+Pa+u+l+C
アンダーライン水平方向 GS+P1+;+P2+u+h+C
オフセット量設定
アンダーライン垂直方向 GS+P1+;+P2+u+v+C
オフセット量設定
バックグラウンド指定／解除 GS+Pa+b+g+C
バックグラウンド水平方向 GS+P1+;+P2+b+h+C
オフセット量設定
バックグラウンド垂直方向 GS+P1+;+P2+;+P3+b+v+C
オフセット量設定
コントロールコード GS+Pa+c+P+｛+C
キャラクタ印字
縦書きモード指定／解除 GS+Pa+v+P+C
組文字指定 GS+Pa+c+c+C

イメージ描画
コマンド名 コード名

網掛け描画 GS+P1+;+P2+b+g+I
罫線描画 GS+P1+;+P2+r+u+I
罫線／アンダーライン GS+P1+;+P2+r+P+I
パターン選択
罫線／アンダーライン GS+P1+;+…+;+P4+r+P+｛+I
パターン登録
罫線／アンダーライン GS+Pa+i+r+I
パターン登録数設定
ビットイメージ描画 GS+P1+;+…+;+P4+b+i+｛+I
ビットイメージ登録 GS+P1+;+…+;+P5+b+d+｛+I
登録ビットイメージ描画 GS+Pa+d+b+I
ビットイメージ登録数設画 GS+Pa+i+b+I
ビットイメージデータ GS+Pa+b+c+I
圧縮形式選択
ラスターイメージ描画開始 GS+P1+;+…+;+P4+b+r+I
ラスターイメージ描画終了 GS+e+r+I
ラスターイメージ描画 GS+Pa+r+｛+I
圧縮なし GS+Pa+u+｛+I
ラスターイメージ描画
エンプティ GS+Pa+e+I
ラスターイメージ描画

図形描画
コマンド名 コード名

線描画 GS+P1+;+…+;+Pn+l+G
多角形描画 GS+P1+;+…+;+Pn+P+G
スプライン曲線描画 GS+P1+;+…+;+Pn+s+G
Bezier曲線描画 GS+P1+;+…+;+Pn+b+G
Ｂスプライン曲線描画 GS+P1+;+…+;+Pn+b+s+G
矩形描画 GS+P1+;+…+;+P5+r+G
円描画 GS+P1+;+P2+;+P3+c+G
円弧描画 GS+P1+;+…+;+P5+a+G
扇形描画 GS+P1+;+…+;+P6+f+G
楕円描画 GS+P1+;+…+;+P5+e+G
楕円弧描画 GS+P1+;+…+;+P7+e+a+G
楕円扇形描画 GS+P1+;+…+;+P8+e+f+G
ベクタ指定円弧描画 GS+P1+;+…+;+P7+a+v+G
ベクタ指定扇形描画 GS+P1+;+…+;+P8+f+v+G
ベクタ指定楕円弧描画 GS+P1+;+…+;+P9+e+a+v+G
ベクタ指定楕円扇形描画 GS+P1+;+…+;+P10+e+f+v+G
線種選択 GS+P1+;+P2+l+P+G
線種登録 GS+P1+;+…+;+Pn+d+l+G
線種登録数設定 GS+Pa+i+l+G
線幅設定 GS+P1+;+P2+;+P3+l+w+G
図形描画モード選択 GS+Pa+d+m+G
図形座標モード選択 GS+Pa+s+a+r+G
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マクロ
コマンド名 コード名

マクロ登録開始 GS+Pa+b+m+M
マクロ登録終了 GS+e+m+M
マクロ実行 GS+P1+;+P2+s+m+M
フォームオーバーレイ指定／解除 GS+P1+;+P2+;+P3+a+m+M
マクロ登録数設定 GS+Pa+i+m+M

その他
コマンド名 コード名

コピー枚数設定 GS+Pa+c+o+O

エミュレーションチェンジ
コマンド名 コード名

プリンタモード移行 GS+Pa+P+m+E
エミュレーション切替え ESC+/+ｲ+@+DEL+ESC+

DEL+NUL+NUL+SOH+Pa
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コマンド名 コード名
１バイト文字のダウンロード ESC+l+P1+P2+P3+P4+Dn
登録文字印字指定 ESC+ｌ ++
プリンタ内蔵文字印字指定 ESC+ｌ +－
登録文字クリア指定 ESC+ｌ +０
横拡大解除 SI（8ビットコード）
印字モード切替え SI（7ビットコード）
横拡大指定 SO(8ビットコード）
カタカナモード指定 SO(7ビットコード)
横拡大指定 DC2
横拡大解除指定 DC4
強調文字印刷開始指定 ESC+!
強調文字印刷解除指定 ESC+”
縦横拡大率指定 ESC+e+P1+P2
縮小文字組文字印刷指定 FS+P
文字修飾指定 FS+c+P1+,+P2+,+P3+…Pn+.
文字の拡大率、縮小率指定 FS+m+P1+／ +P2+,+P3+／

+P4+,+P5+.
固定ドットスペース指定 FS+w+P1+,+P2+.
漢字横印刷指定 ESC+K
ゴシック体漢字 ESC+O+Pa
ROMカートリッジ指定
半角縦印刷指定 ESC+h+Pa
半角組文字縦印刷指定 ESC+q
漢字縦印刷指定 ESC+t
外字のロード終了 EOT
外字(16×16ドット)のロード ESC+＊ +P1+P2+D1+…+D32+EOT
外字(24×24ドット)のロード ESC+++P1+P2+D1+…+D72+EOT
文字サイズ指定 FS+0+4+S+P1+P2+P3
漢字文字幅、ポイント指定 FS+A

FS+B
漢字文字幅、ポイント指定 FS+C

FS+D
漢字文字幅、ポイント指定 FS+F

FS+G
文字幅指定 FS+P+P1+,+P2+／ +P3+.

PC-PR201モードコマンド一覧表

PC-PR201モードコマンドは、下表のとおりです。

書式設定・実行
コマンド名 コード名

右マージン設定 ESC+／ +Pa
左マージン設定 ESC+L+Pa
1/6インチ改行ピッチ指定 ESC+A
1/8インチ改行ピッチ指定 ESC+B
n/120インチ改行ピッチ指定 ESC+T+Pa
VFUセットの開始指定 GS
VFUセットの終了指定 RS
簡易VFU指定 ESC+v+P1+,+P2+,+…+Pn+.
水平タブ位置設定 ESC+(+P1+,+…Pn+.
水平タブ部分クリア指定 ESC+)+P1+,+…Pn+.
水平タブ全クリア指定 ESC+2
印字復帰 CR
改行 LF
改ページ FF
順方向改行指定 ESC+f
逆方向改行指定 ESC+r
水平タブ実行 HT
垂直タブ実行 VT
チャネル制御、改行量制御 US+Pa
ドットスペース指定 ESC+Pa
ドットアドレッシング指定ESC+F+Pa
キャラクタリピート指定 ESC+R+P1+P2
コピーモード指定 ESC+D
ネイティブモード指定 ESC+M

テキスト処理
コマンド名 コード名

CGグラフィックモード指定 ESC+＃
カタカナモード指定 ESC+＄
ひらがなモード指定 ESC+＆
エリートモード指定 ESC+E
パイカモード指定 ESC+H
プロポーショナルモード指定 ESC+P
コンデンスモード指定 ESC+Q
ドラフトモード指定 ESC+d+Pa
HSパイカモードの切り替え指定 ESC+n+Pa
スクリプト文字モード指定ESC+s+Pa
１バイト文字フォント選択指定 FS+0+6+F+P1+P2+P3+P4+P5
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イメージ処理
コマンド名 コード名

16 ビットグラフィックイメージ ESC+I+Pa+Dn
24 ビットグラフィックイメージ ESC+J+Pa+Dn
８ビットグラフィックイメージ ESC+S+Pa+Dn
24ビットドット列リピート ESC+U+Pa+Dn
８ビットドット列リピート ESC+V+Pa+Dn
16ビットドット列リピート ESC+W+Pa+Dn

ライン処理
コマンド名 コード名

ライン付加指定 ESC+X
ライン付加モード解除指定 ESC+Y
ラインモード指定 ESC+＿ +Pa
付加ライン線種指定 FS+0+4+L+P1+P2+P3

補助機能
コマンド名 コード名

初期化 ESC+c+1
片方向印字指定 ESC+＞
両方向印字指定 ESC+]
データ抹消 CAN
全吸入全排出指定 ESC+a
全排出指定 ESC+b
カラー指定 ESC+C+n
ホッパ選択 FS+f+P1+P2+P3+.
用紙サイズ指定 FS+f+P1+P2+P3+.

エミュレーションチェンジ
コマンド名 コード名

エミュレーション切替え ESC+/+ｲ+@+DEL+ESC+
DEL+NUL+NUL+SOH+Pa
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Virtual FMモードコマンド一覧表

Virtual FMモードコマンドは、下表のとおりです。

装置制御
機能名称 コマンド名 コード名

リセット リセット ESC+c
リセット CEX+］

印刷モード設定 縮小印刷指定 PU1+Pa+!+Ｉ
特殊印刷指定 PU1+Pa+!+Ｊ

動作モード設定 解像度変更指定 PU1+Pa+!+Ａ
装置制御 抹消 <18>16

削除 <7F>16

ページ制御
機能名称 コマンド名 コード名

用紙制御 カットシートフィーダ制御 PU1+Pa+sP+［
改ページ <0C>16
コピー枚数指定 PU1+Pa+!+Ｄ

サイズ 用紙指定 PU1+P1+；+…+P4+!+＠
用紙指定２ PU1+P1+；+…+P3+!+F

印字領域 自動改ページ指定 PU1+Pa+sP+Ｋ
左端指定 PU1+P1+；+P2+sP+q
原点移動指定 PU1+P1+；+P2+!+Ｂ
印刷領域指定 PU1+P1x+；+P1y+；

+P2x+；+P2y+!+H
ページ長設定 ページ長指定１ PU1+Pa+sP+Ａ

ページ長指定２ PU1+Pa+sP+Ｂ

印刷位置制御
機能名称 コマンド名 コード名
基本制御 復帰 <0D>16

後退 <08>16
改行 <0A>16
復改 ESC+Ｅ

ピッチ制御 漢字文字ピッチ指定 CEX+＄+Pa
改行ピッチ指定 CEX+％+Pa
改行ピッチ指定２ PU1+P1+；+P2+sP+Ｇ
改行ピッチ指定3 PU1+Pa+sP+Ｈ
改行ピッチ／
ANK文字ピッチ指定 CSI+P1+；+P2+sP+Ｇ

機能名称 コマンド名 コード名
タブストップ 水平タブセット ESC+Ｈ
設定 水平タブセット CEX+Ｆ

水平タブ位置指定 CEX+＃ +P1+…+Pn
水平タブ位置指定 CSI+P1+；+…+Pn+sP+Ｎ
垂直タブセット ESC+Ｊ
垂直タブセット CEX+Ｈ
垂直タブ位置指定 PU1+P1+；+…+Pn+sP+ ＠

タブ解除 水平タブリセット CEX+Ｇ
垂直タブリセット CEX+Ｉ
タブクリア CSI+Pa+ｇ

タブ異動 水平タブ <09>16
絶対水平タブ CSI+Pa+｀
絶対水平タブ２ PU1+Pa+sP+P
相対水平タブ CSI+Pa+ａ
指定間隔 CEX+!+Pa
水平逆タブ CEX+Ｄ
相対水平逆タブ CSI+Pa+ｊ
垂直タブ <0B>16
絶対垂直タブ CSI+Pa+ｄ
相対垂直タブ CSI+Pa+ｅ
垂直逆タブ CEX+Ｅ
相対垂直逆タブ CSI+Pa+ｋ

印字位置 動作位置指定 CEX+”+P1+P2
動作位置指定 CSI+P1+；+P2+ｆ
漢字モードｾｯﾄ CEX+－ +Pa
漢字モードﾘｾｯﾄ CEX+.+Pa
漢字基準線指定 PU1+Pa+sP+ｄ
行組み指定 CEX+)+P1+P2+P3+P4
漢字復改１ CEX+Ａ
漢字復改２ CEX+B

CEX+C
段落 ESC+$+@
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文字印字制御
機能名称 コマンド名 コード名
漢字／ANK 漢字指定 ESC+$+B

ANK指定 ESC+（+H
漢字文字サイズ指定CEX+&+P1+P2
漢字文字サイズ指定２PU1+P1+；+P2+；+Ｒ
書体指定 CEX+（+P1+P2
半角指定 PU1+Pa+sP+1

プロポーショナル 欧文ピッチ処理開始 CEX+T
欧文ピッチ処理終了 CEX+U

上つき／ 上つき文字開始 CEX+N
下つき文字 上つき文字終了 CEX+O

下つき文字開始 CEX+P
下つき文字終了 CEX+Q

拡大／縮小 漢字拡大印刷指定 CEX+´ +P1+P2
ANK 倍幅拡大印刷指定 CSI+P1+；+P2+sP+Ｂ

スケーラブル文字制御 スケーラブル文字制御 PU1+P1+；+P2+；+…
+P5+!+Q

強調 強調 CEX+＊ +Pa
強調 CSI+Pa+ｍ

縦書き／横書き 漢字縦書き指定 CEX+Ｊ
漢字縦書き指定２ PU1+Pa+sP+q
漢字横書き指定 CEX+Ｋ
半角文字縦書き指定 PU1+Pa+sP+P

その他 罫線接続指定 PU1+Pa+sP+ｔ
漢字未定義コード指定 PU1+Pa+sP+ｘ
スペース幅指定 CSI+Pa+sP+Ｅ

イメージ処理
コマンド名 コード名

イメージ転送 PU1+Pa+sP+Ｗ +D1+…+Dn
単密度倍幅イメージ転送 PU1+Pa+sP+Ｖ +D1+…+Dn
倍幅イメージ転送 PU1+Pa+sP+Ｘ +D1+…+Dn
矩形イメージ転送 PU1+P1+；+P2+；+P3+!+a+D1+…+Dn

外字登録
コマンド名 コード名

外字登録 CEX+２ +０ +P1+P2+D1+…+Dn
外字登録２ CEX+２+１+P1+P2+D1+…+Dn
文字パターン構成モード選択 CEX+０ +P1+P2+P3+P4

オーバレイ機能
機能名称 コマンド名 コード名
オーバレイ オーバレイ登録／ PU1+P1+；+P2+!+j
登録 ページ指定

オーバレイクリア指定 PU1+Pa+!+k
オーバレイ オーバレイ参照指定 PU1+P1+；+P2+…
参照 +；+Pn+!+l

コピーオーバレイ PU1+P1+；+P2+…+；
参照指定１ +Pn+；+Pn+1+!+ｍ
コピーオーバレイ PU1+P1+；+P2+…+；
参照指定２ +Pn+；+Pn+1+!+n

網かけ 網かけパターン登録指定PU1+Pa+!
+P+D1+…+Dn

網かけパターン選択指定PU1+Pa+!+q
形状 線幅指定 PU1+P1+；+P2+!+s

ベクトル罫線2 間隔指定 PU1+Pa+；+Pb+!+u
ベクトル罫線4 間隔指定 PU1+Pa+；+Pb+；

+Pc+；+Pd+!+ｖ
マーク２間隔指定 PU1+Pa+；+Pb+!+w

ベクトル ベクトル罫線指定１ PU1+P1+；+PAX+；+PAY+
複数点接続 ；+PBX+；+PBY+；+…+PNX

+；+PNY+!+ｘ
ベクトル罫線指定２ PU1+P1+；+P2+；+P3+；
リピートライン +P4+；+PAX+；+PAY+；+Pb+!+

ｙ
BOX指定 PU1+P1+；+P2+；+PAX+；

+PAY+；+PBX+；+PBY+!+z
円／円弧指定 PU1+P1+；+P2+；+Px+；

+Py+；+Pr+；+PTS+；+PTE+!+
｛

扇型指定 PU1+P1+；+P2+；
+Px+；+Py+；+Pr+；
+PTS+；+PTE+!+｜

三角形指定 PUI+P1+；+P2+；+PAX+；
+PAY+；+PBX+；+PBY+；+PCX+；
+PCY+!+｝

MHデータ MH展開指定 PU1+PAX+；+PAY+；
+PBX+；+PBY+!+‾

MHモード指定 PU1+Pa+；+Pb+!+DEL+MH
符号コード

エミュレーションチェンジ
コマンド名 コード名

エミュレーション切替え ESC+/+ｲ+@+<7F>16+ESC+
<7F>16+<00>16+<00>16+
<01>16+Pa
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キャラクタコード一覧キャラクタコード一覧キャラクタコード一覧キャラクタコード一覧キャラクタコード一覧
各エミュレーションモードでのキャラクタコード（ANKコード）の一覧
を以下にまとめます。なお、キャラクタコードはすべて16進形式です。

ESC/Pモードキャラクタコード一覧表
ESC/Pモードのキャラクタコードは以下のとおりです。

カタカナコード

国際文字コード

拡張グラフィックコード

国際文字コード
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グラフィックセット

国際文字コード

ESC/Pageモードキャラクタコード一覧表

ESC/Pageモードのキャラクタコードは以下のとおりです。

キャラクタセット

国際文字コード
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Nordic(コードページ865)

Multilingual
(コードページ850)

Portuguese(コードページ860)

Canadian-French
(コードページ863)
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ECMA 94-1

カタカナ　グラフィックセット

US English(コードページ437)

ひらがな　グラフィックセット
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カタカナセット ひらがなセット
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PC-PR201モードキャラクタコード一覧表
PC-PR201モードのキャラクタコードは以下のとおりです。

８ビット　カタカナモード

国際文字コード

８ビット　ひらがなモード

国際文字コード

<30>16のコードは、ゼロ文字設定により“０”または“ ”に
なります。
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７ビット　英数モード

国際文字コード

７ビット　カタカナモード

国際文字コード

7ビット英数モードの<30>16のコードは、ゼロ文字設定により
“０”または“ ”になります。
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７ビット　ひらがなモード

国際文字コード

７ビット　グラフィックモード

国際文字コード
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Virtual FMモードキャラクタコード一覧表
Virtual FMモードのキャラクタコードは以下のとおりです。
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ＪＩＳＪＩＳＪＩＳＪＩＳＪＩＳ-90-90-90-90-90 第一水準第一水準第一水準第一水準第一水準漢字一覧表漢字一覧表漢字一覧表漢字一覧表漢字一覧表
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ＪＩＳＪＩＳＪＩＳＪＩＳＪＩＳ-90-90-90-90-90 第二水準漢字一覧表第二水準漢字一覧表第二水準漢字一覧表第二水準漢字一覧表第二水準漢字一覧表
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ＪＩＳ漢字コードについてのご注意ＪＩＳ漢字コードについてのご注意ＪＩＳ漢字コードについてのご注意ＪＩＳ漢字コードについてのご注意ＪＩＳ漢字コードについてのご注意
PC-PR201モードでの違い

PC-PR201モードでは、以下のコードが異なります。

ＪＩＳ第一水準漢字

注1) <2920>16 ～ <2B3F>16 は半角漢字です。
注2)「※」の部分は、半角の空白印字になります。

注3) <2930>16 のコードは、ゼロ文字設定により“０”または“ ”になります。

注)<2940>16～ <2B5F>16 は半角漢字です。
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注１）<2960>16～ <2B7F>16 は半角漢字です。
注２）「※」の部分は、半角の空白印字になります。

ＪＩＳ第二水準漢字
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半角漢字

注１）「※」の部分は、半角の空白印字になります。
注２）<0030>16 のコードは、ゼロ文字設定により“０”または“ ”になります。

JISの字体との違いは、おおむね次の表のとおりです。
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Virtual FMモード（JIS-78）での違い

Virtual FMモード（JIS-78）では、以下のコードが異なります。

ＪＩＳ第一水準漢字

注）<2D20>16 ～ <2F3F>16 は半角領域です。

注）<2D40>16 ～ <2F5F>16 は半角領域です。
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注）<2D60>16～ <2F7E>16は半角領域です。

Virtual FMモード（JIS-83）での違い

Virtual FMモード（JIS-83）では、以下のコードが異なります。

ＪＩＳ第一水準漢字

注）<2D20>16～ <2F3F>16は半角領域です。
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注）<2D40>16 ～ <2F5F>16 は半角領域です。

注）<2D60>16 ～ <2F7E>16 は半角領域です。
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JIS C6234-1983の字体との違い

このプリンタが印刷する漢字は、JIS X0208-1983（情報交換用漢字符号
系：旧JIS C6226-1983）に準拠していますが、JIS X9052-1983（ドッ
トプリンタ用24ドット字形：旧JIS C6234-1983）は採用していません。
したがって、パソコン本体の表示画面の文字および記号などと必ずしも
一致いたしませんのでご了承ください。

JIS X9052-1983の字体との違いは、おおむね次の表のとおりです。
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アフターサービスについてアフターサービスについてアフターサービスについてアフターサービスについてアフターサービスについて
・お買い求めの際に販売店でお渡しする保証書は、大切に保管してくだ
さい。

・保証書は日本国内のみで有効です。

・無償保証期間は、お買い上げ日より６ケ月です。詳細は保証書をご覧
ください。

・保守部品の供給期間は、このプリンタの製造中止後６年です。ご了承
ください。

・分解、改造などを行わないでください。無償保証の期間内でも無償修
理が受けられないことがあります。

・プリンタのご使用にあたっては、純正のサプライ用品をお使いくださ
い。サプライ品以外の用品をお使いになったことによる製品の誤動作
および故障に関しましては、当社は一切責任を負いかねますのでご了
承ください。

・故障の際は下記にご連絡ください。

『ハードウェア修理相談センター』
フリーダイヤル：0120-422-297
受付時間 ：平日9:00～ 17:00

（土曜・日曜・祝日および当社指定の休日を除く）

・プリンタのご使用に関する技術的なご相談は、下記にご連絡ください。

『富士通パーソナル製品に関するお問い合せ窓口』
フリーダイヤル：0120-950-222
受付時間 ：平日9:00～ 17:00

（土曜・日曜・祝日およびメンテナンス日を除く）
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第1章
インストールの概要

この章では、プリンタに添付されているソフト
ウェアをインストールする前に必要となる基本
的なことがらについて説明します。

はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに .......................................................................................................................................................................... 44444
添付ソフトウェア添付ソフトウェア添付ソフトウェア添付ソフトウェア添付ソフトウェア（（（（（CD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROM）））））のご紹介のご紹介のご紹介のご紹介のご紹介 ........................................ 55555
オンラインマニュアルの見かたオンラインマニュアルの見かたオンラインマニュアルの見かたオンラインマニュアルの見かたオンラインマニュアルの見かた ...................................................................... 66666
オンラインヘルプの見かたオンラインヘルプの見かたオンラインヘルプの見かたオンラインヘルプの見かたオンラインヘルプの見かた .......................................................................................... 88888
インストールの手順と設定の概要インストールの手順と設定の概要インストールの手順と設定の概要インストールの手順と設定の概要インストールの手順と設定の概要 ....................................................... 1111111111
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はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに
本書では、次のプリンタについて説明します。
XL-6700
本書で使用する画面表示例では、プリンタ名を「XL-XXXX」と表示して
いる箇所があります。
このときは、お使いのプリンタ名と読み替えてください。
また、機種によっては表示内容が一部異なることがあります。
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添付ソフトウェア添付ソフトウェア添付ソフトウェア添付ソフトウェア添付ソフトウェア（（（（（CD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROM）））））のご紹介のご紹介のご紹介のご紹介のご紹介
添付CD-ROM「Printia LASERプリンタユーティリティ」には、プリンタ
をより快適に使用するために便利な各種のソフトウェアが収録されてい
ます。

これらのソフトウェアは、次のダイアログ(Printianaviインストーラ)
からインストールできます。Printianaviインストーラは、添付CD-ROM
「Printia LASERプリンタユーティリティ」を、パソコンのCD-ROMドラ
イブにセットすると自動的に表示されます。

Printianaviインストーラが自動的に表示されない場合は、エ
クスプローラでCD-ROMの内容を表示し、一番上の階層にある
「xlsetup.exe」をダブルクリックしてください。
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オンラインマニュアルの見かたオンラインマニュアルの見かたオンラインマニュアルの見かたオンラインマニュアルの見かたオンラインマニュアルの見かた
オンラインマニュアルは、本プリンタに添付されているCD-ROMに、PDF
ファイルとして収録されています。

PDFファイルの内容を参照するには、「Adobe Reader」というソフトウェア
が必要です。お使いのパソコンに「Adobe Reader」がインストールされて
いない場合は、本製品添付のCD-ROM からインストールしてください。

Adobe Readerのインストール
オンラインマニュアルの表示や印刷をするためには、お使いのパソコン
にAdobe Reader（6.0またはそれ以降）があらかじめインストールされ
ていることが必要です。

添付のCD-ROMから次の手順でAdobe Reader 6.0をインストールするこ
とができます。

1 添付のCD-ROM「Printia
LASERプリンタユーティリ
ティ」を、パソコンのCD-
ROM ドライブにセットし、
次のダイアログが表示さ
れたら〔Adobe Reader〕を
クリックする

Adobe Reader 6.0インストーラ
が起動します。
画面の指示に従ってインストー
ルを行ってください。

・ダイアログが自動的に表示されない場合は、エクスプロー
ラでCD-ROMの「Adreader」フォルダにある「Adrdr60j.exe」
をダブルクリックし、インストールを行ってください。
・Adobe Reader 6.0 がインストールできない場合は、CD-ROM
の「Adreader」フォルダにある「Ar51jpn.exe」をダブルク
リックし、インストールを行ってください。
・Adobe Readerは PDF（Portable Document Format）形式の
ファイルを閲覧・印刷するソフトウェアです。Adobe Reader
6.0は、アドビシステムズ社よりライセンスされ、無償配布
するものです。
・最新版のAdobe Readerの入手方法およびその他情報につき
ましては、アドビシステムズ社にお問い合わせください。
    アドビシステムズ社　URL：http://www.adobe.co.jp
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オンラインマニュアルの使いかた

オンラインマニュアルは、Adobe Readerがインストールされたパソコ
ンから次の手順で表示します。

1 添付のCD-ROMをパソコンのCD-ROMドライブにセットする
Printianaviインストーラが自動的に起動します。

Printianaviインストーラが自動的に起動しない場合は、エク
スプローラでCD-ROMの直下のxlsetup.exe（CD-ROMドライブ
がD:のときは「D:¥xlsetup.exe」）を実行するか、CD-ROMの
「Manual」フォルダにある「Index.pdf」をエクスプローラか
ら開いてください。

 2 〔オンラインマニュアル〕をクリックする
Adobe Readerが起動し、オンラインマニュアルが表示されます。

メニューバー�
プルダウンメニューから印刷や
Adobe Readerのヘルプの表示など
を行うことができます。�

ツールバー�
  をクリックすると表示を拡大
します。�
また、検索などの操作を行うこ
とができます。�

しおり�
見出しをクリックすると、そのページを表
示します。�
  が表示されている場合、これをクリック
すると次のレベルの見出しが表示されます。�

ステータスバー�
  をクリックすると次のページを
表示します。�
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オンラインヘルプの見かたオンラインヘルプの見かたオンラインヘルプの見かたオンラインヘルプの見かたオンラインヘルプの見かた
オンラインヘルプを参照する方法を、以降に示します。

〔 〕をクリックする

ダイアログの右上にある をクリックするとカーソルの形が に変わ

ります。その状態のまま、説明が必要な項目をクリックするとダイアロ
グ上にポップアップウィンドウが表示されます。
（例）給紙方法についてのヘルプをみる場合

①クリック�

②カーソルを持ってきて
クリック�
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各ダイアログにある〔ヘルプ〕ボタンをクリックする

〔ヘルプ〕ボタンは以下のダイアログにあります。

・〔基本設定〕ダイアログ
・〔便利な機能〕ダイアログ
・〔グラフィックス〕ダイアログ
・〔印刷オプション〕ダイアログ
・〔装置オプション〕ダイアログ
・〔Printianavi〕ダイアログ

（例）〔基本設定〕ダイアログのヘルプを見る場合

クリック�

利用方法については、ヘルプの〔目次〕の「ヘルプの使いかた」を参照
してください。
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 Printianaviインストーラの各メニューからは、次の操作が行えます。

項 目 操作内容
はじめにお読みください CD-ROMのソフトウェアについて留意事項

を表示します。
プリンタのIPアドレス Printianavi IPアドレス設定ユーティリ
設定 ティ2を起動します。

「IPアドレス設定ユーティリティ
2による設定」（30ページ）参照

ネットワークで Printianaviネットワークポートモニタ、
プリンタを使う Printianavi ネットワークマネージャ、

Printianavi IPアドレス設定ユーティリ
ティ2をインストールします。

「付録 Printianaviの機能概要」
（198ページ）参照
「第6章 ネットワークソフウェア
のインストールとネットワーク
ポートの追加」（141ページ）参照

HyperPrintお試し版 HyperPrintお試し版をインストールしま
す。

「付録 HyperPrintの概要」
（202ページ）参照

RepoAgentお試し版 RepoAgent お試し版をインストールしま
す。

「付録 RepoAgentの概要」（203
ページ）参照

かんたんバーコードLite かんたんバーコードLiteをインストール
します。

「付録 かんたんバーコードLite
の概要」（204ページ）参照

Adobe Reader オンラインマニュアルなどのPDF形式の
ファイルを表示するためのAdobe Reader
をインストールします。

「オンラインマニュアルの見かた」
（6ページ）参照

オンラインマニュアル オンラインマニュアル（PDF 形式）を表
示します。

「オンラインマニュアルの見かた」
（6ページ）参照

プリンタドライバ Printia XL プリンタドライバをインス
トールします。

「第2章  ネットワークを利用せ
ずにプリンタを接続する」
（13ページ）参照
「第3章  ネットワークを利用し
てプリンタを接続する」
（25ページ）参照
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インストールの手順と設定のインストールの手順と設定のインストールの手順と設定のインストールの手順と設定のインストールの手順と設定の概要概要概要概要概要
プリンタを設置した後、印刷するために必要な設定について説明しま
す。
プリンタの接続、運用形態によって手順が異なります。

・Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003で設定を行
うときは、管理者グループのメンバーとしてログオンして
ください。
・お使いの環境がNetWareであっても、ネットワークでTCP/
IPプロトコルが使用できるときは、NetWareサーバを介さず
にクライアントから直接本プリンタに印刷することができ
ます。設定方法については、「第3章 ネットワークを利用
してプリンタを接続する」（25ページ）参照
また、NetWare5の NDPSを使用したTCP/IP環境での印刷に
ついては、「NetWare5のときの準備」（60ページ）を参照し
てください。

NetWare 環境でのインストール手順の詳細
『オンラインマニュアル』「NetWare編」「第1章 イン
ストールの概要」参照
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ネットワークを利用せずにプリンタを接続する

プリンタケーブルでパソコンと接続して印刷し、他のパソコンとはプリ
ンタを共有しません。

パラレル�

「第 2 章　ネットワークを利用せずにプリンタを接続する」（13
ページ）参照

ネットワークを利用してプリンタを接続する
LANに直接接続し、サーバを経由しないで各パソコンから直接印刷します。

LAN、LPR

クライアント�

「第3章　ネットワークを利用してプリンタを接続する」（25ペー
ジ）参照

プリンタを共有する
プリンタを複数台のパソコンで使用する場合に設定します。

管理者/�
サーバ�

クライアント�

クライアント�

「第4章　プリンタ共有の設定」（63ページ）参照



第2章
ネットワークを利用せずに

プリンタを接続する

この章では、ネットワークを利用せずにプリンタを
接続し、プリンタドライバをインストールするま
での手順について説明します。

パソコンとの接続パソコンとの接続パソコンとの接続パソコンとの接続パソコンとの接続 ............................................................................................................................. 1414141414
パラレルインタフェースによる接続.......... 14

Windows 95/98/Me/NT4.0/2000Windows 95/98/Me/NT4.0/2000Windows 95/98/Me/NT4.0/2000Windows 95/98/Me/NT4.0/2000Windows 95/98/Me/NT4.0/2000のときのときのときのときのとき ........................................ 1616161616
インストール .............................. 16

Windows XP/Windows Server 2003Windows XP/Windows Server 2003Windows XP/Windows Server 2003Windows XP/Windows Server 2003Windows XP/Windows Server 2003のときのときのときのときのとき ......................... 2020202020
インストール .............................. 20
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パソコンとのパソコンとのパソコンとのパソコンとのパソコンとの接続接続接続接続接続
・パソコン
双方向パラレルインタフェースをサポートするPC/AT互換機

・OS
Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003日本語版

・セットアップ方法
インストーラによるセットアップ(Windows 95/98/Me/NT4.0/2000)
プラグアンドプレイによるセットアップ(Windows XP/Windows Server 2003)

パラレルインタフェースによる接続
本プリンタは、セントロニクス準拠のパラレルインタフェースを標準装
備しています。パラレルインタフェースにパソコンを接続する方法につ
いて説明します。

警告 感 電 プリンタケーブルを接続するときは、必ず本プリンタと
パソコンの電源を切ってください。電源を切らずに接続
すると、感電の原因となります。

注意 故 障 ケーブルの接続は本書をよく読み、接続に間違いがない
ようにしてください。
誤った接続状態で使用すると、プリンタおよびパソコン
が故障する原因となることがあります。

・プリンタケーブルについては、次の制約があります。
・パソコンとプリンタの接続には、シールドケーブルを
お使いください。
・ケーブルの長さは、1.5メートル以下のものをお使い
ください。

・本プリンタには、プリンタケーブルは添付されていませ
ん。パソコンに添付のケーブルか別売ケーブルをお使い
ください。（『プリンタ編』「プリンタケーブルについて」
(20ページ)参照）
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プリンタケーブルの接続は以下の手順で行います。

1 プリンタとパソコンの電
源の切断を確認する

電源スイッチが「○」側に倒れ
ている状態です。

ワイヤ�
クリップ�

2 プリンタケーブルを接続
する

プリンタケーブルをプリンタ背
面にあるプリンタケーブルコネ
クタに差し込み、両側のワイヤ
クリップで固定します。
パソコン側の接続は、パソコン
側の取扱説明書を参照してくだ
さい。
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Windows 95/98/Me/NT4.0/2000Windows 95/98/Me/NT4.0/2000Windows 95/98/Me/NT4.0/2000Windows 95/98/Me/NT4.0/2000Windows 95/98/Me/NT4.0/2000のときのときのときのときのとき
ここでは、Windows 95/98/Me/NT4.0/2000が動作するパソコンをご使用
の場合の、プリンタドライバのインストール方法と設定方法について説
明します。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows 95/98/
Me/NT4.0/2000のバージョンによっては、インストール手順や
表示内容が異なる場合があります。このときは、表示内容に
従ってインストールしてください。
なお、画面の例ではプリンタ名を「FUJITSU XL-XXXX」と表示
している箇所があります。このときは、インストールまたは
設定を行うプリンタ名と読み替えてください。

インストール

プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。
添付のCD-ROMを準備してください。

・インストールの前に、メモ帳などにより C D - R O M の
「FJXLC10」フォルダにある「WINXX.TXT」をお読みくだ
さい。（XXはご使用のOSに読み替えてください。）
・他のWindowsで本プリンタドライバをインストールして
使用されていた方で、本プリンタドライバを削除せず
Windows 95/98/Me/NT4.0/2000にアップグレードしてい
る場合は、Windows 95/98/Me/NT4.0/2000の〔プリンタ〕
フォルダに残っている本プリンタを選択し、〔ファイル〕
メニューの〔削除〕をクリックしてプリンタを削除して
からインストールを行ってください。

詳細は「プリンタドライバの削除」（138ページ）
参照

Windows 起動後、プラグアンドプレイにより「新しいハード
ウェアの追加ウィザード」が表示されることがあります。こ
のときは〔キャンセル〕をクリックしてください。
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1 添付のCD-ROM「Printia
LASER プリンタユーティ
リティ」を、パソコンの
CD-ROMドライブにセット
し、左記のダイアログが
表示されたら〔プリンタ
ドライバ〕をクリックす
る

上のダイアログが自動的に表示されない場合は、エクスプ
ローラで C D - R O M の内容を表示し、一番上の階層にある
「xlsetup.exe」をダブルクリックしてください。

2 「ローカルプリンタをイ
ンストールする」を選択
し、〔次へ〕をクリックす
る

・「共有プリンタのインストール」は、サーバ経由で印刷す
る場合に選択します。サーバとして共有する場合、ここで
は「ローカルプリンタのインストール」を選択してプリン
タドライバをインストールした後、プリンタを共有する設
定をしてください。

「第4章 プリンタ共有の設定」（63ページ）参照
・「既存のドライバを更新する」は、すでにインストールさ
れているプリンタドライバを更新する場合に選択します。
更新可能なプリンタドライバがインストールされていない
場合はグレイアウトされます。

　「プリンタドライバの更新」（136ページ）参照
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3 プリンタを選択し、〔次
へ〕をクリックする

4 「LPT1：」を選択し、〔次
へ〕をクリックする

5 プリンタ名を設定し、通
常使用するプリンタとす
るかどうか選択して〔次
へ〕をクリックする

すでにインストールされている
プリンタがない場合は、「いい
え」を選択しても通常使用する
プリンタに設定されます。
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6 設定内容に問題がなけれ
ば、〔次へ〕をクリックす
る

設定内容を変更する場合は、〔戻
る〕をクリックします。

7 〔完了〕をクリックする

以降は必要に応じて各章を参照してください。

インストールがうまくいかなかったときは、
「ソフトウェアに関するトラブルシューティング」（166ページ）
参照
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Windows XP/Windows Server 2003Windows XP/Windows Server 2003Windows XP/Windows Server 2003Windows XP/Windows Server 2003Windows XP/Windows Server 2003のときのときのときのときのとき
ここでは、Windows XP/Windows Server 2003が動作するパソコンをご
使用の場合のプラグアンドプレイによるプリンタドライバのインストー
ル方法と設定方法について説明します。

・ご使用のパソコンにインストールされているWindows XP/
Windows Server 2003のバージョンによっては、インス
トール手順や表示内容が異なる場合があります。このとき
は、表示内容に従ってインストールしてください。
なお、画面の例ではプリンタ名を「FUJITSU XL-XXXX」と
表示している箇所があります。このときは、インストール
または設定を行うプリンタ名と読み替えてください。
・管理者権限でログオンしてください。

インストール

プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。
添付のCD-ROMを準備してください。

・インストールの前に、メモ帳などにより C D - R O M の
「FJXLC10」フォルダにある「WINXP.TXT」をお読みくだ
さい。
・他のWindowsで本プリンタドライバをインストールし
て使用されていた方で、本プリンタドライバを削除せ
ずWindows XP/Windows Server 2003にアップグレー
ドしている場合は、Windows XP/Windows Server 2003
の〔プリンタ〕フォルダに残っている本プリンタを選
択し、〔ファイル〕メニューの〔削除〕をクリックし
てプリンタを削除してからインストールを行ってくだ
さい。

詳細は「プリンタドライバの削除」（138ページ）
参照
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1 「一覧または特定の場所
からインストールする
(詳細)」を選択し、〔次
へ〕をクリックする

2 添付のCD-ROM をセット
する

CD-ROMをセットした後に
「Printia LASERプリンタユー
ティリティ」のダイアログが
自動的に起動した場合は、〔終
了〕を選択して閉じてくださ
い。

3 「次の場所を含める」を
チェックし、
「D:¥FJXLC10¥2KXP2003」
（CD-ROMドライブがD:
の場合）を入力し、〔次
へ〕をクリックする
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環境によっては次のダイアログが表示される場合があります。
「説明」を参照して該当する「場所」を選択し、〔次へ〕をク
リックしてください。

・次のダイアログが表示されたときは、〔続行〕をクリックし
てください。

4 必要なソフトウェアがイ
ンストールされたことを
確認し、〔完了〕をクリッ
クする

以上でインストールは完了で
す。
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通常使うプリンタに設定する場合には〔スタート〕から〔プ
リンタとFAX〕を選択し、「FUJITSU XL-XXXX」アイコンをダ
ブルクリックし、〔プリンタ］メニューの〔通常使うプリンタ
に設定〕を選択します。

5 〔スタート〕-〔シャットダウン〕を選択し、Windowsを再
起動する

以降は必要に応じて各章を参照してください。

インストールがうまくいかなかったときは、
「ソフトウェアに関するトラブルシューティング」（166ページ）
参照
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第3章
ネットワークを利用して

プリンタを接続する

この章ではネットワークを使用して、プリンタ
ドライバをインストールするまでの手順につい
て説明します。

ネットワークプリンタの準備ネットワークプリンタの準備ネットワークプリンタの準備ネットワークプリンタの準備ネットワークプリンタの準備 ........................................................................... 2626262626
LANによる接続とインストール ............... 26
LANケーブルの接続 ......................... 27
LAN設定の一覧を印刷する ................... 28

IPIPIPIPIPアドレスの設定アドレスの設定アドレスの設定アドレスの設定アドレスの設定 ............................................................................................................................. 2929292929
設定方法の種類 ............................ 29
IPアドレス設定ユーティリティ2による設定 .. 30
オペレータパネルによる設定 ................ 40
DHCPによるアドレス自動取得 ................ 44

ネットワークソフトウェアとプリンタドライバのインストールネットワークソフトウェアとプリンタドライバのインストールネットワークソフトウェアとプリンタドライバのインストールネットワークソフトウェアとプリンタドライバのインストールネットワークソフトウェアとプリンタドライバのインストール ....................4646464646
準　備 .................................... 47
インストール .............................. 47

LPRLPRLPRLPRLPR印刷の設定印刷の設定印刷の設定印刷の設定印刷の設定 ............................................................................................................................................ 5353535353
Windows 2000/XP/Windows Server 2003の準備. 53
Windows 2000/XP/Windows Server 2003のときの設定手順 ..... 54
Windows NT4.0のときの準備................. 57
Windows NT4.0のときの設定手順............. 58
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ネットワークプリンタの準備ネットワークプリンタの準備ネットワークプリンタの準備ネットワークプリンタの準備ネットワークプリンタの準備
ここでは、本プリンタをネットワークプリンタとして設定する前に必要
な準備について説明します。

LANによる接続とインストール

プリンタにLANケーブルを接続して印刷する場合には、以下の方法があ
ります。

・LANに接続して印刷
・LPR印刷
プリンタにLANケーブルを接続し、プリンタドライバをインストールす
るまでの手順は、以下のとおりです。

 

①LANケーブルの接続�

②IPアドレスの設定�

LPR印刷�

③�ネットワークソフトウェアと�
� プリンタドライバの�
� インストール�

管理者のみ�または�

LANに接続して印刷�

④�LPR印刷の設定�
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LANケーブルの接続
プリンタをネットワークに接続する手順について説明します。
プリンタをネットワーク経由で接続するときは、ハブユニット間をツイ
ストペアケーブルで接続します。
100BASE-TX対応のハブユニットに接続して100Mbpsでご使用になる場合
には、必ずカテゴリー5のツイストペアケーブルをご使用ください。

1 プリンタの電源の切断
（電源スイッチが「○」
側）を確認する

LANケーブル�
コネクタ�

2 プリンタ背面にあるLAN
ケーブルコネクタにLAN
ケーブルを接続し、電源
を入れる
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LAN設定の一覧を印刷する

オペレータパネルで次の操作を行い、ネットワークプリンタとして設定
するために必要な情報を印刷します。

オフライン　　　　　　�

↓「オンライン」�

オンライン状態� 1 プリンタをオフライン状
態にする

「オンライン」スイッチを押し
て、プリンタをオフライン状態
にします。

セットアッフ°�

  メニュー  インサツ          ▼�

�
↓「メニュー」� 2 「メニュー」スイッチを

押し、セットアップモー
ドにする

　メニュー インサツ�

  セッテイ ノ インサツ        ▲�

↓「▼」� 3 「 」スイッチを1回押す

↓「  」または「  」�

　メニュー  インサツ�

　ＬＡＮ  ノ  インサツ� ▲�

↓「設定」�

4 「 」または「 」スイッ
チを押して「ＬＡＮ　ノ
　インサツ」を表示する

　ＬＡＮ  ノ  インサツ�

　インサツチュウ�

↓印刷終了�

5 「設定」スイッチを押す
LAN設定の一覧が印刷されます。

　メニュー　インサツ�

　ＬＡＮ　ノ　インサツ� ▲�

オフライン　　　　　　�

↓「オンライン」�

↓「オンライン」�
オンライン状態�

6 「オンライン」スイッチ
を2回押して、オンライ
ン状態に戻す

引き続き、「IPアドレスの設定」（29ページ）に進んでください。
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IPIPIPIPIPアドレスの設定アドレスの設定アドレスの設定アドレスの設定アドレスの設定
ここでは、本プリンタにIPアドレスを設定する方法について説明しま
す｡

設定方法の種類

本プリンタにIPアドレスを設定する方法には、次の3つがあります｡
ご使用の環境に合わせていずれかの方法で設定してください｡

IPアドレス設定ユーティリティ2による設定（30ページ）
添付のCD-ROMに収められているネットワークソフトウェアを使用して、
IPアドレスを設定します｡

オペレータパネルによる設定（40ページ）
プリンタのオペレータパネルから直接操作を行います｡
プリンタ単体で設定することができます｡

DHCPによるアドレス自動取得（44ページ）
プリンタの電源投入時にDHCPサーバからIPアドレスを自動的に取得し
ます｡DHCPサーバのある環境では、最も簡単な方法です｡
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IPアドレス設定ユーティリティ2による設定

ここでは、添付のCD-ROMに収められているネットワークソフトウェアを
利用してプリンタにIPアドレスを設定します。
IPアドレス設定ユーティリティ2を利用すると、次のことができます。

・ネットワーク接続プリンタの一覧表示
ネットワークに接続されているXLプリンタを自動検索し、一覧で表示
します。

・IPアドレスの割り当て
一覧画面より選択したプリンタに対し、IPアドレスの割り当てを行い
ます。

準  備

IPアドレスを設定する前に、次のことを確認してください。

確認事項 内　容
IPアドレス プリンタに設定するIPアドレスを用意しておきま

す。サブネットマスク、ゲートウェイアドレスも
必要に応じて用意してください。

環境 プリンタをネットワーク上に接続してください。
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IP アドレスの設定手順（1台のプリンタを接続する場合）

設定手順
プリンタの電源を入れて以下の操作をします。

1 添付のCD-ROM「Printia
LASER プリンタユーティ
リティ」を、パソコンの
CD-ROMドライブにセット
し、次のダイアログが表
示されたら〔プリンタの
IP アドレス設定〕をク
リックする

上のダイアログが自動的に表示されない場合は、エクスプ
ローラで C D - R O M の内容を表示し、一番上の階層にある
「xlsetup.exe」をダブルクリックしてください。

2 必要に応じて検索範囲を設定する
手順1の操作でネットワークに接続されているXLプリンタを自動検索
し、一覧表示します。（下記のダイアログ）
次の手順で、ネットワークに接続されているプリンタの検索範囲を設定
することができます。検索範囲を設定しない場合は、3に進んでくださ
い。

1 一覧画面の〔検索範囲の設
定〕ボタンをクリックする
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2 検索範囲を入力し〔追加〕を
クリックする

ローカルネットワークを指定 ローカルネットワークの設定を行う場合に
選択を指定します。

検索範囲を指定 検索範囲の設定を行う場合に選択します。
ネットワークアドレス プリンタの検索範囲に追加するネットワー

クアドレスを指定します。「0.0.0.0」および
「255.255.255.255」は指定できません。

サブネットマスク プリンタの検索範囲に追加するサブネット
マスクを指定します。「255.255.255.255」は
指定できません。

検索ポート番号 プリンタの検索範囲に追加するポート番号
を指定します。
　　設定範囲：1～65535  初期設定：9313

検索時間 プリンタの検索時間（タイムアウト時間）
を設定します。
    設定範囲：5～30秒  初期設定：5秒

〔追加〕ボタン 検索範囲で指定した内容を、アドレスリス
トに追加します。すでに登録されているア
ドレスを指定した場合は、無効です。

〔削除〕ボタン アドレスリストで選択した項目を削除し、
検索範囲に反映します。

3〔OK〕をクリックした後、〔最
新の情報〕ボタンをクリック
する

・ローカルネットワークを追加する場合、「検索ポート番号」
と「検索時間」のみ入力することができます。
・ローカルネットワーク（＊＊＊．＊＊＊．＊＊＊．＊＊＊）
の最後の1つを削除することはできません。
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3 「個別設定モード」が選
択されていることを確認
する

4 プリンタの一覧から I P
アドレスを設定するプリ
ンタを選び、〔IP アドレ
スの設定〕ボタンをク
リックする

・自動取得の場合 5 IPアドレスを設定し、
 〔OK〕をクリックする

・手動設定の場合

手動設定を選択したときは、各アドレスを指定します。ゲートウェイは
省略できます。「IPアドレス」と「サブネットマスク」の入力には、次
の制限があります。
IPアドレス 「0.0.0.0」、「255.255.255.255」および空白を含

むアドレスは指定できません。
サブネットマスク 「255.255.255.255」および空白を含むアドレス

は指定できません。



34

ソフトウェア編
第３章    ネットワークを利用してプリンタを接続する

・自動取得の場合 6 左記のダイアログが表示
   されたら内容を確認し、

〔OK〕をクリックする

・手動設定の場合

プリンタにパスワードを設定していると、次のダイアログが
表示されます。パスワードを入力し、〔OK〕をクリックしてく
ださい。
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7 設定中ダイアログに続い
て〔変更完了〕ダイアロ
グが表示されたら、〔OK〕
をクリックする

・手順6までの操作の後、「プリンタからの通信が異常となり
ました」と表示されたときは、設定が正しく行われていま
せん。設定内容を確認し、再度設定し直してください。
・通信が行えない場合は、設定した値が正しくありません。プ
リンタのLAN設定を初期化し、再度設定し直してください。
LAN設定の初期化は、次の操作で行います。
1 オフライン状態で「メニュー」スイッチを押してプリンタ
をセットアップモードにします。
2「 」スイッチを押して「LAN　セッテイ」画面を表示しま
す。
3「▼」スイッチを1回、「 」スイッチを3回押し、「LANショ
キカ」と表示します。
4「▼」スイッチを押して、「LANショキカ」と表示します。
5「▼」スイッチを押して「セッテイ」と表示させ、「設定」
スイッチを押します。

「ショキカ　シマス」の表示に続いて、「オンライン」と表
示されれば、初期化は完了です。

以上でIPアドレスの設定は完了です。

LANによる印刷を行いたいとき
「ネットワークソフトウェアとプリンタドライバのインストール」
（46ページ）参照
LPR印刷を行いたいとき（Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003、NetWare5）
「LPR印刷の設定」（53ページ）参照
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IPアドレスの設定手順
（複数台のプリンタを接続する場合）

複数台のプリンタのIPアドレスをまとめて設定するときは、IPアドレ
ス設定ユーティリティ2を一括設定モードにします。一括設定モードで
は、ローカルネットワーク内のプリンタのIPアドレスを設定することが
できます。
プリンタの電源を入れて以下の操作をします。

1 添付のCD-ROM「Printia
LASERプリンタユーティ
リティ」を、パソコンの
CD-ROMドライブにセット
し、次のダイアログが表
示されたら〔プリンタの
IP アドレス設定〕をク
リックする

上のダイアログが自動的に表示されない場合は、エクスプ
ローラで C D - R O M の内容を表示し、一番上の階層にある
「xlsetup.exe」をダブルクリックしてください。

2  「一括設定モード」を選
択する

3 〔Shift〕または〔Ctrl〕を
押しながら、設定するプ
リンタをクリックする
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4 プリンタを選択した状態
で〔IPアドレスの設定〕
ボタンをクリックする

・自動取得の場合  5 IPアドレスを設定し、
〔OK〕をクリックする

・手動設定の場合

手動設定を選択したときは、割り当てるIPアドレスの範囲を指定しま
す。ゲートウェイは省略できます。
割り当てる ・「0.0.0.0」、「255.255.255.255」および空白
IPアドレスの範囲 を含むIPアドレスは指定できません。

・終了アドレスは、開始アドレスより大きな値
を指定してください。
・終了アドレスが開始アドレスのセグメント外
となるときは、設定できません。
・IPアドレスの範囲よりプリンタ数が多いとき
は、設定できません。

サブネットマスク 「255.255.255.255」および空白を含むIPアド
レスは指定できません。
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・自動取得の場合 6 左記のダイアログが表示
されたら内容を確認し、
〔OK〕をクリックする

・手動設定の場合

・設定内容の確認リストに表示されている「新IPアドレス」
を変更する場合は、変更するプリンタを選択して〔IPアド
レスの変更〕をクリックします。
・プリンタにパスワードを設定していると、次のダイアログ
が表示されます。
パスワードを入力し、〔OK〕をクリックします。

7 〔変更完了〕ダイアログ
が表示されたら、〔OK〕を
クリックする
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・手順6までの操作の後、「プリンタからの通信が異常となり
ました」と表示されたときは、設定が正しく行われていま
せん。設定内容を確認し、再度設定し直してください。
・通信できない場合は、設定した値が正しくありません。プ
リンタのLAN設定を初期化し、再度設定し直してください。
LAN設定の初期化は、次の操作で行います。
1 オフライン状態でオペレータパネルの「メニュー」スイッ
チを押してプリンタをセットアップモードにします。
2「 」スイッチを押して「LAN　セッテイ」画面を表示しま
す。
3「▼」スイッチを1回、「 」スイッチを3回押し、「LANショ
キカ」と表示します。
4「▼」スイッチを押して、「LANショキカ」と表示します。
5「▼」スイッチを押して「セッテイ」と表示させ、「設定」
スイッチを押します。

以上でIPアドレスの設定は完了です。

LANによる印刷を行いたいとき
「ネットワークソフトウェアとプリンタドライバのインストール」
（46ページ）参照
LPR印刷を行いたいとき（Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003、NetWare5）
「LPR印刷の設定」（53ページ）参照
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オペレータパネルによる設定

ここでは、プリンタのオペレータパネルでIPアドレスを設定する方法に
ついて説明します。

準　備
プリンタのオペレータパネルでIPアドレスを設定をする前に、次のこと
を確認してください。

確認事項 内　容
IPアドレス プリンタに設定するIPアドレスを用意しておき

ます。サブネットマスク、ゲートウェイアドレス
も必要に応じて用意してください。

環境 プリンタ

設定方法

1 プリンタの電源を入れる
電源スイッチを「｜」側に倒し、プリンタの電源を入れます。

2 プリンタをセットアップモードにし、「LAN設定」を選択する
オペレータパネルで次の操作を行います。

オフライン　　　　　　�

↓「オンライン」�

オンライン状態� 1「オンライン」スイッチを押
してプリンタをオフライン状
態にします。

セットアッフ゜�

　メニュー  インサツ� ▼�

↓「メニュー」� 2「メニュー」スイッチを押し、
セットアップモードにしま
す。



41

ソフトウェア編
第３章    ネットワークを利用してプリンタを接続する

セットアッフ゜�
▲
�

　ＬＡＮ　セッテイ　� ▼�

↓「  」または「  」�3「 」または「 」スイッチを
押して｢LAN  セッテイ｣を表
示します。

↓「  」�

　ＬＡＮ　セッテイ�
▲
�

　フ゜ロトコル　� ▼�

4「 」スイッチを押し、LANに
関する設定ができる状態にし
ます。

3 TCP/IP設定を有効にする

　ＬＡＮ  セッテイ�
▲
�

　フ゜ロトコル� ▼�

↓「  」または「  」�

↓「  」�

1「 」または「 」スイッチを
押して｢プロトコル｣と表示
し、「 」スイッチを押しま
す。

　フ゜ロトコル�
▲
�

　ＴＣＰ／ＩＰ� ▼�

↓「  」または「  」�

↓「  」�

2「 」または「 」スイッチを
押して｢TCP/IP｣と表示し、
「 」スイッチを押します。

　ＴＣＰ／ＩＰ��

　＊  ユウコウ　� ▲�

↓「  」または「  」�
3「 」または「 」スイッチを
押して｢ユウコウ｣と表示しま
す。
「＊」は現在の設定値です｡
初期値は｢＊ユウコウ｣です。
「＊ユウコウ」になっていな
いときは､「設定」スイッチを
押してください｡

　ＬＡＮ  セッテイ�
▲
�

　フ゜ロトコル� ▼�

↓「  」� 4「▲」スイッチを2回押して1
の表示に戻します。

4 DHCP自動取得を設定/解除する

　ＬＡＮ　セッテイ�
▲
�

　ＴＣＰ／ＩＰ　セッテイ� ▼�

↓「  」�

↓「  」または「  」�1「 」または「 」スイッチを
押して｢TCP/IP セッテイ｣と
表示し、「 」スイッチを押し
ます。
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　ＴＣＰ／ＩＰ　セッテイ�
▲
�

　ＤＨＣＰシ゛ト゛ウシュトク�▼�

↓「  」�

↓「  」または「  」�2「 」または「 」スイッチを
押して｢DHCP ジドウシュト
ク｣と表示し、「 」スイッチ
を押します。

　ＤＨＣＰシ゛ト゛ウシュトク�

　＊  カイシ゛ョ� ▲�

↓「設定」�

↓「  」または「  」�3「 」または「 」スイッチを
押して設定したい値を表示
し、「設定」スイッチを押しま
す。
「＊」は現在の設定値です｡初
期値は｢＊セッテイ｣です。

IPアドレスの設定方法によって次のよう設定してください。
設定値 IPアドレスの設定方法
カイジョ ・オペレータパネルから設定するとき

「＊カイジョ｣にしないとオペレータパネルにIP
アドレス設定する画面は表示されません。

セッテイ ・DHCPによる自動取得のとき
・IPアドレス設定ユーティリティ2を使うとき

　ＬＡＮ　セッテイ�
▲
�

　ＴＣＰ／ＩＰ　セッテイ� ▼�

↓「  」� 4「▲」スイッチを2回押して2
の表示に戻します。

5 IPアドレスを設定する

↓「  」� 1「 」スイッチを押します。

　ＴＣＰ／ＩＰ　セッテイ�
▲
�

  ＩＰアト゛レス　　　　　　�▼�

↓「▼」�

↓「  」または「  」�2「 」または「 」スイッチを
押して｢IP アドレス｣と表示
し、「 」スイッチを押しま
す。

　ＩＰアト゛レス�
▲�

ＸＸＸ．ＸＸＸ．ＸＸＸ．ＸＸＸ�  ▼�

　↓「  」� 3 現在の設定を確認して「 」
スイッチを押します。
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　ＩＰアト゛レス�
▲
�

　ＩＰアト゛レス－Ｘ� ▼�

↓「  」�

↓「  」または「  」�4「 」または「 」スイッチを
押してIP アドレスを変更す
るブロック(IPアドレス-1～
4)を選択して「 」スイッチ
を押します。

ＸＸＸ．ＸＸＸ．ＸＸＸ．ＸＸＸ�
ＩＰアドレス－４�

ＩＰアドレス－２�
ＩＰアドレス－１�

ＩＰアドレス－３�

ＩＰアドレス�

　ＩＰアト゛レス－Ｘ� �

　＊　ＸＸＸ� ▲�

　「設定」�

↓「  」または「  」�5「 」または「 」スイッチを
押して値を設定したら､「設
定」スイッチを押します。

　ＩＰアト゛レス�
▲
�

　ＩＰアト゛レス－Ｘ� ▼�

↓「  」� 6「▲」スイッチを押して4の表
示に戻します。

7 ブロックごとに4～6の操作
を繰り返します。

↓「  」�

　ＩＰアト゛レス�
▲�

ＸＸＸ．ＸＸＸ．ＸＸＸ．ＸＸＸ�　▼�

8「▲」スイッチを押して3の表
示に戻し､設定値を確認しま
す。

サブネットマスク､ゲートウェイアドレスの設定を行うときは､「▲」ス
イッチを押して2の表示に戻した後､「 」「 」スイッチを押して〔サブ
ネットマスク〕〔ゲートウェイ〕とそれぞれ表示された状態で2～8の操
作を行ってください｡

6 設定を終了する
設定が終わったら､「オンライン」スイッチを押します｡
プリンタの初期化が行われ､設定値が反映されます｡
以降の操作は、接続・運用形態にあわせて進んでください。

LANによる印刷を行いたいとき
「ネットワークソフトウェアとプリンタドライバのインストー
ル」（46ページ）参照
LPR印刷を行いたいとき（Winodws NT4.0/2000/XP/Windows
Server 2003、NetWare5）
「LPR印刷の設定」（53ページ）参照
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DHCPによるアドレス自動取得

ここでは、DHCPによってIPアドレスを自動的に取得する方法について
説明します。

準　備

IPアドレスを取得する前に、次のことを確認してください。

確認事項 内　容
IPアドレス プリンタに設定するIPアドレスを用意しておき

ます。サブネットマスク、ゲートウェイアドレス
も必要に応じて用意してください。

環境 DHCPサーバとプリンタを、ネットワーク上に接続
してください｡

設定方法

1 設定の一覧を確認し、必要ならばプリンタ側の設定を行う
次の設定になっているか確認します｡

項　目 設定値
ネットワーク基本情報 TCP/IP設定=有効
TCP/IP設定 DHCP自動取得=設定

工場出荷時の初期値は上記の設定になっていますので、通常、
設定は不要です。設定が必要な場合は、｢オペレータパネルに
よる設定｣（40ページ）を参照してください｡
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2 DHCPサーバの設定を行う
DHCPマネージャを開いて〔スコープ〕の〔作成〕を選択し、次の項目を
設定してください｡
･ 開始アドレス
･ 終了アドレス
･ サブネットマスク
･ リース期間(無期限を推奨)

設定が終わったら、〔スコープ〕をアクティブにします｡

割り当てるIPアドレスを固定したいときは､続けて〔スコープ〕の〔予
約の追加〕を選択し､次の項目を設定します｡
・IPアドレス ...... 設定したいIPアドレス
・一意のID ........ MACアドレス(設定の一覧のネットワーク基本情

報に印刷されています。半角英数字12文字で入
力してください。）

・クライアント名 ... 任意の名前

設定が終わったら、〔追加〕を選択して終了します｡

3 プリンタの電源を再投入する
プリンタがネットワークに接続されていることを確認し、電源を入れな
おしてください｡

以上で、DHCPによるアドレスの自動取得は終了です｡

以降の操作は、接続運用形態にあわせて進んでください。

LANによる印刷を行いたいとき
「ネットワークソフトウェアとプリンタドライバのインストール」
（46ページ）参照
LPR印刷を行いたいとき
（Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003、NetWare5）
「LPR印刷の設定」（53ページ）参照
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ネットワークソフトウェアとネットワークソフトウェアとネットワークソフトウェアとネットワークソフトウェアとネットワークソフトウェアと
プリンタドライバのプリンタドライバのプリンタドライバのプリンタドライバのプリンタドライバのインストールインストールインストールインストールインストール

ここでは、添付のCD-ROMに収められているネットワークソフトウェアを
使用して、サーバまたは管理者のパソコンに必要なソフトウェアおよび
プリンタドライバをインストールする手順について説明します。
本ソフトウェアは以下のときに使用します。
・プリンタのネットワーク設定を管理する場合
・LAN（TCP/IP）に直接接続して印刷する場合
ネットワークソフトウェアのインストール方法には、次の3つのタイプ
があります。
ここでは「プリンタ管理者向け」「一般ユーザ向け」によるセットアッ
プを行います。

セットアップタイプ 設定環境 インストールされるもの
一般ユーザ向け クライアント側の設定 ・P r i n t i a n a v i ネット

ワークポートモニタ（*1）
・プリンタドライバ（*2）

プリンタ管理者向け サーバ側の設定 ・Printianaviネットワー
クポートモニタ（*1）

・Printianaviネットワー
クマネージャ（*3）

・Printianavi IPアドレス
設定ユーティリティ2（*4）

・プリンタドライバ（*2）
カスタム 個別の機能（管理 ・Printianaviネットワー

者機能・ポート クポートモニタ（*1）
作成）の設定 ・Printianaviネットワー
（すべて選択制） クマネージャ（*3）

・Printianavi IPアドレス
設定ユーティリティ2（*4）

・プリンタドライバ（*2）
*1：LAN（TCP/IP）で接続したXLプリンタに対し、印刷先のポートを作
成するときに必要なソフトウェアです。

*2：ダイアログの中でプリンタの追加を選択したときのみインストール
されます。

*3：ネットワーク上にあるXLシリーズのプリンタを一括して管理するソ
フトウェアです。プリンタのステータス表示やネットワークに関す
る各種設定を行うことができます。

*4：プリンタのIPアドレスを新規に設定、または変更するためのソフ
トウェアです。新規の設定は、XL-6700/6200/5770/5750/5370/
5350/5250以降のプリンタでのみ行えます。
（XL-6700は、プリンタファームウェアのバージョンが1.20以降
の場合のみ。）
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準　備

あらかじめプリンタのIPアドレスを設定しておいてください。

IPアドレスの設定方法は、「IPアドレスの設定」
（29ページ）参照

インストール

プリンタの電源を入れて以下の操作をします。

1 添付のCD-ROM「Printia
LASER プリンタユーティ
リティ」を、パソコンの
CD-ROMドライブにセット
し、次のダイアログが表
示されたら〔ネットワー
クでプリンタを使う〕を
クリックする

・上のダイアログが自動的に表示されない場合は、エクスプ
ローラで CD- R O M の内容を表示し、一番上の階層にある
「xlsetup.exe」をダブルクリックしてください。
・Printianavi ネットワークソフトウェア2がすでにインス
トールされている場合は、次のダイアログが表示されます。

以降の操作は、「第6章 ネットワークソフトウェアの
インストールとネットワークポートの追加」の「●カ
スタム」（149ページ）参照

・OSが Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合
は、管理者権限でログオンしてください。
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2 〔次へ〕をクリックする

3 〔次へ〕をクリックする

インストール先のフォルダを変えるときは、〔参照〕をクリッ
クしてPrintianaviネットワークソフトウェアのインストー
ル先を選択し、〔次へ〕をクリックします。

4 管理者は〔プリンタ管理
者向けセットアップ〕
を、管理者以外の人は
「一般ユーザ向けセット
アップ」を選択し、〔次
へ〕をクリックする

各セットアップタイプの詳細については、「第6章 ネットワーク
ソフトウェアのインストールとネットワークポートの追加」（141
ページ）参照
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5 プログラムフォルダを指
定し、〔次へ〕をクリック
する

ここで指定した名前が〔スター
ト〕に追加されます。
初期設定は「Printianavi¥ネッ
トワークソフトウェア2」です。

・Printianaviネットワークポートモニタ V5.1をすでにイン
ストールしている場合、次のダイアログが表示されるので
〔OK〕をクリックします。

・Printianaviネットワークポートモニタ V3.1以前と置き換
える場合は、次のダイアログが表示されるので、〔はい〕を
クリックします。

・V7.1より前のPrintianaviネットワークポートモニタが
インストールされていた場合は、次のダイアログが表示さ
れます。
すぐに再起動するかどうかを選択し、〔完了〕をクリックします。

「はい、今すぐコンピュータを再起動します」を選択する
と、Windowsを再起動後、 手順6の処理から自動的に再開
されます。
「いいえ、あとでコンピュータを再起動します」を選択す
ると、インストールを終了します。
なお、再起動せずにインストールしたソフトウェアを使用
すると正しく動作しないことがあります。ソフトウェアを
使用する前に必ず再起動してください。
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6 「ポートを追加する」を
選択し、〔次へ〕をクリッ
クする

Windows NT4.0で Spoolerサービスの「デスクトップとの対
話をサービスに許可」のチェックが外れている場合、以下
のメッセージが表示されます。
〔OK〕をクリックします。

引き続き画面に従い、ドライバのインストールを行った後、
Spooler サービスの「デスクトップとの対話をサービスに許
可」にチェックを付け、必要な操作を行った後、再度ポート
の追加を行ってください。

Spooler サービスの設定方法は「ポートが追加できない」
の〈対処〉（185ページ）参照

7 ポートの追加処理を行う
ポートの追加処理の詳細につい
ては、以下を参照してくださ
い。

LAN による印刷を行うと
きは、「ポートの追加」
（156ページ）参照

1 〔参照〕をクリックします。
ネットワークに接続されてい
るXLプリンタが「プリンタ一
覧」に表示されます。
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2 設定したいIP アドレスを選
択して〔OK〕をクリックしま
す。
選択したIPアドレスが「接続
先」に反映されます。

ポート名を指定しなかった場合は、IPアドレスまたはホス
ト名入力域の設定情報の先頭に「Fjxl_」を付加したものを
ポート名として自動生成します。

8 「追加したポートに接続
するプリンタを追加す
る」を選択し、〔次へ〕を
クリックする

9 プリンタを選択し、〔次
へ〕をクリックする

10 プリンタ名の設定、およ
び通常のプリンタを選択
し、〔次へ〕をクリックす
る
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11 設定内容に問題がなけれ
ば、〔次へ〕をクリックす
る

12〔完了〕をクリックする

13〔完了〕をクリックし、
Windowsを再起動する

Windowsが起動したら、ネットワークソフトウェアとプリンタドライバ
のインストールは完了です。

以降は必要に応じて各章を参照してください。

プリンタの共有の設定をしたいときは、
「第4章 プリンタ共有の設定」（63ページ）参照

インストールがうまくいかなかったときは、
「ソフトウェアに関するトラブルシューティング」（166ページ）
参照

印刷するときの詳細は、
「第5章  プリンタドライバの設定」（79ページ）参照
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LPRLPRLPRLPRLPR印刷の設定印刷の設定印刷の設定印刷の設定印刷の設定
ここでは、Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003や NetWare環
境からのLPR印刷の設定について説明します。

Printianavi機能はご使用になれませんので、あらかじめご了
承ください。

Windows 2000/XP/Windows Server 2003の準備

プリンタのIPアドレス設定

プリンタにIPアドレスを設定しておきます。設定したIPアドレスは固
定にしてください。

設定方法については、「IPアドレスの設定」（29ページ）参照

サービスの組み込み

「UNIX用印刷サービス」と「簡易TCP/IPサービス」を組み込んでおきま
す。次の手順で確認と組み込みを行います。

1 〔オプションネットワークコンポーネント〕ウィザードを表
示する

・Windows 2000のとき
〔スタート〕から〔設定〕〔ネットワークとダイヤルアップ接続〕の順に
選択し、〔ネットワークとダイヤルアップ接続〕ダイアログの〔詳細設
定〕〔オプションネットワークコンポーネント〕を選択する

・Windows XPのとき
〔スタート〕から〔コントロールパネル〕〔ネットワーク接続〕の順に選
択し、〔詳細設定〕〔オプションネットワークコンポーネント〕を選択す
る

・Windows Server 2003のとき
〔スタート〕から〔コントロールパネル〕〔ネットワーク接続〕の順に選
択し、右クリックして〔開く〕をクリックする
〔詳細設定〕〔オプションネットワークコンポーネント〕を選択する
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2 「UNIX用印刷サービス」が組み込まれているか確認する
〔そのほかのネットワークファイルと印刷サービス〕を選択し、〔詳細〕
をクリックして「UNIX用印刷サービス」が組み込まれているか（チェッ
クが付いているか）確認します。
組み込まれていないときは、チェックを付けて〔OK〕をクリックします。
すでに組み込まれているときは、〔キャンセル〕をクリックします。

3 「簡易TCP/IPサービス」が組み込まれているか確認する
〔ネットワークサービス〕を選択し、〔詳細〕をクリックして「簡易TCP/
IPサービス」が組み込まれているか（チェックが付いているか）確認し
ます。
組み込まれていないときは、チェックを付けて〔OK〕をクリックします。
すでに組み込まれているときは、〔キャンセル〕をクリックします。
以降は、〔次へ〕をクリックしてダイアログの指示に従って、操作をし
てください。

Windows 2000/XP/Windows Server 2003のときの
設定手順

1 Windows 2000/XP/Windows Server 2003を起動し、管理者権
限でログオンする

2 添付のCD-ROM「Printia
LASERプリンタユーティ
リティ」を、パソコンの
CD-ROMドライブにセット
し、次のダイアログが表
示されたら〔プリンタド
ライバ〕をクリックする

インストールするプリンタを選
択後、プリンタの設定でポート
名は「LPT1:」を設定してくださ
い。
以降はダイアログの指示に従っ
てインストールします。
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3 プリンタのポートの設定を変更する

1 プリンタを選択する
・ Windows 2000のとき
〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択し、LPR印刷を
行うプリンタを選択する

・ Windows XP/Windows Server 2003のとき
〔スタート〕から〔プリンタとFAX〕の順に選択し、LPR印刷を行
うプリンタを選択する

2〔ファイル〕メニューから〔プロパティ〕を選択し、プリンタのプロ
パティを表示する

3〔ポート〕タブをクリックし、
「双方向サポートを有効にす
る」のチェックを外す

4〔ポートの追加〕をクリック
し、〔プリンタポート〕ダイア
ログから、「LPR Port」を選
択して〔新しいポート〕をク
リックする

プリンタの電源を入れ、ネットワークに接続されている状
態にしておいてください。
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� サーバーの名前またはアドレスを入力�

プリンタ名またはプリンタキュー名を入力�

5 次の内容を入力し、〔OK〕をク
リックする
プリンタのIPアドレスを半角
数字とピリオドで「XXX.XXX.
XXX.XXX」の形式で入力しま
す。
「サーバーのプリンタ名または
印刷キュー」には、必ず半角英
字で「LP」と入力します。プリ
ンタLANアダプタFM-LNA100/
110 の場合の設定「LPT1.NB.
NT.NFF」とは異なりますので
ご注意ください。

4 印刷データのスプール方法を変更する
プリンタのプロパティから〔詳細設定〕タブをクリックし、「印刷ドキュ
メントをスプールし、プログラムの印刷処理を高速に行う」と「全ペー
ジ分のデータをスプールしてから、印刷データをプリンタに送る」を選
択します。

以降は必要に応じて各章を参照してください。

インストールやテスト印刷がうまくいかなかったときは、
「ソフトウェアに関するトラブルシューティング」（166ページ）参
照

NetWare環境でのインストール手順の詳細は、
『オンラインマニュアル』「NetWare編」「第1章  インストール
の概要」参照
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Windows NT4.0のときの準備

プリンタのIPアドレス設定

プリンタにIPアドレスを設定しておきます。設定したIPアドレスは固
定にしてください。

設定方法については、「IPアドレスの設定」（29ページ）参照

サービスの組み込み

「Microsoft TCP/IP印刷サービス」と「簡易TCP/IPサービス」を組み込
んでおきます。次の手順で確認と組み込みを行います。

1 〔ネットワーク〕ダイアログを表示する
〔スタート〕から〔設定〕〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔ネッ
トワーク〕をダブルクリックします。

2 「Microsoft TCP/IP印刷」と「簡易TCP/IPサービス」が組み
込まれているか確認する

〔サービス〕タブをクリックし、「ネットワークサービス」の一覧に、
「Microsoft TCP/IP印刷」と「簡易TCP/IPサービス」が表示されるか確
認します。
組み込まれていないときは、〔追加〕をクリックし、〔ネットワークサー
ビスの選択〕ダイアログのネットワークサービス一覧から「Microsoft
TCP/IP印刷」を選択します。

続けて、同じ手順で「簡易TCP/IPサービス」を選択します。



58

ソフトウェア編
第３章    ネットワークを利用してプリンタを接続する

Windows NT4.0のときの設定手順

1 Windows NT4.0を起動し、
管理者権限でログオンす
る

2 添付のCD-ROM「Printia
LASERプリンタユーティ
リティ」を、パソコンの
CD-ROMドライブにセット
し、次のダイアログが表
示されたら〔プリンタド
ライバ〕をクリックする

インストールするプリンタを選
択後、プリンタの設定でポート
名は「LPT1:」を設定してくださ
い。
以降はダイアログの指示に従っ
てインストールします。

3 プリンタのポートの設定を変更する

1〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択し、LPR印刷を行う
プリンタを選択する

2〔ファイル〕から〔プロパティ〕を選択し、プリンタのプロパティを
表示する

3〔ポート〕タブをクリックし、
「双方向サポートを有効にす
る」のチェックを外す
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4〔ポートの追加〕ボタンをク
リックし、〔プリンタポート〕
ダイアログボックスから、
「LPR Port」を選択して〔新
しいポート〕ボタンをクリッ
クする

プリンタの電源を入れ、ネットワークに接続されている状
態にしておいてください。

� サーバーの名前またはアドレスを入力�

プリンタ名またはプリンタキュー名を入力�

5 次の内容を入力し、〔OK〕をク
リックする
プリンタのIPアドレスを半角
数字とピリオドで「XXX.XXX.
XXX.XXX」の形式で入力しま
す。
「サーバーのプリンタ名または
印刷キュー」には、必ず半角英
字で「LP」と入力します。プリ
ンタLANアダプタFM-LNA100/
110 の場合の設定「LPT1.NB.
NT.NFF」とは異なりますので
ご注意ください。

4 印刷データのスプール方法を変更する
プリンタのプロパティから〔スケジュール〕ダイアログをクリックし、
「印刷ドキュメントをスプールし、プログラムの印刷処理を高速に行う」
と「全ページ分のデータをスプールしてから、印刷データをプリンタに
送る」を選択します。
設定が終わったら〔OK〕をクリックし、プリンタのプロパティを終了し
ます。以上で設定は終了です。テスト印刷を行い、正常に印刷されるこ
とを確認してください。

NetWare環境でのインストール手順の詳細は、
『オンラインマニュアル』「NetWare編」「第1章  インストール
の概要」参照
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NetWare5のときの準備

本プリンタは、Novell NetWare5のNDPSを使用してTCP/IP環境でのLPR
印刷が可能です。

ここでは、本プリンタをNovell NetWare5のNDPSで使用する場合のNDPS
プリンタの作成手順（管理者のみ）について説明します。NDPSに関する
詳細な情報につきましては、Novell NetWare5のマニュアルを参照して
ください。なお、本設定での印刷では、Printianaviの機能はご使用に
なれませんのでご了承ください。

プリンタのIPアドレス設定
プリンタにIPアドレスを設定しておきます。設定したIPアドレスは固
定にしてください。

設定方法は、「IPアドレスの設定」（29ページ）参照

NDPSのセットアップ
あらかじめ、NDPSをサーバにセットアップしておいてください。セット
アップ方法については、Novell NetWare5のマニュアルを参照してくだ
さい。
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NetWare5のときの設定手順

NDPSマネージャの作成を行ってから、NDPSプリンタの作成を行います。

NDPSマネージャの作成

1 NetWareアドミニストレータを起動する
¥SYS¥PUBLIC¥WIN32¥NWADMN32.EXEを実行してください。

2 NDPSマネージャを置くコンテキストに移動する

3 〔オブジェクト〕から〔作成〕をクリックする

4 〔NDPS Manager〕をクリックし〔OK〕をクリックする

5 NDPSマネージャ名、常駐先サーバ、データベースボリューム
を設定する

NDPSマネージャ名..........作成するNDPSマネージャの名前を入力し
ます。

常駐先サーバ ..............右の〔参照〕をクリックし、NDPSマネー
ジャを常駐させるサーバを選択します。

データベースボリューム ....右の〔参照〕をクリックし、NDPSマネー
ジャが利用するデータベースを置くボ
リュームを選択します。

設定が終わったら、〔作成〕をクリックしてください。

NDPSプリンタの作成

1 NDPSプリンタを置くコンテキストに移動する

2 〔オブジェクト〕から〔作成〕をクリックする

3 〔NDPS Printer〕をクリックし、〔OK〕をクリックする

4 NDPSプリンタ名、プリンタエージェントのソースを設定する
NDPSプリンタ名 ........... 作成するNDPS プリンタの名前を入力

します。
プリンタエージェントのソース「 新
規プリンタエージェントを作成する」
を選択します。

設定が終わったら、〔作成〕をクリックしてください。
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5 NDPSマネージャ名とゲートウェイタイプを設定する
NDPSマネージャ名....... 右の〔参照〕をクリックし、先ほど作成した

NDPSマネージャを選択します。
ゲートウェイタイプ .....「Novellプリンタゲートウェイ」をクリック

します。
設定が終わったら、〔OK〕をクリックしてください。

6 NDPSマネージャをロードする
「NDPSマネージャがロードされていません。ロードしますか？」という
意味の警告が表示されます。ここでは〔OK〕をクリックしNDPSマネー
ジャをロードしてください。

7 プリンタタイプは「なし」、ポートハンドラタイプは「Novell
ポートハンドラ」を選択し、〔OK〕をクリックする

8 接続タイプ、ホストアドレス、プリンタ名を設定する
接続タイプ .............「リモート（IP上でLPR）」を選択します。
ホストアドレス ......... 本プリンタのIPアドレスを入力します。
プリンタ名 .............「LP」と入力します。
設定が終わったら、〔完了〕をクリックしてください。

9 〔プリンタドライバの選択〕画面で、接続したプリンタを選
択する

一覧にない場合は「なし」を選択してください。（ブローカーのリソー
ス管理サービスを使用して、プリンタドライバを追加することができま
す。詳細はNovellのマニュアルを参照してください。）
プリンタの選択が終わったら、〔続行〕をクリックし、〔OK〕をクリック
してください。

以上で、作成したNDPSプリンタを出力先に指定して印刷ができます。

以降は必要に応じて各章を参照してください。

プリンタドライバの設定方法や機能を知りたいとき
「第5章  プリンタドライバの設定」（79ページ）参照



第４章
プリンタ共有の設定

この章では、プリンタをサーバ上で共有し、他
のパソコンから印刷するために必要な設定につ
いて説明します。

Windows 95/98/MeWindows 95/98/MeWindows 95/98/MeWindows 95/98/MeWindows 95/98/Meのときのときのときのときのとき ............................................................................................... 6464646464
サーバ側の設定 ............................ 64
クライアント側の設定 ...................... 66

Windows NT4.0Windows NT4.0Windows NT4.0Windows NT4.0Windows NT4.0のときのときのときのときのとき .............................................................................................................. 6767676767
サーバ側の設定 ............................ 67
クライアント側の設定 ...................... 70

Windows 2000/XP/Windows Server 2003Windows 2000/XP/Windows Server 2003Windows 2000/XP/Windows Server 2003Windows 2000/XP/Windows Server 2003Windows 2000/XP/Windows Server 2003のときのときのときのときのとき ......................... 7171717171
サーバ側の設定 ............................ 71
クライアント側の設定 ...................... 74
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Windows 95/98/MeWindows 95/98/MeWindows 95/98/MeWindows 95/98/MeWindows 95/98/Meのときのときのときのときのとき
ここでは、OSがWindows 95/98/Meのパソコンをサーバとして運用する
場合と、クライアントとして運用する場合に必要となる設定について説
明します。

サーバ側の設定

サーバとして運用する場合に必要な設定について説明します。

準　備

ネットワークの設定で、プリンタの共有ができるように設定します。

1 〔ネットワーク〕プロパティを開く
〔スタート〕から〔設定〕〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔ネッ
トワーク〕をダブルクリックします。

2 〔ファイルとプリンタの共有〕をクリックする

3 「プリンタを共有できるようにする」を選択し、〔OK〕をク
リックする
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4 〔ネットワーク〕プロパティの〔OK〕をクリックして閉じ、OS
を再起動する

設　定

共有プリンタの設定手順は次のとおりです。

1 〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択し、共有す
るプリンタをクリックする。

2 〔ファイル〕メニューから〔共有〕を選択する

3 「共有する」を選択し、共有名を入力する
必要ならコメント、パスワードを入力してください。

共有名 共有プリンタの名前を入力します。他のユーザがネッ
トワークで情報を見るときに、ここに指定した名前が
表示されます。

コメント プリンタの種類や設置場所などの共有プリンタに関す
るコメントを入力できます。

パスワード 他のユーザがこの共有プリンタに接続するときに使う
パスワードを指定します。
パスワードを使わないときは、空白のままにします。

入力が終わったら、〔OK〕をクリックしてください。
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クライアント側の設定

Windows 95/98/Meをクライアントとして使用し、共有プリンタに印刷
するときの設定について説明します。

Windows 95/98/MeのクライアントからWindows 95/98/Me/NT4.0/2000/
XP/Windows Server 2003のサーバ共有プリンタを使用する場合、ネッ
トワークインストールによってプリンタドライバのインストールをサー
バから簡単に行うことができます。

代替インストールは、「サーバ側の設定」（Windows NT4.0は67
ページ、Windows 2000/XP/Windows Server 2003は 71ページ）
参照

準　備

設定の前に、サーバおよびクライアントが以下の条件を満たしているこ
とを確認してください。

サーバ Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP/Windows Server
2003 が動作するパソコンです。あらかじめ共有プリ
ンタの設定を行っておいてください。

クライアント Windows 95/98/Meが動作するパソコンです。

設　定

1 エクスプローラを起動する
〔スタート〕から〔プログラム〕〔エクスプローラ〕(Windows Meは〔ス
タート〕から〔プログラム〕〔アクセサリ〕〔エクスプローラ〕)の順に選
択します。

2 サーバで利用可能な共有プリンタを表示する
〔ネットワーク　コンピュータ〕（Windows Me は〔マイネットワーク〕）
をダブルクリックし、ネットワーク上のコンピュータを表示します。一
覧から共有プリンタのサーバをダブルクリックすると、利用可能な共有
プリンタが表示されます。

3 設定を行う共有プリンタをダブルクリックし、画面の指示に
したがってインストールする

ファイルがコピーされ、〔プリンタ〕フォルダに新しくプリンタが追加
されたらプリンタドライバのインストールは完了です。
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Windows NT4.0Windows NT4.0Windows NT4.0Windows NT4.0Windows NT4.0のときのときのときのときのとき
ここでは、OSがWindows NT4.0のパソコンをサーバとして運用する場合
と、クライアントとして運用する場合に必要となる設定について説明し
ます。

サーバ側の設定

サーバとして運用する場合に必要な設定について説明します。

設　定

共有プリンタの設定手順は次のとおりです。

1 Windows NT4.0を起動し、管理者権限でログオンする

2 〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択し、共有す
るプリンタをクリックする

3 〔ファイル〕メニューから〔共有〕を選択する

4 「共有する」を選択し、共有名を入力する



68

ソフトウェア編
第４章    プリンタ共有の設定

共有名 共有プリンタの名前を入力します。他のユーザが
ネットワークで情報を見るときに、ここに指定した
名前が表示されます。
ただし、全角7文字以上、半角13文字以上の名前を
設定すると、Windows 95/98/Meのパソコン（クライ
アント）からプリンタのネットワークパスを参照で
きなくなりますのでご注意ください。

クライアントのOSがWindows 95/98/Meの場合は、引き続き手順5以降
の操作で代替ドライバのインストールを行ってください。

代替ドライバをインストールしないときは、〔OK〕をクリック
して設定を終了します。

5 「代替ドライバ」リスト
からクライアントの O S
を選択し、〔OK〕をクリッ
クする

Windows 98/Me の代替ドライバをインストールするときも、
「Windows 95」を選択してください。なお、代替ドライバがす
でにインストールされている場合は、「（インストール済）」と
表示されます。

6 添付のCD-ROMをパソコンのCD-ROMドライブにセットする

CD-ROMをセットした後に「Printia LASERプリンタユーティ
リティ」の画面が自動的に起動したときは、〔終了〕を選択し
て画面を閉じてください。
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7 「コピー元」に「D :
¥FJXLC10¥WIN95」と入力
する、または〔参照〕を
クリックして「 D :
¥FJXLC10¥WIN95」を選択
する（CD-ROMドライブが
D:のとき）

入力が終わったら〔OK〕をクリッ
クします。

ファイルのコピーが開始されます。コピーが終了したら、代替ドライバ
のインストールは終了です。
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クライアント側の設定

Windows NT4.0をクライアントとして使用し、共有プリンタに印刷する
ときの設定について説明します。

Windows NT4.0 のクライアントからWindows NT4.0/2000/XP/Windows
Server 2003のサーバ共有プリンタを使用する場合、ネットワークイン
ストールによってプリンタドライバのインストールをサーバから簡単に
行えます。

サーバがWindows 95/98/Meの場合は、クライアント側のプリ
ンタドライバのインストールはCD-ROMから行う必要がありま
す。

準　備

クライアント側の設定には、本プリンタに添付のCD-ROM が必要です。
（サーバがWindows 95/98/Meのとき）

また、設定の前に、サーバおよびクライアントが以下の条件を満たして
いることを確認してください。

サーバ Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP/Windows Server
2003 が動作するパソコンです。あらかじめ共有プリ
ンタの設定を行っておいてください。

クライアント Windows NT4.0が動作するパソコンです。

設　定

1 〔スタート〕から〔プログラム〕〔Windows NTエクスプロー
ラ〕の順に選択する

2 〔ネットワークコンピュータ〕をクリックし、一覧から共有
プリンタのサーバをダブルクリックする

利用可能な共有プリンタが表示されます。

3 設定を行う共有プリンタをダブルクリックし、画面の指示に
したがってインストールする

ファイルがコピーされ、〔プリンタ〕フォルダに新しくプリンタが追加
されたらプリンタドライバのインストールは完了です。
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Windows 2000/XP/Windows Server 2003Windows 2000/XP/Windows Server 2003Windows 2000/XP/Windows Server 2003Windows 2000/XP/Windows Server 2003Windows 2000/XP/Windows Server 2003のときのときのときのときのとき
ここでは、OSが Windows 2000/XP/Windows Server 2003のパソコンを
サーバとして運用する場合と、クライアントとして運用する場合に必要
となる設定について説明します。

サーバ側の設定
サーバとして運用する場合に必要な設定について説明します。

1 Windows 2000/XP/Windows Server 2003を起動し、管理者権
限でログオンする

2 Windows 2000の場合：
〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択し、共有するプ
リンタをクリックします。

Windows XP/Windows Server 2003の場合：
〔スタート〕から〔プリンタとFAX〕を選択し、共有するプリンタ
をクリックします。

3 〔ファイル〕メニューから〔共有〕を選択する

4 「共有する」（Windows XP/Windows Server 2003の場合は「こ
のプリンタを共有する」）を選択し、共有名を入力する

共有名 共有プリンタの名前を入力します。他のユーザがネッ
トワークで情報を見るときに、ここで指定した名前が
表示されます。
ただし、全角7文字以上、半角13文字以上の名前を設
定すると、Windows 95/98/Meのパソコン（クライアン
ト）からプリンタのネットワークパスを参照できなく
なりますのでご注意ください。
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クライアントのOSがWindows 95/98/Me/NT4.0の場合は、引き続き手順
5以降の操作で追加ドライバのインストールを行ってください。
（画面はWindows 95/98/Meの追加ドライバをインストールする場合）

・追加ドライバをインストールしないときは、〔OK〕をク
リックして設定を終了します。
・共有するプリンタドライバの名称と、追加ドライバのリ
ストに表示されているプリンタドライバの名称が異なる
場合、追加ドライバをインストールすることはできませ
ん。

5 〔追加ドライバ〕をク
リックする

6 「追加ドライバ」リスト
からクライアントの O S
をチェックし、〔OK〕をク
リックする

（画面はクライアントがWindows
95/98/Me用のとき）

添付のCD-ROM をパソコンのCD-ROM ドライブにセットして、
〔OK〕をクリックしてください。

CD-ROMをセットした後に「Printia LASER プリンタユーティ
リティ」の画面が自動的に起動した場合は、〔終了〕を選択し
て画面を閉じてください。
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7 「コピー元」にクライア
ントの OS 用のプリンタ
ドライバのフォルダ名を
直接入力する、または
〔参照〕をクリックして
プリンタドライバのフォ
ルダ名を選択し、〔開く〕
をクリックする

入力が終わったら〔OK〕をクリッ
クします。

プリンタドライバのフォルダ名は、次のように指定します。
（CD-ROMドライブがD:の場合）

クライアントのOS フォルダ名
Windows 95/98/Me D:¥FJXLC10¥WIN95
Windows NT4.0 D:¥FJXLC10¥WINNT40

ファイルのコピーが開始されます。コピーが終了したら、追加ドライバ
のインストールは終了です。

・ Windows 2000の場合
〔デジタル署名が見つかりませんでした〕ダイアログが表示されたとき
は、〔はい〕を選択してください。

・ Windows XP/Windows Server 2003の場合
〔ハードウェアのインストール〕ダイアログが表示されたときは、〔続
行〕を選択してください。
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クライアント側の設定

Windows 2000/XP/Windows Server 2003をクライアントとして使用し、
共有プリンタに印刷するときの設定について説明します。

ネットワークインストール

Windows 2000/XP/Windows Server 2003のクライアントからWindows
2000/XP/Windows Server 2003サーバ共有プリンタを使用する場合、ネッ
トワークインストールによってプリンタドライバのインストールをサー
バから簡単に行うことができます。

サーバがWindows 2000/XP/Windows Server 2003以外の
場合は、ネットワークインストールでは正しくインストー
ルできません。「ドライバインストーラによる方法」（76
ページ）でインストールしてください。

準　備
設定の前に、サーバおよびクライアントが以下の条件を満たしているこ
とを確認してください。

サーバ Windows 2000/XP/Windows Server 2003が動作す
るパソコンです。
あらかじめ共有プリンタの設定を行っておいてく
ださい。

クライアント Windows 2000/XP/Windows Server 2003が動作す
るパソコンです。



75

ソフトウェア編
第４章    プリンタ共有の設定

設　定

1 Windows 2000の場合：
〔スタート〕から〔プログラム〕〔アクセサリ〕〔エクスプローラ〕
の順に選択します。

Windows XP/Windows Server 2003の場合：
〔スタート〕から〔すべてのプログラム〕〔アクセサリ〕〔エクスプ
ローラ〕の順に選択します。

2 〔マイネットワーク〕の〔ネットワーク全体〕を表示し、〔コ
ンピュータの検索〕（Windows XP/Windows Server 2003の場
合は〔検索〕）をクリックし、「コンピュータ名」に共有プリ
ンタのサーバ名を入力して検索する

検索結果から共有プリンタのサーバをダブルクリックすると、利用可能
な共有プリンタが表示されます。

3 設定を行う共有プリンタをダブルクリックし、画面の指示に
したがってインストールする

ファイルがコピーされ、〔プリンタ〕フォルダに新しくプリンタが追加
されたらプリンタドライバのインストールは完了です。
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ドライバインストーラによる方法

Windows 2000/XP/Windows Server 2003のクライアントからサーバが
Windows 2000/XP/Windows Server 2003以外の共有プリンタを使用する
場合は、CD-ROM からプリンタドライバのインストールを行ってくださ
い。このとき、インストール内容は「共有プリンタをインストールする」
を選択します。
この際、管理者権限でログオンしてください。

準　備
設定の前に、サーバおよびクライアントが以下の条件を満たしているこ
とを確認してください。

サーバ Windows 95/98/Me/NT4.0が動作するパソコンです。
あらかじめ共有プリンタの設定を行っておいてくだ
さい。

クライアント Windows 2000/XP/Windows Server 2003が動作する
パソコンです。

設　定

1 添付のCD-ROM「Printia
LASERプリンタユーティ
リティ」を、パソコンの
CD-ROMドライブにセット
し、左記のダイアログが
表示されたら〔プリンタ
ドライバ〕をクリックす
る

上のダイアログが自動的に表示されない場合は、エクスプ
ローラで C D - R O M の内容を表示し、一番上の階層にある
「xlsetup.exe」をダブルクリックしてください。
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2 「共有プリンタをインス
トールする」を選択し、
〔次へ〕をクリックする

3 プリンタを選択し、〔次
へ〕をクリックする

4 サーバの共有プリンタを
選択し、〔次へ〕をクリッ
クする
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5 通常使用するプリンタと
するかどうか選択して
〔次へ〕をクリックする

すでにインストールされている
プリンタがない場合は、「いい
え」を選択しても通常使用する
プリンタに設定されます。

6 設定内容に問題がなけれ
ば、〔次へ〕をクリックす
る

設定内容を変更する場合は、〔戻
る〕をクリックします。

7 〔完了〕をクリックする



第5章
プリンタドライバの設定

この章では、プリンタドライバ（Printia XL ドライバ）
の設定項目および設定方法について説明します。

印刷手順印刷手順印刷手順印刷手順印刷手順 ..................................................................................................................................................................... 8080808080
プリンタの状態を見るプリンタの状態を見るプリンタの状態を見るプリンタの状態を見るプリンタの状態を見る（（（（（ポポポポポッッッッップププププアアアアアッッッッップププププ）））））.............................. 8282828282
印刷を中止する印刷を中止する印刷を中止する印刷を中止する印刷を中止する ....................................................................................................................................... 8383838383

パソコンの画面から中止する（双方向通信機能が有効のとき）... 83
オペレータパネルから中止する .............. 84

プロパティの開きかたプロパティの開きかたプロパティの開きかたプロパティの開きかたプロパティの開きかた ......................................................................................................... 8686868686
アプリケーションソフトから開く ............ 86
〔プリンタ〕フォルダから開く ............... 86

プリンタドライバで設定できる内容プリンタドライバで設定できる内容プリンタドライバで設定できる内容プリンタドライバで設定できる内容プリンタドライバで設定できる内容 ............................................. 8888888888
〔基本設定〕ダイアログ ..................... 89
〔便利な機能〕ダイアログ ................... 99
〔グラフィックス〕ダイアログ .............. 109
〔印刷オプション〕ダイアログ .............. 111
〔装置オプション］ダイアログ .............. 114
〔Printianavi〕ダイアログ ................. 122

プリンタの接続方法を変更するときプリンタの接続方法を変更するときプリンタの接続方法を変更するときプリンタの接続方法を変更するときプリンタの接続方法を変更するとき（（（（（印印印印印刷刷刷刷刷先先先先先ポポポポポーーーーートトトトトののののの追追追追追加加加加加ととととと変変変変変更更更更更）））））............... 132132132132132
Windows 95/98/Meのとき................... 132
Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003のとき ....134

プリンタドライバの更新プリンタドライバの更新プリンタドライバの更新プリンタドライバの更新プリンタドライバの更新 .......................................................................................... 136136136136136
プリンタドライバの削除プリンタドライバの削除プリンタドライバの削除プリンタドライバの削除プリンタドライバの削除 .......................................................................................... 138138138138138
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印刷手順印刷手順印刷手順印刷手順印刷手順
アプリケーションで作成したデータを実際に印刷するときの操作につい
て説明します。印刷手順はアプリケーションによって異なります。

ここでは、ワードパッドを例に説明します。

1 ワードパッドでデータを
作成する

2 〔ファイル〕メニューか
ら〔印刷〕を選択する

3 プリンタが正しく選択さ
れていることを確認し、
〔プロパティ〕をクリッ
クする

4 各項目を設定し、〔OK〕を
クリックする

各設定項目の詳細については、プリンタドライバの「ヘルプ」ま
たは「プリンタドライバで設定できる内容」（88ページ）参照

用紙をセットする方法については、
『プリンタ編』「第5章　日常のメンテナンス」（47ページ）参照
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5 〔OK〕をクリックする
印刷が開始されます。

うまく印刷できないときは、「ソフトウェアに関するトラブル
シューティング」（166ページ）参照
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プリンタのプリンタのプリンタのプリンタのプリンタの状態を見る状態を見る状態を見る状態を見る状態を見る（（（（（ポポポポポッッッッップププププアアアアアッッッッップププププ）））））
Printianaviを使うと、プリンタの状態をパソコン上で見ることできま
す。

Printianaviは、印刷が実行されるとプリンタのモニタを開始します。
プリンタでエラーが発生すると、エラーの内容と対処方法を、パソコン
の画面にポップアップ表示します。

Printianaviによるエラー情報をポップアップ表示にするための設
定、および詳細については、プリンタドライバの「ヘルプ」、また
は「〔Printianavi〕ダイアログ」（122ページ）参照
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印刷を印刷を印刷を印刷を印刷を中止する中止する中止する中止する中止する
印刷開始後（データランプ点滅または点灯）、印刷を中止する2つの方法
を説明します。

 パソコンの画面から中止する（双方向通信機能が
有効のとき）
パソコンから印刷を中止するときの操作は、〔Printianavi〕ダイアログ
の表示方法の設定によって異なります。

●ポップアップ表示のとき
〔印刷中止〕をクリックする

 クリック�

●エラー時ポップアップ表示または最小化のとき
タスクトレイのアイコンをダブルクリックし、〔印刷中止〕をクリックする

ダブルクリック�

タスクトレイのアイコンを右クリックし、「印刷中止」を選択
して、印刷を中止することもできます。
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オペレータパネルから中止する

オペレータパネルでプリンタをオフライン状態に切り替えて、リセッ
トの操作をします。
プリンタをリセットすると、プリンタ内の未印刷データを消去し、パ
ソコンから残りデータを受信しながら、印刷ジョブを削除します。
Printia XLドライバから印刷しているときは、印刷ジョブの終了を検
出するとリセット（初期化）を終了します。

プリンタ内に未印刷データがあるときは、「データ」ランプが
点灯しています。このときプリンタをリセットすると、未印
刷データは消去されます。
リセット後、動作モード表示にEP、EG、PC、VFのいずれかが
表示されていないとき、再度プリンタをリセットしてくださ
い。

ハイシュツ  ショリチュウ　　　　　　�

↓「オンライン」スイッチ�

↓�

印刷中� 1 印刷中に「オンライン」
スイッチを押す

印刷中の用紙を排出し、オフラ
イン状態になります。

オフライン　　　　　　�

ショキカ  シマスカ？　　　　　　�

↓「リセット」スイッチ� 2 「リセット」スイッチを
押す

初期化しないときは、「オンライン」スイッチを押すと、リ
セットせずにオフライン状態に戻ります。

ショキカチュウ　　　　　　�

↓「リセット」スイッチ�3 再度、「リセット」スイッ
チを押す

プリンタを初期化します。

受信データがあると、データランプが点滅します。初期化が終了する
と、オンライン状態に戻ります。
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プリンタの接続方法や使用しているパソコンによっては、
印刷ジョブが完全には削除できず、オンライン状態に戻っ
た後、文字化けなどのトラブルが発生することがあります。
Printianaviを使用しているときは、パソコン上のPrintianavi
メッセージ上から「印刷中止」または「印刷打ち切り」を行う
ことをお勧めします。

オペレータパネルの詳細は『プリンタ編』「第6章　
オペレータパネルの操作」（219 ページ）参照



86

ソフトウェア編
第５章    プリンタドライバの設定

プロパティの開きかたプロパティの開きかたプロパティの開きかたプロパティの開きかたプロパティの開きかた
印刷に関する設定は、プリンタドライバのプロパティを開いて変更しま
す。
プロパティの開きかたには、次の2種類があります。

アプリケーションソフトから開く

通常の印刷時はこの方法を使います。
操作方法はアプリケーションによって異なりますが、標準的な開きかた
は、次のとおりです。

1 〔ファイル〕メニューから〔印刷〕を選択する

2 〔印刷〕ダイアログを表示させ、〔プロパティ〕をクリックす
る

〔プリンタ〕フォルダから開く

〔プリンタ〕フォルダから開いて設定を行うと、その設定値はアプリ
ケーションからプリンタのプロパティを開いたときの初期設定となりま
す。

●Windows 95/98/Me/NT4.0/2000の場合

1 〔スタート〕-〔設定〕-〔プリンタ〕の順に選択する

2 使用するプリンタのアイコンを選択し、〔ファイル〕－〔プ
ロパティ〕の順に選択する

3 プリンタのプロパティを表示する
・Windows 95/98/Meのとき
〔プロパティ〕をクリックする
・Windows NT4.0のとき
〔ドキュメントの既定値〕をクリックする
・Windows 2000のとき
〔印刷設定〕をクリックする
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● Windows XP/Windows Server 2003の場合

1 〔スタート〕-〔プリンタとFAX〕を選択する

2 〔プリンタとFAX〕フォルダから、使用するプリンタアイコン
を選択し、〔ファイル〕－〔プロパティ〕の順に選択し、〔印
刷設定〕をクリックする

OSが Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003で〔装置
オプション〕〔Printianavi〕ダイアログを開くときは、次の
操作をします。
・Windows NT4.0/2000のとき
1〔スタート〕－〔設定〕－〔プリンタ〕の順に選択する
2 使用するプリンタのアイコンを右クリックし、〔プロパ
ティ〕をクリックする

・Windows XP/Windows Server 2003のとき
1〔スタート〕－〔プリンタとFAX〕を選択する
2 使用するプリンタのアイコンを右クリックし、〔プロパ
ティ〕をクリックする
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プリンタドライバで設定できる内容プリンタドライバで設定できる内容プリンタドライバで設定できる内容プリンタドライバで設定できる内容プリンタドライバで設定できる内容
プリンタドライバで設定できる内容の概要と、詳しく説明している参照
先を以下に示します。

●基本設定
用紙サイズや種類、印刷の向き等の用紙に関する設定や、給紙、部単位
印刷に関する設定を行います。

「〔基本設定〕ダイアログ」（89ページ）参照

「任意のサイズを設定する」（93ページ）参照

「拡大／縮小印刷」（95ページ）参照

「複数部数／部単位印刷」（97ページ）参照

●便利な機能設定
N-upや両面印刷に関する設定を行います。

「〔便利な機能〕ダイアログ」（99ページ）参照

「N-up印刷」（101ページ）参照

「両面印刷」（102ページ）参照

●グラフィックス設定
解像度やディザパターン、トナーセーブに関する設定を行います。

「〔グラフィックス〕ダイアログ」（109ページ）参照

●印刷オプション設定
スプールに関する設定、プロテクトモード印刷など、印刷に関する設定
を行います。

「〔印刷オプション〕ダイアログ」（111ページ）参照

●装置オプション設定
オプションの取り付け状態に関する設定を行います。

「〔装置オプション〕ダイアログ」（114ページ）参照

●Printianaviに関する設定
Printianaviに関するダイアログの表示方法の設定を行います。

「〔Printianavi〕ダイアログ」（122ページ）参照
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〔基本設定〕ダイアログ

印刷についての基本的な設定を行います。

①�
②�

③�

④�
⑤�
⑥�
⑦�

⑨�

⑩�

⑬�
⑧�

⑪�
⑫�

① 用紙サイズ アプリケーションで設定した用紙サイズを選択します。
（初期設定：A4） をクリックし、表示されるリストから選択します。

・ユーザ定義サイズ
定型用紙以外のサイズに印刷するときは、〔ユーザ
定義サイズ〕を選びます。

ユーザ定義サイズの設定方法については、「任
意のサイズを設定する」（93ページ）参照

② 拡大縮小 アプリケーションで作成したデータを、出力する用紙
(初期設定：等倍) サイズに拡大／縮小して印刷する場合に設定します。

拡大／縮小印刷については、「拡大／縮小印刷」
（95ページ）参照

③ 用紙方向 印刷する用紙の方向を縦／横で選択します。
(初期設定：縦)

④ 用紙種類 印刷する用紙の種類を選択します。
(初期設定：普通紙) ・〔用紙サイズ〕ではがきを選択した場合、本設定

は「厚紙」固定になります。
・本設定で厚紙、OHPフィルムを選択した場合、以
下の設定が固定となります。
-〔給紙方法〕は「手差し」固定となります。
-〔排紙方法〕は「フェイスダウントレイ」固定
となります。
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⑤ 給紙方法 印刷するときの給紙口を選択します。「自動給紙」
(初期設定：自動給紙) を選択すると、〔用紙サイズ〕で指定したサイズの

用紙がセットされている給紙口を自動的に選んで印
刷します。
次の場合、本設定は手差し固定となります。
・〔用紙サイズ〕で「はがき」、「ユーザ定義サイズ」を
選択した場合
・〔用紙種類〕で「厚紙」、「OHPフィルム」を選択した
場合

⑥ 排紙方法 用紙を排出するトレイを選択します。
（初期設定： をクリックし、表示されるリストから選択します。
フェイスダウン 「ユーザ定義トレイ」では、拡張スタッカに排出する
トレイ） トレイを選択して指定します。

以下の場合、拡張トレイに排出できません。
・〔用紙サイズ〕で「はがき」、「ユーザ定義サイズ」を
選択した場合
・〔用紙種類〕で「厚紙」、「OHP」を選択した場合

「拡張スタッカを使った印刷」（116ページ）参照
⑦ 部数(初期設定：1) 印刷する部数を1～999で設定します。
⑧ 部単位に印刷する 2部以上印刷する場合に、1部ごとにまとめて印刷
(初期設定： ) したいときに にします。

複数部数・部単位印刷については、
「複数部数／部単位印刷」（97ページ）参照

⑨〔詳細〕ボタン プリンタドライバの設定に関する情報や警告がある
場合、ボタンの横にメッセージが表示されます。
ボタンをクリックすると、メッセージの詳細が表示
されます。

⑩〔プリンタ状態表示〕 Printianaviを使用してプリンタの状態を確認するこ
ボタン とができます。プロパティの双方向通信機能が無効の

場合はグレイアウトされます。
表示内容については、
「プリンタの状態表示」（91ページ）参照

⑪〔ヘルプ〕ボタン オンラインヘルプを表示します。
⑫〔バージョン〕ボタン プリンタドライバのバージョンを表示します。
⑬〔標準に戻す〕 〔基本設定〕ダイアログで設定した内容をすべて初
ボタン 期設定に戻します。
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プリンタの状態表示

〔基本設定〕ダイアログで〔プリンタ状態表示〕をクリックすると、プ
リンタの状態を確認することができます。

●画面の説明
〔簡易表示〕、〔詳細表示〕をクリックすると画面が切り替わります。

・〔簡易表示〕と〔詳細表示〕の切り替え

 

①�

②�

③�

③�

④�

④�

⑤�

⑥�

① 装置構成情報リスト プリンタモデル名、ファームウェアのバージョ
ン、プリンタメモリ、オプションを表示します。

② ステータスアイコン 現在のプリンタの状態をアイコンで表示します。
（詳細） アイコンの表示内容については、

「●詳細表示アイコンの種類と意味」
（92ページ）参照

③ プリンタ名 プリンタ名を表示します。
④ プリンタ状態 現在のプリンタの状態をメッセージで通知し
メッセージ ます。

⑤ 給紙口情報リスト 給紙口の情報、印刷枚数を表示します。
⑥ ステータスアイコン 現在のプリンタの状態をアイコンで表示します。
（簡易） アイコン表示内容については、

「●簡易表示アイコンの種類と意味」
（93ページ）参照
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●詳細表示アイコンの種類と意味
【ステータスアイコン】

情報あり  (青)通信中 オンライン 印刷中

（黄色） （暗い赤色）

警告 トナー少 カートリッジエラー 紙詰まり

(暗い赤色) (暗い赤色)

ハードエラー カセットエラー 用紙なし 通信エラー

カバーオープン
その他のエラー

【給紙情報】

（黒） （黄色） （暗い赤色） （暗い赤色）

用紙残量4/4～1/4 用紙残量1/4以下 用紙なし カセットエラー

（グレー）

情報未取得
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●簡易表示アイコンの種類と意味

【ステータスアイコン】

情報あり  通信中(青) オンライン 印刷中

警告 トナー少 カートリッジエラー 紙詰まり

ハードエラー  カセットエラー 用紙なし 通信エラー
(暗い赤色)

カバーオープン
その他のエラー

任意のサイズを設定する

定形用紙でない（〔用紙サイズ〕にない）用紙サイズを、〔ユーザ定義サ
イズ〕として設定することができます。

設定できる範囲は次のとおりです。（0.1mm単位）

幅　：1000～ 2970（100～ 297mm）
長さ：1480～ 4200（148～ 420mm）

・ユーザ定義サイズに印刷する場合、給紙トレイに用紙を
セットしてください。
・プリンタドライバおよびオペレータパネルで設定した用紙
のサイズと、実際に使用する用紙のサイズは、必ず一致さ
せてください。異なるサイズの用紙に印刷した場合、プリ
ンタが故障する恐れがあります。
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設定する操作は次のとおりです。

1 〔基本設定〕ダイアログ
の〔用紙サイズ〕リスト
から、〔ユーザ定義サイ
ズ〕を選択する

2 用紙の幅と長さを入力
し、〔OK〕をクリックする

定形用紙と同一のサイズを設定した場合は、自動的に定形
サイズに切り替わります。
　例：幅 2970(297mm)、長さ 4200(420mm)→用紙サイズ A3
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拡大／縮小印刷

アプリケーションで作成したデータ（文書）を拡大または縮小して印刷します。
画面は、Windows 98の場合です。

①�

②�

① 用紙サイズ 拡大／縮小する前の用紙サイズを指定します。アプリ
ケーション側の書式設定などで用紙サイズが指定され
ているときは、通常、アプリケーション側の設定値が
優先されます。

② 拡大縮小 拡大／縮小した後に、実際に印刷される用紙サイズ
を指定します。
・等倍
拡大／縮小印刷は行いません。
・○○に拡大縮小
用紙サイズと出力用紙の大きさから、拡大／縮小
率を自動的に設定し、出力する用紙サイズを○○
に固定します。拡大縮小の設定を行うと、〔基本設
定〕ダイアログの左上に用紙サイズと出力用紙サ
イズの関係が表示されます。例えば、「B4→ A4」
と表示されているときは、B4の用紙に収まるよう
に作成した文書を、A4の用紙に収まるように縮小
印刷することを示します。

プリンタの給紙口に出力用紙として指定したサイズの用
紙が入っていることを確認してから印刷してください。

実際に出力する用紙サイズを変更せずに、印刷イメージだけ
を50％～150％の範囲で拡大／縮小することもできます。

「イメージサイズの調整」（99ページ）参照
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● 拡大／縮小印刷の設定例
－データを決まった用紙サイズに印刷する－
例1：拡大印刷の時 －A4サイズのデータをB4サイズに拡大して印刷－

B4

125％拡大�

A4

データ� 出力用紙�

このようなときは、次の設定をします。

用紙サイズ .... Windows 95/98/Meの場合
 「A4（210× 297mm）」を選択します。
Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合
「A4」を選択します。

拡大縮小 ......「B4に拡大縮小」を選択します。

例2：縮小印刷の時 －B4サイズのデータをA4サイズに縮小して印刷－

B4

80％縮小�

A4

データ� 出力用紙�

このようなときは、次の設定をします。

用紙サイズ .... Windows 95/98/Meの場合
 「B4（257× 364mm）」を選択します。
Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合
 「B4（JIS）」を選択します。

拡大縮小 ......「A4に拡大縮小」を選択します。
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複数部数／部単位印刷

1回の印刷で同じ文書を２部以上印刷したいときは複数部数印刷を、さ
らにそれらを部単位に出力させるときは部単位印刷を行います。

部単位印刷を行うときは、〔装置オプション〕ダイアログの「部単位印
刷機能」で「使用する」を選択し、〔基本設定〕ダイアログで「部数」と
「部単位に印刷する」を指定します。

部単位印刷に関する詳細
「●部単位印刷時の注意事項」（98ページ）参照

●〔装置オプション〕ダイアログ

Windows 95/98/Meのとき� Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003のとき�

①�

① 部単位印刷機能 部単位印刷を行う場合は、「使用する」に設定し
ます。

●〔基本設定〕ダイアログ

①�
②�

① 部数 印刷する部数を、1～999部の範囲で指定し
ます。

② 部単位に印刷する 部単位で印刷する場合にチェックを付けます。
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部単位印刷時の注意事項
部単位印刷をサポートしているアプリケーションからの印刷
使用するアプリケーションによっては、アプリケーション自身が部単位の
印刷を行うため、ドライバの部単位印刷が働かず、期待どおりの印刷結果
が得られないことがあります。このような場合には、アプリケーションの
印刷設定で部単位印刷が無効になっていることを確認してから、プリンタ
のプロパティで、ドライバの部単位印刷を有効にしてください。部数指定
はアプリケーションの印刷設定画面で再確認してください。

メモリ不足時の動作
XL-6700では、プリンタRAMモジュールの増設によってプリンタ側で部
単位印刷用のメモリを確保します。
また、増設するメモリ量が多いほど部単位印刷用のメモリも多く確保で
きるようになります。
部単位印刷用のメモリがプリンタに十分確保できない状態で部単位印刷
を行うと、お使いの環境によっては、部単位印刷が行えなかったり、印
刷に時間がかかったりする場合がありますのでご注意ください。

1) OSが Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003で、Printianavi
が有効（※）のとき
部単位印刷は行えますが、パソコン側で印刷データを指定部数分送信す
るため、印刷に時間がかかることがあります。
※ プリンタのプロパティで〔詳細設定〕ダイアログ（Windows NT4.0の
ときは〔スケジュール〕ダイアログ）の「印刷ドキュメントをスプー
ルし、プログラムの印刷処理を高速に行う」が選択されていることが
必要です。

2) Printianaviが有効のWindows 95/98/Meのクライアントから、Printianavi
が有効（※）のWindows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003のサーバ経
由で印刷を行うとき
1)と同様に部単位印刷は行えますが、パソコン側で印刷データを指定部
数分送信するため、印刷に時間がかかることがあります。

3) 1)、2)以外のとき
プリンタの液晶画面に次のメッセージが表示され、印刷を一時中断しま
す。（Printianaviが有効の場合は、パソコンの画面にも同様のメッセー
ジを表示します）
プリンタRAMモジュール ......「メモリ  フソク  ブタンイ  インサツ」
の増設なしの場合 と表示されます。

部単位印刷を行う文書の ......「メモリ  オーバー  ブタンイ  インサツ」
印刷データ量が部単位印刷用 と表示されます。
のメモリより多い場合

どちらの場合も、プリンタのオペレータパネルにあるいずれかのスイッ
チを押すと1部のみ印刷します。
また、プリンタのセットアップモードの環境設定で、「メモリ不足解除」
を「スル」に設定している場合は、３秒経過すると自動的に1部のみ印
刷します。



ソフトウェア編
第５章    プリンタドライバの設定

99

〔便利な機能〕ダイアログ

印刷するページのN-upおよび片面／両面印刷に関する設定を行います。

①�

②�

③�

⑧� ④�

⑤�
⑥�
⑦�

① N-up 1枚の用紙に割り付けるページ数を選択します。
（初期設定：1up） 1、2、4、8、16upの 5種類の設定ができます。

・〔詳細設定〕ボタン
割り付けたページ数に対してページ配置の設
定を行います。
※「用紙サイズ」で「ユーザ定義サイズ」を選択
した場合、本設定は「1up」固定となります。

N-up印刷については、
「N-up印刷」（101ページ）参照

② 印刷面 両面印刷やとじしろ位置を設定します。
（初期設定：片面） ・〔詳細設定〕ボタン

選択した印刷に対し、とじしろ量や白紙印刷
等の設定を行います。
「用紙サイズ」で「ユーザ定義サイズ」「はが
き」を選択した場合、本設定は「片面」固定
となります。
〔基本設定〕ダイアログの「用紙種類」で「厚
紙」、「OHPフィルム」を選択した場合、本設定
は「片面」固定となります。
両面印刷については、
「両面印刷」（102ページ）参照

③ イメージサイズの 用紙サイズを変更せずに、イメージを拡大縮小
調整(初期設定：100) する場合の倍率を設定します。とじしろの設定

などでイメージがうまく収まらなくなったとき
の調整に使うことができます。
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④〔詳細〕ボタン 設定が変更されると、ボタン横にメッセージ
が表示されます。
ボタンをクリックすると、プリンタドライバ
で設定できる内容について、ヒントが表示さ
れます。

⑤〔プリンタ状態表示〕 Printianaviを使用してプリンタの状態を確認
ボタン することができます。プロパティの双方向通信

機能が無効の場合はグレイアウトされます。

状態を確認する画面については、「プリン
タの状態表示」（91ページ）参照

⑥〔ヘルプ〕ボタン オンラインヘルプを表示します。
⑦〔バージョン〕ボタン プリンタドライバのバージョンを表示します。
⑧〔標準に戻す〕 〔便利な機能〕ダイアログで設定した内容をす
ボタン べて初期設定に戻します。
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N-up印刷

〔便利な機能〕ダイアログの「N-up」で1枚に割り付けるページ数を設定
します。

1 〔便利な機能〕ダイアログの「N-up」で1枚に割り付けるペー
ジ数を設定する

2 「N-up」の〔詳細設定〕をクリックし、ページ配置等を設定
する

①�

②�

③�

④�

① N-up（初期設定：1up）〔便利な機能〕ダイアログのN-up で選択し
た内容が表示されます。この画面での変更
もできます。

② ページ配置 割り付けたページをどのような順序で配置
（初期設定：グレイアウト） するか選択します。〔印刷方法〕（縦・横）

と〔N-up〕によって、選択できるページ配
置が変わります。

③ ページ枠を付ける 割り付けたページの周囲に枠線を印刷する
（初期設定：チェックなし) 場合にチェックします。

④〔標準に戻す〕ボタン 〔N-upの詳細設定〕ダイアログで設定した内
容をすべて初期設定に戻します。このとき、
〔便利な機能〕ダイアログの「N-up」で設定
した値も初期設定に戻ります。

3 〔OK〕をクリックする

4 〔OK〕をクリックして〔便利な機能〕ダイアログを閉じる

5 印刷を実行する
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両面印刷

両面印刷を行うときの条件、設定手順について説明します。

●両面印刷のときの条件
・次の用紙には、両面印刷できません。

はがき、不定形用紙（「ユーザ定義サイズ」）、厚紙、OHPフィルム

・両面印刷を行うには、両面ユニット(オプション)の取り付けが必要で
す。

両面ユニットの取り付け手順については、
『プリンタ編』「両面ユニットの取り付けかた」（166ページ）
参照

●設定手順

1 〔装置オプション〕ダイアログで〔両面ユニット〕を〔あり〕
に設定する

「あり」�
を選択�

Windows 95/98/Meのとき� Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003のとき�

2 〔便利な機能〕ダイアログで「印刷面」の〔両面〕を選択す
る
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3 「とじしろ位置」の〔詳細設定〕をクリックし、とじしろ量、
白紙ページを設定する

①�

②�

③�

④�

⑥�

⑤�

① 印刷面 〔便利な機能〕ダイアログの印刷面で選択し
（初期設定：片面） た内容が表示されます。この画面での変更

も可能です。
② とじしろ位置 〔便利な機能〕ダイアログのとじしろ位置で
（初期設定：長辺左とじ）選択した内容が表示されます。この画面で

の変更も可能です。
③ とじしろ量 とじしろ量を、用紙の表と裏それぞれにつ
（初期設定：0） いて設定します。

設定できる範囲は、0～30mmです。
④ 両面時に白紙ページを 印刷するデータに含まれる白紙のページを

印刷する 印刷する場合にチェックを付けます。
(初期設定：チェックあり) チェックしていない場合は、ページ順序が

ずれることがあります。印刷面が「片面」
のときは、本機能は設定できません。

⑤〔詳細〕ボタン 設定が変更されると、ボタン横にメッセー
ジが表示されます。
ボタンをクリックすると、プリンタドライ
バで設定できる内容について、ヒントが表
示されます。

⑥〔標準に戻す〕ボタン 〔印刷面の詳細設定〕ダイアログで設定した
内容をすべて初期設定に戻します。このと
き、〔便利な機能〕ダイアログの「印刷面」
で設定した値も初期設定に戻ります。

4 〔OK〕をクリックする

5 〔OK〕をクリックして〔便利な機能〕ダイアログを閉じる

6 印刷を実行する
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片面印刷時の詳細設定

片面印刷時のとじしろ位置、とじしろ量などを設定します。

●設定手順

1 〔便利な機能〕ダイアログで〔印刷面〕の〔片面〕を選択す

る

クリック�

2 「とじしろ位置」の〔詳細設定〕をクリックし、とじしろ量、
白紙ページを設定する

①�

②�

③�

④�

⑤�
⑥�

① 印刷面 〔便利な機能〕ダイアログの印刷面で選択した
（初期設定：片面） 内容が表示されます。この画面での変更も可能

です。
② とじしろ位置 〔便利な機能〕ダイアログのとじしろ位置で選
（初期設定：長辺左とじ） 択した内容が表示されます。この画面での変更

も可能です。
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③ とじしろ量 とじしろ量の「表」について設定します。設定
（初期設定：0） できる範囲は0～30mmです。印刷面で「片面」

を選択している場合、「裏」はグレイアウトさ
れ、設定できません。

④ 片面時に白紙ページを 印刷するデータに含まれる白紙のページを印
印刷する 刷する場合、チェックを付けます。
(初期設定：チェックなし) チェックを付けていない場合は、ページ順序

がずれることがあります。〔N-up〕の〔詳細設
定〕の中で「ページ枠を付ける」をチェック
している場合、本設定は「チェックあり」固
定となります。

⑤〔詳細〕ボタン 設定が変更されると、ボタン横にメッセージ
が表示されます。
ボタンをクリックすると、プリンタドライバ
で設定できる内容について、ヒントが表示さ
れます。

⑥〔標準に戻す〕ボタン〔印刷面の詳細設定〕ダイアログで設定した内
容をすべて初期設定に戻します。
このとき、〔便利な機能〕ダイアログの「印刷面」
で設定した値も初期設定に戻ります。

3 〔OK〕をクリックする

4 〔OK〕をクリックして〔便利な機能〕ダイアログを閉じる

5 印刷を実行する
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片面／両面印刷時の用紙出力方向について

用紙に対し、縦向きに印刷するか、横向きに印刷するかの設定は、プリ
ンタドライバのプロパティで〔基本設定〕画面を表示し、「用紙方向」で
設定します。

以下に、片面／両面印刷設定時の印字、および出力方向を示します。

●片面印刷時の用紙方向ととじしろの関係および出力方向
【A4/A5/B5/レター/はがき】

用紙方向縦�

長辺左とじ� 長辺右とじ� 短辺上とじ� 短辺下とじ�

長辺上とじ� 長辺下とじ� 短辺左とじ� 短辺右とじ�

用紙方向横�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

用
紙
排
出
方
向

�

用紙排出方向�

【A3/B4/リーガル/ユーザ定義】

用紙方向縦�

長辺左とじ� 長辺右とじ� 短辺上とじ� 短辺下とじ�

長辺上とじ� 長辺下とじ� 短辺左とじ� 短辺右とじ�

用紙方向横�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

ＡＢＣＤ・・�
・・・・�

用
紙
排
出
方
向

�

用紙排出方向�
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● 両面印刷時の用紙方向ととじしろの関係および出力方向
【A3/B4/リーガル/A4/B5/レター】

用紙方向縦�

長辺左とじ� 長辺右とじ�

裏
面

�

表
面

�

裏
面

�

表
面

�

裏
面

�

表
面

�

裏
面

�

表
面

�

短辺上とじ� 短辺下とじ�

用
紙
排
出
方
向

�

用
紙
排
出
方
向

�

用
紙
排
出
方
向

�
用
紙
排
出
方
向

�

用
紙
排
出
方
向

�

用
紙
排
出
方
向

�

用
紙
排
出
方
向

�

用
紙
排
出
方
向

�
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用紙方向横�

長辺上とじ� 長辺下とじ�

短辺左とじ� 短辺右とじ�

裏面�

表面�

裏面�

表面�

裏面�

表面�

裏面�

表面�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

用紙排出方向�

とじしろ量の調整を行いたい場合は、
「両面印刷」（102ページ）参照
「片面印刷時の詳細設定」（104ページ）参照

〔印刷オプション〕ダイアログで「印刷イメージを180°回転し
て印刷する」にチェックを付けると、印刷結果はすべて180°
回転して印刷されます。
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〔グラフィックス〕ダイアログ

解像度やディザを変更して印刷結果の調整を行う場合に設定します。

①�
②�

③�

④�

⑥�

⑧�

⑨�
⑤�

⑦�

⑫�

⑩�
⑪�

① 解像度 印刷時の解像度です。解像度が高いほどき
(初期設定：300dpi) れいに印刷できます。300/600dpi のいずれ

かを設定できます。
② 写真をきれいに印刷する 解像度「600dpi」を選択したときのみ設定

(初期設定：チェックなし) できます。
③ ディザ(初期設定：普通) ディザパターンを選択します。「粗」「普

通」「細」の3段階で調整を行います。
「細」に設定すると、図形やイメージを精
細に印刷できます。

④ 明るさ（初期設定：中央） 全体の明るさを、5段階で調整します。
「パソコンのメモリを節約して印刷する」に
チェックを付けた場合、本設定は選択でき
ません。

⑤ 文字と図形を カラーの文字や図形が、グレーで表示され
白黒2値で印刷する て見えにくいときに、白以外の色をすべて
(初期設定：チェックなし) 黒で印刷します。

②の「写真をきれいに印刷する」にチェッ
クを付けた場合、本設定は選択できません。

⑥ トナーセーブする トナーを節約した印刷を行います。チェッ
(初期設定：チェックなし) クを付けると、印刷品質は落ちますがト

ナーの寿命を長くすることができます。
②の「写真をきれいに印刷する」にチェッ
クを付けた場合、本設定は選択できません。
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⑦ スムージングする 文字やギザギザを滑らかにしたい場合に
(初期設定：チェックあり) チェックします。

②の「写真をきれいに印刷する」にチェック
を付けた場合、本設定は選択できません。

⑧〔詳細〕ボタン 設定が変更されると、ボタン横にメッセー
ジが表示されます。
ボタンをクリックすると、プリンタドライ
バで設定できる内容について、ヒントが表
示されます。

⑨〔プリンタ状態表示〕 Printianaviを使用してプリンタの状態を確
ボタン 認することができます。プロパティの双方

向通信機能が無効の場合はグレイアウトさ
れます。

状態を確認する画面については、「プ
リンタの状態表示」（91ページ）参照

⑩〔ヘルプ〕ボタン オンラインヘルプを表示します。
⑪〔バージョン〕ボタン プリンタドライバのバージョンを表示しま

す。
⑫〔標準に戻す〕ボタン 〔グラフィックス〕ダイアログで設定した内

容をすべて初期設定に戻します。
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〔印刷オプション〕ダイアログ
データのスプール形式や印刷に関する設定を行います。

Windows 95/98/Meのとき� Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003のとき�
①�
②�
③�
④�
⑤�

⑤�⑤�

⑥�
⑦�

①�②�
③�

④�
⑥�

①�②�
③�

④�
⑥�

⑩�
⑪�

⑦�⑦�
⑩�
⑪�

⑫�

⑫�
⑬�

⑭�⑭�
⑭�⑭� ⑨�⑨�

⑮�

⑧�

① プロテクトモードで 解像度、用紙サイズ、印刷方法（片面／両面）の
印刷する 組み合わせで印刷保証できる必要メモリがプリ
(初期設定：チェックなし) ンタ側で確保できない場合、印刷を行わないよ

うにするときにチェックします。
本設定をチェックせずに、メモリを確保できない
データを印刷すると、印刷は開始されますが途中
でメモリ不足エラーとなる場合があります。
※ 本プリンタは、常にプロテクトモードで動
作するため、チェックありの状態でグレイ
アウトされます。

② パソコンのメモリを 印刷処理を行う場合に、パソコン上のメモリを
節約して印刷する 節約して印刷するときにチェックします。
(初期設定：チェックなし) Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003

の場合に、〔グラフィックス〕ダイアログで「解
像度」を「600dpi」、「写真をきれいに印刷する」
にチェックを付けると、本設定は「チェックあり」
固定となります。

③ EMF でスプールする 印刷データをEMF 形式※でスプールする場合に
(初期設定：チェックなし) チェックします。

※EMF形式：Enhanced Meta File の略で、プリ
ンタに依存しない中間データ形式
です。この形式は印刷データより
サイズが小さいため、印刷を実行
してから処理がアプリケーション
に戻るまでの時間を短縮できます。

「パソコンのメモリを節約して印刷する」を
チェックしている場合、本設定は「チェックあ
り」固定となります。
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④ 文字を高速に印刷する 文字データをプリンタ上のメモリに蓄えて印刷
(初期設定：チェックなし) するときにチェックします。高速に印刷するこ

とができます。
「パソコンのメモリを節約して印刷する」に
チェックを付けた場合、本設定は選択できま
せん。

⑤ 印刷イメージを 印刷イメージを180°回転させて印刷する場
180°回転して 合チェックを付けます。
印刷する 用紙の出力方向はすべて逆になります。
(初期設定：チェックなし) 印刷時の出力方向については、

「片面／両面印刷時の用紙出力方向につ
いて」（106ページ）参照

※ 本プリンタでは未対応のため、グレイアウ
トされます。

⑥ 定形横置き用紙を 通常、給紙トレイに横置きにする用紙( A 4 /
縦置きにする B5/A5/レター/はがき)を縦置きにして印刷す
(初期設定：チェックなし) る場合にチェックを付けます。また、給紙方法

で「手差し」を選択してください。
※ 給紙トレイから縦置きで印刷する場合は、
給紙トレイのサイズ設定スイッチを「パネ
ルで設定」に設定してください。なお、印刷
時、液晶ディスプレイの用紙サイズ表示は
「フテイ」になります。

⑦ 定形用紙のサイズを 給紙トレイから定形用紙を印刷する際に、
チェックする 指定したサイズと実際の用紙が違う場合にエ
(初期設定：チェックあり) ラーを通知するときはチェックを付けます。

⑧ 文字をイメージ Windows 95/98/Meのみの機能です。
として印刷する 文字データをイメージとして処理したい場合に
(初期設定：チェックなし) チェックします。文字がイメージ処理されると

グレーの階調で印刷されます。
〔グラフィックス〕ダイアログで「文字と図形
を白黒2値で印刷する」にチェックを付けた場
合、本設定は選択できません。

⑨ 太字を強調する Windows NT4.0/2000のみの機能です。
(初期設定：チェックなし) 太字の部分を、通常より強調して印刷します。
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⑩〔プリンタ状態表示〕 Printianaviを使用してプリンタの状態を確認
ボタン することができます。プロパティの双方向通信

機能が無効の場合はグレイアウトされます。
状態を確認する画面については、
「プリンタの状態表示」（91ページ）参照

⑪〔ヘルプ〕ボタン オンラインヘルプを表示します。
⑫〔バージョン〕ボタン プリンタドライバのバージョンを表示します。
⑬〔標準に戻す〕 〔印刷オプション〕ダイアログで設定した内容
ボタン をすべて初期設定に戻します。

⑭〔印刷位置の微調整〕 設定されている印刷位置を調整する場合に設定
ボタン します。本ボタンをクリックすると、次のダイ

アログが表示されます。

値をマイナスにすると、用紙に対して左／上方
向に印字が移動します。値をプラスにすると、
用紙に対して右／下方向に印字が移動します。
また、印刷位置を調整する単位を指定できま
す。
・1/10mm
調整量を1/10mm単位で設定します。
・1/300inch
調整量を1/300inch単位で設定します。

「便利な機能」の詳細設定でとじしろ量を設定
している場合、両方の設定を合わせた値が微調
整量となります。

⑮〔詳細〕ボタン 設定が変更されると、ボタン横にメッセージ
が表示されます。
ボタンをクリックすると、プリンタドライバ
で設定できる内容について、ヒントが表示さ
れます。
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〔装置オプション］ダイアログ

プリンタのオプション状態に関する設定を行います。

①�
②�
③�
④�
⑤�

⑦�⑦�⑥�
⑧�
⑨�
⑩�

⑪�⑪�

⑫�⑫�

⑫�⑫�

⑪�

Windows 95/98/Meのとき� Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003のとき�

⑬�⑬�

⑬�⑬�

① プリンタメモリ プリンタに搭載されているメモリサイズを設定
します。

② 部単位印刷機能 部単位印刷機能を使う場合に設定します。
（初期設定：使用しない） 「複数部数/ 部単位印刷」（97 ページ）参照

③ 給紙カセット数 プリンタに取り付けられている給紙カセットの
段数を設定します。

④ 両面ユニット プリンタに両面ユニットが取り付けてあるか設
定します。
「両面印刷」（102ページ）参照

⑤ 拡張スタッカ プリンタに拡張スタッカが取り付けてあるか設
定します。
「拡張スタッカを使った印刷」（116ペー
ジ）参照

⑥ 拡張スタッカの管理 拡張スタッカを使用する場合は、出力先の拡
張トレイを設定します。一覧から選択します。

「拡張スタッカを使った印刷」（116ペー
ジ）参照

⑦ プリントサーバの Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003
Printianavi設定 をプリントサーバとして運用する場合の機能で
で動作する す。プリントサーバで本設定にチェックを付け

ると、クライアントはプリントサーバで設定し
た内容でPrintianaviが動作します。
チェックを外すと、各クライアントで設定した
内容でPrintianaviが動作します。
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⑧ メッセージ連携 Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003
サービスの警告を に関する機能です。以下の場合、管理者権限を
表示する 持たないユーザはメッセージ連携サービスを登

録できません。
・クライアントのOS が Windows NT4.0のとき
・サーバのOS が Windows NT4.0 で、Windows
NT4.0/ 2000/XP/Windows Server 2003のク
ライアントからネットワークプリンタのイン
ストールを行うとき
本設定のチェックを外すと、メッセージ連携
サービスによる警告ダイアログは表示されなく
なります。

⑨〔プリンタ状態表示〕 Printianaviを使用してプリンタの状態を確認
ボタン することができます。プロパティの双方向通信

機能が無効の場合はグレイアウトされます。
「プリンタの状態表示」（91ページ）参照

⑩〔ヘルプ〕ボタン オンラインヘルプを表示します。
⑪〔バージョン〕ボタン プリンタドライバのバージョンを表示します。
⑫〔プリンタ状態を プリンタに取り付けられているオプション装置
設定値に反映する〕の状態を〔装置オプション〕ダイアログ内の設
ボタン 定に反映します。プロパティの双方向通信機能

が無効の場合はグレイアウトされます。
⑬〔詳細〕ボタン 設定が変更されると、ボタン横にメッセージ

が表示されます。
ボタンをクリックすると、プリンタドライバ
で設定できる内容について、ヒントが表示さ
れます。
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拡張スタッカを使った印刷
ここでは、拡張スタッカを使った印刷と設定方法について説明します。

・次の用紙は、拡張スタッカに出力できません。（フェイスダ
ウントレイに出力されます。）
はがき、不定形用紙（「ユーザ定義サイズ」）、厚紙、OHP フィルム

・拡張スタッカの装着が必要です。

排紙方法を選択する

1 〔基本設定ダイアログ〕
で排紙方法を選択する

リストにない排紙方法を指定し
たい場合は、「ユーザ定義トレ
イ」で１つだけ設定すること
ができます。
〔ユーザ定義トレイ〕ダイアロ
グで、拡張トレイの開始番号
と終了番号を指定し、〔OK〕を
クリックしてください。

・排紙方法を登録したい場合や、排紙方法をリストから削除
したい場合は、「拡張スタッカの排紙方法を追加・削除する」
（117ページ）の操作を行ってください。
・〔装置オプション〕ダイアログで拡張スタッカが「なし」に
なっていると、拡張スタッカの排紙方法はリストに表示さ
れません。
・〔装置オプション〕ダイアログの「拡張スタッカの管理」で
登録済みの範囲を「ユーザ定義トレイ」で設定すると、排
紙方法は「拡張スタッカの管理」で登録した名称が表示さ
れます。　
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拡張スタッカの排紙方法を追加・削除する
拡張スタッカに出力するには、出力先の拡張トレイをどこ（またはどこ
からどこまで）にするかの設定が必要です。
拡張トレイの設定は、次の手順で行います。

1 〔装置オプション〕
ダイアログで「拡張ス
タッカ」を設定する

「マルチスタッカ 10段」を選択
します。
〔拡張スタッカの管理〕が有効に
なります。
※画面の例はWindows 95/98/Me
のものです。

2 〔装置オプション〕ダイ
アログで〔拡張スタッカ
の管理〕をクリックする

〔拡張スタッカ管理〕ダイアログ
が表示されます。

3 〔拡張スタッカ管理〕ダ
イアログで拡張トレイの
開始番号と終了番号を指
定し、〔追加〕をクリック
する

リストに設定内容が追加されま
す。設定内容は、〔基本設定〕ダ
イアログの〔排紙方法〕リスト
ボックスに追加されます。設定
は20種類まで登録できます。
設定が終わったら、〔OK〕をク
リックします。
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4 〔基本設定〕ダイアログ
で「排紙方法」を選択す
る

手順3で登録した設定を選択し
てください。
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拡張スタッカのさまざまな使いかた
拡張スタッカの使い方は、大きく分けてメールボックス、大容量排紙ス
タッカ、マルチソータの３通りがあります。
これらの使い方を組み合わせることも可能ですので、用途に合わせて自
由に設定してください。

メールボックスとして使う
トレイ1：部長専用�
トレイ2：課長専用�
トレイ3：Aさん専用�
トレイ4：Bさん専用�
トレイ5：Cさん専用�
�

拡張スタッカ�

ユーザやグループごと（最大10）
に別々の拡張トレイを割り当て
ると、メールボックスとして使
うことができます。
これにより、他の人やグループ
の文書を誤って持っていった
り、自分が出力した文書を探す
ことがなくなります。

設定方法：
別々に割り当てられた拡張トレイ番号を、排紙方法として設定します。

例：
上の図のように割り当てる場合は、各自の設定を次のようにします。

拡張ﾄﾚｲ番号(開始～終了) 排紙方法(注)
部長 1～ 1 拡張トレイ1
課長 2～ 2 拡張トレイ2
Ａさん 3～ 3 拡張トレイ3
Ｂさん 4～ 4 拡張トレイ4
Ｃさん 5～ 5 拡張トレイ5

拡張トレイの開始番号と終了番号の割り当ては、他の人や
グループと重複しない（文書が混ざらない）よう、あらか
じめプリンタ管理者と相談して行ってください。

排出先のトレイに用紙がいっぱいになったときは、トレイフ
ルのエラーを表示して用紙が取り除かれるまで印刷を一時中
断します。他に空いている拡張トレイがあっても出力しませ
ん。用紙を取り除くと、印刷を再開します。
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大容量排紙スタッカとして使う

トレイ1に出力�
↓�

トレイ1がいっぱい�
↓�

トレイ2に出力�
↓�

トレイ2がいっぱい�
・�
・�
・�
�
�
�
�
トレイ10に出力�

↓�
トレイ10がいっぱい�

拡張スタッカ�

指定した範囲（最大１～10）の
拡張トレイを１つの排出先とし
て設定すると、大容量排紙ス
タッカとして使うことができま
す。
フェイスダウントレイの連続出
力可能枚数約500枚に対し、各
拡張トレイ約100枚ずつ、合計
最大約1000枚の連続出力が可能
となります。
※ ご使用の用紙の質や、湿度の
影響によるカールにより、排
紙できる枚数はばらつきま
す。

設定方法：
大容量排紙スタッカとして使う拡張トレイ番号を、連続した範囲で排紙
方法として設定します。

例：
1～ 10（拡張トレイ1-10）の場合....拡張トレイ1～10に連続で約

1000枚まで出力します。
2～8（拡張トレイ2-8）の場合 ......拡張トレイ2～8に連続で約700

枚まで出力します。

印刷を行う前に、指定範囲の拡張トレイに残されている用
紙は取り除いてください。用紙が残ったまま印刷を行う
と、その上に別の排紙を行うため文書が混ざってしまいま
す。

印刷中に排出先のトレイが用紙でいっぱいになったときは、
指定範囲内の次のトレイに排出先を切り替えます。
切り替え先のトレイがすでにいっぱいのときは、トレイフル
のエラーを表示して用紙が取り除かれるまで印刷を一時中断
します。用紙を取り除くと、印刷を再開します。
印刷開始時に開始トレイがいっぱいのときは、範囲内で空い
ているトレイから排紙します。
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マルチソータとして使う

1部目、11部目�
2部目、12部目�
3部目、13部目�
・�
・�
・�
�
�
9部目、19部目�
10部目、20部目�

拡張スタッカ�

指定した範囲（最大１～10）の
拡張トレイを、１つの排出先と
して設定した状態で部単位印刷
を行うと、マルチソータとして
使うことができます。
このとき、指定した範囲の拡張
トレイには1部ずつソート出力
します。拡張トレイ数より部数
の方が多い場合は、開始トレイ
からのソート出力を繰り返し行
います。

設定方法：
マルチソータとして使う拡張トレイ番号を、連続した範囲で排紙方法と
して設定した後、部単位印刷を行います。

部単位印刷の設定方法は、「複数部数／部単位印刷」（97ページ）
参照

例：
排紙方法が１～８（拡張トレイ１－８）... 拡張トレイ１～８に1部ずつ
で、８部の部単位印刷を行った場合 出力します。
排紙方法が２～８（拡張トレイ２－８）... 拡張トレイ２～８に1部ずつ
で、９部の部単位印刷を行った場合 出力後、拡張トレイ２～３に

さらに１部ずつ出力します。

印刷を行う前に、指定範囲の拡張トレイに残されている用
紙は取り除いてください。用紙が残ったまま印刷を行う
と、その上に別の排紙を行うため文書が混ざってしまいま
す。

印刷開始時の開始トレイがいっぱいだったときや、印刷中の
排出先のトレイが用紙でいっぱいになったときは、トレイフ
ルのエラーを表示して用紙が取り除かれるまで印刷を一時中
断します。用紙を取り除くと、印刷を再開します。



122

ソフトウェア編
第５章    プリンタドライバの設定

〔Printianavi〕ダイアログ

Printianaviに関する表示方法の設定を行います。

プリンタのプロパティで双方向通信機能が無効になっている
場合、Printianavi機能は無効となり、ダイアログはグレイア
ウトされます。

双方向通信機能を有効にする方法は、
「Printianaviのメッセージが表示されない」（180
ページ）参照

①�

②�
③�
④�

⑨�
⑩�

⑪�
⑫　　　　　　　　　　�

⑤�
⑥�

⑦�
⑧�

① ステータスの表示先 印刷時のステータス表示および印刷終了の通
(初期設定： 知先を設定します。
印刷を実行した ・印刷を実行したコンピュータ
コンピュータ） 印刷を実行したパソコンにメッセージを通

知します。
・プリントサーバ
プリントサーバにメッセージを通知します。
・コンピュータを指定
「ホスト名またはIPアドレス」で設定した
パソコンにメッセージを通知します。

② Systemwalker Systemwalker PrintMGRと連携して印刷を行
PrintMGR と連携する う場合にチェックを付けます。
(初期設定：チェックなし）
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③ 印刷中のステータス表示 印刷中のステータス情報の表示方法を選択します。
（初期設定： ・エラー時ポップアップ
エラー時ポップアップ） 印刷中のステータスを、タスクトレイにア

イコン表示します。エラーが発生すると、
ポップアップ表示します。
・ポップアップ
印刷中のステータスをポップアップ表示します。
・最小化
印刷中のステータスをアイコン表示します。
・表示しない
印刷中のステータスを表示しません。
表示方法については、「印刷中のステータ
ス表示の種類」（124ページ）参照

④ ステータスを ステータスを常に最前面に表示させるときに
最前面に表示する チェックを付けます。
(初期設定：チェックなし） 他のアプリケーションが起動していて隠れて見

えにくい場合にこの機能が役立ちます。
「印刷中のステータス表示」で「表示しない」
が選択されている場合、本設定は「チェックな
し」固定となります。

⑤ 印刷の終了を通知する 印刷終了時に通知ダイアログを表示する場合に
(初期設定：チェックなし） チェックを付けます。

⑥ 印刷ログを残す 印刷時に発生したエラーや印刷の記録をログに
(初期設定：チェックあり） 残したい場合にチェックを付けます。

サーバ経由で印刷する場合、サーバ側には、ク
ライアントの設定に関わらず、印刷ログが残り
ます。

⑦ メッセージ連携 サーバ経由で印刷する場合に、メッセージ（ス
サービスの設定 テータス）を受信するためのサービスの開始／

停止を設定します。
「メッセージ連携サービスの設定」
（130ページ）参照

⑧〔詳細〕ボタン 設定が変更されると、ボタン横にメッセージ
が表示されます。
ボタンをクリックすると、プリンタドライバで設
定できる内容について、ヒントが表示されます。

⑨〔プリンタ状態表示〕 Printianaviを使用してプリンタの状態を確
ボタン 認することができます。

状態を確認する画面については、「プリン
タの状態表示」（91ページ）参照

⑩〔ヘルプ〕ボタン オンラインヘルプを表示します。
⑪〔バージョン〕ボタン プリンタドライバのバージョンを表示します。
⑫〔標準に戻す〕 〔Printianavi〕ダイアログで設定した内容をす
ボタン べて初期設定に戻します。
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印刷中のステータス表示の種類

印刷中のステータス表示には、ポップアップ表示と最小化表示の２つが
あります。どちらの表示も、印刷が終了すると自動的に終了します。

●ポップアップ表示

画面上にダイアログで表示します。

②�

③�

①�

①〔 〕（閉じる） ボタン印刷中のステータス表示を終了す
るときにクリックします。

②〔 〕（最小化）ボタン 最小化表示に切り替えるときにクリック
〔OK〕ボタン します。

③〔印刷中止〕ボタン 印刷を中止するときにクリックします。
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・印刷完了ページは、部単位印刷のときのみ部数が表示され
ます。
・エラー発生時の再開ページ指定
サーバがWindows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003で
紙づまりのエラーが発生したときのみ、〔再開ページ指定〕
が有効になります。再開指定機能を使用できない場合は、
〔再開ページ指定〕はグレイアウトされます。
サーバがWindows 95/98/Meの場合は、〔再開ページ指定〕
は表示されません。
〔再開ページ指定〕をクリックする前にプリンタのエラー
を解除すると、印刷が自動的に再開されます。
再開ページを指定するときは、エラーを解除する前に〔再
開ページ指定〕をクリックしてください。

�クリック�
印刷再開ページの設定を
行うことにより、印刷再
開時のページを変更する
ことができます。�



126

ソフトウェア編
第５章    プリンタドライバの設定

●最小化表示
タスクトレイにアイコンで表示します。

�

・ダブルクリックすると、ポップアップ表示に切り替わります。�

[Windows 95/98/Meの画面]

・右クリックすると、次のメニューが表示されます。�

・マウスカーソルを合わせると、�
  簡単なステータスを表示します。�
�

〔元のサイズに戻す〕�
ポップアップ表示に�
切り替わります。�

〔印刷中止〕�
印刷を中止します。�

〔再開ページを指定〕�
再開ページを指定しま
す。�

〔ステータス表示の終了〕�
表示を終了します。�

[Windows NT4.0/2000/XP/Windows 
Server 2003の場合、または
Windows NT4.0/2000/XP/Windows 
Server 2003サーバに連携したと
きの画面]

再開ページが指定可能なエラーの場合、右クリックメ
ニューで再開ページ指定を選択できます。（プリントサーバ
がWindows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合）
なお、プリントサーバがWindows NT4.0/2000/XP/Windows
Server 2003の場合でも、再開ページ指定機能が使用できな
いときは、グレイアウトされます。

各アイコンが示す内容を次の表に示します。

アイコン 説 明

印刷中です。

プリンタが次の状態です。
予熱、ウォームアップ／クールダウン中、印
刷準備中、印刷待ち、印刷再開準備中

プリンタがエラー状態です。

プリンタのトナーが残り少なくなっているな
ど、警告の状態を示します。

プリンタとの通信に異常が起きた状態です。
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印刷の終了を通知する

印刷終了のメッセージを表示するかどうかを指定します。表示するとき
は、チェックを付けます。

●印刷終了のメッセージ例

・印刷終了通知は、印刷が正常に終了した場合のみ通知され
ます。エラー等によって印刷が打ち切られた場合は通知さ
れません。
・部単位印刷を行った場合は、「印刷完了ページ」のページ数
の後ろに指定した印刷部数を表示します。

●部単位印刷を行った場合の印刷終了のメッセージ例
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共有プリンタのPrintianavi 動作について

〔装置オプション〕ダイアログの「プリントサーバのPrintianavi設定
で動作する」機能を使うと、プリンタを共有しているクライアントパ
ソコンにプリントサーバの設定を一括して反映することができます。
印刷中のステータス表示や印刷の終了通知の表示方法など、Printianavi
に関する設定を反映することができます。

本機能は、次の環境で動作します。

クライアントのOS
Windows 95/ Windows NT4.0 Windows 2000/XP/
98/Me Windows Server 2003

プリント Windows 95/98/Me × × ×
サーバの Windows NT4.0 △ ○ △
OS Windows 2000/XP/ △ ○ ○

Windows Server 2003
○：サーバ側の設定で動作します。クライアントの〔Printianavi〕
ダイアログにプリントサーバの設定が反映されます。

△：サーバ側の設定で動作しますが、クライアントの〔Printianavi〕
ダイアログにはプリントサーバの設定が反映されません。

×：本機能の設定は行えません。

設定方法

1 共有プリンタの設定を行う
プリントサーバ、クライアントでそれぞれで設定を行ってください。

「第4章　プリンタ共有の設定」（63ページ）参照

2 プリントサーバで〔装置
オプション〕ダイアログ
の「プリントサーバの
Printianavi設定で動作
する」にチェックを付け
る
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3 プリントサーバの
〔Printianavi〕ダイア
ログの設定を行い、
〔OK〕をクリックする

クライアントに反映させたい設
定を行います。（以下の設定例
参照）

印刷中のステータス表示、印刷の終了通知、印刷ログの保存先
は「ステータスの表示先」で指定された場所に表示されます。
ただし、印刷ログはステータスの表示先の設定で指定し
た場所の他に、必ずプリントサーバに保存されます。

設定例

・印刷を行った各クライアントに、印刷中にエラーが発生した場合に
ポップアップ表示で通知したいとき

ステータスの表示先 ....... 「印刷を実行したコンピュータ」を選択します。
印刷中のステータス表示 ... 「エラー時ポップアップ」を選択します。

・印刷を行った各クライアントに、印刷が終了したことだけを通知したいとき
ステータスの表示先 ....... 「印刷を実行したコンピュータ」を選択します。
印刷中のステータス表示 ... 「表示しない」を選択します。
印刷の終了を通知する ..... チェックを付けます。

・クライアントからの印刷中にプリンタで発生したエラーを管理者に
ポップアップ表示で通知したいとき

ステータスの表示先 ....... プリントサーバに表示するときは「プリ
ントサーバ」を選択します。プリントサー
バ以外の管理者のパソコンに表示する場
合は、「コンピュータを指定」を選択し、
「ホスト名または IPアドレス」に管理者
のパソコンのホスト名またはIPアドレス
を入力します。

印刷中のステータス表示 ...「エラー時ポップアップ」を選択します。

印刷の終了を通知する ..... チェックを外します。（ステータスの表示
先で「プリントサーバ」を選択した場合
はチェックなし固定となります。
（Systemwalker PrintMGRと連携時を除く））
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・印刷中のステータス表示や印刷の終了通知をどこにも表示したくない
とき

Systemwalker PrintMGRと連携する ...チェックを外します。
印刷中のステータス表示.........「表示しない」を選択します。
印刷の終了を通知する........... チェックを外します。

メッセージ連携サービスの設定は、プリントサーバの設定
をクライアントに反映させることはできません。「ステー
タスの表示先」で「印刷を実行したコンピュータ」または
「コンピュータを指定」を選択した場合は、プリントサー
バ／クライアントですべて開始状態にする必要がありま
す。次項の「メッセージ連携サービスの設定」を参照して
ください。

メッセージ連携サービスの設定

サーバ経由で印刷する場合に、メッセージ（ステータス）を受信するた
めのサービスの開始／停止を設定します。開始または停止を設定したと
きの動作は、次のとおりです。

クライアントの設定に関わらず、サーバ側には印刷ログが
残ります。

「開始」状態 印刷中のステータスや印刷終了のメッセージ
を、印刷を行ったパソコン上に表示することが
できます。

「停止」状態 印刷中のステータスは、サーバ上に表示されま
す。印刷終了のメッセージは表示されません。



ソフトウェア編
第５章    プリンタドライバの設定

131

選択方法には、次の2種類の操作方法があります。なお、現在の設定内
容はグレイアウトされます。

・〔操作〕メニューから選択する

・マウスで右クリックして選択する

・クライアント・サーバ間でメッセージ連携を行う場合は、ク
ライアントとサーバの両方でメッセージ連携サービスを
「開始」状態にする必要があります。
・双方向通信を利用しない環境や、TCP/IPのネットワークプ
ロトコルを使用しない環境では、「停止」状態にしてくださ
い。
・OSが Windows NT4.0の場合、管理者権限以外でログオンし
ているときに設定すると、次のダイアログが表示されます。
管理者権限でログオンし直して、設定してください。

・OSが Windows 2000/XP/Windows Server 2003の場合、管理
者権限以外でログオンすると次のダイアログが表示されま
す。管理者権限のユーザ名／パスワードを入力すると、ネッ
トワーク連携サービスの設定を行うことができます。
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プリンタのプリンタのプリンタのプリンタのプリンタの接続方法を変更するとき接続方法を変更するとき接続方法を変更するとき接続方法を変更するとき接続方法を変更するとき
（（（（（印刷先ポートの追加と変更）印刷先ポートの追加と変更）印刷先ポートの追加と変更）印刷先ポートの追加と変更）印刷先ポートの追加と変更）

プリンタの接続方法を変更するときは、印刷先ポートの設定を変更する
必要があります。また、プリンタがLAN（TCP/IP）に直接接続されてい
る場合やサーバ経由で印刷する場合には、ポートを追加する必要があり
ます。

Windows 95/98/Meのとき

パソコンのOSがWindows 95/98/Meのときに、プリンタの印刷先ポート
を追加および変更する手順は次のとおりです。

設定方法

1 〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択し、印刷先
ポートを変更するプリンタをクリックする

2 〔ファイル〕メニューから〔プロパティ〕を選択する

3 〔詳細〕タブをクリック
し、「印刷先のポート」の
▼をクリックして表示さ
れる一覧から変更する
ポートを選択する

一覧から選択したら〔OK〕をク
リックしてください。
一覧に変更するポートがない場
合や新しく追加する場合は、手
順4に進んでください。
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4 〔ポートの追加〕をクリックする
以降の手順は、プリンタの接続方法（印刷方法）によって設定が異なり
ます。それぞれの手順に従ってください。

サーバ経由で印刷するとき
サーバの共有プリンタに印刷する場合の設定です。

「ネットワーク」を選択後、〔参
照〕をクリックして共有プリン
タを選択する、またはネット
ワークパスを入力して〔OK〕を
クリックします。
入力形式は「¥¥サーバのネット
ワークコンピュータ名¥プリン
タの共有名」です。

LAN接続プリンタに印刷するとき
ポートモニタを使用してLAN(TCP/IP)に接続されたプリンタに直接印刷
する場合の設定です。

1「その他」を選択後、「追加す
る ポ ー ト の 種 類 」 で
「Printianavi Network Port」
を選択して〔OK〕をクリック
する

「Printianavi Network Port」が表示されない場合は、
Printianaviネットワークポートモニタをインストールしてく
ださい。

「ネットワークソフトウェアのインストール」（142ペー
ジ）参照

2 目的に合わせて接続先とポート名を入力し、終わったら〔OK〕をク
リックする
ポートの追加処理の詳細は、以下を参照してください。

「ポートの追加」（156ページ）参照
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Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003のとき

パソコンのOSが Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003のとき
に、プリンタの印刷先ポートを追加および変更する手順は次のとおりで
す。

設定方法

管理者権限でログオンし、次の操作をします。
※画面はWindows 2000の場合です。

1 Windows NT4.0/2000のとき：
〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択し、印刷先ポー
トを変更するプリンタをクリックします。

Windows XP/Windows Server 2003のとき：
〔スタート〕から〔プリンタとFAX〕の順に選択し、印刷先ポート
を変更するプリンタをクリックします。

2 〔ファイル〕メニューから〔プロパティ〕を選択する

3 〔ポート〕タブをクリッ
クし、「印刷するポート」
の一覧で新しい印刷ポー
トにチェックを付ける

チェックを付けたら〔OK〕をク
リックしてください。
一覧にポートがない場合や新し
く追加する場合は、手順4に進
んでください。
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4 〔ポートの追加〕をクリックする
以降の手順は、プリンタの接続方法（印刷方法）によって設定が異なり
ます。それぞれの手順に従ってください。

サーバ経由で印刷するとき
サーバの共有プリンタに印刷する場合の設定です。

1「利用可能なポートの種類」
（Windows NT4.0は「利用可能
なプリンタポート」）から
「Local Port」を選択して〔新
しいポート〕をクリックする

2 ネットワークパスを入力して
〔OK〕をクリックする
入力形式は「¥¥ サーバのネッ
トワークコンピュータ名 ¥ プ
リンタの共有名」です。

LAN接続プリンタに印刷するとき
ポートモニタを使用してLAN(TCP/IP)に接続されたプリンタに直接印刷
する場合の設定です。

1「利用可能なポートの種類」
（Windows NT4.0は〔利用可能
なプリンタポート〕）から
「Printianavi Network Port」
を選択して〔新しいポート〕
をクリックする

「Printianavi Network Port」が表示されない場合は、
Printianaviネットワークポートモニタをインストールしてく
ださい。

「ネットワークソフトウェアのインストール」（142ペー
ジ）参照

2 目的に合わせて接続先とポート名を入力し、〔OK〕をクリックする
ポートの追加処理の詳細は、以下を参照してください。

「ポートの追加」（156ページ）参照
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プリンタドライバの更新プリンタドライバの更新プリンタドライバの更新プリンタドライバの更新プリンタドライバの更新
プリンタドライバをバージョンアップする場合は、ドライバセットアッ
プの「既存のドライバを更新する」機能を使用してください。

設定は以下のように引き継がれます。
・共有設定などのWindows標準の各設定は、元の設定が引き
継がれます。
・〔装置オプション〕ダイアログ、〔Printianavi〕ダイアログ
の各設定は、元の設定が引き継がれます。
・上記以外の設定は、プリンタドライバの標準値に変更され
ます。
設定方法の詳細については、CD-ROMの「FJXLC10」フォルダに
ある「UPDATE.TXT」ファイルをお読みください。

ドライバセットアップを使用しないでプリンタドライバをバー
ジョンアップする場合は古いプリンタドライバを削除してから、
新しいプリンタドライバをインストールしてください。

1 添付のCD-ROM「Printia
LASERプリンタユーティリ
ティ」を、パソコンのCD-
ROM ドライブにセットし、
左記のダイアログが表示
されたら〔プリンタドラ
イバ〕をクリックする

上のダイアログが自動的に表示されない場合は、エクスプ
ローラ上で C D - R O M の内容を表示し一番上の階層にある
「xlsetup.exe」をダブルクリックしてください。

2 「既存のドライバを更新
する」を選択し、〔次へ〕
をクリックする
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3 ドライバを更新するプリ
ンタを選択し、〔次へ〕を
クリックする

以下の方法で複数のプリンタを選択し、プリンタドライバを
一括して更新することができます。
・〔Shift〕または〔Ctrl〕を押しながらプリンタをクリックする
・選択したいプリンタをドラッグする
・「表示されている全てのプリンタを選択する」をクリックする

4 「プリンタ名」を確認し、
〔次へ〕をクリックする

「お知らせ」に「あり」または「未選択」と表示されているプリンタを選択し
て、「お知らせの詳細内容を表示する」をクリックすると、下記のような詳細
情報が表示されます。

5 〔完了〕をクリックする
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プリンタドライバの削除プリンタドライバの削除プリンタドライバの削除プリンタドライバの削除プリンタドライバの削除
他のWindowsで本プリンタを使用していて、プリンタドライバを削除せ
ずにWindowsをアップグレードしたときや、プリンタを使用しなくなっ
たときは、次の手順でプリンタドライバを削除します。

Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合は、管理者権限で
ログオンしてください。

※画面はWindows 2000の場合です。

Printianavi印刷ログビューア/消耗品ログビューアの
表示対象となるプリンタドライバをすべて削除すると、
Printianavi印刷ログビューア/消耗品ログビューアも
同時に削除されます。

1 Windows 95/98/Me/NT4.0/2000の場合：
〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択し、削除するプ
リンタをクリックします。

Windows XP/Windows Server 2003の場合：
〔スタート〕から〔プリンタとFAX〕を選択し、削除するプリンタ
をクリックします。

2 〔ファイル〕メニューから〔削除〕を選択する

3 〔はい〕をクリックする

通常使うプリンタを削除すると次のメッセージが表示され、
通常使うプリンタを変更または削除しますのでご注意くださ
い。
・「警告：通常使うプリンタは削除されています。‘XXXX’が
新しく通常使うプリンタに設定されます。」（XXXXはプリン
タ名）
・「警告：通常使うプリンタは削除されています。残っている
プリンタはありません。」
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4 Windows 95/98/Me/NT4.0の場合：
  Windowsを再起動します。
Windows 2000/XP/Windows Server 2003の場合：
  手順5～手順11を行います。

Windows 95/98/Me/NT4.0の場合は、Windowsを再起動すればプリンタド
ライバの削除は終了です。新しいドライバをインストールしてくださ
い。
Windows 2000/XP/Windows Server 2003 の場合は、引き続き手順5～
11の操作を行います。

5 〔ファイル〕メニューから〔サーバーのプロパティ〕を選択
し、〔ドライバ〕タブをクリックする

6 「インストールされたプ
リンタドライバ」リスト
から、手順2で削除した
プリンタ名を選択し、
〔削除〕をクリックする

7 〔はい〕をクリックする
ドライバの削除が終わったら
〔閉じる〕をクリックして、〔プ
リントサーバープロパティ〕ダ
イアログを終了します。

8 〔マイコンピュータ〕を
右クリックし、〔プロパ
ティ〕を選択する
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9 〔ハードウェア〕タブを
クリックし、〔デバイス
マネージャ〕をクリック
する

10〔表示〕メニューの〔非表
示のデバイスの表示〕を
選択し、〔プリンタ〕に削
除したＸＬプリンタが表
示された場合はアンイン
ストールする

アンインストールするプリンタ
を選択し、右クリックで表示
されたメニューで〔削除〕を
選択します。

処理が終わったら〔デバイスマネージャ〕および〔システムのプロパ
ティ〕ダイアログを終了します。

プリンタが表示されない場合は、アンインストールの必要
はありません。

11 Windows 2000/XP/Windows Server 2003を再起動する
古いプリンタドライバを削除したら、Windows 2000/XP/Windows Server
2003を再起動します。

プリンタをプリンタケーブルで接続しているとき、再起動
後にプラグアンドプレイによってXLドライバディスクを
挿入するようにメッセージが表示される場合があります。
このときは、〔キャンセル〕をクリックしてください。



第6章
ネットワークソフトウェアの

インストールとネットワークポートの追加

この章では、ネットワークソフトウェアのインス
トール方法とネットワークポートの追加および設
定変更について説明します。
※ 本章の中では、ネットワークソフトウェアを本ソフトウェアと表記しま
す。

ネットワークソフトウェアのインストールネットワークソフトウェアのインストールネットワークソフトウェアのインストールネットワークソフトウェアのインストールネットワークソフトウェアのインストール .......... 142142142142142
新規インストール ......................... 143
ソフトウェアの起動 ....................... 151
コンポーネントの追加、削除 ............... 152

ポートの追加ポートの追加ポートの追加ポートの追加ポートの追加 ............................................................................................................................................ 156156156156156
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ネットワークソフトウェアのネットワークソフトウェアのネットワークソフトウェアのネットワークソフトウェアのネットワークソフトウェアのインストールインストールインストールインストールインストール
本ソフトウェアは、LAN を経由した印刷、および管理機能に必要なモ
ジュールから構成されます。インストール時はプリンタドライバを一括
してインストールします。
本ソフトウェアは以下のときに使用します。

・LAN（TCP/IP）に直接接続して印刷する場合
・ネットワーク上にある複数のプリンタを一括して管理する場合

ネットワークソフトウェアのインストール方法には、次の3つのタイプ
があります。運用形態、環境に合わせて選択してください。

セットアップタイプ 設定環境 インストールされるもの
一般ユーザ向け クライアント側の設定・Printianavi ネットワーク
セットアップ (プリンタ管理者以外) ポートモニタ（*1）

・プリンタドライバ（*2）
プリンタ管理者向け サーバ側の設定 ・Printianaviネットワーク
セットアップ ポートモニタ（*1）

・Printianaviネットワーク
マネージャ（*3）
・Printianavi IPアドレス
設定ユーティリティ2（*4）
・プリンタドライバ（*2）

カスタムセットアップ 個別の機能 ・Printianaviネットワーク
（管理者機能・ポー ポートモニタ（*1）
ト作成）の設定 ・Printianaviネットワーク
（すべて選択制） マネージャ（*3）

・Printianavi IPアドレス
設定ユーティリティ2（*4）
・プリンタドライバ（*2）

*1：LAN（TCP/IP）で接続したXLプリンタに対し、印刷先のポートを作
成するときに必要なソフトウェアです。

*2：「プリンタの追加」を選択したときのみインストールされます。
*3：ネットワーク上のXLシリーズのプリンタを一括して管理できるソ

フトウェアです。プリンタのステータス表示やネットワークに関す
る各種設定を行うことができます。

*4：プリンタのIPアドレスを新規に設定、または変更するためのソフ
トウェアです。新規の設定は、XL-6700/6200/5770/5750/5370/
5350/5250のプリンタでのみ行えます。（XL-6700はプリンタファー
ムウェアのバージョンが1.20以降のとき）
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新規インストール

ここでは、管理機能について必要なモジュールとプリンタドライバを一
括してインストールする方法を説明します。

準　備

あらかじめプリンタのIPアドレスを設定しておいてください。
IPアドレスの設定方法は、「IPアドレスの設定」（29ページ）参照

インストール

プリンタの電源を入れて以下の操作をします。

1 添付のCD-ROM「Printia
LASER プリンタユーティ
リティ」を、パソコンの
CD-ROMドライブにセット
し、次のダイアログが表
示されたら〔ネットワー
クでプリンタを使う〕を
クリックする

・上のダイアログが自動的に表示されない場合は、エクスプ
ローラで CD- R O M の内容を表示し、一番上の階層にある
「xlsetup.exe」をダブルクリックしてください。
・OSが Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合
は、管理者権限でログオンしてください。
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2 〔次へ〕をクリックする

3 〔参照〕をクリックして
Printianaviネットワー
クソフトウェアのイン
トール先を選択し、〔次
へ〕をクリックする

4 セットアップタイプを選
択し、〔次へ〕をクリック
する

それぞれの説明の項目へ進んで
ください。

一般ユーザ向け／プリン
タ管理者向け（145 ペー
ジ）参照
カスタム（149ページ）参
照
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一般ユーザ向け/プリンタ管理者向け

ファイルのコピーが開始されます。�

中断するときは�
クリック�

1 プログラムフォルダを指
定し、〔次へ〕をクリック
する

ここで指定した名前が「スター
ト」メニューに追加されます。
初期設定は「Printianavi¥ネッ
トワークソフトウェア2」です。

・V5.1より前のPrintianaviネットワークポートモニタがイ
ンストールされている場合は、次のダイアログが表示され
るので、〔OK〕をクリックします。

・V5.1で設定されたポートの情報は引き継がれます。
・Printianaviネットワークポートモニタ V3.1以前と置き換
える場合は、次のダイアログが表示されるので、〔はい〕を
クリックします。

・〔Printianaviネットワークポート管理〕は、手順1で設定
したフォルダに移動されます。
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2 V7.1以前のPrintianavi
ネットワークポートモニ
タを削除した場合は、
Windowsを再起動する

すぐに再起動するかどうかを選
択し、〔完了〕をクリックしま
す。

「はい、今すぐコンピュータを再起動します」を選択すると、Windowsを
再起動後、 手順3の処理から自動的に再開されます。(*1)
「いいえ、あとでコンピュータを再起動します」を選択すると、インス
トールを終了します。
なお、再起動せずにインストールしたソフトウェアを使用しても正しく
動作しないことがあります。ソフトウェアを使用する前に必ず再起動し
てください。
*1：Windows再起動後、ポートの追加ダイアログが他のダイアログの後

ろに隠れている場合があります。この場合は、タスクバーに表示さ
れている「Printianaviネットワークソフトウェア2」をクリック
してください。

3 「ポートを追加する」を
選択し、〔次へ〕をクリッ
クする

「ポートの追加を行わない」を選
択した場合は、手順5に進みま
す。

4 ポートの追加処理を行う
ポートの追加処理については、以下を参照してください。

「ポートの追加」の手順4（157ページ）参照
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Windows NT4.0で Spoolerサービスの「デスクトップとの対
話をサービスに許可」のチェックを外している場合、以下
のメッセージが表示されます。
〔OK〕をクリックします。

引き続き画面に従い、インストールを行った後、Spoolerサー
ビスの「デスクトップとの対話をサービスに許可」のチェッ
クを付け、必要な操作を行った後、再度ポートの追加を行っ
てください。

Spoolerサービスの設定方法は
「ポートが追加できない」の〈対処〉（185ページ）参照

5 「追加したポートに接続
するプリンタを追加す
る」を選択し、〔次へ〕を
クリックする

手順3で「ポートを追加しない」を選択した場合は、次のダイ
アログが表示されます。「プリンタの追加を行わない」を選択
して〔次へ〕をクリックし、手順7に進みます。
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6 プリンタの追加（プリンタドライバのインストール）を行う
「第2章  ネットワークを利用せずにプリンタを接続する」（13
ページ）参照
「第3章　ネットワークを利用してプリンタを接続する」（25ページ）
参照

7 〔完了〕をクリックする
Windows を再起動するダイアロ
グが表示されます。
Wind o w s が起動したらインス
トールの完了です。

手順5でプリンタの追加を行わなかった場合、以下のダイア
ログが表示されます。〔完了〕をクリックします。

以降は必要に応じて各章を参照してください。

プリンタの共有の設定をしたいときは、
「第4章  プリンタ共有の設定」（63ページ）参照

インストールやテスト印刷がうまくいかなかったときは、
「ソフトウェアに関するトラブルシューティング」（166
ページ）参照

印刷するときの詳細は、
「第5章  プリンタドライバの設定」（79ページ）参照
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カスタム
ユーザがインストールするコンポーネントを選べるモードです。

1 インストールしたいコン
ポーネントにチェックを
付け、〔次へ〕をクリック
する

2 プログラムフォルダを指
定し、〔次へ〕をクリック
する

ここで指定した名前が「スター
ト」メニューに追加されます。
初期設定は「Printianavi¥ネッ
トワークソフトウェア2」です。

・V5.1以前のPrintianaviポートモニタと置き換える場合は、
次のダイアログが表示されるので、〔OK〕をクリックします。

・V5.1で設定されたポートの情報は引き継がれます。
・Printianaviネットワークポートモニタ V3.1以前と置き換
える場合は、次のダイアログが表示されるので、〔はい〕を
クリックします。

・〔Printianaviネットワークポート管理〕は、手順1で設定
したフォルダに移動されます。
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3 V7.1以前のPrintianavi
ポートモニタを削除した
場合は、Windowsを再起
動する

すぐに再起動するかどうかを選
択し、〔完了〕をクリックしま
す。

「はい、今すぐコンピュータを再起動します」を選択すると、Windowsを
再起動後、続きの処理が自動的に再開されます。(*1)
「いいえ、あとでコンピュータを再起動します」を選択すると、インス
トールを終了します。
なお、再起動せずにインストールしたソフトウェアを使用しても正しく
動作しないことがあります。ソフトウェアを使用する前に必ず再起動し
てください。
*1：Windows再起動後ポートの追加ダイアログが他のダイアログの後ろ
に隠れている場合があります。この場合は、タスクバーに表示され
ている「Printianaviネットワークソフトウェア2」をクリックして
ください。

手順1の「インストールしたいコンポーネントの選択」によってこの先
の処理は変わります。選択に合わせた手順へ進んでください｡

「Printianaviネットワークマネージャ」を選択している場合は、
「一般ユーザ向け/プリンタ管理者向け」の手順3（146ページ）へ

「Printianaviネットワークポートモニタ」を選択していない場合
「一般ユーザ向け/プリンタ管理者向け」の手順5へ（147ページ）

Printianaviネットワークポートモニタを選択すると、ポート
の追加およびプリンタの追加処理ダイアログが表示されます。
選択していない場合は、プリンタドライバのインストールに
進みます。
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ソフトウェアの起動

本ソフトウェアは、次の操作で起動します。

1 添付のCD-ROM「Printia
LASER プリンタユーティ
リティ」を、パソコンの
CD-ROMドライブにセット
し、次のダイアログが表
示されたら〔ネットワー
クでプリンタを使う〕を
クリックする
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コンポーネントの追加、削除

一度インストールしたネットワークソフトウェアのコンポーネントのイ
ンストール内容を変更したり、再セットアップをする場合、本ソフト
ウェアを起動すると変更、修正、削除選択ダイアログが表示されます。

この機能はプリンタドライバの削除は行いません。
プリンタドライバの削除については、
「プリンタドライバの削除」（138ページ）参照

1 目的に合わせて選択し
〔次へ〕をクリックする

変更 コンポーネントの追加、インストール済みのコンポーネントの
削除をしたい場合

修正 現在インストールされているすべてのコンポーネントを再イン
ストールしたい場合

削除 インストールしたすべてのコンポーネントを削除したい場合
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変更を選択した場合

コンポーネントを追加する、またはインストールされているコンポーネ
ントを削除します。

1 必要なコンポーネントを
選択、または削除したい
コンポーネントのチェッ
クを外し、〔次へ〕をク
リックする
「新規インストール」の
「カスタム」（149ページ）
参照

ダイアログの指示に従って進め
てください。

プリンタと関連付けられているPrintianavi ネットワーク
ポートモニタがあるとコンポーネントを削除できません。プ
リンタの接続先ポートを変更し、処理を継続してください。
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修正を選択した場合

現在インストールされているすべてのコンポーネントを再インストール
します。
ダイアログの指示に従って進めてください。
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削除を選択した場合

現在インストールされているすべてのコンポーネントを削除します。

1〔OK〕をクリックする

すべてのコンポーネン
トを削除すると次の画
面が表示されます。�

削除を行うと、「スタート」メニューの登録も削除されます。

プリンタと関連付けられているPrintianavi ネットワーク
ポートモニタがあるとコンポーネントを削除できません。プ
リンタの接続先ポートを変更し、処理を継続してください。
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ポートの追加ポートの追加ポートの追加ポートの追加ポートの追加
ここでは、ネットワークポートの追加方法について説明します。
ネットワークポートを追加すると、LAN（TCP/IP）に直接接続して印刷
することができます。

まず、下記の方法でポートの追加方法を選択してください。

プリンタのプロパティから印刷先ポートを追加する場合
OSによってポートの追加ダイアログまでの操作が異なります。

操作については、「プリンタの接続方法を変更するとき（印刷先
ポートの追加と変更）」（132ページ）参照

Printianavi ネットワークポート管理から印刷先ポートを
追加する場合

1 Windowsを起動する
Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合は、管理者権限で
ログオンします。

2 〔スタート〕から〔プログラム〕（Windows XP/Windows Server
2003のときは〔すべてのプログラム〕）〔Printianavi〕〔ネッ
トワークソフトウェア2〕〔Printianaviネットワークポート
管理〕の順に選択する

「Printianaviネットワークポート管理」が起動します。

3 〔ポートの追加〕をク
リックする
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Windows NT4.0で Spoolerサービスの「デスクトップとの対
話をサービスに許可」のチェックを外している場合、以下
のメッセージが表示されます。
〔OK〕をクリックします。

Spoolerサービスの「デスクトップとの対話をサービスに許
可」にチェックを付け、必要な操作を行った後、再度ポート
の追加を行ってください。
Spoolerサービスの設定方法は

「ポートが追加できない」の〈対処〉（185ページ）参照

4 接続先、ポート名を設定
し〔OK〕をクリックする

1 IPアドレスは半角数字とピ
リオドで「XXX.XXX.XXX.
XXX」の形式で指定する。
（各XXXは 0～ 255の範囲の
半角数字）
ホスト名はネットワーク上
で定義されているプリンタ
のホスト名を指定する。（最
大255バイト文字）

2 システムに登録する任意の
ポート名を日本語/半角英数
字を含め、63バイト文字また
は全角31 文字以内で指定す
る。

・ポート名を指定しなかった場合は、IPアドレスまたはホス
ト名入力域の設定情報の先頭に「Fjxl_」を付加したものを
ポート名として自動生成します。
・本プリンタは「接続モード」の「IPP」に対応していません。
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ネットワーク上にあるプリンタの一覧を表示する
〔ポートの追加〕ダイアログでIPアドレスを設定する際、〔参照〕をク
リックすると、ネットワーク上に接続されているXL プリンタ装置を、
〔プリンタの一覧〕に表示することができます。

設定したいIPアドレスを選択して〔OK〕をクリックすると、「接続先」
に反映することができます。

�クリック�

�選択�



159

付

ソフトウェア編
第６章    ネットワークソフトウェアのインストールとネットワークポートの追加

プリンタとの通信に必要な情報を設定する
プリンタとの通信に必要な情報を設定する必要がある場合は、〔ポート
の追加〕ダイアログで〔オプション〕をクリックし、必要箇所を入力し
〔OK〕をクリックします。

①� ②�

③�④�⑤�

① DHCP設定プリンタ チェックを付けると、接続先プリンタのDHCP
の IP アドレスを 自動取得の設定にあわせてIP アドレスで通信
自動認識する するかMACアドレスが一致したプリンタと通信

するかを自動判別します。
【DHCPからのIPアドレス自動取得】
・設定のとき
MACアドレスが一致するプリンタと通信しま
す。DHCPによる動的なIPアドレス割り当て
によりプリンタのIPアドレスが変更されて
も、前回通信したプリンタを検索し、自動的
に新しいIPアドレスで通信を行います。

・解除のとき
MAC アドレスの一致/不一致にかかわらず、
接続先で指定したIPアドレスで通信します。

チェックを外すと、つねに接続先で指定したIP
アドレスで通信します。通常はチェックを付け
たままで問題ありませんが、DHCPサーバからプ
リンタに割り当てるIPアドレスを固定し、MAC
アドレスの一致/不一致にかかわらず、接続先
で指定した I P アドレスで通信したい場合は
チェックを外してください。なお、DHCPサーバ
からプリンタに割り当てるIP アドレスを固定
していない場合は、チェックは外さないでくだ
さい。

② プリンタ検索範囲 ネットワークに接続されたXL プリンタの検索
範囲を指定するダイアログを表示します。

 詳細設定については、「プリンタの検索範
囲を設定する」（162ページ）参照
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③ ポート番号 プリンタとの通信で使用するポート番号を指定
します。通常は、 初期設定の9313のままにしま
す。変更する場合は、プリンタ側の印刷ポート
番号と同じ値にしてください。プリンタ側の
ポート番号は、次の操作で確認できます。

1 オフライン状態でオペレータパネルの「メ
ニュー」スイッチを押す

2「 」スイッチを押して「LAN  セッテイ」を

表示する

3「▼」スイッチを押し、「 」スイッチで「TCP/

IPセッテイ」を表示する

4「▼」スイッチを押し、「 」スイッチで「ポー

トバンゴウ2」を選択して「▼」スイッチを
押す

オペレータパネルの操作については、
『プリンタ編』「第６章  オペレータパ
ネルを操作する」（80ページ）参照

④プリンタタイム プリンタからの応答を待ち合わせる時間を
アウト監視時間 60～ 7200秒の範囲で設定します。

   初期設定：300秒
⑤ 標準に戻す このダイアログの設定値を初期設定に戻しま

す。初期設定は以下のとおりです。
・ポート番号：9313
・プリンタタイムアウト監視時間：300秒
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･ ポートの作成時（または変更時）に接続先のIPアドレス（ま
たはホスト名）を〔参照〕から指定せず直接入力し、一度
も通信を行っていない場合は、プリンタ側の設定が取得で
きないため、初回通信時は入力されたIPアドレス（または
ホスト名）で接続します。
･「DHCP設定プリンタのIPアドレスを自動認識する」にチェッ
クを付けているとき、プリンタのDHCP自動取得の設定が前
回通信から変更されていた場合は通信後、次回接続時から
変更された設定に従って動作します。
例）前回接続したときは「DHCPからのIPアドレス自動取
得：解除」だったが、今回接続した結果「DHCPから
のIPアドレス自動取得：設定」になっていた場合
1 前回の通信結果から、IPアドレスで接続します。
2 IPアドレスで接続したプリンタと通信（印刷）し
ます。

3「2」で接続したプリンタのMACアドレスを記録しま
す。

4 次回接続プリンタが「DHCPからのIPアドレス自動
取得：設定」のとき
→MACアドレスが一致するプリンタに接続
次回接続プリンタが「DHCPからのIPアドレス自動
取得：解除」のとき
→IPアドレスで接続

通常の運用では問題ありませんが、プリンタの交換や他部
署や他のグループに移動する場合に注意が必要です。
・「ネットワークソフトウェアのインストール」より「ポート
の追加」を行った場合は、〔プリンタの追加〕ダイアログで
「追加したポートに接続するプリンタを追加する」を選択
し、「LANポートの追加」で設定したLANポートを指定して
プリンタドライバをインストールします。

プリンタドライバのインストールについては、
「第2章  ネットワークを利用せずにプリンタに接
続する」（13ページ）参照
「第3章  ネットワークを利用してプリンタに接続
する」（25ページ）参照
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ポート名を変更する
「ポート名」には初期設定として「Fjxl_」＋「プリンタのIPアドレスま
たはホスト名」が設定されます。
必要に応じて変更してください。（日本語/英数を含め半角63文字また
は全角31文字以内）

・バックスラッシュ、円記号(¥)、カンマ(,)記号が含まれ
るものおよび先頭が半角空白である文字列をポート名と
して指定することはできません。
・Windows 95/98/Meの場合、すでに作成したポート名が
含まれる文字列（「Fjxl_ipp1」があるとき、「Fjxl_ipp」
や「Fjxl_ipp11」など）をポート名として指定すること
はできません。

プリンタの検索範囲を設定する
ネットワークに接続されているプリンタを検索するための条件（検索範
囲）を設定することができます。検索範囲を指定するダイアログを表示
させるには、次の操作を行います。

・〔ポートの追加〕の〔プリンタ検索範囲〕をクリックする

①�
②� ③�

④� ⑤� ⑥�
①〔追加〕ボタン 検索範囲を追加します。

このボタンをクリックすると、次のダイアロ
グが表示されます。

各項目を設定して〔OK〕をクリックすると、
設定した内容が、〔プリンタ検索範囲の一覧〕
ダイアログに追加されます。
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②〔変更〕ボタン 検索範囲の内容を変更します。
このボタンをクリックすると、次のダイアロ
グが表示されます。

変更内容を入力して〔OK〕をクリックすると、
設定した内容が〔プリンタ検索範囲の一覧〕
ダイアログに反映されます。

③〔削除〕ボタン 登録されている検索範囲を削除します。一覧か
ら削除する検索範囲を選択してこのボタンをク
リックします。ただし、***.***.***.***は削
除できません（設定するパソコンと同一のネッ
トワークセグメント（検索範囲）であるため）。

④〔標準に戻す〕 一覧に表示されている情報をすべて削除し、初
ボタン 期設定を表示します。

初期設定：
・ネットワークアドレス
  ***.***.***.***(*1)
・サブネットマスク
  ***.***.***.***(*1)
・ポート番号9313
・タイムアウト時間5秒
*1： 設定するパソコンと同一ネットワークセ
グメント（検索範囲）です。

⑤〔OK〕ボタン 設定した内容をシステムに反映し、〔プリンタ
検索範囲の一覧〕ダイアログを閉じます。

⑥〔キャンセル〕 設定した内容を無効にし、〔プリンタ検索範囲
ボタン の一覧〕ダイアログを閉じます。
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第7章
こんなときには

この章では、セットアップや運用時のソフト
ウェアに関する問題が発生した場合の対処方法
や、留意事項について説明します。



166

ソフトウェア編
第７章    こんなときには

ソフトウェアに関するソフトウェアに関するソフトウェアに関するソフトウェアに関するソフトウェアに関するトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング
プリンタを使用しているときに発生する問題のうち、ソフトウェアに関
するものについて、現象と対処方法を説明します。

セットアップ時のトラブルシューテング
プリンタをセットアップするときに発生する問題と、その対処方法につ
いて説明します。

ポートの選択画面に「Printianavi Network Port」が
表示されない

《現象》
プリンタをTCP/IPのLAN環境に直接接続して使用したいが、プリンタド
ライバインストール中に選択するポートの一覧に、「Printianavi Network
Port」が表示されない。

《対処》
Printianaviネットワークポートモニタがインストールされているか確
認し、それぞれの操作を行ってください。

Printianaviネットワークポートモニタがインストールされているか確認する
Windows 95/98/Me/NT4.0/2000のとき
〔スタート〕から〔プログラム〕〔Printianavi〕〔ネットワークソフト
ウェア2〕〔セットアップ〕の順に選択します。セットアップ画面で「変
更」を選択して〔次へ〕をクリックし、「Printianaviネットワークポー
トモニタ」にチェックがついているか確認してください。
Windows XP/Windows Server 2003のとき
〔スタート〕から〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔プログラム
の追加と削除〕をダブルクリックします。インストールされているア
プリケーションの一覧に「Printianaviネットワークポートモニタ」が
表示されているか確認してください。

・「Prin t i a n a v i ネットワークポートモニタ」が表示されないとき
インストールとポートの作成を行います。

インストール方法の詳細
「ネットワークソフトウェアのインストール」（142ページ）参照
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・「Printianaviネットワークポートモニタ」が表示されたとき
仮のポート（LPT1など）でプリンタドライバをインストール後、プリ
ンタのプロパティからポートを追加します。

ポートの追加方法の詳細
「プリンタの接続方法を変更するとき（印刷先ポートの追加と
変更）」（132ページ）参照

「Printianavi Network Port」を複数作成したい

《現象》
1 台目のプリンタはPrintianavi ネットワークポートモニタのインス
トール時に作成したポートを使用した。２台目以降のプリンタのポート
を作成したい。

《対処》
仮のポート（LPT1など）でプリンタドライバをインストール後、プリン
タのプロパティから「Printianavi Network Port」を追加します。

ポートの追加方法の詳細
「プリンタの接続方法を変更するとき（印刷先ポートの追加と
変更）」（132ページ）参照
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プリンタドライバのインストール中に
警告画面が表示された
プリンタドライバのインストール中に、警告画面が表示されることがあ
ります。ここでは、注意が必要な3つの現像（メッセージ）について説
明します。

《現象1》
「Windowsの CD-ROMを挿入してください」というメッセージが表示され
た。

《対処》
製造元とモデルの選択画面で〔ディスク使用〕をクリックせずに一覧か
らプリンタを選択してインストールしようとすると表示される画面で
す。
インストールをキャンセルして、再度、プリンタ添付のCD-ROMのプ
リンタドライバをインストールし直すことをお勧めします。

「第2章　ネットワークを利用せずにプリンタを接続する」（13
ページ）参照
「第3 章　ネットワークを利用してプリンタを接続する」（25
ページ）参照

このままWindowsのCD-ROMをセットしてインストールを続行すると、OS
添付のプリンタドライバがインストールされます。
OS添付のプリンタドライバは最低限の印刷は可能ですが、Printianavi
機能、およびさまざまな便利な印刷機能がお使いになれません。

OS 添付のプリンタドライバをインストールしたときは、
プリンタドライバを更新してください。

「プリンタドライバの更新」（136ページ）参照
《現象2》
〔バージョンの競合〕というメッセージが表示された。

《対処》
現在インストールされているものより古いバージョンのプリンタドライ
バ、あるいはプリンタドライバが使用する共通のモジュールをインス
トールしようとしたときに表示される画面です。
〔はい〕をクリックして、現在のファイルをそのまま使うようにしてく
ださい。
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《現象3》
「プリンタが接続されているサーバには適切なプリンタドライバがイン
ストールされていません」というメッセージが表示された。

《対処》
クライアントのOS（Windows）用のプリンタドライバが、サーバ側に追
加（または代替）インストールされていない状態で、クライアントから
サーバ共有プリンタのドライバをネットワークインストールしようとし
たときに表示される画面です。
クライアントのOSにより、次の操作をしてください。

クライアントがWindows 95/98/Me/NT4.0のとき

1 添付のCD-ROMをクライアントにセットして、〔OK〕をクリックします。
2 プリンタの製造元とモデルを選択する画面では〔ディスク使用〕をク
リックし、CD-ROMにあるプリンタドライバのフォルダ名を指定して
インストールを行ってください。

クライアントがWindows 2000/XP/Windows Server 2003のとき

〔キャンセル〕をクリックして、ネットワークインストールを中止しま
す。LPT：などの仮のポートで通常のインストールを行ってから、ポー
トを変更してください。

「プリンタの接続方法を変更するとき（印刷先ポートの追加と変
更）」（132ページ）参照

サーバがWindows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003 で
Windows 95/98/Me/NT4.0のクライアントが複数台あるときは、
追加（または代替）ドライバをインストールしておくと便利
です。

「第4 章 プリンタ共有の設定」の「サーバ側の設定」参照
（Windows95/98/Meは 64ページ、NT4.0は 67ページ、
2000/XP/Windows Server 2003は 71ページ）
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《現象4》
「管理者権限がないため、メッセージ連携サービスを停止状態とします」
というメッセージが表示された。

《対処》
Windows NT4.0をサーバとし、Windows 2000/XP/Windows Server 2003
クライアントの環境や、Windows NT4.0のスタンドアロンの環境で管理
者以外でログオンして、メッセージ連携サービスを登録しようとすると
表示されるメッセージです。〔OK〕をクリックし、ネットワークインス
トールを行ってください。

・Windows NT4.0のとき
プリンタドライバをインストール後、管理者権限を持つユーザ名でロ
グオンし、〔Printianavi〕ダイアログからメッセージ連携サービス
を開始してください。

1〔スタート〕-〔設定〕-〔プリンタ〕の順に選択します。
2 使用するプリンタのアイコンを選択し〔ファイル〕-〔プロパティ〕
の順に選択します。

3〔Printianavi〕ダイアログを表示し、「メッセージ連携サービスの
設定」をクリックします。

4〔メッセージ連携サービス〕ダイアログで〔操作〕-〔開始〕の順
に選択します。

・Windows 2000/XP/Windows Server 2003のとき
〔Printianavi〕ダイアログからメッセージ連携サービスを開始して
ください。このとき、管理者権限を持つユーザ名とパスワードを入力
してください。

1〔スタート〕-〔プリンタとFAX〕（Windows 2000のときは、〔スター
ト〕-〔設定〕-〔プリンタ〕）の順に選択します。

2 使用するプリンタのアイコンを選択し〔ファイル〕-〔プロパティ〕
の順に選択します。

3〔Printianavi〕ダイアログを表示し、「メッセージ連携サービスの
設定」をクリックします。

4〔メッセージ連携サービス〕ダイアログで〔操作〕-〔開始〕の順
に選択します。
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《現象5》
Norton Internet Securityで「低危険度」の警告メッセージが表示さ
れた。

《対処》
ダイアログを閉じてインストールを継続してください。プリンタドライ
バのインストールに問題はありません。

運用中にNorton Internet Security の警告メッセージが表示
された場合の対処方法は「印刷時やプリンタドライバの設定変
更時にNortonInternet Security の警告画面が表示される」
（186ページ）参照

IP アドレスを設定したら通信ができなくなった

《現 象》
IPアドレス設定ユーティリティ2を使用して、プリンタにIPアドレス
を設定したら、通信ができなくなった。

《対処》
IPアドレスを設定したときの値が正しくないと、通信は行えません。プ
リンタのオペレータパネルを操作してLAN設定を初期化し、設定し直し
てください。
LAN設定の初期化は、次の操作で行います。

1 オフライン状態でオペレータパネルの「メニュー」スイッチを押し、
プリンタをセットアップモードにします。

2「 」スイッチを押し、「LANセッテイ」を表示します。

3「▼」スイッチを1回「 」スイッチを3回押し、「LANショキカ」と

表示します。

4「▼」スイッチを1回押して「セッテイ」と表示させ、「設定」スイッ
チを押します。

「ショキカチュウ」の表示に続いて、「オンライン」と表示されれば、初
期化は完了です。
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運用時のトラブルシューティング

プリンタを運用中に発生する問題と、その対処方法について説明しま
す。

印刷できない

《現象》
テスト印刷ができない、あるいはどのアプリケーションからも印刷でき
ない。

《対処１》
プリンタの状態およびケーブル接続を確認します。
次の4点を確認してください。
・プリンタの電源が入っていますか。
・プリンタケーブル、またはLANケーブルが正しく接続されていますか。
・プリンタがエラー状態になっていませんか。
プリンタがエラー状態になっているときは、エラーの原因を取り除き、
オンライン状態に戻してください。
・プリンタ切替器を使用していませんか。
プリンタとの通信が異常となったり、プリンタ故障の原因となったり
する恐れがありますので、プリンタ切替器は使用しないでください。

《対処２》
プリンタをLANケーブルで接続している場合は、LANの設定を確認しま
す。
LAN設定の一覧を印刷し、次の点を確認してください。

LAN設定の一覧の印刷方法の詳細
「LAN設定の一覧を印刷する」（28ページ）参照

Printianaviネットワークポートモニタを使用、またはLPR印刷のとき

次の３点を確認してください。

・TCP/IP設定は「有効」になっていますか。
「無効」の場合は、プリンタのオペレータパネルの操作で「有効」に変
更してください。
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・TCP/IP状態コードは「０」（正常）になっていますか。
「０」以外のときは、それぞれ次の操作を行ってください。

「１」のとき ....... IPアドレスやサブネットマスクの設定に誤りが
あります。設定内容を確認してください。

「２」のとき ....... DHCPによりTCP/IP構成情報を取得中です。再
度、LAN設定の一覧を印刷してください。

「３」以上のとき ... DHCPによるTCP/IP構成情報の取得で異常が発
生しています。
DHCPサーバの設定を見直すか、プリンタのオペ
レータパネルの操作でDHCP自動取得を「解除」
し、正しいIPアドレスやサブネットマスクを設
定し直してください。

IPアドレス設定ユーティリティを使って設定したIPアドレスは、プリ
ンタの電源を切ると無効になります。
IPアドレス設定ユーティリティでIPアドレスを設定した場合は、プリ
ンタの電源を切る前に必ず、DHCP自動取得を「無効」に変更してくだ
さい。

・IPアドレスは正しく設定されていますか。
IPアドレスおよびTCP/IP設定の方法の詳細
「IPアドレスの設定」（29ページ）参照

NetWare印刷のとき

LAN設定の一覧を印刷し、NetWare設定の次の２点を確認してください。

・NetWare設定は「有効」になっていますか。
「無効」の場合は、オペレータパネルで「有効」に変更してくださ
い。

詳細は、『プリンタ編』「第７章　設定値を変える」（93ページ)
参照

・NetWareの各種設定がNetWareサーバの設定と一致していますか。
詳細および設定方法は、『オンラインマニュアル』「NetWare編」
参照
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《対処３》
プリンタドライバの設定を確認します。
サーバ共有プリンタに印刷を行っている場合は、サーバ側の設定も同様
に確認します。

プリンタドライバの設定画面を開き、次の点を確認してください。
・印刷先ポートに接続されていないポートが指定されていないか
・別の場所に設置されたプリンタが指定されていないか

「第5章　プリンタドライバの設定」（79ページ）参照

お使いのOSによって、印刷先ポートを確認する画面が異なります。
Windows 95/98/Meのとき ...〔プリンタのプロパティ〕の〔詳細〕ダ

イアログ
Windows NT4.0/2000/XP/
Windows Server 2003のとき ..〔プリンタのプロパティ〕の〔ポート〕

ダイアログ
プリンタをLANケーブルで接続している場合は、次の点も確認してくだ
さい。

・「Printianavi Network Port」で接続のとき（Windows 95/98/Me/NT4.0/
2000/XP/Windows Server 2003のみ）
印刷したLAN設定の一覧と、IPアドレスおよびポート番号の設定が一
致しているか、確認してください。
それぞれ次のダイアログで確認できます。
IPアドレス（注）..〔ポートの設定〕または〔ポートの構成〕
ポート番号........〔オプション〕

ポート番号がプリンタのポート番号1と同じ
か確認してください。設定が異なっている
場合は、一致させてください。

注: ホスト名を指定している場合は、そのホスト名が使用するIPアド
レスで確認してください。

・「LPR Port」で接続のとき（Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003のみ）
次の２点を確認してください。
-〔ポート〕ダイアログの〔ポートの構成〕をクリックし、IPアドレス
が同じか確認してください。設定が異なっている場合は、一致させ
てください。
-〔ポート〕ダイアログの「双方向サポートを有効にする」のチェック
をはずし、双方向通信を無効にしてください。
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《対処４》
スプーラ上でプリンタまたはドキュメントが停止状態になっていない
か、次の手順で確認します。

Windows 95/98/Me/NT4.0/2000のとき

1〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択します。
2〔プリンタ〕フォルダから該当するプリンタをダブルクリックします。
3 表示される画面のタイトルバーや状態に「停止中」または「一時停
止」と表示されていないか確認します。
停止状態のときは、〔プリンタ〕メニューおよび〔ドキュメント〕メ
ニューの「一時停止」のチェックをはずします。

Windows XP/Windows Server 2003のとき

1〔スタート〕から〔プリンタとFAX〕の順に選択します。
2〔プリンタ〕フォルダから該当するプリンタをダブルクリックします。
3 表示される画面のタイトルバーや状態に「停止中」または「一時停
止」と表示されていないか確認します。
停止状態のときは、〔プリンタ〕メニューおよび〔ドキュメント〕メ
ニューの「一時停止」のチェックをはずします。

《対処５》
双方向通信をサポートした他のプリンタドライバ（XL-2000W、XJシリー
ズなど）がインストールされていないか、確認してください。

双方向通信をサポートするプリンタの印刷先を同じプリンタポート
（LPT1：）に指定したまま使用すると、印刷が行えない場合があります。

実際に接続していないプリンタの印刷先ポートは、「FILE：」に変更し
てください。
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《対処６》
双方向通信機能をサポートしないプリンタポートを使用していないか確認
してください。また、Windows 95/98/Meでプリンタポート（LPT1：）から
印刷しているときは、ポートのドライバに問題はないか確認してください。
次の手順で確認します。

1〔プリンタのプロパティ〕で〔詳細〕ダイアログを表示します。
2〔スプールの設定〕をクリックして「このプリンタで双方向通信機能
をサポートする」と「このプリンタの双方向通信機能をサポートしな
い」のそれぞれの設定でテスト印刷を行います。
「このプリンタの双方向通信機能をサポートしない」でのみ印刷できる
場合は、ご使用のパソコンのプリンタポートが双方向通信機能をサポー
トしていないか、ポートドライバに問題があることが考えられます。

ECPプリンタポートが設定されているときは、次の手順でプリンタポー
トを変更してください。

・Windows 95のとき

1〔スタート〕から〔設定〕〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔シ
ステム〕をダブルクリックします。

2〔デバイスマネージャ〕をクリックし、「ポート（COM&LPT）」の「プ
リンタポート（LPT1）」をダブルクリックします。

3〔ドライバ〕〔ドライバの変更〕の順にクリックします。
4「一覧からドライバを選ぶ」を選択し、〔次へ〕をクリックします。
5「すべてのハードウェアを表示」を選択した後、製造元の一覧から
「スタンダードポート」を選択します。

6 モデルの一覧から「プリンタポート」をダブルクリックし、画面の
指示に従って操作します。

Windows 95 でプリンタポートを変更しても問題が解決しない場合は、
Windows 95の修正モジュール等を適用し、プリンタポートのドライバ
ファイル「LPT.VXD」を更新してください。

・Windows 98のとき

1〔スタート〕から〔設定〕〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔シ
ステム〕をダブルクリックします。

2〔デバイスマネージャ〕をクリックし、「ポート（COM/LPT）」の「プ
リンタポート（LPT1）」をダブルクリックします。

3〔ドライバ〕〔ドライバの更新〕の順にクリックします。
ウィザードの最初の画面では〔次へ〕をクリックします。
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4「特定の場所にあるすべてのドライバの一覧を作成し、インストー
ルするドライバを選択する」を選択して〔次へ〕をクリックします。

5「すべてのハードウェアを表示」を選択し、製造元の一覧から「標
準ポート」を選択します。

6 モデルの一覧から「プリンタポート」を選択して〔次へ〕をクリッ
クします。
以降は画面の指示に従って操作してください。

・Windows Meのとき

1〔スタート〕から〔設定〕〔コントロールパネル〕の順に選択し、〔シ
ステム〕をダブルクリックします。

2〔デバイス　マネージャ〕をクリックし、「ポート（COMとLPT）〕の
〔プリンタ　ポート（LPT1）」をダブルクリックします。

3〔ドライバ〕〔ドライバの更新〕の順にクリックします。
ウィザードの最初の画面で「ドライバの場所を指定する（詳しい
知識のある方向け）」を選択し、〔次へ〕をクリックします。

4「特定の場所にあるすべてのドライバの一覧を表示し、インストー
ルするドライバを選択する」を選択して〔次へ〕をクリックします。

5「すべてのハードウェアを表示」を選択し、製造元の一覧から「（標
準ポート）」を選択し、モデルの一覧から「プリンタポート」を選
択して、〔次へ〕をクリックします。
以降は画面の指示に従って操作してください。

《対処７》
プリントサーバ上にNorton Internet Securityなどのファイアウォー
ルソフトがインストールされている、またはWindows XP/Windows Server
2003 のインターネット接続ファイアウォール機能が有効になっていま
せんか。
ファイアウォール機能が有効になっている場合、クライアントからの印
刷ができません。
ソフトのファイアウォール機能を無効にするか、ソフト側の設定で通信
を許可する対象機器に次の機器をすべて登録してください。

・プリントサーバ
・印刷を実行するパソコン
・ステータスの表示先に指定するパソコン
・プリンタ
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印刷できない、または別のプリンタに出力される

《現象》
Printianavi Network Portで LANに接続したプリンタに印刷を行った
が、応答なしエラーとなり印刷できない、または別のプリンタに出力さ
れる。

《対 処》
次の手順でポートの設定を確認してください。

1 Windowsを起動します。
 Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の場合は、管理者
権限でログオンします。

2 〔スタート〕から〔プログラム〕〔Printianavi〕〔ネットワークソ
フトウェア2〕〔Printianavi ネットワークポート管理〕の順に選
択します。

3 変更するポートを選択し、〔ポートの構成〕をクリックします。

Windows NT4.0 で Spoolerサービスの「デスクトップとの対
話をサービスに許可」のチェックが外れている場合、以下の
メッセージが表示されます。
〔OK〕をクリックします。

Spooler サービスの「デスクトップとの対話をサービスに許
可」のチェックを付け、必要な操作を行った後、再度ポート
の構成を行ってください。

プリンタSpoolerサービスの設定方法については「ポー
トが追加できない」の<対処>（185ページ）参照

4〔ポートの設定〕ダイアログで〔参照〕をクリックします。
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5 プリンタの一覧で、選択されているプリンタが正しいか確認します。
選択されているプリンタのモデル名やMACアドレスが別のプリンタ
のものでないか確認してください。
別のプリンタに接続されている場合や選択されているプリンタが
なく、「設定したIPアドレスまたはホスト名に対応したプリンタ装
置が見つかりませんでした。プリンタ装置の電源を確認するか、ま
たは設定したIPアドレスまたはホスト名の確認をしてください。」
というメッセージが左下に表示されている場合は、正しい接続先
のプリンタを選択し〔OK〕をクリックしてください。

一覧に正しい接続先のプリンタが見つからない場合は、次の内容
を確認してください。
・プリンタの電源やネットワークケーブルが正しく接続されてい
るか
・プリンタにIPアドレスが正しく設定されているか
・ルータを経由した先にプリンタが接続されている場合は、ポー
トの検索範囲の設定にルータの先のネットワークアドレスが追
加されているか

6 ポートの設定画面で、「DHCP設定プリンタのIPアドレスを自動認
識する」の設定を確認します。
プリンタのIPアドレスをDHCPで動的に割り当てている場合は、プ
リンタが取得するIPアドレスがいつも同じとは限らないため、本
機能のチェックは必ず付けてください。
チェックを外すと常にIPアドレスが一致したプリンタに接続する
ため、印刷先がそのつど変わったり、見つからない場合は応答な
しになったりしてしまいます。

本機能のチェックを外すのは、IPアドレスを固定で割り当ててい
る場合のみにしてください。通常は、チェック付けたままでも通
信先のプリンタの設定によって自動判別するのでチェックを外す
必要はありません。
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Printianaviのメッセージが表示されない

《現象》
印刷は行えるが、印刷を行ったパソコンにPrintianaviのメッセージが
表示されない。

《対処》
〔プリンタのプロパティ〕を開き、次の点を確認してください。

「第5章　プリンタドライバの設定」（79ページ）参照

・Printianaviに対応していないプリンタドライバを使用していません
か。
OS添付のプリンタドライバやエミュレーションモード（ESC/PやESC/
Page）で印刷している場合は、Printianavi機能は使用できません。
また、古い機種用のPrintia XLドライバでは、新しいプリンタや
Printianavi機能に対応していないことがあります。
添付のCD-ROMに収められたプリンタドライバを使用してください。

・NetWare印刷、またはLPR印刷ではありませんか。
Windows 95/98/Meは〔詳細〕ダイアログ、Windows NT4.0/2000/XP/
Windows Server 2003は〔ポート〕ダイアログで印刷先のポートが
NetWareのプリントキュー、またはLPR Portの場合は、Printianavi機
能は使用できません。

・Printianaviを使用する設定になっていますか。
〔ポート〕ダイアログの〔接続ポート〕で「Printia Network Port」
を選択している場合、「双方向サポートを有効にする」チェックが付
いているか確認してください。

・Printianaviのメッセージを表示する設定になっていますか。
〔Printianavi〕ダイアログの「印刷中のステータス表示」「ステー
タスを最前面に表示する」「印刷の終了を通知する」の設定を確認し
てください。

詳細はプリンタドライバのヘルプまたは「〔Printianavi〕ダイ
アログ」（122ページ）参照
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・ステータスとメッセージの通知先の設定を別のパソコンに指定してい
ませんか。
〔Printianavi〕ダイアログの「ステータスの表示先」に、「コン
ピュータを指定」で指定したパソコンにメッセージが表示されている
場合は、「印刷を実行したコンピュータ」に変更してください。

・双方向通信機能をサポートする設定になっていますか。
Windows 95/98/Meのとき ..〔詳細〕ダイアログの〔スプールの設

定〕をクリックします。「このプリンタ
で双方向通信機能をサポートする」を選
択します。

Windows NT4.0/2000/XP/ ..... 〔ポート〕ダイアログの「双方向サポー
Windows Server 2003のとき　 を有効にする」のチェックがはずれてい

る場合はチェックします。
・ネットワークインストールしたプリンタの印刷先をローカルポートに
変更していませんか。
サーバ共有プリンタに印刷するためにネットワークインストールした
プリンタドライバの印刷先ポートをローカルポートに変更すると、双
方向通信機能が動作しないため、Printianavi機能が使用できなくな
ります。
印刷先をローカルポートに変更するときは、新たにローカルプリンタ
としてプリンタドライバをインストールし直してください。

・Windows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003で区切りページを指定
していませんか。
本プリンタではWindows NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003の区切
りページファイル（*.sep）の印刷をサポートしていません。また、
Printianavi機能が正常に動作しなくなりますので、お使いにならな
いでください。

サーバ共有プリンタに印刷を行っている場合は、次の点を確認してくだ
さい。

・サーバのOSがWindows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003
以外ではありませんか。
PrintianaviはWindows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP/Windows Server
2 0 0 3対応です。また、クライアントがPrin t i a n a v i対応でも、
Printianaviに対応していないサーバの共有プリンタに印刷の際は、
Printianavi機能はお使いになれませんのでご了承ください。
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・Windows NT4.0のサーバからWindows 2000/XP/Windows Server 2003
のクライアントにプリンタドライバをネットワークインストールして
いませんか。
この場合〔ポート〕ダイアログの「双方向サポートを有効にする」の
チェックがグレイアウトされ、Printianavi機能が正常に動作しません。
プリンタドライバを削除し、インストールし直してください。

「プリンタドライバの削除」(138ページ)参照
「ドライバインストーラによる方法」（76ページ）参照

・Windows NT4.0の Spoolerサービスの設定で「デスクトップとの対話
をサービスに許可」のチェックが外れていないか確認してください。
この場合、印刷中のステータスや、エラーメッセージ、プリンタ状態表
示、プリンタ状態を設定値に反映するなどの機能が正常に行われません。
Spooler サービスの「デスクトップとの対話をサービスに許可」に
チェックを付けると正常に機能します。

1〔スタート〕から〔設定〕〔コントロールパネル〕の順に選択し、「サー
ビス」をダブルクリックします。

2〔サービス〕ダイアログで、「Spooler」を選択し、〔スタートアッ
プ〕をクリックします。

3「システムアカウント」を選択し、「デスクトップとの対話をサー
ビスに許可」にチェックを付け、〔OK〕をクリックします。

4〔停止〕をクリックし、Spoolerサービスを停止します。
5〔開始〕をクリックし、Spoolerサービスを開始します。
6〔閉じる〕をクリックします。

・クライアント上にNorton Internet Securityなどのファイアウォー
ルソフトがインストールされている、またはWindows XP/Windows
Server 2003のインターネット接続ファイアウォール機能が有効になっ
ていませんか。
ファイアウォール機能が有効になっている場合、Printianaviのメッ
セージがプリントサーバ上に表示されます。ソフトのファイアウォー
ル機能を無効にするか、ソフト側の設定で通信を許可する対象機器に
次の機器をすべて登録してください。
- プリントサーバ
- 印刷を実行するパソコン
- ステータスの表示先に指定するパソコン
- プリンタ
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プリンタの状態の表示や反映が行えない

《現象》
プリンタドライバの設定画面やPrintianaviネットワークマネージャか
ら〔プリンタ状態表示〕が行えない。また、〔プリンタ状態を設定値に
反映する〕で情報の取得に失敗してしまう。

《対処》
印刷中の状態表示や印刷完了通知などPrintianaviのメッセージ通知も
正常に行われない場合は、「Printianaviのメッセージが表示されない」
（180ページ）を参照してください。

〔プリンタ状態表示〕および〔プリンタ状態を設定値に反映する〕での
み問題が発生する場合は、次の点を確認してください。

・プリンタのモデルが異なるプリンタドライバを使用していませんか。
プリンタドライバはプリンタモデルにあったものを使用してください。

・プリンタドライバを更新せずにPrintianaviネットワークポートモニ
タのみ新しいものをインストールていませんか（Windows 2000/XP/
Windows Server 2003のとき）
「旧バージョン・レベルとの混在運用について」（191ページ）参照
「プリンタドライバの更新」（136ページ）参照

・Windows NT4.0の Spoolerサービスの設定で「デスクトップとの対話
をサービスに許可」のチェックが外れていないか確認してください。
この場合、印刷中のステータスや、エラーメッセージ、プリンタ状態表
示、プリンタ状態を設定値に反映するなどの機能が正常に行われません。
Spooler サービスの「デスクトップとの対話をサービスに許可」に
チェックを付けると正常に機能します。

1〔スタート〕から〔設定〕〔コントロールパネル〕の順に選択し、「サー
ビス」をダブルクリックします。

2〔サービス〕ダイアログで、「Spooler」を選択し、〔スタートアッ
プ〕をクリックします。

3「システムアカウント」を選択し、「デスクトップとの対話をサー
ビスに許可」にチェックを付け、〔OK〕をクリックします。

4〔停止〕をクリックし、Spoolerサービスを停止します。
5〔開始〕をクリックし、Spoolerサービスを開始します。
6〔閉じる〕をクリックします。
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印刷結果がプリンタドライバの設定と違う
《現象》
アプリケーションから印刷を行ったが、印刷結果がプリンタドライバで
設定した内容と違っている。

《対処》
アプリケーションソフトによっては、データ保存時に印刷に関する設
定（プリンタドライバの設定を含む）を保存します。
このため、アプリケーションソフト側から変更するまで、保存されて
いる設定値で印刷されることがあります。また、アプリケーション側
で部数や用紙サイズなどを設定するものもあります。
このような場合は、〔プリンタのプロパティ〕（Windows 95/98/Me）や
〔ドキュメントの既定値〕（Windows NT4.0）、〔印刷設定〕（Windows
2000/XP/Windows Server 2003）で設定を変更しても反映されません。
印刷する文書を開いたアプリケーション側でプリンタ設定のプロパ
ティを開いて、設定を変更してください。

「第5章　プリンタドライバの設定」（79ページ）参照

消耗品の交換を通知するEメールが送信されない
《現 象》

消耗品の交換時期になっても、Eメールが送信されない。

《対 処1》
DHCP環境で運用している場合、電源投入直後はプリンタがIPアドレス
を取得できないことがあります。この場合、電源投入直後に検出した交
換情報は通知できません。再送待ち時間後（30分）に発信されます。

《対 処2》
Eメールの設定が正しいか確認してください。送信元アドレス、送信先
アドレスは、@以下を含むアドレスすべてを指定する必要があります。
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ポートが追加できない

《現象1》
Windows NT4.0で、CD-ROMの「ネットワークでプリンタを使う」からイ
ンストールを行い、ポートを追加しようとすると、ダイアログでメッ
セージが表示され、ポートが追加されない。

《現象2》
Windows NT4.0で、Printianavi ネットワークポート管理からポートを
追加しようとしたらメッセージが表示され、ポートが追加されない。

《対処》
WindowsNT4.0の Spooler サービスの設定で「デスクトップとの対話を
サービスに許可」がチェックされていないと上記のエラーメッセージが
表示され、ポートが追加できません。以下の手順に従い、「デスクトッ
プとの対話をサービスに許可」をチェックし、再度ポートの追加を行っ
てください。

1〔スタート〕-〔設定〕-〔コントロールパネル〕の順に選択し、「サー
ビス」をダブルクリックします。

2〔サービス〕ダイアログで、「Spooler」を選択し、〔スタートアッ
プ〕をクリックします。

3「システムアカウント」を選択し、「デスクトップとの対話をサー
ビスに許可」をチェックした後、〔OK〕をクリックします。

ポートの追加およびポートを構成した後に、
Spoolerサービスの設定を元に戻す場合は、「デスク
トップとの対話をサービスに許可」のチェックを外
してください。

4〔スタート〕-〔設定〕-〔コントロールパネル〕の順に選択し、「サー
ビス」をダブルクリックします。

5〔停止〕をクリックし、Spoolerサービスを停止します。
6〔開始〕をクリックし、Spoolerサービスを開始します。
7〔閉じる〕をクリックします。
「ポートの追加」（156ページ）参照
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印刷が開始されるまでに時間がかかる

《現象》
最初の1ページ目が印刷されるまでに数10秒から1分以上かかる。

《対処》
Norton Internet Security などのファイアウォールソフトがインストー
ルされている、またはWindows XP/Windows Server 2003 のインター
ネット接続ファイアウォール機能が有効になっていると、印刷が開始さ
れるまでに時間がかかることがあります。ソフトのファイアウォール機
能を無効にするか、ソフト側の設定で通信を許可する対象機器に次の機
器をすべて登録してください。

・プリントサーバ
・印刷を実行するパソコン
・ステータスの表示先に指定するパソコン
・プリンタ

印刷時やプリンタドライバの設定変更時に Norton
Internet Securityの警告画面が表示される

《現象》
Norton Internet Securityをご使用の環境で、以下の現象が発生する
場合があります。

・プリンタドライバのインストール時
Norton Internet Securityの警告画面が表示される

・印刷した場合
- Norton Internet Securityの警告画面が表示される
- 印刷が行えない、または印刷が開始されるまでに時間がかかる

・プリントサーバ経由で、印刷またはステータス表示を他のコンピュー
タに表示させた場合
- ステータス表示画面から、印刷中止、再開ページ指定ができない
- 「ステータスの表示先」にプリントサーバ以外を指定しても、プリ
ントサーバにステータスが表示される

・「プリンタ状態表示」または「プリンタ状態を設定値に反映する」機能
を使用した場合
Norton Internet Securityの警告画面が表示される
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・「メッセージ連携サービス」ダイアログを開いた場合
- Norton Internet Securityの警告画面が表示される
- 「メッセージ連携サービス」が「停止」状態になる（この場合、
「メッセージ連携サービス」を「開始」に変更できません。）

《対処》
プリントサーバ、印刷を実行したコンピュータ、ステータスの表示先
に指定するコンピュータで、Norton Internet Securityの「ファイア
ウォール」の設定を選択し、「ホームネットワーク」の信頼ゾーンに
次の機器のIPアドレスをすべて登録してください。

・プリントサーバ
・印刷を実行するコンピュータ
・ステータスの表示先に指定するコンピュータ
・プリンタ
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ソフトウェアに関する留意事項ソフトウェアに関する留意事項ソフトウェアに関する留意事項ソフトウェアに関する留意事項ソフトウェアに関する留意事項
ここでは、本プリンタ添付のソフトウェアをご使用になる際の留意事項
について説明します。

Windowsをアップグレードする場合

Windowsをアップグレードする場合、XLプリンタドライバおよびXLプリ
ンタ関連ソフトウェア(ネットワークポートモニタなど)をあらかじめ削
除（アンインストール）してからアップグレードを行ってください。
各ソフトウェアは、アップグレード完了後、再インストールしてくださ
い。

削除（アンインストール）を行わずにWindowsをアップグレードした場
合に発生する可能性がある問題、および対処について、以下で説明しま
す。

プリンタドライバ
プリンタドライバがインストールされた状態でWindowsのアップグレー
ドを行うと、Windows 添付のドライバに置き換わる、またはアップグ
レード前のドライバが登録されたままになることがあります。
この状態では、Printia XL ドライバが提供している機能が使用できな
い、または正しく印刷が行えないなどの現象が発生する場合がありま
す。
プリンタドライバを更新してください。

「プリンタドライバの更新」（136ページ）参照

Printianaviネットワークポートモニタ
ネットワークポートモニタがインストールされた状態でWindowsのアッ
プグレードを行うと、Printianaviのポート（PrintianaviNetwork Port）
が新規に作成できなくなる場合があります。この場合は、ネットワーク
ポートモニタを削除（アンインストール）してから、最新版のネット
ワークポートモニタをインストールしてください。
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Windows 2000/XP/Windows Server 2003 環境で
使用時の留意事項

インストール、アンインストール時の注意事項

Windows 2000/XP/Windows Server 2003環境で「Printia LASERプリン
タユーティリティ」CD-ROMに納められている各種ソフトウェアをインス
トールまたはアンインストールする際は、管理者グループのメンバーと
してログオンしてください。
一般ユーザでログオンした状態では、インストール先のフォルダ等への
アクセス権限がないため、正しくインストールまたはアンインストール
できない場合があります。
一般ユーザでインストールまたはアンインストールを行って正常に動作
しなくなった場合は、管理者グループのメンバーとしてログオンし、同
一フォルダに上書きインストール後、再度操作してください。

ネットワーク経由でのドライバインストールについて

クライアント／サーバ運用で、クライアントにWindows 2000、サーバ
にWindows NT4.0を使用した場合、サーバ(Windows NT4.0)のプリンタ
をネットワーク経由でインストールすると、「ポート」タブの「双方向
サポートを有効にする」のチェックがグレイアウトされ、Printianavi
機能が正常に機能しません。
また、クライアントにWindows 2000、サーバにWindows 95/98/Meを使
用した場合、ネットワークインストールを行っても途中で失敗します。
上記の環境では、ネットワーク経由でインストールせず、直接クライア
ントにローカルポートを選択してプリンタドライバをインストール後、
印刷先のポートを共有プリンタのネットワークパスに変更してくださ
い。

Windows 2000/Windows Server 2003クラスタ環境に
ついて

Windows 2000/Windows Server 2003クラスタ環境での動作は保証して
いません。
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ACPIの動作について

本プリンタとパソコンが通信中の場合は、パソコンがACPIによるスタン
バイ／休止状態に移行できないため、次のメッセージが表示されます。

パソコンをスタンバイ／休止状態に移行させる場合は、以下の内容を確
認し、通信を行っていない状態になってから、再度スタンバイ／休止状
態の設定を行ってください。

プリンタを他のパソコン（クライアント）と共有している場合は、使用
しているパソコン（クライアント）側からも通信を行わないようにして
ください。

・印刷中のとき
印刷が終了するまでお待ちください。

・プリンタドライバの設定画面（プリンタのプロパティ）を開いてい
るとき
プリンタドライバの設定画面（プリンタのプロパティ）を閉じてくだ
さい。

なお、サーバがスタンバイ／休止状態のとき、クライアントからサーバ
の共有プリンタの状態を表示または取得しようとすると、エラー表示に
なったり、正しい状態が表示されなくます。このときは、次の操作を
行ってください。

・プリンタドライバの設定画面の〔プリンタ状態表示〕または〔プリ
ンタ状態を設定値に反映する〕でエラーになったとき
エラー表示の画面を閉じ、サーバが通常状態に復帰した後に再度操
作してください。

・Printianaviネットワークマネージャの状態表示やネットワークの
設定でエラーになったとき
サーバが通常状態に復帰した後に、〔最新の情報に更新〕ボタン
をクリックして表示を更新してください。
ネットワークの設定を行う場合は、再度設定してください。
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旧バージョン・レベルとの混在運用について

XL-6010/5810/5710/5510/5310、XL-6700/6100/5730/5720/5340/5330/
5320およびXL-6200/5750/5350/5250を混在して運用する場合、ソフト
ウェアの組み合わせにより、動作に不具合が生じる可能性があります。
お使いのソフトウェアのバージョン・レベルを確認のうえ、最新版CD-
ROMに添付のバージョン以降に更新してください。

とくに注意が必要な組み合わせ

とくに注意が必要な組み合わせについて説明します。

Printianaviネットワークポートモニタとプリンタドライバ
・Windows 2000/XP/Windows Server 2003環境でPrintianaviネットワー
クポートモニタV8.1L10をインストールする際は、プリンタドライバ
を必ず最新版に更新してください。古いプリンタドライバと組み合わ
せると、プリンタの状態を正しく取得できません。
・PrintianaviネットワークポートモニタV8.1L10の持つIPP印刷機能
は、IPPサポートプリンタとの組み合わせで使用できます。詳細は、添
付のCD-ROM内「pnavi」フォルダの「portmon.txt」を参照してくださ
い。

Printianaviネットワークマネージャと対応プリンタ
サポート対象プリンタは添付の C D - R O M 内「p n a v i 」フォルダの
「manager.txt」を参照してください。
詳細表示をサポートしていないプリンタでは、〔プリンタ情報〕ダイア
ログのステータス情報は簡易表示で表示されます。
エラー時の用紙サイズ、給紙カセット位置、カバー種類は表示されませ
ん。
詳細は、添付のCD-ROM内「pnavi」フォルダの「manager.txt」を参照
してください。
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更新時の注意事項

各ソフトウェアを更新する際の注意事項について説明します。

Printianaviネットワークポートモニタ
Printianaviネットワークポートモニタの更新（上書きインストール）
は、通常のインストールと同じ手順で行います。ただし、次の点に注意
してください。

・Printianavi Network Portを印刷先に設定しているプリンタがある
場合は、印刷先を一時的に別のポートに変更してください。
・Windows 起動後、一度も印刷を行っていない状態でインストールを
行ってください。
「ネットワークソフトウェアとプリンタドライバのインストール」
（46ページ）参照
『オンラインマニュアル』「第6章　プリンタ管理機能(Printianavi
ネットワークマネージャ)」参照

Printianaviネットワークマネージャ
Printianaviネットワークマネージャの更新（上書きインストール）は、
通常のインストールと同じ手順で行います。

・Printianaviネットワークマネージャが起動されている場合は、終了
させてからインストールを行ってください。
「ネットワークソフトウェアとプリンタドライバのインストール」
（46ページ）参照
『オンラインマニュアル』「第6章　プリンタ管理機能(Printianavi
ネットワークマネージャ)」参照
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旧バージョンのプリンタドライバ・インストール
時の注意事項

XL-6700のプリンタドライバがインストールされている環境に、旧バー
ジョンのプリンタドライバをインストールすると、「バージョンの競合」
ダイアログボックスが表示され、既存のファイルをそのまま使用するか
どうかの選択を求められます。この場合、「はい」を選択してください。
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この章では、プリンタを使用するときに補助的
に必要となることがらについて説明します。
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ネットワーク用語の解説ネットワーク用語の解説ネットワーク用語の解説ネットワーク用語の解説ネットワーク用語の解説

BPP（Business Printer Protocol）

富士通独自の双方向ネットワークプリンタ通信プロトコル（TCP/IPを使
用）です。
プリンタとの双方向通信によりPrintianaviのエラー通知やページリカ
バリ機能をサポートしているので、LPR印刷に比べて信頼性の高いシス
テムを構築できます。

DHCP（Dynamic Host Configuration Protocol）

IPアドレスの自動割り付けシステムです。クライアントがTCP/IP通信
を行うときに、必要に応じてサーバからIPアドレスをもらい、通信終了
後にはサーバにIP アドレスを戻します。IP アドレス設定ユーティリ
ティはDHCPを利用してプリンタへのIPアドレス割り当てを実現してい
ます。

LPR（Line Printer Remote）

TCP/IP標準の印刷制御プロトコルです。Windows NT4.0/2000/XP/Win-
dows Server 2003では、UNIX用印刷サービスまたはTCP/IP印刷サービ
スとして標準添付されています。ただし、双方向通信はサポートしてい
ないため、LPR印刷ではPrintia navi機能は使用できません。

MIB

SNMPでは、ネットワーク上の各種接続機器の動作状況を監視・管理する
ための動作状況に関するデータをMIB（Management Information Base
: 管理情報ベース）といいます。
本プリンタはMIB-ⅡおよびPrinterMIBをサポートしています。プリン
タに添付されているCD-ROM には PrinterMIB に対応したASN.1 形式の
「XLprtmib.my」が「MIB」ディレクトリに収録されています。これをSNMP
管理マネージャソフトにインストールして使用してください。



ソフトウェア編
付  録

197

RFC（Request For Comments）

インターネットの研究開発機関IETF（Internet Engineering Task
Force）がとりまとめている文書群を指します。一般的にはTCP/IPの規
格書として知られています。

SNMP

SNMP（Simple Network Management Protocol）とは、ネットワーク上
の各種接続機器を管理するためのインターネット標準のプロトコルで
す。ネットワーク上の各種接続機器がSNMPをサポートしていれば、ワー
クステーションで動作している汎用のSNMP管理マネージャソフトから、
SNMP メッセージを使用することでその接続機器の設定情報であるMIB
（Management Information Base : 管理情報ベース）を読み込んだり、
逆にそれを設定することで接続機器の集中管理や、接続機器の非同期に
起こるエラー発生とその内容を監視することが可能となります。

・SNMPメッセージ
SNMPによるエージェントの管理は以下の5種類のメッセージを使って行
われます。

メッセージ種別 説  明 メッセージの送信方向

GetRequest オブジェクトの値の読み出し要求 マネージャ → エージェント
GetNextRequest オブジェクトの連続した値の読み出し要求 マネージャ → エージェント
SetRequest オブジェクトの値の書き込み要求 マネージャ → エージェント
GetResponse 読み出し・書き込み要求に対する応答 エージェント → マネージャ

Trap 例外事象の通知 エージェント → マネージャ

なお、本プリンタではSetRequestはサポートしていません。
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PrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviの機能概要の機能概要の機能概要の機能概要の機能概要
Printianaviは、Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003
のPrintia XLドライバに対応した双方向プリンティングシステムです。

また、ネットワークソフトウェアをあわせてインストールすることによ
り、LANやインターネット環境への対応や複数のプリンタを管理するこ
とができます。

ここでは、Printia XL ドライバおよびネットワークソフトウェアの
Printianavi機能の概要を説明します。

Printia XLドライバ

機　能 概　要
ステータス表示 印刷前のプリンタの状態や、印刷中の状態をパソ

コンから確認することができます。
印刷中止操作 印刷を途中で中止することができます。
印刷自動再開 紙づまりなどのエラー解除後に、エラーが発生し

たページから自動的に印刷を再開します。
（再開不可能なエラーの場合は、印刷を打ち切り
ます。）

印刷ログの採取 印刷結果をログに記録します。
（参照や詳細設定は、同時にインストールされる印
刷ログビューアから行えます。）

オプション情報の プリンタメモリや両面ユニットなど、プリンタに
自動設定 装着されているオプションの情報を取得し、プリ

ンタドライバに自動で設定します。
消耗品ログの採取・ 消耗品の交換時期を記録（ログ）します。また、必
Eメールの送信 要に応じて指定した送信先に消耗品の交換時期をE

メールで通知します。
（ログの参照や詳細設定は、同時にインストールさ
れる消耗品ログビューアから行えます。）

Printia XLドライバがもつPrintianavi機能についての詳細は、
プリンタドライバのヘルプ、または「第5章　プリンタドライバ
の設定」（79ページ）を参照してください。
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ネットワークソフトウェア

Printianaviネットワークポートモニタ

機　能 概　要
LAN直結印刷 Printia XLドライバの持つPrintianavi機能を

サポートしたままLANケーブルで接続したプリン
タに直接印刷することができるようになります。
LAN（TCP/IP）環境およびインターネット接続
（IPP）での印刷をサポートしています。
※ 本プリンタは、IPP印刷に対応していません。

ポートの管理 Printianaviネットワークポートモニタのポートの
設定や追加／削除を専用ツールから行うことがで
きます。

Printianaviネットワークマネージャ

ネットワークに接続された複数のプリンタ管理を、パソコン上から一括
して行えるようにします。

機　能 概　要
ステータス表示 プリンタの状態を参照することができます。
プリンタのネットワーク設定 プリンタのネットワーク設定を行うことができま

す。

Printianaviネットワークマネージャについての詳細は、『オンラ
インマニュアル』「第8章　プリンタ管理機能（Printianaviネッ
トワークマネージャ）参照

Printianavi IPアドレス設定ユーティリティ2

プリンタにIPアドレスを設定します。
設定方法については、「IPアドレスの設定」（29ページ）を参照してくだ
さい。
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MetaFrameMetaFrameMetaFrameMetaFrameMetaFrame／／／／／WindowsWindowsWindowsWindowsWindowsターミナルサービスターミナルサービスターミナルサービスターミナルサービスターミナルサービス
環境での利用について環境での利用について環境での利用について環境での利用について環境での利用について

Printia XLドライバ（バージョン 10．00以降）は、MetaFrameおよび
Windowsターミナルサービス環境下で使用することができます。
ここでは、富士通株式会社で行った確認環境、ならびにPrintianaviを
ご使用になる上でご注意いただきたい事項について説明します。

なお、確認環境などは随時更新されます。最新の情報につきましては、
FMWORLD.NETの「プリンタ製品のCitrix MetaFrame/Windows ターミナ
ルサービス対応状況について」をご覧ください。

http://www.fmworld.net/biz/fmv/product/hard/printer/metaframe/
PrinterMetaFrame.html

確認環境

以下に示す環境で動作確認を行っております。

プリンタ接続形態

プリンタマッピングにより自動作成されるプリンタへ印刷を行う環境
この場合、あらかじめクライアント環境の端末にプリンタケーブルや、
ネットワークで直接接続されたプリンタを定義しておく必要がありま
す。

MetaFrameを使用した環境

● サーバ環境
・Microsoft  Windows ServerTM 2003 +ターミナルサービス/Citrix
MetaFrame XPTM 1.0 FR3
・Microsoft  Windows   2000 Server(SP4)+ ターミナルサービス/
Citrix  MetaFrame XPTM 1.0 FR3
・Microsoft  Windows NT  Server Version 4.0 Terminal Server
Edition(SP6)/MetaFrame  1.8(SP4)
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● クライアント環境
・Microsoft  Windows  XP Professional/ICAクライアント7.00.17535
・Microsoft  Windows  2000 Professional(SP3)/ICAクライアント
7.00.17535
・Microsoft  Windows NT  Workstation Version 4.0(SP6a)/ICAクラ
イアント7.00.17535
・Microsoft  Windows  98 SecondEdition/ICAクライアント7.00.17535
 注：サーバ環境との通信プロトコルは「TCP/IP」のみを確認しています。

MetaFrameを使用しない環境

● サーバ環境
・Microsoft  Windows ServerTM 2003+ターミナルサービス
・Microsoft  Windows  2000 Server(SP4)+ターミナルサービス

●クライアント環境
・Microsoft  Windows  XP Professional/リモートデスクトップ接続
クライアント Version 5.1.2600.1106
・Microsoft  Windows  2000 Professional(SP3)/ターミナルサービ
スクライアント Version 5.00
・Microsoft  Windows NT  Workstation Version 4.0(SP6a)/ターミ
ナルサービスクライアント Version 5.00
・Microsoft  Windows  98 SecondEdition/ターミナルサービスクラ
イアント Version 5.00

Printianavi使用時の注意事項

・MetaFrame環境で使用する場合、Printianaviによる印刷中のステータ
ス表示は、クライアント端末側のウィンドウとして表示されます。
ターミナルウィンドウや他のコンピュータ上への表示指定は行えませ
ん。
・マッピングプリンタへの印刷時にPrintianaviによる印刷中のステー
タス表示を行いたくない場合は、マッピングされた X L - 6 7 0 0 の
〔Printianavi〕ダイアログで印刷中のステータス表示を「表示しない」
にするか、クライアント端末にインストールしているXL-6700の「双
方向機能」を無効としてください。
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HyperPrintHyperPrintHyperPrintHyperPrintHyperPrintの概要の概要の概要の概要の概要
「HyperPrint」を使用すると、印刷機能を持つアプリケーションであれ
ば、種類を問わず、印刷データを利用したさまざまな機能を利用できる
ようになります。

「HyperPrint」による印刷機能を利用することにより、印刷コストの削
減と、効率的な印刷を実現できます。

特　長

● 印刷コストの削減
・プレビュー上で詳細確認と不要なページのカット
・ 両面印刷、縮小印刷による印刷用紙の削減
・ 印刷データのファイル保存
● アプリケーション導入コストの削減
・ データを確認するためのアプリケーションが不要
・ アプリケーションのバージョン/レベルなどの整合性への意識不要
● 業務の効率化
・ E-Mailによる資料配布の電子化
・ 送付先のパソコン環境を意識することが不要
・ 帳票作成時と同様の鮮明度

動作環境

● 対応OS
Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003

● 対応パソコン
FMVシリーズ、AT互換機およびレガシーレスPC

「HyperPrintお試し版」の機能制限

・プレビュー左下に「お試し版を利用して作成した」旨のメッセージを
表示します。
・プレビュー表示30回で製品購入を促すメッセージを表示します。
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RepoAgentRepoAgentRepoAgentRepoAgentRepoAgentの概要の概要の概要の概要の概要
「RepoAgent」は、ビジネス帳票を作成、印刷するためのソフトウェアです。

さまざまなビジネス帳票をワープロを使用する感覚でビジュアルに作成
できます。また、帳票の印刷はアプリケーションから制御できます。

特　長
● 帳票印刷プログラムの生産性を大幅に向上
ワープロを使用する感覚で手軽に帳票設計ができ、帳票印刷プログラ
ムの生産性を大幅に向上します。また、運用中に会社のロゴを変更す
るといった作業も、帳票印刷プログラムを変更することなく対応でき
ます。

● 多彩な帳票設計
以下の多彩な表現手段の提供により、複雑な帳票もかんたんに設計で
きます。
罫線、網かけ、文字装飾、バーコード(11種)、画像、
データ内容に応じた小計/見出し/改ページの自動挿入など

● 容易なアプリケーション連携
アプリケーション側では、帳票に埋め込むデータをCSVテキスト形式で
出力し、RepeAgentを呼び出すだけで帳票印刷を実現できます。CSVテ
キストはUnicodeにも対応しています。
また、アプリケーションからの呼び出しインタフェースには、コマン
ド、API、ActiveXコントロール、Javaクラスの4種類を用意していま
す。お使いの開発環境や運用形態に応じて選択できます。

動作環境
対応OS Windows 98/Me/NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003
対応パソコン FMVシリーズおよびAT互換機
メモリ 64MB以上
ディスプレイ 解像度800× 600以上(1024× 768以上を推奨)
ハードディスク 空き容量23MB以上
プリンタ Windowsから印刷できるプリンタ

(バーコード印刷時は印刷解像度300dpi 以上を推奨)

「RepoAgentお試し版」の機能制限
・お試し版で作成したレポート定義ファイルは、RepoAgentでは使用で
きません。
・用紙の背景に「お試し版を利用して作成した」旨のメッセージを表示
します。
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かんたんバーコードかんたんバーコードかんたんバーコードかんたんバーコードかんたんバーコードLiteLiteLiteLiteLiteの概要の概要の概要の概要の概要
「かんたんバーコードLite」は、パソコンでバーコードを簡単に作成す
るためのソフトウェアです。

特　長

以下のバーコードを作成することができます。

・JAN標準
国際的規格のPOSシンボルです。多くの商品に使用されています。

・JAN短縮
JANの短縮版です。標準版を印刷できないような小さな商品向けです。

・NW-7
各種会員カードの管理用として使用されています。

・カスタマ
平成10年から導入されている郵便番号用です。

動作環境

対応OS Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP/Windows Server 2003
対応パソコン FMVシリーズおよびAT互換機
メモリ 32MB以上(推奨)
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プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法プリンタドライバの入手方法
最新版のプリンタドライバは、インターネットの「FMWORLD.NET」から
ダウンロードすることができます。「FMWORLD.NET」ではサポートサービ
スなどに関するさまざまな情報も提供しています。

下記に示したURLよりプリンタドライバをダウンロードしてください。

FMWORLD.NET URL: http://www.fmworld.net/

・「FMWORLD.NET」をご利用になる際は、Webブラウザおよびイ
ンターネットに接続できる環境が必要です。
・添付のCD-ROMには、製品出荷時での最新版ドライバが収め
られおり、「FMWORLD.NET」からダウンロードできるものと
同一の可能性があります。お使いのプリンタドライバの
バージョンを確認してからダウンロードを行ってください。
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プリンタドライバのバージョンを確認する方法プリンタドライバのバージョンを確認する方法プリンタドライバのバージョンを確認する方法プリンタドライバのバージョンを確認する方法プリンタドライバのバージョンを確認する方法
プリンタドライバのバージョンは、以下の方法で確認できます。

●Windows 95/98/Me/NT4.0/2000の場合

1 〔スタート〕-〔設定〕-〔プリンタ〕の順に選択する

2 使用するプリンタのアイコンをクリックする

3 プリンタのプロパティを表示する
・Windows 95/98/Me
  〔ファイル〕メニュー-〔プロパティ〕をクリックする
・Windows NT4.0
  〔ファイル〕メニュー-〔ドキュメントの既定値〕をクリックする
・Windows 2000
  〔ファイル〕メニュー-〔印刷設定〕をクリックする

4 各タブの左下にある〔バージョン〕をクリックする
●Windows XP/Windows Server 2003の場合

1 〔スタート〕－〔プリンタとFAX〕を選択する

2 使用するプリンタアイコンをクリックする

3 〔ファイル〕メニュー-〔印刷設定〕の順に選択する

4 各タブの左下にある〔バージョン〕をクリックする
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索索索索索          引～プリンタ編引～プリンタ編引～プリンタ編引～プリンタ編引～プリンタ編
記号記号記号記号記号

136/LM設定 ........................ 104
1バイト系ゼロ ..................... 103
2バイト系ゼロ ..................... 103

AAAAA
ACKタイミング ..................... 114
ANK文字 ...................... 100, 103
―ピッチ ........................ 107

CCCCC
CRコード ................ 100, 102, 105

DDDDD
DPIエラー解除 ..................... 108

EEEEE
EGモード設定 ................. 102, 125
EPモード設定 ................. 100, 124
ESC/Pageモード ..................... 96
―キャラクタコード一覧表 ........ 209
―コマンド一覧表 ................ 201
―の印刷条件を設定する .......... 102

ESC/Pモード ........................ 96
―キャラクタコード一覧表 ........ 208
―コマンド一覧表 ................ 199
―の印刷条件を設定する .......... 100

Ethernetタイプ .................... 116

FFFFF
FFコード .......................... 102

HHHHH
HEXダンプ印刷 ............ 78, 113, 121

IIIII
INIT受信 .......................... 114

JJJJJ
JIS-90第一水準漢字一覧表 .......... 217
JIS-90第二水準漢字一覧表 .......... 220
JIS漢字コードについてのご注意 ..... 223

LLLLL
LAN
―ケーブルコネクタ ................ 7
―経由の接続 ..................... 40
―初期化 ........................ 117
―設定 ..................... 115, 131
―に接続するときの注意事項 ....... 41
パソコンとLAN の両方に接続したときの
留意事項 ....................... 43

LFコード .......................... 102
LM位置設定 ........................ 104

OOOOO
OHPフィルム ........................ 25

PPPPP
PC-PR201系プリンタとの違い ......... 14
PC-PR201モード ..................... 96
―キャラクタコード一覧表 ........ 213
―コマンド一覧表 ................ 204
―での違い ...................... 223
―の印刷条件を設定する .......... 103
PCモード設定 ................. 103, 126
Printianavi
―使用時のネットワーク接続形態 ... 42
―使用時の留意事項 ............... 42
Printia XLドライバで印刷する ....... 10
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TTTTT
TCP/IP設定 ........................ 116

VVVVV
VF専用登録域 ...................... 109
VFモード設定 ................. 106, 127
Virtual FMモード ................... 96
―キャラクタコード一覧表 ........ 216
―コマンド一覧表 ................ 206
―での違い ................. 227, 228
―の印刷条件を設定する .......... 106

アアアアア
アフターサービス .................. 231

イイイイイ
移動
近くに移動する ................... 73
プリンタを移動するとき ........... 72
イメージパターン .................. 102
印刷
―いろいろな印刷のしかた ......... 10
―可能領域 ...................... 198
―状態 ....................... 78, 79
―指令 .......................... 105
―設定 ...................... 96, 123
―品質が低下したとき ............ 149
―部数を一時的に変更する ......... 84
印刷方向 .................. 78, 96, 197
―スイッチ ........................ 9
―を一時的に切り替える ........... 81
印字濃度調整 ................. 115, 131
インタフェース
―仕様 .......................... 196
―タイミング .................... 113

ウウウウウ
運搬
梱包して運搬する ................. 76

エエエエエ
液晶ディスプレイ .................... 9
―の表示内容 ..................... 78

エミュレーション設定 .......... 96, 122
エミュレーションモード
―で印刷する ..................... 11
―を切り替える ............... 11, 12
―を使う上での留意事項 ........... 13

エラーコード ...................... 102
エラーメッセージ .................. 153

オオオオオ
オーバーマーク印刷 ................ 107
オプション
―取り付け上のご注意 ............ 162
―の取り付け .................... 161
―品 ............................. 16
―用コネクタ ...................... 7
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